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金沢街道沢（ 1)遺跡調査区遠景 面上空から後方は七里長浜

金沢街道沢（ 1)遺跡調歪区遠景西上空から中央に嗚沢川が流れる



金沢街道沢（ 1)遣跡調歪区全景上空から写真上が北

金沢街道沢（ 1)遺 跡 第 1号溝跡 (SD01平安時代）土層断面南から



金沢街道沢 (1)遺 跡 第8号竪穴住居跡 (Sl08奈良時代）遣物出土状況西から

金沢街道沢（ 1) 遺跡出土奈良時代の土器



金沢街道沢 (1)遺 跡 第 15号竪穴住居跡 (SI15平安時代）カマド完掘状況南西から

金沢街道沢（ 1)遺跡出土平安時代の土器



新沢 (1)・ (2)遺跡調歪区遠景北東上空から奥に日本海

新沢 (1)・ (2) 遺跡調査区遠景南西上空から



新沢 (1)遣 跡 第2号竪穴住居跡 (SI02平安時代）完掘状況西から

新沢（ 1)遺跡出土擦文土器



新沢 (2)遺 跡 第4号竪穴住居跡 (SI04縄文時代後期）炉跡遺物出土状況西から

新沢（ 2)遺 跡第4号竪穴住居跡炉跡出土土器



新沢（ 2)遺跡第35号土坑 (SK35縄文時代後期）遺物出土状況西から

新沢（ 2)遺跡第 35号土坑出土土器



新沢 (2)遺跡第 8号焼土遺構 (SNOB)上面 赤穴式土器出土状況南から

新沢（ 2)遺 跡 第 8号焼土遺構出土赤穴式土器及び関連資料



新沢（ 2)遺 跡 第 39号土坑 (SK39) 新沢 (1)遺跡基本土層 1面函

新沢 (1)・ (2)遺跡各地点における土層堆積状況



序

青森県埋蔵文化財調査センターでは、平成 26年度に一般国道

1 0 1号鯵ヶ沢道路建設事業予定地内に所在する鳴戸 (3)遺跡、

金沢街道沢（ 1)遺跡、新沢 (1)遺跡、新沢 (2)遺跡の発掘調

査を実施しました。

調査の結果、縄文時代～平安時代にかけての遺構・遺物が見つか

りましたが、鳴戸（ 3)遺跡の平安時代中頃の製鉄炉跡や、金沢街

道沢（ 1)遺跡の奈良時代の集落跡、新沢（ 1)遺跡の擦文土器、

新沢（2)遺跡の縄文時代後期前葉の集落跡などは特記される成果

といえます。

本報告書は、これらの調査のうち、金沢街道沢（ 1)遺跡、新沢 (1)

遺跡、新沢(2)遺跡の調査成果をまとめたものです。この成果が今後、

埋蔵文化財の保護と研究等に広く活用され、地域の歴史を理解する

一助となることを期待します。

最後に、日頃から埋蔵文化財の保護と活用に対してご理解をいた

だいている国土交通省青森河川国道工事事務所に厚くお礼申し上げ

るとともに、発掘調査の実施と報告書の作成にあたりご指導、ご協

力をいただきました関係各位に対し、心より感謝いたします。

平成28年 3月

青森県埋蔵文化財調査センター

所長三上盛一



例 ロ

1 本書は、国土交通省吉森河川国道事務所による国道 101号鰺ヶ沢道路速設事業に伴い、吉森県埋

蔵文化財調査センターが平成26年度に発掘調査を実施した鰺ヶ沢町金沢街道沢（1)遺跡、新沢

(1)遺跡、新沢（2) 遺跡の発掘調査報告書である。各遺跡の発掘調査面積は以下の通りである。

金沢街道沢（1)遣跡： 6,600面、新沢（1)遣跡： 3,500 ni、新沢（2)遣跡： 8,300 rrf0 

2 各婚跡の所在地（吉森県遭跡番号）は以下の通りである。

金沢街道沢（1)遣跡：肖森県西津軽郡鰺ヶ沢町大宇南浮田町字金沢街道沢地内 (321102)。

新沢（1)遺跡；宵森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字北浮田町字新沢地内 (321040)。

新沢（2)遺跡；青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大宇北浮田町字新沢地内 (321041)。

3 各遺跡の発掘調査報告書は、本書が初めてとなる。

4 発掘調査及び整理・報告書作成の経費は、発掘調査を委託した国土交通省青森河川国道事務所が

負担した。

5 発掘調査から整理・報告書作成までの期間は、以下のとおりである。

発掘調査期間 平成26年 5月7日～ 11月 20日

整理・報告書作成期間 平成27年4月 1日～平成 28年 3月25日

6 本書は、古森県埋蔵文化財調査センターが編集し、宵森県教育委員会が作成した。執筆と編集は、

宵森県埋蔵文化財調査センター茅野嘉雄文化財保護主幹、齋藤正文化財保護主査が担当 し、文末に

執筆者名を記した。依頼原稿については、文頭に執筆者名を記した。なお、出土石器類の石質鑑定

は山口義伸氏に依頼した。

7 発掘調査から整理・報告書作成にあたり、以下の業務については委託により実施した。

航空写真撮影 シン技術コンサル

放射性炭素年代洞定 株式会社加速器分析研究所、株式会社パレオ・ラボ

炭化材の樹種・炭化種実の同定、土壌分析、黒曜石の原産地分析 株式会社パレオ ・ラボ

剥片石器の実測

遺物の写真撮影

株式会社ラング

シルバーフォト、フォトショップいなみ

8 発掘調査成果の一部は、現地見学会、発掘調査報告会等において公表しているが、これらと本書

の内容が異なる場合は、正式報告として刊行する本書の内容がこれらに優先する。

9 発掘調査及び整理・報告害作成における出士品、実測図、写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調

査センターが保管している。

10 発掘調査及び整理・報告書作成に際して、下記の方々と機関からご協カ・ご指導を得た（敬称略、

順不同）。

宇部則保齋藤淳木村淳ー中田書矢高橋学小林克仙庭伸久藤井誠二秋山洋司

柏木大延 野月寿彦小針大志藤井浩藤原弘明神原雄一郎佐藤剛中村哲也根岸洋

11 本書に掲載した地形図（遺跡位置図等）は、国士地理院発行の 25,000分の 1地形図「鰺ヶ沢」、

「森田」、「＋面沢」、「種里」及び平成 23年 3月東北地方整備局宵森河川国道事務所作成の 2,000分



の1地形図「鳴戸 (3)遣跡平面図」、「新沢 (1)遺跡平面図」、「新沢 (2)遺跡平面図」及び青森県作

成の 5,000分の 1地形図「鰺ヶ沢農村総合整備モデル事業平面図」を複写して使用した。

12 測量原点の座標値は、世界測地系に基づく平面直角座標第X系による。

13 挿図中の方位は、すべて世界測地系の座標北を示している。

14 全体図等の縮尺は、各挿図毎にスケール等を示した。

15 遣構については、検出順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遣構に使用した略号は、以

下のとおりである。

S I一竪穴住居跡 SKー土坑 svー溝状土坑 SD一溝跡 SR一土器埋設遣構

SBー掘立柱建物跡 SP一柱穴跡 SX一性格不明遣構

16 遺構実測図の土層断面図等には、水準点を基にした海抜標高を付した。

17 遣構実測図の縮尺は、原則として竪穴住居跡のカマ ド・炉跡等は 1/ 30、竪穴住居跡・土坑．

溝状土坑等は 1/60、溝跡・柱穴状ピット群等は 1/100に統一し、挿図毎にスケール等を示した。

18 遣構実測図に使用した網掛け等の指示は、各々挿図中に示 した。

19 遺跡の基本土層にはローマ数字、遣構内堆積土層には算用数字を使用した。

20 基本土層・遣構内堆積土層の色調表記等には、『新版標準土色帖 2013 年度版』 （小山正忠•竹

原秀雄）を使用した。

21 遺物については、取り上げ順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遣物に使用した略号は、

以下のとおりである。

P一土器 (KPーはカマド出土土器） S-石器 C一炭化材

22 遺物実測図には、挿図毎に 1から通しの図番号を付した。同一固体と考えられる土器等には、図

番号に小文字アルファベットを組み合わせて表記した。

23 遺物実測図の縮尺は、原則として縄文士器・弥生士器・士師器等は 1/3、礫石器は 1/3、士・

石製品・剥片石器・鉄製品等は 1/2に統一し、各挿図毎にスケール等を示した。

24 遺物実測図に使用した網掛け等の指示は、挿図毎に示した。

25 遣物観察表・計測表に使用した略号等については、各表毎に指示内容を示した。上製品、石器等

の計測値は、長さx幅X厚さ (cm)・璽さ (g) の順に表記したが、 （ ）内の数値は現存値である。

26 遺物写真には、遺物実測図と共通の図番号を付した。

27 遺物写真の縮尺は、統一していない。
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第 1章調査概要

第 1章 調 査 概 要

第 1節調査に至る経過

国土交通省東北地方整備局青森河川国適事務所（以下「青森河川国道事務所」）から、一般国道101号

鯵ヶ沢道路建設事業に関する取り扱いについて照会があり、青森県教育庁文化財保護課（「以下（文化財

保護課）」）では平成22年度～23年度に事業予定地の現地踏査を実施の上、平成23年度及び25年度に事業

予定地内の試掘調査を行った（吉森県教委2012・2014)。

試掘調査結果を受けて関係機関が協謡を行い、本発掘調査が必要とされた範囲については、吉森県埋

蔵文化財調査センターが発掘調査を実施することとなった。平成24年度に鳴戸(3)遺跡の発掘調査を

行い（青森県教育委員会2015)、平成25年度に、官森河川国道事務所、文化財保護課、青森県埋蔵文化財調

査センターが協謡を行い、平成26年度に鳴戸(3)遺跡、金沢街適沢(1)遺跡、新沢(1)遣跡、新沢(2)遣

跡の発掘調査を実施することとなった。

第 2節調査の方法

(1)発掘作業の方法

平成25年度に宵森県教育庁文化財保護課が実施した試掘調査により、金沢街道沢 (1)遺跡では

平安時代の遺構（竪穴住居跡・溝跡等）が、新沢（ 1)遺跡では平安時代の竪穴住居跡や遺物等が、

新沢 (2)遣跡では土坑や遣物等が確認されていたため、縄文時代・古代の遺構調査に重点をおいて、

各集落の時期・構造等の把握に努めた。

遣構測量点は、用地幅杭等の設置に用いた4級基準点を使用した。基準点の座標値は青森河川国通

事務所から提供を受けた。基準点からの測量に支障が生じた場合は、用地幅杭や調査区内に任意点を

設贋し使用した。また、水準原点は、鳴戸(3)遺跡では調査区脇の 3級基準点21-21 (35. 245 m)を、

金沢街灌沢 (1)遺跡では 3級基準点21-19 (34. 013 m) を、新沢 (1)遺跡では 3級基準点21-

9 (30. 507 m)、新沢 (2)遺跡では 3級基準点21-7 (34. 690 m)ををれぞれ用い、調査区内の任

意点に適宜水準移動を行った。

グリッドは調査区を網羅するように設定した。 1グリッドは4X4mとし、鳴戸（3)遺跡と金

沢街道沢 (1)遺跡は平成 25年度に調査を実施した際の鳴戸 (3)遺跡の原点（平面直角座標系X系

のX=86900、Y=-50300)を用いた。新沢 (1)遺跡と新沢 (2)遺跡では、平面直角座標系X系

のX= 87300、Y=-48000を原点とした。金沢街道沢 (1)遺跡では南から北方向に向かってローマ

数宇 (I~V)、とアルファベット (A~Y)を組み合わせ、西から東方向に算用数字を付し、南西

隅の組み合わせで呼称した。新沢 (1)・（ 2)遺跡では南から北方向に向かって算用数宇を付し、西

から東方向にローマ数字 (I~V)、とアルファベット (A~Y)を紐み合わせ、南西隅の組み合わ

せで呼称した。

なお、測最基準点、水準点は平成22年度以前に設置されており、使用した値は平成23年の東日本

大震災による影響を受ける前のデータとなっている。本報告では混乱を避けるため、測量時のデータ

で提示している。国土地理院の PatchJGDVer. 1. 0. 1（りを用いて変動後の原点座標値を求めると、金

-l -



金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

沢街道沢 (1)遭跡ではX=86899. 5345、Y =-50299. 5716となり、新沢 (1)・(2)遺跡ではX=

87299.5331、Y= -47999. 5725となる。また国土地理院の PatchJGDVer. l. 0. 1 (標尚版）（2)を用いて

水準原点の変動後の標高値を求めると、 21-19が34.120 m、21-21が 35.351 m、21-9が 30.615 

m、21-7が 34.797 mとなる。

(1)補正パラメータファイル； touhokuta i he i youok i2011. par 

(2)補正パラメータファイル： touhokutaiheiyouoki20ll_h.par

〔基本土層］

避跡の基本土層については、瑣跡ごとに表土から順にローマ数字を付けて呼称した。試掘調査時の

土層番号とは異なる部分がある。

［表土等の調査］

平成25年度の試掘調査時の所見や土層の堆積状況等を確認しながら必要に応じて重機を併用しな

がら表土除去を行った。出土した遣物は、適宜地区単位で層位毎に取り上げた。

〔遣構の調査〕

検出遣構には、原則として確認順に種類別の番号を付けて精査した。堆積土層観察用のセクション

ベルトは、遣構の形態、大きさ等に応じて、基本的には4分割又は 2分割で設定したが、選構の軍複

や付属施設の有無等により必要に応じて追加した。遺構内の堆積土層には、算用数字を付けて、ロー

マ数字を付けた基本土層と区別した。遣構の平面図は、主に株式会社Cubic製「遺構実測支援システ

ム」を用いてトータルステーションによる測量で作成した。遺構の堆積土層断面図や竪穴住居跡に伴

う炉・カマド等の平面図、出土遣物の形状実測図等においては、簡易遣り方測量等も併用し、縮尺

1/20 ・ 1/10の実測図を作成した。遣構内の出土遣物については、遣構単位・遣構内地区単位で層位

毎に又は堆積士一括で敗り上げたが、床面（底面）や炉・カマドの出士遺物については、 トータルス

テーションや簡易遣り方測最により、必要に応じて縮尺 1/20・ 1/10のドットマップ図・形状実測図

等を作成した。

〔遺物包含層の調査］

上層から層位毎に人力で掘削した。原則としてグリッド単位で層位毎に取り上げ、必要に応じて詳

細な出土位置を記録した。

〔写真撮影〕

写真撮影には、原則として 35mmモノクローム、 35mmカラーリバーサルの各フィルム及び 1790万

画素のデジタルカメラを併用し、発掘作業状況、士層の堆積状態、遣物の出士状態、遺構の検出状況・

精査状況・完掘後の全景等について記録した。また、 必要に応じてラジコンヘリによる遣跡及び調査

区域全体の空中写真撮影を業者に委託し行った。

(2)整理・報告書作成作業の方法

〔図面類の整理］

遺構の平面図は主にトータルステーションによる測量で作成したので、整理作業ではこれを原則と

して縮尺20分の 1で図化し、簡易遣り方測量等で作成した堆積士層断面図や炉・カマド等の付属施

設の実測図等との図面調整を行った。また、遺構台帳・遺構一覧表等を作成して、発掘作業時の所見
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第 1章調査概要

等を整理した。

〔写真類の整理］

35 mmモノクロームフィルムは撮影順に整理してネガアルバムに収納し、 35mmカラーリバーサルフ

ィルムは発掘作業状況、包含層遺物の出土状態、遺構毎の検出・精査状況等に整理してスライドファ

イルに収納した。また、デジタルカメラのデータは 35mmカラーリバーサルフィルムと同様に整理し

てタイトルを付けた。

〔遵物の洗浄・注記と接合・復元］

避物の注記は、調査年度、遣跡名、出土区・避構名、層位、取り上げ番号等を略記したが、剥片石

器・金屈器等、直接注記できないものは、収納したポリ袋に注記した。

注記における各遣跡の略号は次の通りである。金沢街道沢 (1)遺跡； 14カナがリ（1)。新沢 (1)遣

跡： 14アうサリ（1）。新沢 (2)遺跡： 14了う的 (2)。

〔報告書掲載遣物の選別〕

主に遣構に伴って使用・遣棄・廃棄された資料、遣構の構築・廃絶時期等を示す資料、遣存状態が

良く同類の中で代表的な資料、所属時代（時期）．型式・器種等の分かる資料等を選別した。

〔遣物の観察・図化・写真撮影〕

選別 した遺物は必要に応 じて実測図または拓本を採り、遺物台帳・観察表 ・計洞表等を作成した。

遣物の写真については、一部を業者に委託して行った。

［理化学的分析・鑑定］

遣跡の年代・木材や種実利用、堆積土壌の成因、石器原材料の石質や原産地、鉄製品の成分などを

明らかにするための鑑定・同定などを業者等に委託し行った。

［遣構・遺物のトレース・版下作成〕

遣構・遣物の実測図やその他の挿図のトレースは株式会社 Cubic製「遣構実測支援システム」及

び株式会社Cubic製「トレースくん」を用いた。実測図版・写真図版等の版下作成は、アドビシス

テムズ製「Illustrator」、「Photoshop」をそれぞれ使用した。また、割付作業はアドビシステムズ製

「InDesign」を使用した。

第3節調査の経過

(1)発掘作業の経過

平成26年度の当該事業に係る遺跡の発掘調査は、金沢街消沢 (1)遺跡6,600rrf、新沢 (1)遺跡

5,500面、新沢 (2)遺跡8,000面を対象として（図 2・ 3)、5月 7日から10月 30日までの発掘作

業期間で実施することになった。平成25年度に青森県教育庁文化財保護課が行った試掘調査の結果

を踏まえて発掘作業を淮めることにした。

発掘調査体制は、以下のとおりである。

調査員 藤沼邦彦前弘前大学教授（考古学）

関根達人 国立大学法人弘前大学人文学部教授（考古学）

山口義伸 日本第四紀学会会員（地質学）

調査主体 青森県埋蔵文化財調査センター

-3 -



金沢街道沢(1)還跡・新沢〔l）還跡・新沢(2)遺跡

所長 三上盛一

次長（総務GM) 高橋雅人

川口潤調査第二G M

文化財保護主幹 茅野嘉雄（新沢 (1) ・ (2)遺跡発掘調査担当者）

文化財保護主幹佐々木雅裕（金沢街道沢 (1)遺跡発掘調査担当者）

文化財保護主査齋藤正（金沢街道沢 (1)遺跡発掘調査担当者）

文化財保護主査佐藤純子（新沢 (1)・ (2)遺跡発掘調査担当者）

各遺跡における発掘作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。

〔金沢街道沢 (1)遺跡〕

4月上旬 青森河川国道事務所（調査委託者）、青森県教育庁文化財保護課と他の 3遺跡（鳴戸 (3)

遺跡、新沢（ 1)遺跡、新沢（2)遺跡）を含めた調査前の打合せを行い、発掘作業の進

め方等について再度確認した。

7月上旬 調査事務所、器材庫、発掘作業員休憩所や仮設トイレの設置等、事前の準備作業を行った。

7月 14日 発掘器材等を現地へ搬入し、環境整備後、調査区域の東端部から発掘作業を開始した。

7月中旬～ 重機を使用して調査区東側から表土を掘削し、遺構検出を行い、古代の竪穴住居跡、土

坑、大溝跡等を確聡した。排土について事業者側で搬出した。

8月下旬 調査区域北西側の取付道路部分、東側及び西側の斜面から平場にかけて調査を終了した。

9月下旬～ 表土の掘削を終了し、遺構確聴・精査を進めた。

10月 9日 事業者、文化財保護課立会のもとで、

発掘現場の終了確認を行った。また、

安全対策のため発掘現場の埋め戻し箇

所等についての打合せをした。

10月中旬 ラジコンヘ リを用い、調査区を空中

から撮影した。

10月 30日 すべての発掘作業を終了し、発掘

器材・出土品等を搬出した後、現地

から撤収した。
金沢街道沢 (1)遺跡作棠風景

平成 26年度の金沢街道沢 (1)遺跡発掘調査では、縄文～古代の遺樺が 91基、遺物が 40箱（段

ボール箱）箱出土した。

10月上旬 所轄の警察署に文化財保護課を通じて遺物発見届を提出した。

〔新沢 (1)遺跡〕．

4月下旬 調査事務所、器材庫、発掘作業員休憩所や仮設トイレの設置、駐車場の整備等、事前の

準備作業を行った。

5月上旬 発掘器材等を現地へ搬入し、環境整備後、調査区域の東側から発掘作業を開始した。

5月中旬～ トレンチ謁査により遺跡内の基本土層を確諮 したうえで、調査区域東側約 1,500m'の遺

構検出を行い、古代の竪穴住居跡・縄文～弥生時代の土坑等を多数確諮した。

6月上旬～ 検出した古代の遺構の調査を進めながら、調査区域西側約 1,500!Ii'の遺構検出を行った
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が、調査区域東側に比べて遺構の密度

は希薄であった。古代の遺構は白頭山

一苫小牧火山灰降下以前のものが多い

ことが判明し、擦文土器も出土した。

6月下旬 高所作業車を使用して調査区域の全

体写真を撮影した。

7月4日 すべての発掘作業を終了し、発掘器

材 ・出土品等を搬出した後、現地から

撤収した。 新沢（1)遺跡作業風景

第 1室調査概要

平成 26年度の新沢 (1)遺跡発掘調査では、縄文時代の土坑が 16基、弥生時代の土器埋

設遺構が 1基、平安時代の竪穴住居跡が7軒、土坑が 3基、掘立柱建物跡が 2棟、遺物が

27箱（段ボール箱）出土した。

7月中旬 所轄の警察署に文｛頃オ保護課を通じて遺物発見届を提出した。

〔新沢 (2)遺跡〕

5月下旬 新沢（ 1)遺跡の調査と平行して、調査事務所、器材庫、発掘作業員休憩所や仮設トイ

レの設置駐車場の整備等、事前の準備作業を行った。

6月上旬 重機を併用し、 トレンチ調査を行った結果、調査区の広い範囲に縄文時代後期の遺物が

出土することが判明した。

7月上旬 新沢（ 1)遺跡の調査がほぼ終了したので発掘器材等を現地へ搬入し、環境整備後、調

査区域の東端部から本格的に発掘作業を開始した。

7月上旬～ 調査区東端部で重機を使用し表土を除去し、遺構確窓を開始した。遺構・遺物ともに発

見量は少なかったが、弥生時代の遺溝・遺物などがII層中で発見されたため、 II層以下は

基本的に人力で土層を掘削し遺構精査を行った。

7月下旬 調査区中央部の遺構検出を行い、古代の竪穴住居跡・土坑等を確聰した。調査区内は全

面に第IIb層が存在することが判明し、 II層より下位については人力で土層を掘削し遺構

確聰及び精査を行うこととなった。

8月下旬～ 調査区東端部約 1,,800rn'の精査を終了した。

9月中旬～ 調査区中央部の精査を継続しつつ調査区西側の遺構確聰を開始。当該区域では縄文時代

後期の遺物が遺溝内外から出土するこ

とを確認するとともに、 II~III層が褐

色を呈し、遺構と地山の判別が難しい

ことも判明した。

10月下旬 ラジコンヘリを用い、調査区を空中

•し

から撮影した。

11月 7日 大方の作業を終了し、機材の一部を

残し撤収した。一部の遺構精査についし
ては残務整理として行った。
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

11月 20日 すべての調査を終了し、現地から撤収した。

平成 26年度の新沢（ 2)遣跡発掘調査では、縄文～古代の遺構 75基と、遺物が 84

箱（段ボール箱）出土した。

11月下旬 所轄の警察署に文化財保護課を通じて遣物発見届を提出した。

(2)整理・報告書作成作業の経過

整理・報告書作成作業は平成27年4月 1日から平成28年 3月25日までの期間で行った。 3つの

遺跡を 1冊にまとめて刊行することとしたため、それに応じた整理作業の工程を計画した。

整理主体 青森県埋蔵文化財調査センター

文化財保護主幹 茅野嘉雄（報告書作成担当者）

文化財保護主査齋藤正（報告書作成担当者）

平成27年度の整理・報告書作成作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。

4月上旬～ 発掘作業で作成した図面類の整理作業と遣物の分別作業を行った。

4月中旬～ 金沢街道沢 (1)遺跡から士器の接合・復元作業を開始 (6月上旬まで）。

6月中旬～ 新沢（ 1)遺跡の士器接合・復元作業を開始 (8月中旬まで）。石器・石製品類の報告

書掲載遺物を選別し、剥片石器の一部について実測図の作成を委託した。また、土壌サン

プル・炭化材サンプル等を整理し、土壌サンプルについては水洗選別を行い炭化種実や微

細な遺物の抽出を行った (8月末まで）。

8月下旬～ 新沢 (2)遺跡の土器接合・復元作業を開始 (10月中旬まで）。

9月下旬～ 土壌の水洗選別や炭化材の整理が終了したため、放射性炭素年代測定・樹種同定・種実

同定・土壌分析などの理化学分析を順次業者に委託した。

10月下旬 土器類の接合・復元作業が終了したので、報告書掲載遁物の選別作業を行うとと もに、

遣物の検討・分類・整理作業を進め、遣物観察表等の作成を開始した。

11月上旬～ 選別した報告書掲載遣物の実測・拓本等の図化作業を准めた。併せて遺物台帳等を作

成した。 また、遺構実測図や遣構配置図・調査区域図等のトレースを行った。

11月下旬～ 図化作業が終了した遣物から、順次トレースを開始した。また、シルバーフォト及び

フォトショップいなみに委託して報告書掲載遺物の写真撮影を行い、写真図版を作成した。

12月下旬～ 調査成果を総合的に検討して、報告魯の原稿作成を開始した。

1月下旬 原稿・版下等が揃ったので、報告書の割付・編集を行い、印刷業者を入札・選定して入

稿した。

3月 25日 3回の校正を経て、報告書を刊行した。

最後に、記録類・出土品を整理して収納した。
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金沢街道沢(1)遺跡 ・新沢(1)遺跡 ・新沢(2)遺跡
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

第 2章遣跡の概要

第 1節遺跡周辺の地形と地質

調査員 山口義伸

鯵ヶ沢町は南西側に白神山地が、南側に岩木火山が位置し、北端は日本海に面している。鯵ヶ沢町か

ら西方の深浦町にかけては津軽西海岸と呼ばれる岩石海岸が展開し、海岸段丘が発達している。一方、

北方の十三湖にかけての海岸線は緩やかに湾曲する七里長浜が展開 し、海岸線に並行して屏風山が発

達している。金沢街道沢(1)遺跡外が位置する鳴沢川は岩木山の放射谷であり、岩木火山体の西端部を

流れる中村川は白神山地内の四兵衛森(642m)に源を発し、鯵ヶ沢町中心街に達している。

日本海沿岸に分布する鯵ヶ沢台地は面位段丘（標高70~90m)、中位段丘(50~60m)、そして低位段丘

(20~30m)の3段に区分される。北の七里長浜に並行する屏風山は中位段丘に相当する山田野段丘が砂

丘砂で被覆された地域であって、約 4kmの幅で南北に約30kmと続いている。段丘面の閲度は南部で30~

40mであるが、北方ほど面度を下げ、20~30mとなる（吉森県史2001)。南端部に分布する段丘面は天皇山

（標高56.7m)を速ねた丘陵状の縦列砂丘が発達したり、今須(3)遵跡（鰺ヶ沢町教育委員会1999)で確

認したように段丘面に古砂丘砂が厚く堆積したりと、やや起伏に富んでいる。

鯵ヶ沢町周辺の地質を概観すると、北金ヶ沢から東側の鳴沢川にかけての海岸部には新第三紀鮮新

世の泥岩主体の舞戸層や鳴沢層などが分布している。海岸部に露出する露頭観察から、舞戸層や鳴沢

層などは東西方向の圧縮応力を受けた南北性のネ習曲構造に支配されており、特に中村川東方の各地層

は鯵ヶ沢背斜の東翼に堆積している（青森県史2001)。鳴沢川河口域に分布する基盤岩は舞戸層であっ

て、緑灰～青灰色の塊状のシルト岩～泥岩を主とし、凝灰質砂岩や軽石質凝灰岩などを挟んでいる。鳴

戸(3)遣跡（青森県教育委員会2015)と金沢街灌沢(1)遺跡を隔てる開析谷の谷壁にはシルト岩が裸出

し、挟在する凝灰質砂岩直下のシルト岩には風化によるクラックの発達が目立つ。このため、ブロック

状に割れたシルト岩の崩落が著しく、段丘構成層を含む上位層がオーバーハングの状況となっている。

なお、中村川の東側には岩木火山体が位置し、北側の山麗部には軽石等を含む火山噴出物や山体崩壊に

関わる岩屑なだれ、火山泥流による堆積物が認められる。

一方、鳴沢川下流域の北側には山田野庖に相当する砂、シル凡礫からなる未固結の堆積物が10m以

上の厚さで堆積している。青森県史(2001)では、約12.4万年前に降下堆積した洞爺火山灰Toyaの存在か

ら山田野層の堆積時期を最終間氷期と考えている。保木原での消路改良工事現場では、厚さ15m以上に

及ぶ未固結の堆積物を確認 し、おおむね3層に区分できた。下部層（厚さ 5m以上）は下位からクロスラ

ミナの発達した淘汰不良な砂層、塊状の中粒砂、中粒砂 細礫互層と細粒砂層、そ して最上部の細粒砂

一砂鉄質砂互層からなっている。中部層(2m)は塊状のシルト居からなり、上部層 (6m)は下底に黒色泥

一細粒砂互層を有し、上位には下底部と不連続なクロスラミナを有する砂鉄質砂一細礫互層、中粒砂一

砂鉄質砂互層、レンズ状の泥炭層を含む細粒砂ーシルト互恩、ラミナを有する中粒砂からなっている。

なお、上部屈からは地下水の湧出が目立つ。これら一連の堆積物から推測すると、中部層が尚海水準期

の堆積、上部層はレンズ状の泥炭層の挟在や細礫等の混入による上方粗粒化を考慮すると海退時の堆

積と考えられる。山田野層を覆う形で、クロスラミナを有するレンズ状の砂層を挟在する塊状砂層（古
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第 2章遺跡の概要

期砂丘砂）が 2m以上の厚さで堆積し、砂層は下底にToyaの薄層を挟むローム層に覆われている。なお、

地表直下には十和田一八戸軽石To-HPが堆積している。

各遵跡調査区内の基本層序については基本的にはほぼ同一であることから、金沢街道沢(1)遣跡で

の観察をもとに述べる。また、ローム層以下に関しては南北両岸の段丘で異なることから、金沢街道沢

(1)遺跡で観察した基盤岩上の段丘砂礫層の堆積状況をもとに述べる（図 4)。なお、新沢(1)・(2)遺

跡では I~IV層に細粒砂の混入が目立ち、全体的に色調が明るい。特に斜面での堆積土中には砂の含有

量が目立ち、斜面崩壊により段丘構成層の裸出が原因となっている。

第 I層 黒褐色土(10YR2/3) 耕作土である。粘性・湿性が弱く締まりに欠け、ブロック状に割れやす

い。新沢(1)・(2)遣跡では下部に細粒砂の混入が目立ち、酸化により赤みを帯びた暗褐色砂質土

(10YR3/4)をIb層として細分している。 Ib層は柔らかくて、乾くと黒灰色に変色する。

第II層 黒色土(10YR2/1) 粘性・湿性が多少みられる。全体的にソフトで、乾くと崩れやすい。厚さは

10cm程度で、ローム粒や軽石粒が多少混入している。斜面下方においては、本層下部(IIb層）あるい

はIII層との境界面に白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm)がレンズ状に堆積することがある。新沢(1)・(2)

金沢街道沢（1)遺跡

新沢（1)遺跡
- 31. lm 

I a 

間層

新沢（2)遺跡
基本土層②

::::-33. 8m 

VI 

1層 10YR2/3黒褐色士表士層

撹乱

金沢街道沢(1)遺跡基本層序土層注記
[ a層 10YR2/3黒褐色土耕作土．
lb屠 10YR2/1黒色土 9ルト質粘性・ 湿性多少有り。
n層 10YR2/1黒色土ンルト質 5YR5/6明赤褐色土少呈混じる。
I11層 10YR2/1シルト質粘性・ 澄性のある腐植質土。
IV層 10YR2/1黒色土褐色土(V層）1::(])漸移層。 粘性・湿性があり 、多少硬くしまる。
v層 10YR6/8明黄褐色軽石濯千曳浮石相当屠。
VI層 10YR7/6明黄褐色粘土質ローム粘質。硬く締まる。

新沢(1)遺跡基本層序土層注記
［環咤褐色10YR3/3耕作土硬さあるがもろい
間層 耕作の整地による廃土．斜面下方に厚くなる．平地には見られない
I b層黒褐色10YR2/1腐食質、粘性・湿性多少あり．粒子状の堆積。

全体に柔らかい．乾くと灰黒色の変色．
11環黒色腐植土 粘性・澄性有り。多少硬く、締まりも見られるが、全体的に柔らかい．
lib層 咤灰褐色 粘性 ・締まり多少有り。硬さはあるがもろい．

～暗赤褐色 下位のIII層のブロックや汚れた腐食質土・地山のプロックをかなり含む．
斜面に下方に底く、平場では赤褐色のやや砂質（酸化）土になっている箇所あり．

II1層黒色腐食質土 粘性・澄性有り．
IV還 黒褐色10YR2/2V層 •VI層の粒子が多蛋に混入．
!Vb層咤褐色10YR3/3V層• VI層のブロックを多く含む。ローム質である。
V層黄褐色軽石層 千曳浮石に対比．軽石粒を含む．非常に硬く締まっている．
VI層 明褐色ローム 粘土質ローム(~~30~50cm) 

VI層の下位には赤掲色ローム(50cm)、灰褐色ローム（飛砂を含む厚さ50~60匹）、暗灰黄色緯～中粒砂
（飛砂・塊状、100cm(J)淳さ）、葉理のある中粒砂(100cm)が堆積すな中粒砂の下位は洞爺火山灰？が
30cm堆積する。洞爺火山灰？の下位は成愚砂(200cm以下）あり．

基本土雇⑤

-33.7m 

V 

1層 10YR2/2黒褐色シルト 表土層
II a層 10YR2/1黒色粘土質 シルト質
lib層 IOYR2/2黒褐色粘土質 シルト質赤みを帯ぴる
ID-I階 10YR2/2黒褐色粘土質 シルト質褐色を帯び、層中央で乱れあり
IU-2屠 IOYR2/1黒色粘土質 シル ト質
IVa層 10YR2/1黒色粘土質 淘汰された暗褐色粘土質BLを含む
!Vb層 IOYRS/3暗褐色粘質土 VI層粘土を塊状に含む
v層 10YR5/8黄掲色土千曳浮石層相当唇

nb層 10YR3/4暗褐色士 シルト質全体に赤みを帯びる。
II1層 10YR3/3躇褐色士弱粘質シルト 炭化物含む
IV層 10YR3/3暗掲色士粘質シルトの褐色士塊との混合士
v層 10YR5/8黄褐色士 千曳浮石に相当
VI層 10YR4（磯 色士粘質士

図4 各遺跡基本層序
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

遵跡では層相の変化から本居下部をIIb層として細分している。斜面では砂やローム、腐植土などがブ

ロック状に多量に混入し、下方ほど砂の供給が多く厚く堆積している。平坦面では網粒砂の混入が目立

ち、酸化により赤みを帯びた暗赤褐色土を星している。

第m層 黒褐色腐植質土(10YR2/1) 粘性・湿性のある腐植質で、締りがみられる。本居中には主に縄文

時代前～中期の遣物が包含されている。

第w層 黒褐色土(10YR2/1) 漸移層である。粘性・湿性があり、多少かたさがあり締まっている。下位

層のローム粒や軽石粒の混入によ り上下2層に細分される。上位のWa層ではローム粒や軽石粒の

混入が目立つが、下位のWb居ではブロック状の混入が目立つ。

第V層 明黄褐色軽石層 (10YR6/8) 千曳浮石（東北地方第四紀研究グループ1969)、十和田一八戸軽石

To-HP （青森県2001,柴•前島2009) に対比される。厚さは約10cmで、最大20cmに達する 。緻密堅固な軽石

層であるが、本層上部のVa層は軽石粒（径2~3mm大）を包含するローム層であ り、下部のVb層はラ

ピリ質軽石層である。なお、本層直下には暗色帯を伴うことがある。

第VI層 明黄褐色粘土質ローム (10YR3/3) 厚さ約10cmの、かた＜締まった粘土質ロームである。暗色

帯直下にあって、クラックが発達する。本層にはインボリューションがみられる。

第VII廣 黄褐色粘土質ローム(10YR5/8) かた＜締まった塊状のローム層で、全体的に格子状の割れが

目立つ。厚さは100~150cmである。灰褐色ロームと酸化の染みのある赤褐色ロームが交互に2~3回繰

り返して堆積するのが特徴的である。なお、本層下底部には中位段丘の指標火山灰であるToyaが層状

に堆積することがある （雁澤ほか1994)。

第VIII層 シルト層 段丘砂礫層を構成するシルト層（厚さ60~80cm)である。上半部が風化によりやや

柔らかな黄褐色シルト質細粒砂で、下半部がかた＜締まった灰色シルト層である。

第IX層 砂層 段丘砂礫層を構成する砂層（厚さ約150cm)である。層相から3層に細分される。上部は酸

化によりブロック状の割れが目立つ赤褐色中粒砂、中部は青灰色を呈する塊状中粒砂、下部はラミナ

を有する細粒砂となっている。

第X層砂礫層 段丘砂礫層基底に堆積し、基盤のシル ト岩を覆う。

次に、図 5には鯵ヶ沢町森林基本図 (1/10000、昭和50年 9月作成）をもとに作成した遺跡周辺の地

形分類を示した。図 6には金沢街逍沢(1)遣跡の調査区位置図と周辺の地形図を、図 7には新沢(1).

(2)遺跡の調査区位置図 と周辺の地形図（いずれも平成23年 3月東北地方整備局吉森河川国道事務所

作成） を示した。併せて両地域の空中写真も示した。

金沢街消沢(1)遺跡は鯵ヶ沢町大字南浮田町字金沢街消沢に所在 している。 平成25年度に調査され

た鳴戸(3)遣跡とともに鳴沢川の南岸に分布する山田野段丘上に立地し、両遺跡の間には20m超の急勾

配の谷壁をもつ開析谷が流れている。この開析谷と金沢街消沢(1)遺跡の東端を流れる開析谷には地

すべり、あるいは斜面崩壊と考えられる等高線の円弧状配僅が認められる。一方、新沢(1)・(2)遺跡は

西津軽郡鯵ヶ沢町大字北浮田町字新沢に所在し、鳴沢川北岸の段丘上に立地している。この山田野段丘

は砂屈やシルト層砂礫層などの未固結堆積物で構成され、軟弱な地盤となっている。遺跡周辺を流れ

る枝谷沿いにも等尚線の密集した配置や円弧状の配置が認められ、降水や融雪によ る側刻作用の淮行、

さらには地すべりあるいは斜面崩壊などの多発による谷壁の後退が推測される。

金沢街道沢(1)遁跡の調査区は標高32~34m、東西幅50~60mのやや起伏のある段丘面上に立地して
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第2章遺跡の概要

ローし＿八中位段丘 砂丘 谷底平野 崩壊地

＼ 
丘

苓

海

図5 遺跡周辺の地形分類図

いるほか、西側の斜面途中にある29~30rnの平坦地も調査範囲となっている。段丘面は東西両側を深さ

20m超の谷が流れていることから北側に舌状に張り出す形で分布している。段丘周縁には地すべりある

いは斜面崩壊の痕跡が数多く認められ、特に調査区の東西両端では斜面途中に小規模な平坦面が伴っ

ている。段丘面上の調査区は中央部に浅くて緩やかな谷状凹地が南北に認められ、東側は33~34rnの尾

根状の高まりとして谷状凹地にほぼ並行して延び、西側には2条の谷地形があって、33~34rnの緩やか

な小丘が点在している（図 2・3)。

調査区からは、表士直下にほぼ南北方向に延びる亀裂痕が 3か所で検出された。中央部に位置する谷

状凹地の東壁にあたるSI02号•SI03号住居跡と SI08号住居跡とを結ぶ80m以上の長さを有する亀裂痕、

谷状凹地の西壁にあたるSI11号住居跡と北側のSP41号土坑とを結ぶ40m強の長さを有する亀裂痕、そし

て尾根状の尚まりのやや東寄りのSIOl号住居跡を通る60m以上の長さを有する亀裂痕である。確認され

た亀裂痕は I忌で覆われている。なお、SI02・03・08号の各住居跡からは亀裂に伴う溝状の落ち込みが確

認されている。亀裂痕から判断すると、中央部の谷状凹地は60~80crnの落ち込みで、幅が北側で約10m、

南側で15m余である。北側に設定された中央ベルトでは凹地東側に落差が約20cmの亀裂痕が認められ、

西側ではII層以下が榛んだ状況で検出された。

発掘調査終了後、工事現場の南北両側の切通しにおいて谷状凹地にほぼ対応する箇所で基盤のシJレ

ト岩中に段丘砂礫居の落ち込みを確認し、この間の段丘構成層に複数の亀裂痕も認められた。この谷状

凹地はテフラ層を含めた段丘構成層の荷重もあって、地下水位の低下によって風化したシルト岩が収

縮したために生じたと考えられる。

ところで、調査区域内からはコの宇状に配置されたSDOl号溝跡が検出され、このうち東側の南北方向

に延びる溝跡部分が平坦面から約 1rnも高度を下げた斜面途中から検出された。この東斜面からはSDOl

号溝跡と重複する形でSD08号溝跡も検出されている。SD08号溝跡は調査区の南東端において斜面を逍
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金沢街道沢(1)還跡・新沢〔l）還跡・新沢(2)遺跡
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第2室 還の概 要

い上がって平坦面へ向かい、ま

たSDOl号溝跡の東西方向から南

方への屈折点よりも北側に約 5

m延びる細い亀裂状の溝跡とし

ても検出されている。このSDOS

号溝跡は、おそらく東側斜面で

発生した地すべりに伴う亀裂と

考えられる。斜面途中にある平

坦面はその際に形成されたと考

えられる。発掘調査終了後、工事

現場の北側の切通しにおいて確

認した地すべりの模式断面を図

8に示したが、地すべりは2~

↑1号竪穴住居跡を通る亀裂痕の位置

SDOI号 •SDOB号溝跡の位置

↓ 

。

■麟岩芭：砂礫□砂

二シルト □・ローム

函 8

凡例

：黒色土

金沢街道沢 (1)遺跡の北端節における地すべりの模式断面図

3個の小規模なものが地形的に接し、南北の長さが80m以上、落差が約 5mと推定される。地すべりは降

雨・融雪による地下水位の上昇や地震活動により斜面形状が著しく変化して発生することから、調査区

においては基盤の風化したシルト岩が滑動したと考えられる。斜面途中にある平坦面は地すべりに

よってその移動体がブロック状に剪断された結果移動体の主要部が斜面途中に取り残されて形成され

たと考えられる。ちなみに斜面途中の平坦面は現状では標高22~32mの緩傾斜面となっているが、段丘

上の畑地に至る農道を整備するために北側を排土し南側を盛り土したためと考えられる。

一方、西側斜面にも段丘面から 3~4mの落差のある平坦面が幅約10m、長さ約50mと幅狭く、円弧状

に分布している。滑落崖の直下には凹状地が存在するが、滑落した土塊で埋没し、平坦面にほぼ連続し

ている。平坦面の表面は削平により段丘砂礫層中の赤褐色砂層（第JX層上部）が露出し、滑落した地すべ

り移動体の主要部で構成されている。図9から、凹状地の平坦面側の斜面に崩落土が聰められ、その崩落

土上に軽石層(V層）及びその上位層が載るという堆積状況が読み取れる。これは地すべり停止後、崩落

土層を被覆するように、滑落崖に張り付いていた地すべり移動体のブロックが再滑動してきたと考え

られる。凹状地内に堆積しているII層に関しては、白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm)を含むIIb層直上に滑

落崖からの崩落土がレンズ状に堆積している。なお、この平坦面をもたらした地すべりの頂部には、段

丘面南西端にある谷地形が分布し、北側の溝状の崩壊地形の頂部にも谷地形が分布している。北側の崩

固 9 金沢街道沢 (I)遺跡の西側平坦部における地すべりの土層断面
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

壊地形では、基盤のシルト岩が露出している。

図 7に示したように、対岸の新沢(1)・(2)遣跡周辺には鳴沢川に注ぐ枝谷が数多くみられ、段丘面

上には枝谷に注ぐ小規模な谷地形もあって、全体的に開析によりやや起伏に富んでいる。枝谷流域には

やや幅の広い谷底が分布し、平坦な段丘面や谷底に対して急勾配の谷壁が等面線の配置から読み取れ

る。これは未固結堆積物からなる段丘構成層が風化・浸食だけでなく降雨や融雪による地下水の流出、

斜面崩壊などにより谷壁が後退•更新するためと考えられる。また、流域には円弧状の崩壊地形が点在

するが、谷底内に移動した崩落土を整地して水田に転用しているほかに、崩壊地でも崩落士を排土した

り末端部を盛り土したりして整地し、畑地や水田として利用している箇所もある。

引用・参考文献

東北地方第四紀研究グループ(1969) 東北地方における第四紀海水準変化，日本の第四系，地学団体研究会15

雁澤好t尊•柳井清冶・八幡正弘・溝田智俊(1994) 西南北海道-東北地方北部に広がる後期更新世の広域風成塵堆積物，地質学雑誌100

箕浦幸治・小菅正裕・柴 正敏・根本直樹・山口義伸(1998) 青森県の地質，青森県

鈴木隆介2000 建設技術者のための地形図読図入門第3巻段丘・丘陵・山地，古今書院

青森県史緬さん自然部会(2001) 青森県史自然緬地学，青森県

柴正敏・前島秀人(2009) 千曳軽石層の帰属について，青森地学54

脊森県教育委員会(1998) 外烏屋前田(1)遺跡，青森県埋蔵文化財調査報告書242号

鰺ヶ沢町教育委員会(1999) 今須(3)遺跡 鰺ヶ沢町文化財シリーズ第14集

菊田 寛(2011) 豪雨を誘因としたス レーキングの早い泥岩の岩盤地すべり，全国地質調査業協会遣合会「技術フォーラム2011J京都．

杉襦浩ー・加藤 彰(2014) 新第三紀層（泥岩・疑灰岩）の地すべり調査について，全国地質調査業協会連合会「技術フォーラム2014」秋田

青森県教育委員会(2015) 嗚戸(3)遺跡， 青森県埋蔵文化財調査報告書551号

第2節遺跡周辺の歴史的環境

鰺ヶ沢町は青森県の西側に位置し、日本海に面した港町である。鰺ヶ沢湊は近世において津軽藩の

港として重要な位置を占め、弘前と鰺ヶ沢港は西浜街消でつながっていた。西浜街遣は秋田藩領から

深浦・鰺ヶ沢を経由 し弘前へ至る街道であり、中世頃には既に機能していたと考えられる 1)。また、

菅江真澄や松浦武四郎なども鰺ヶ沢町内を通り、その記録を残している。

本書において報告する 3つの遺跡はいずれも鳴沢川に面した丘陵上に立地し、西浜街適が付近

を通っていたと考えられる。金沢街道沢（1)遣跡が鰺ヶ沢町大字南浮田町字金沢街道沢に、新沢

(1)・（ 2)遺跡が大字北浮田町字新沢に所在し、大字名の北浮田町と南浮田町は鳴沢川を挟んで南

北に存在する。

「浮田」の地名は 1731年（享保 16年）に刊行された 『津軽一統志』の文禄元年 (1592年）の前田

利家らによる津軽巡検の際の記述に「四百五十八石一斗 浮田村」とみられる 2)。また、天文年間 (1532

年～ 1555年）の『津軽郡中名字』には、「浮太刀」と記述があり、南浮田町付近に比定させる考えが

ある叫遺跡名とも関連する小字名については、明確な由来は不明であるが、次のような考え方も可

能かもしれない。

金沢街消沢 (1)遺跡：「金沢」金の沢で、製鉄に関連する地名の可能性がある。「街道」は遺跡の南

側を通っていた西浜街道のことを示す可能性がある。

-16 -



第 2章遺跡の概要

新沢（ 1）・ (2)遣跡：「新沢」の小字名がいつ頃から使用されていたかは不明である。旧鳴沢村 (1889

~ 1955年）では北浮田村の宇名について、保木原・北浮田・川尻がみられる 4)。いつの時代かに新

たに沢を開拓し水田など造成した際につけられたのだろうか。なお、津軽郡中名字にみられる「浮太

刀」の由来については、地域に伝わる以下のような伝説がある。

金敷村（現在の小屋敷近くの桂山付近に相当？）に有名な刀鍛冶がいた。刀鍛冶には美しい娘が 2

人いたが跡継ぎがないのが悩みであった。ある日、一人の若い男が刀鍛冶の弟子入りを懇願したが、

尋常ならざる雰囲気を察したため、 7日間で刀を十腰鍛えることができたならば入門を許すことにし

た。若者も七日の間作業場を覗かないように申し入れ、作業場へ入っていった。それから 3日間ほど

立ったが槌の音などが聞こえないことを不審がった刀鍛冶は約束を破りそっと作業場を覗いてみる

と、竜が口から火を吐きながら刀を作っている様子が見えた。このままいけば弟子入りを許すことに

なり、将来娘の婿として迎えなければならないが、竜を後継者にすることは不可能だと思い、できた

十腰の刀のうちー腰をこっそり盗み鳴沢川に捨てた。 7日間たった朝、若者は刀鍛冶の元に刀を持っ

てきて、弟子にしてくれるよう頼んだ。刀鍛冶は刀を手に取るとその出来映えに感心したが、約束に

一腰足りないので弟子にはできないと伝えた。若者はそんなことはないと何度も数え直したがどう数

えても九腰しかない。悔しがった若者は十腰無い、十腰無い（十腰内）と泣きながら去って行ったと

いう（＋腰内村の由来といわれている）。

鳴沢川に捨てられた刀は、川を日に三度上下に流れたため川の魚は二つに切れ、また片眼、片鱗の

魚が増えたといわれている。またカッパは刀のため死に絶え、以来鳴沢川で水死する者はなくなった

という。数年後刀鍛冶は望む弟子をとることができ、婿に迎えた。婿が竜の話を聞き、その打ちたる

刀をみたところ、自分の兄の鬼人大夫だと知ったため、その刀を祭ったという（巌鬼山神社に奉納

されている刀はその残りだといわれている）。後年水害があった際捨てられた太刀が川岸に浮かび上

がったため、その付近を「浮太刀」というようになったという 5)0 

上記伝説にも登場する鳴沢川は岩木山北側の大鳴沢（標高約 1,OOOrn付近）を源流とし、長平町・

建石町・小屋敷町を流れ湯船町付近で湯舟川と合流 し日本海へと流れる。鰺ヶ沢町内には、 141箇所

の遺跡が登録されており (2015年 12月現在）、鳴沢川流域（湯舟川含む）にはそのうち 2/3程度

の88箇所の遺跡が登録されている。この付近では本書が該当する一般国道 101号鰺ヶ沢道路建設事

業の他、過去には国営岩木山麓開拓建設事業 (1958~ 60年）、鰺ヶ沢バイパス建設 (1978年）、津

軽中部地区広域営農団地農遁整備事業 (1983~ 2000年）、県営中山間地域総合整備事業等 (1996~ 

1998年）に伴う埋蔵文化財の発掘調査が行われ、町内において考古学的成果が濃い地域でもある。

これまでは平安時代の製鉄遺跡が濃く分布することから「古代の製鉄コンビナート」などと呼ばれ

るなど、青森県のみならず北東北・北海灌の歴史を考える上で重要な情報を提供してきた。製鉄に関

連する地名や伝説が鳴沢川流域や岩木山北麓に多いのも無関係ではないと思われる 6)。また、古代だ

けではなく岩木山北麓では縄文～弥生時代の遺跡も数多く発見され、中世～近世の遺跡・史跡も豊宮

である。本書で扱う遺跡からも縄文時代早期～平安時代後半に至る長期間にわたる人々の痕跡が発見

されている。個々の発掘調査成果については表 1の関連報告書等を御参照いただきたい。 （茅野）

1) 『津軽郡中名字』には岩木山北麓から西浜地方にかけて独狐・高杉・鬼沢・遠寺内・浮太刀・鰺ヶ
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

沢・赤石・立 里 ・ 西 船 関 ・ 風 合 ・ 追 良 瀬・俎木浜・飛浪途・吹浦・金子河などの地名が見られ、西

浜街灌の原形を忍ばせる部分がある。

2)鰺ヶ沢町史編慕委員会編 1984 『鰺ヶ沢町史第 1巻』より

3)西津軽郡史編集委員会 1975 『西津軽郡史』名著出版

4)前掲 3参照

5)前掲 3の記述を筆者が要約した。

6)湯舟・小屋敷（金屋敷）・浮田・杢沢（猛房）．とぎ水などが可能性がある。前掲 3等より 。
表 1の参考文款

青森県教育委員会 1990「杢沢遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第 130集

青森県教育委員会 1995「湯舟 (1)・(2)遺跡』育森県埋蔵文化財調査報告書第 175集

育森県教育委員会 1998「平野遺跡・今須 (4)遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第 231集

青森県教育委員会 1998「外鳥呈前田 (1)遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第 242集

青森県教育委員会 2015「嗚戸 (3)遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第 551集

鰺ヶ沢町教育委員会 1979「喋戸遺跡』

鰺ヶ沢町教育委員会 1999「今須 (3)遺跡』鰺ヶ沢町文化財シリーズ第 14集

鰺ヶ沢町教育委員会 2002「鰺ヶ沢町埋蔵文化財緊急発掘調査報告書 10 平野 (2)遺跡』

岩木山刊行会 1968「岩木山岩木山麓古代遺跡発掘調査報告書』

鰺ヶ沢町・深浦町城館遺跡調査会 2007 「津軽西海岸の城館遺跡』平成 19年度青森県考古学会鰺ヶ沢大会記念資料

青森県考古学会 2007「津軽・西海岸の考古学』衛生 19年度青森県考古学会手記大会資料集

遺跡番号 澄 跡 名 時代 文献等

321002 芭蕉塚遺跡 縄文（中・後）、平安、中世

321003 浮淫貝塚 縄文（祢）、平安 岩木山1968

321004 浮揺演跡 縄文（荊 ・中・後）、平安、 中世

321005 七尾遺跡 縄文（前・後）、平安

321014 杢沢遺跡 縄文（早・荊・中・後・晩）、平安、近世 県教委1990

321015 上野高地 縄文（前・中・後）、平安、近世 鰺ヶ沢町教委調査

321016 館遺跡 縄文（後）、平安、中世

321025 外毘屋遺跡 縄文（前・中・後）、平安、中世 岩木山1968

321026 若山遺跡 縄文（後） 岩木山1968

321032 米町遺跡 縄文（後）、平安、中世

321033 ニツ沢遺跡 縄文（後）、平安、中世

321035 今須(1)遺跡 縄文（早•前・後・晩）、弥生、平安

321036 今須(2)遺跡 縄文（箭・後）、平安

321037 今須(3)遺跡 縄文（中・後）、奈良、平安、中世 鰺ヶ沢町教委1999

321038 今須(4)遺跡 縄文（前・後）、平安、中世 県教委1998

321039 平野(1)遺跡 縄文（後・晩）、弥生 県教委1998

321040 新沢(1)遺跡 縄文（前 ・中 ・後・晩）、奈良、平安 本會
321041 新沢(2)遺跡 縄文⑮t）、弥生、平安 本纏告

321042 外馬屋前田(1)遺跡 縄文（罰・中・後）、弥生、平安、近世 県教委1998

321043 外馬屋荊田(2)遺跡 縄文（中・後）、平安

321044 北浮田遺跡 縄文（中）

321047 湯舟(1)造跡 縄文（荊・中・後）、弥生 県数委1995

321053 楊舟(3)遺跡 縄文（後）

321054 下清水低(1)遺跡 縄文（前・後）、弥生

321055 下清水鯰(2)遺跡 縄文（祢・後）

321084 中村館 中世 鰺ヶ沢町・深浦町教委Z007等で紹介

321086 戸波城跡 平安、中世 鰺ヶ沢町・深浦町教委2007等で紹介

321087 鉢巻館 中世 鰺ヶ沢町・深浦町教委2007等で紹介

321093 鳴戸(1)遺跡 縄文（早• 前 ・後）、平安

3ZIIOZ 金沢街道沢(!)遺跡 平安 本暢書
321103 金沢街道沢(2)遺跡 縄文、平安

321104 金沢街道沢(3)遺跡 平安

321106 東禿(1)遺跡 縄文

321107 東禿(2)遺跡 縄文（前・中・後・晩）、平安
鰺ヶ沢町教委調査
青森県考古学会2007等で紹介

321108 東禿(3)遺跡 縄文（後・晩）

321109 東禿館跡 中世 鰺ヶ沢町・深浦町教委2007等で紹介

321110 嗚戸(2)遺跡 平安

321111 嗚戸(3)遺跡 平安
鰺ヶ沢町徴委1979
県教委2015

321112 平野(2)達跡 縄文 鰺ヶ沢町教委2002

321115 小夜遺跡 縄文（後）、平安

321119 金沢街道沢(4)遺跡 平安
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第 2章遺跡の概要

第 3節 出土遺物の分類

3つの遺跡からは縄文時代早期～平安時代の遺物が出土し、本書で報告する遺物の分類は以下

のように行った。詳細は各遺跡の各項目に明示する

1、 土器

第 I群士器縄文時代早期の土器

a類 ：早期初頭～前葉の無紋土器

b類：早期前葉の押型文土器

c類：早期前葉の貝殻復緑圧痕文土器

第 II群土器縄文時代前期の土器

a類：円筒下層 a~b式土器

b類：円筒下層 c~d式土器

第m群土器縄文時代中期の土器

a類：円筒上層式土器

b類：榎林式土器

c類 ：大木 10式平行期の土器

第IV群土器縄文時代後期の士器

a類：十腰内 I式士器

第V群土器縄文時代晩期の土器

a類：大1同B式土器

b類 ：大浪 BC~Cl式土器

第VI群土器弥生時代の土器

a類：砂沢式土器

b類：遠賀）ii系土器

c類： a類に後続する土器

d類：中期後半～後期初頭の土器

e類 ：後期の土器

第vn群土器続縄文土器

a類：後北C2D式土器

第仄群土器 奈良時代の土器

a類：坪形土器

b類 ：甕形士器

c類：壺形士器

d類：その他

第x群土器 平安時代の土器

a類：坪

b類 ：甕

c類：鍋

d類：製塩土器

e類：土製支脚

第XI群土器須恵器

a類：杯

b類：壺

c類：甕

2、 石器

A群：石鏃

B群：石槍

c群：石匙

D群：石錐

E群：石箆

F群：削器

G群：掻器

H群：二次加二剥片

I群：微細剥離のある剥片

J群：石核

k群：剥片

L群：磨製石斧

M群：凹み石

N群：敲き石

0群：擦り石

p群：石錘

Q群：石皿

R群：台石

s群：砥石

3、 土製品

土偶

鐸形土製品

円盤状土製品

羽ロ

土製紡錘車

士錘

士玉

ミニチュア土器

4、 石製品

三角形石製品

有孔石製品

搬入疎

5、 鉄製品

鉄鏃

鉄刀

刀装具

刀子

筒状鉄製品

烏具

金槌

その他 （鉄滓）

土器実測図における表現の凡例とカマド煙道分類図

A類 B類 c類 D類

』どこ::]立戸□:―立：：：□-床面レヘル

ョコナデ

ョコナデ

ミガキ
黒色処理

／ 
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第 3章検出漕構と出土泄物

第 1節金沢街道沢（ 1)遺跡

第 3章検出遺構と出土遺物

金沢街道沢（1)遺跡では検出された遺構は古代の竪穴住居跡20棟、土坑 16基、溝跡6条、掘立

柱建物跡5棟、溝状土坑4基、ピット 40基を検出し遺物は40箱出土した。

調査区は標高 32~ 34 mやや起伏のある段丘上に設定されている。調査区の東側と西側には谷が存

在する。調査以前には畑地として利用されていたため、削平されている部分があり、調査区南西部～

南部にかけては長芋作付けに伴い漕構が破壊されている。土層については第 2章で述べているが、調

査区内の表土直下で南北方向に亀裂痕が見られ、遁構にもその痕跡が見られる。

1、竪穴住居跡 (SI)及び出土遺物

第 1号竪穴住居跡 (SIOl) （図 11~ 12) 

位置・確認 II O ・ II P-113 ・ 114グリッドに位置する。 IV層で確認した。重複関係 なし。規模・平

面形 規模は長軸・短軸 3.7 mの方形を呈する。カマドは 2基検出した。それぞれN-89° -Wと

N-179° -Wに主軸を持つ。堆積土 11層に分層できた。黒褐色土が主体である。 1層には白頭山

一苫小牧火山灰が確認できた。住居跡東側には亀裂による落ち込みが生じている。壁面．床面 壁面

はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大 53cmを測る。床面は掘方埋士によってほぼ平坦

に整えられている。壁周溝 なし。カマド 西壁と南壁に検出した。西壁に検出したカマド 1は壁辺

の右寄りに構築している。煙道の構造は地下式煙適c類である。堆積土はカマド部分で 10層に分層

できた。 9層が火床面である。袖は残っておらず、火床面の両脇から袖の掘方と思われる浅い溝状の

ピットを検出した。南壁に検出したカマド 2は壁辺の右寄りに構築している。煙遣の構造は地下式煙

適c類である。堆積士はカマド部分で 11層に分層できた。 10層が火床面である。火床面の両脇から

袖の掘方と思われる浅い溝状のピットを検出した。柱穴・土坑 なし。出土遺物 堆積士から内面黒

色の士師器坪が出士している（図 12-1)。Ilヽ結 白頭山一苫小牧火山灰降下以前の平安時代に構築

された竪穴住居跡と思われる。

第 2号竪穴住居跡 (SI02)（図 13~ 16) 

位置・確認 II O・ II P -111・112グリッドに位置する。 W層で確認した。重複関係 第 3a・ 3b 

号竪穴住居跡と重複して本遣構が新しい。規模・平面形 規模は長軸 5.5・短軸 5.2mの長方形を呈

する。カマドは 1基検出した。 N- 76° -Eに主軸を持つ。堆積土 11層に分層できた。黒褐色士

が主体である。壁面・床面 壁面はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大 44cmを測る。

床面は平坦である。壁周溝 東壁から南壁に検出した。カマド 北東壁に検出した。壁辺の中央から

左寄りに構築している。煙道の構造は半地下式煙道B類である。堆積土はカマド部分で 3層に分居で

きた。 3 層が火床面である。袖は灰白色粘土で構築されている。 柱穴•土坑 壁際、壁周溝から 14

基の柱穴を検出した。出土遺物 カマド、堆積土から土師器、土製支脚、紡錘車、砥石が出土している。

図 14-1 ・ 2は非ロクロ整形の坪で輪積痕が明瞭に残る。図 15-1 ~ 3は士師器甕で外面ケズリ、内

面ヘラナデが施される。図 15-4~  6は士製支脚でカマド周辺からの出士である。図 15-9は錆のよ

うなものが付着している。小結 本遺構は出土遺物や柱穴の配置から平安時代 (lo世紀後半から 11
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゜

カマド火床面範囲

1/30 lm 

図 11 第 1号竪穴住居跡 (1)
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第 3章検出遺構と出土遺物
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士p~114
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--S!Olカマド2
1階 10YR3/1黒掲色土 10YR4／牡恥邑土5%、10YR7/6明黄褐色土3%
2層 10YR2/2黒掲色土 10YR6/8明黄褐色土漑

環 10YR4/4褐色土 10YR3/3暗褐色土5%、10YR6/6明黄掲色土5%
4濯 10YR4／磯色土 10YR2/3黒褐色土5%、10YR6/8明黄掲色土3%
5沼 10YR3/1黒掲色土 10YR6/6明黄掲色土5%、10YR4/8赤掲色焼土粒1%
6層 10YR4/3にぶい黄褐色土 10YR5/6黄褐色土1償
7層 10YR3/3暗褐色土 10YR4（岱恥邑土10%、10YR8/6黄橙色粘土甜、

7. 5YR5/6明褐色土邪、 5YR5/8明赤掲色焼土粒1%
8階 10YR3/4暗掲色土 5YR4/6赤褐色焼土20%
9層 10YR5/8黄褐色土 10YR3/1黒褐色土5%、10YR4/伴3色土10%
10層 7.5YR3/3暗褐色焼土 火床面 5YR5/8明赤褐色焼土筏、 10YR2/3黒褐色土1%、

10YR5/8黄褐色土1%
11層 10YR4/1褐灰色土 10YR2/2黒褐色土1%、袖石抜取痕

lっ

゜
妬ド火床面範囲

1/30 lm 

。

■黒色処理

1/3 10cm 

図12 第 1号竪穴住居跡 (2)及び出土遺物

世紀代）に構築された竪穴住居跡と思われる。

第3a号竪穴住居跡 (SI03a)（図 13・ 16) 

位置・確認 IIN~IIP -110~112グリッドに位置する。W層で確認した。重複関係 第2号竪

穴住居跡と重複して本遺構が古い。規模・平面形 規模は長軸 7.8m ．短軸 7.1mの正方形を呈する。

カマドは第 2号竪穴住居跡に壊されているものと思われ検出できなかった。堆桔土 14層に分層で

きた。黒褐色土が主体である。住居跡西側には亀裂による落ち込みが生じている。壁面・床面 壁面

はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大 58cmを測る。床面は平坦である。壁周溝 南西

壁を除く壁で検出した。カマド なし。柱穴・土坑柱穴は 13基検出した。住居四壁と壁周溝から

検出した柱穴で構成される配置と思われる。出土遺物 堆積士から士師器が出士している。図 16-3 

は非ロクロ整形の坪である。図 16-4 ~ 7は土師器甕で外面ケズリ、内面ヘラナデが施されている。

出土した炭化種実の同定を行いクワ属、マタタビ属、ニワトコとの結果を得た（第4章第3節参照）。

小結 本遺構は出土遺物から平安時代 (lo世紀後半以降）に構築された竪穴住居跡と思われる。

第3b号竪穴住居跡 (SI03) （図 13・ 17) 

位置・確認 II O~II P -110グリッドに位置する。第3a号竪穴住居跡調査中に確認した。重複

関係 第2号竪穴住居跡、第3c号竪穴住居跡第と重複して第2号竪穴住居跡より古く、第3c号竪
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金沢街道沢(1)遺跡
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図 13 第2・ 3a ・ 3b ・ 3c号第 1号竪穴住居跡
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第3室 検出還構と出土還物

SJ02 
1屈 10YR3/1黒侶色土 10YR4代謁色口．ーム粒(,bl~7四）園、 5YR4/6赤括色焼土粒（,bl～函,)1%、5YR6伶澄色土（令2Cmn)1%
頌!10YR4/3にぷい蛍括色土．10YR4／邸易色ローふ粒(fl～如n）塙
環 10YR3/3畔色土 10YR4/3にぷい黄括色土曝、 10YR6/8明黄恩色ローふ粒（令3~15四）7%
環 10YR2/3黒恩色土 10YR7/6明黄掲色ローム粒（,b1~7四）3%
5屈 10YR3/3畔色土 10YR4/4括色土2瀑 10YR5/8黄恩色土1狐 iOYR6/B明黄混色ローム粒（・,bl~2如n)3%
6屈 10YR3/4呼色土 10YR4/4掲色土2瀑 10YR6/6明黄括色ローム粒（,bl~1Cmn)1%
8屈 10YR6/6明蛍侶色土 10YR3/3好侶色土30%、10YR7/4にぷい紫澄粘土（◇11四）3％、 10YR7/6明黄括色ローム粒（令1~2四）1%

17屈 10YR2/3黒忍色土 10YR3/3呼恩色土20%、1DYR5/B黄毬色土咽、 10YR4/8赤色焼土1%
18屈 10YR5/8蛍恩色土 10YR3/2黒括色土咽
23屈 10YR3/2黒恩色土 ．10YR3/4呼括色土邪
2環 10YR3/4囃色土 10YR5/8黄掲色土20%、炭化物(,b3皿m)1% 
SJ03a 
7屈 10YR2/3黒括色土
9屈 10YR4/2灰装侶色土

10屈 10YR3/4畔色土
11屈 10YR3/3碑色土
12屈 10YR2/2黒括色土
13屈 10YR2伶黒恩色土
1環 10YR3/3辱色土
15屈 10YR3/2黒思色土
16屈 10YR3/4聡色土
19屈 10YR5/6哉恩色土
20屈 10YR3/1黒恩色土
21屈 10YR3/2黒忍色土
認屈 10YR3/3畔色土
23屈 10YR3/4醗色土
SJ03b 
25屈 10YR5/8麟色土
SJ03c 
26屈 10YR3/3畔色土
27屈 10YR5/B黄侶色土

10YR2/2黒掲色土20%、10YR5/B姜泥色土3%
10YR6/B明黄恩色ローム粒（<bi～如,)3%、5YR8応澄色焼土粒（,b3~6四｝1%
10YR5/6黄括色土園、 5YR4/6赤侶色稔土絃（ウ函n〉1%、炭化物（<b3～函,)1%
10YR5/B黄括色土塙、 10YR7/41こぷい黄橙粘土為、 5YR5/6明赤拐色焼土(¢1～如n)1% 
10YR2/3黒掲色土20%、10YR5/B黄思色土1鈴
.10YR6/8明黄恩色ローム粒（<bl～紐n）咲
10YR6/B明醗色土邪
10YR6/B明装悟色ローム粒（<bl～紐,)3% 
10YR6/B明 麟 色 土1瀑
10YR3/2黒混色土3%
10YR5/8黄括色土20%
10YR5/B黄括色土塙、炭化物（,bl~lOm叫践
10YR5/B黄抱色土孤、 5YR4/B赤括色焼土粒（,bl~3m叫1%、炭化物（,bl~3m叫
.10YR3/2黒括色土稿

10YR2/3黒括色土3%

10YR2/3黒混色土3%
10YR3/4辱色土3%
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頌目 lOYRB/1灰白色粘土 5¥'.R4/6赤恩色焼土践
3屈 10YR4/磯色土 火床面 5¥'.R3/6呼赤掲色焼土魂、し炭化物1%
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金沢街道沢(1)遺跡
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第3室検出還構と出土還物
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図 16

穴住居跡より新しい。規模 ・平面形

第 2・ 3a号竪穴住居跡出土遺物

ドは1基検出した。 N-89° -wに主軸を持つ。堆積土

北西壁周辺のみの検出のため規模•平面形は不明である。カマ

1層に分層できた。黒褐色土が主体である。

壁面・床面 壁面は緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。壁周溝 なし。カマド 北西壁に検出

した。壁辺の中央からやや右寄りに位置している。煙道部の構造は地下式煙道D類である。堆積土は

カマド部分で 10層に分層できた。 10層が火床面である。柱穴・土坑 なし。出土遺物 堆積土から

土師器、土錘が出土している。図 17-1 ~ 5は内面黒色の土師器坪で 1~4は体部に段、 5は沈線を

有する。 7は球胴甕で外面に刷毛目調整の後、ミガキは施される。内面は刷毛目調整である。第4号

竪穴住居跡出土の土器と接合した。小結 本遺構は出土遺物等から奈良時代に構築された竪穴住居跡

である。
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金沢街道沢(1)遺跡
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_g_ 33. 7m 

2層 IOYR3/1黒褐色土
3層 IOYR3/3暗褐色土

6層 IOYR3/3暗掲色土

一F

10YR3/4暗褐色土10%、IOYR5/6黄褐色士5%、
IOYR8/8黄橙色土1%、5YR5/8明赤褐色焼士1%
10YR4/3にぶい黄掲色土15%、IOYR6/8明黄褐色土7低
IOYR6/3にぶい黄橙色土5%、5YR5/6明赤褐色焼士粒1%、
炭化物1%

4層 7.5YR3/4暗褐色焼士 5YR5/8明赤褐色焼土20%、IOYR4/4掲色土5%.
5層 IOYR7/4にぶい黄橙色土 10YR5/4にぶい黄掲色土10%、7.5YR6/8橙色焼土1%、

5YR5/6明赤褐色焼土粒1%
10YR6/6明黄掲色土20%、10YR3/l黒褐色士5%、
5YR3/4暗赤褐色焼土1%、炭化物1%

7層 10YR4/3にぶい黄褐色土 10YR6/4にぶい黄橙色土10%、IOYR2/l黒色土1%、
5YR5/8明赤褐色焼土1%
10YR5/6黄褐色土5%、5YR5/8明赤褐色焼土滋、炭化物1%
5YR5/8明赤褐色焼土郊、 5YR4/6赤褐色焼土粒1%。
火床面 10YR4/6褐色土3%

8層 IOYR4/牡色土
9層 IOYR4伶褐色土
10層 5YR4/8赤褐色焼土 E' 

WI 

0¥ 

゜
加ド火床面範囲

1/30 lm 

＼一二 50

■黒色処理

■炭化物付智範囲

1/3 10cm 
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第3章検出遺構と出土遺物

第 3c号竪穴住居跡 (SI03c)（図 13)

位置・確認 II O~Il P -110グリッドに位置する。第3a号竪穴住居跡調査中に確認した。重複

関係 第2・3a・3b号竪穴住居跡と軍複して本遺構が古い。規模・平面形 規模は長軸 4.8m ・ 

短軸4.4mの正方形を呈する。カマド なし。堆積土 1層に分層できた。黒褐色土が主体である。

壁面・床面 壁面は緩やかに立ち上がる。確認面までの深さは最大 20cmを測る。床面は平坦である。

壁周溝なし。カマド なし。出土遺物 なし。小結本遺構は直複関係から奈良時代に構築された

竪穴住居跡と思われる。

第4号竪穴住居跡 (SI04)（図 18~ 20) 

位置・確認 II L ・ ~ IIM -111 ~ 113グリッドに位置する。 W層で確認した。重複関係 調査段

階では 1軒の住居として捉えていたが、整理段階で柱穴配置から平安時代・奈良時代の 2時期の存在

に気づき、平安時代の住居跡を4a号、奈良時代の住居跡を第4b号とした。堆積土については第 1.

2屈（住居跡堆積土）、 6・ 7 ・ 8 ・ 9 ・ 10 ・ 11 ・ 12圏（カマド堆積土）を4a号の堆積土とした。第

3 ・ 4 ・ 5 ・ 13層を第4b号の堆積士とした。

第4a号竪穴住居跡 (SI04a)

規模・平面形 調査区域外に延びていくため、規模・平面形共に不明である。カマドは 1基検出し

た。N-84° -Eに主軸を持つ。堆桔土 第 1・ 2層が住居跡の堆積土と思われる。黒褐色土を主

体とする。壁面・床面確認面までの深さは最大 35Clllを測る。床は概ね平坦に造られている。壁周

溝 なし。カマド 北東壁に構築されている。煙道の構造は半地下式煙道B類である。堆積土は6~

12 層の 6 層である。 11 層が火床面の被熱痕である。袖は礫を芯材にして構築されている。柱穴•土

坑 6基のピットが帰属するものと思われる。出土遺物 堆積士から士師器甕・須恵器甕、砥石、鉄

製品が出士している。須恵器甕の内面には薄く黒色範囲が確認でき、転用硯として使用された可能性

がある。小結 本遺構は柱穴の配置から平安時代 (10世紀後半から 11世紀代）に構築された竪穴住

居跡と思われる。

第4b号竪穴住居跡 (SI04b)

規模・平面形 調査区域外に延びていくため、規模•平面形共に不明である。カマドは 1 基検出した。

N-84° -Wに主軸を持つ。堆積土 第3~5層が住居跡の堆積土と思われる。黒褐色土を主体と

する。壁面・床面 確認面までの深さは最大 35cmを測る。床は概ね平坦に造られている。壁周溝

北壁・東壁・西壁の一部に構築されている。カマド 北西壁に構築されている。煙道の構造は地下式

煙道D類である。堆積土は 12居である。 9層が火床面である。袖は礫を芯材にして構築されている。

柱穴•土坑柱穴 6 基が帰属するものと思われる。出土遺物 なし。小結本遺構はカマドの主軸方

向から奈良時代に構築された竪穴住居跡と思われる。

第5号竪穴住居跡 (SI05)（図 21)

位置・確認 II N-115グリッドに位置している。 W層で確認した。重複関係 なし。規模・平面形
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金沢街道沢(1)遺跡
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SI04 
1層 IOYR3/2黒褐色土

環 10YR2/3黒褐色土
5YR5/8明赤褐色焼土粒1,;
10YR5/6黄褐色土6%

3層 10YR2/2黒褐色土
、炭化物1%

IOYR6/8明黄褐色ロー
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図 18 第 4号竪穴住居跡 (1)
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/4甲g色土 16黄褐色均、

環 l
/3紐色 10YR616黄褐色土3ぼ、 loyR6/8明黄褐色ローム粒泌

OYR414褐色臣 10YR313申8色 IOYR2/3黒忽色士6%、
5屠 10YR2 IOYR5/8黄褐色

土30%、lOYR
/3紐 色 土 土l澤、 10YR22

516黄褐色荘％叩3／辱朗8色梃七1,:

6層 loYR4I滋色土 10YR3/3嗜褐色土頃、 12黒褐色土1%
7層 loyR3/4暗褐色土 5YR5/8明赤衛紐吐粒:tR5/8紐紅l%、
暉 lOYR5/8黄褐色土 10YR4I滋色土2澤、

5YR4/8赤醗焼 土lS

l:; 7.5YR4I虹蘊土 loyR213船 8色均澤5YR518明赤褐暉血、炭化物l駕

暉 4I瑶色土
火床面、

ll層 lOYR6/8黄褐色土袖部掘方
5YR4I晦褐色焼土滋、

12層 10YR4I滋 色 袖部如ぢ、、 loyR6/8明黄褐色炭傾l厖

土袖部規方埋土、 i翌塁4I9麺土2⑯、
土30髯

炭化物1%
炭化物l% 18明赤褐色焼士3%、

10YR7/2にぷい黄橙色士濶

図 19
第4号竪穴住居跡 (2) -m・火暉範囲
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金沢街道沢(1)達跡
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図20 第 4号竪穴住居跡出土遺物

長軸2.7mX短軸2.3 mの隅丸方形を呈する。カマドは 1基検出した。 N-78° -Wに主軸を持つ。

3層に分層できた。堆積土は褐色土を主体とする。壁面・床面 壁は緩やかに立ち上がる。

確認面までの深さは最大26.cmを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に整えられている。壁周溝

北西壁のほぼ中央に構築されており、煙道部の構造は地下式煙道c類である。堆積

堆積土

なし。 カマド

土は6層に分層できた。 6層が火床面である。柱穴・土坑

深さは 44cmである。出土遺物

柱穴は1基検出した。土坑は1基検出した。

カマド堆積土及び住居跡堆積土から土師器、須恵器が出土している。

れる。

坪である。小結

図21-1は内面内黒の土師器坪である。図21-2は土師器甕の口縁部で口縁部寄りに横走沈線が施さ

3 ・ 4は土師器甕の胴部で外面は刷毛目調整、 5はミガキが施される。図21-6 ・ 7は須恵器

出土土器から奈良時代に構築された竪穴住居跡である。

第6号竪穴住居跡 (SI06)（図 22)

位置・確稔 なし。規模・

平面形

II L-106 ・ 107グリッドに位置している。 1V層で確認した。重複関係

耕作により規模•平面形とも不明である。堆積土 6層に分層できた。堆積土は黒褐色土を

主体とする。 2層に白頭山一苫小牧火山灰が確認できた。壁面・床面 壁は削平され残存していない。

確聰面までの深さは最大20cmを測る。床面は概ね平坦に造られている。壁周溝 なし。カマド

土坑を 1基検出した。深さは 44cmである。出土遺物 堆積土及び土坑内堆積土から土

師器が出土している。図 22-1は土坑内から出土した土師器甕である。小結

なし。

柱穴・土坑

本遺溝は白頭山一苫小

牧火山灰降下以前の平安時代に構築された竪穴住居跡と思われる。
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第3室 検出還構と出土還物
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図21 第 5号竪穴住居跡及び出土遺物
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金沢街道沢(l)遵紡
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3層 10匹3/1黒侶色土 10YR2/1黒色土1漢、 10'!R5/6黄侶色ローム粒1%
環 lQ四2/2黒侶色土 10YR5/6黄咆色土園、炭化物1%
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S]06訊01
1屈 10'!R3/4畔色土 10YR2/2黒侶色土畷、 lO'!R4／邸忌色土10%、5YR4/B赤侶色焼土蹄、炭化物1鈴
2屈 10'!R4/4褐 色 土 10YR6/B明黄侶色土園、5YR3/6符赤侶色焼土粒媒、10'!R5戊灰黄侶色粘土3%、炭化物1%
3屈 10'!R2/3黒抱色土 lOYR5/41こぷい黄悟色粘土5%、lOYR6/B明黄侶色土畷、5YR5/8明黄侶色焼土粒諜、 5YR6/6橙色焼土ブロック1%
環 10'!R3/3辱 色 土 lOYR5/6黄混色土15%、10'!R4/2灰黄掲色粘土園、lO'!R7/6黄橙色土3%、5YR5/B明赤侶色焼土粒3鈴、5YR6伐橙色焼土ブロック1%
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図22 第6号竪穴住居跡及び出土遺物
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第3章検出遺構と出土遺物
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図 23 第7号竪穴住居跡及び出土遺物
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金沢街道沢(1)遺跡

第7号竪穴住居跡 (SI07)（図 23)

位置・確認 II L・ II M-102・103グリッドに位置している。 IV層で確認した。重複関係 なし。規模・

平面形 長芋作付けにより破壊されているため規模•平面形とも不明である。カマドは 1 基検出し

た。 N-65° -Wに主軸を持つ。堆稜土 4層に分磨できた。堆積土は暗褐色土を主体とする。壁

面・床面 壁はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大 10cmを測る。床面はやや凹凸がある。

壁周溝 なし。カマド 北西壁に火床面と煙道部を検出 したが、破壊されているため煙適部の構造は

不明であるが地下式と思われる。 1層が火床面である。南東壁にも煙道部のようなものが見られるこ

とから、カマドが存在した可能性がある。柱穴・土坑 柱穴 2基を検出した。深さは 10~ 20 cmであ

る。出土遺物 堆積土及び床面から土師器が出土している。図 23-1は内面黒色の坪。図 23-2は甕

で頸部付近に沈線が施される。図 23-3は球胴哩である。図 23-4は面杯である。内外面ミガキであ

る。小結 本遣構は出土遺物から奈良時代の竪穴住居跡である。

第8号竪穴住居跡 (SI08)（図 24~ 28) 
位置・確認 II T・ II U-111・112グリッドに位置している。 W層で確認した。重複関係 なし。規模・

平面形 規模は長軸・短軸 4.6mの隅丸方形を呈する。カマドは 2基検出した。それぞれN-76° 

-WとN-103° -Wに主軸を持つ。堆積土 10層に分層できた。黒褐色土が主体である。 1 ・ 3層

に白頭山一苫小牧火山灰が見られた。 8層より下位から炭化材が多数出士したため焼失家屋と考えら

れ、住居上屋構造材と推定される。堆積士から床面にかけて亀裂痕が見られた。壁面・床面 壁面は

ほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大65cmを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に

整えられている。壁周溝 なし。カマド 北西壁と南東壁に検出した。北西壁に検出したカマド1は

壁辺の中央からやや右寄りに位置している。煙逍部の構造は地下式煙道c類である。堆積土は 14層

に分層できた。 11・ 12層が火床面である。袖部は扁平な礫を芯材として、にぶい黄褐色土で構築さ

れている。南東壁に検出したカマド 2は壁辺の中央から右寄りに位置している。煙灌部の構造は地下

式煙消c類である。堆積士は9層に分層できた。 8・9層が火床面である。柱穴・土坑 なし。出土

遺物 堆積士下層及び床面から士師器が出士している。図 26-1 ~ 5は内面黒色の坪である。 1~

3は段が（本部の中央より下方に施される。4・5は体部中央に段、沈線が施される。図27-1 ~ 5、

図28-1 ~ 2はカマド及び床面から出土した土師器甕である。図27-1 ~ 3は全体に刷毛目調整の後、

ロ縁部寄りと頚部寄りに沈線を巡らすものである。 4は頸部寄りに多数の沈線を巡らせている。 5は

ロ縁部から頸部ぶかけて横走沈線を隙間なく巡らせている。図 28-3は床面から出土した球胴甕で

ある。刷毛目調整の後、ミガキを施している。図28-5 ~ 8は確認面及び堆積士上層から出士した平

安時代の士師器である。図28-5は非ロクロ坪である。輪積痕が残り、外面の調整はヨコナデと指押

さえである。内面はヨコナデ、ヘラナデである。図 28-8は把手付士器の把手部である。堆積士下層

から出土したC-6について放射性炭素年代測定（ウイグルマッチング法）を行った結果7世紀末～

8世紀後半の値を示した（第4章第 1節ー 3参照）。炭化材の樹種同定を行った結果、 C-2 ・ 14は

クリ、 C-5 ・14はスギ、それ以外はトネリコ属シオジ節と同定された（第4章第2節参照）。また、

出土した炭化種実の同定を行いサワシバ、ブドウ属、ヤナギタデ、マタタビ属、ニワトコとの結果を

得た（第4章第3節参照）。小結 本遣構は出士遺物から奈良時代の竪穴住居跡である。
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第3章 検出遺構と出土遺物
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3層 10YR2/3黒褐色士 10YR2/3黒褐色士30%、10YR3/3暗褐色士10%、10YR5/8黄褐色ローム粒1%
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図 24 第 8号竪穴住居跡 (1)
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金沢街道沢(1)遺跡
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I~ 図 27-5

図 27-1

図 25

IOYR6/6明黄褐色ローム粒邪
IOYR7 /6明黄褐色ローム粒邪
IOYR7 /6明黄褐色ローム粒1%
IOYR7 /4にぶい黄橙色土5%、5YR4/6赤褐色焼土漑、炭化物1%
IOYR4（偶色土10%、5YR3/6暗褐色焼土濶、炭化物1%
IOYR6/8明黄褐色ローム粒邪、 5YR5/8明赤褐色焼土粒1%
IOYR7 /6明黄褐色土邪、 IOYR6/8明黄褐色ローム粒洲、

5YR5/6明赤褐色焼土1%
IOYR4（偲色土5%、IOYR6/8明黄褐色ローム粒邪、

5YR5/8明赤褐色焼土粒1%
5YR4/8赤褐色焼土粒1%、5YR5/8明赤褐色焼土粒1%
IOYR6/6明黄褐色ローム粒1%
5YR5/8明赤褐色焼土5%、7.5YR5/6明褐色焼土邪

IOYR4（磯色土5%
IOYR3/3咤褐色土筏、 5YR5/8明赤褐色焼土粒1%
5YR3/4暗赤褐色焼土粒1%、炭化物1%

。
■臼火床面範囲

1/30 lm 

..£..33_ 7m C' 

JL33_ 7m D' 

三
SI08カマド2
濯 10YR2/3黒掲色土 10YR4店褐色土15%、10YR2/2黒褐色土10%、炭化物郊
2層 10YR2/3黒褐色土 10YR3/4暗掲色土20%、10YR5/8黄掲色土lrH,、10YR2/2黒褐色土10%
3層 10YR2/2黒褐色土 lOYRS/4暗褐色土20%
4層 lOYRS/4暗褐色土 5YR4/8赤褐色焼土10%、10YR5/8黄掲色土5%、炭化物1%
5層 7.5YR4伐褐色焼土 5YR4/8赤褐色焼土30%
6層 lOYRS/4暗褐色土 5YR5/8明赤褐色焼土10%
7層 10YR2/2黒褐色土 10YR6/8明黄褐色土冗
8層 5YR5/8明赤褐色焼土 5YR3/4暗赤褐色焼土20%
9層 5YR5/8明赤褐色焼土 5YR4/6赤褐色焼土30%、炭化物1%

゜
■臼火床面範囲

1/30 lm 

第 8号竪穴住居跡 (2)
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第 3章 検出遺構と出土遺物
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■黒色処理
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図26 第 8号竪穴住居跡 (3)及び出土遺物 (1)
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金沢街道沢(l)造跡
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■紐土付培筵

炭化物付渚範囲

5 
0 1/3 10cm 

図 27 第8号竪穴住居跡出土遺物 (2)
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金沢街道沢(1)遺跡

第 9号竪穴住居跡 (SI09)（図 29・ 30) 

位置・確認 II P ・ II Q-108 ・ 109グリッドに位置している。 W陪で確認した。重複関係 なし。規模・

平面形 規模は長軸2.6m、短軸2.5 mの隅丸方形を呈する。カマドは 1基検出した。 N- 105° — 

Eに主軸を持つ。堆桔土 5層に分層できた。黒褐色土が主体である。壁面・床面 壁面は緩やかに

立ち上がる。確認面までの深さは最大 17cmを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に整えられて

いる。壁周溝 なし。カマド 南東壁に 1基検出した。壁辺の右寄りに位置している。煙適部の構造

は地下式煙適D類である。袖部は礫を芯材にして褐色土を貼り付けて構築している。堆積土は 17層

に分層できた。 14・ 15層が火床面である。柱穴・土坑 なし。出土遺物 床面及び堆積土から土師

器が出土している。図 30-1 ・ 2は内面黒色の杯である。図 30-3は非常に小型の内面黒色の杯であ

る。図30-4 ~ 6は甕である。 4は刷毛目調整の後、口縁部寄りと頸部寄りにヨコナデと沈線が施され、

胴部はミガキが施される。内面は口縁部がヨコナデとミガキ調整、胴部は刷毛目調整とミガキが施さ

れる。7は球胴甕、 9は紡錘車である。小結 本遣構は出土遣物から奈良時代の竪穴住居跡である。

第 10号竪穴住居跡 (SilO)（図 31・32)

位置・確認 II Q・ II R-108・109グリッドに位置している。 W層で確認した。重複関係 なし。規模・

平面形 長軸3.6m、短軸 3.5 mの正方形を呈する。カマドは 1基検出した。 N-80° -Eに主軸

を持つ。堆積土 19層に分層できた。黒褐色土が主体である。壁面・床面 壁面はほぼ垂直に立ち

上がる。確認面までの深さは最大 38cmを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に整えられている。

壁周溝 一部を除き全周する。カマド 北東壁に検出した。壁辺の左寄りに位置している。煙道部の

構造は半地下式煙道A類である。袖部は礫と暗褐色土で構築されている。堆積土は13層に分層できた。

柱穴・士坑 柱穴は 15基検出した。壁際にほぼ等間隔に並ぶ。出土遺物 堆積士から士師器、士製

支脚、羽口、刀子、石器が出士している。図 32-1 ・ 2は非ロクロ坪である。外面は輪積痕、指押さ

えが明瞭に残る。 3は甕である。外面はケズリ、内面はヘラナデである。 5は羽口である。カマドの

堆積土から採取した土壌サンプルを水洗選別し、炭化種実同定を行ったところ、アワとイネとの結果

が得られた（第4章第3節参照）。小結 本遺構は出土遺物や柱穴の配置から平安時代 (10世紀後半

から 11世紀代）に構築された竪穴住居跡と思われる。

第 11号竪穴住居跡 (SI11)（図 33)

位置・確認 II R-107グリッドに位置している。 W層で確認した。重複関係 第8号士坑、第2号

溝跡と童複しており、本遺構が古い。規模・平面形 規模は長軸・短軸 3.2mの隅丸方形を星する。

カマドは 1基検出した。N- 73° -Wに主軸を持つ。堆積土 7層に分層できた。黒褐色土が主体

である。壁面・床面 壁面はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大44cmを測る。床面は

掘方埋土によってほぼ平坦に整えられている。壁周溝 なし。カマド 北西壁のほぼ中央に位置して

いる。煙道部の構造は地下式煙道D類である。袖部は褐色土の砂質土で構築している。堆積土は 10

層に分層できた。 3層が火床面である。柱穴・土坑 なし。 出土遺物 床面から土師器が出土してい

る。図 33-1 ・ 2は内面黒色の坪である。堆積士からは鉄製品が出士している。小結 本遣構は出士

遺物から奈良時代の竪穴住居跡である。
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第 3章検出遺構と出土遺物
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3層 IOYR2/2黒掲色土 IOYR4/6-l!l,色土5%
蒻§ IOYR3/3暗褐色土砂質
5階 IOYR5/6黄掲色土掘方埋土炭化物I⑱、粘土質
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TIP-109から干lm

図 30-4

図 30-3

図 30-1

図 30-6

SI09遺物出土状況等

茄卜＇火床面範囲

1/.60 2m 

カマド掘方完掘状況

〔
〇
！
ー
，＇

＇ ＇ 

’
 
’
 
’
 
’
 

，
 
，
 
，
 

ヽ

T
 

'--'/ 

上-33.5m 上
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S!09カマド
1層 IOYR3/3暗褐色土 5YR5/8明赤褐色焼土粒1%
2層 IOYR3/4暗褐色土 IOYR5/8黄褐色土5%
3層 IOYR3/3暗褐色土 IOYR5/8黄掲色土洲
4層 IOYR3/3暗褐色土 IOYR5/8明赤褐色焼土粒1%、火山灰ブロック含む
5層 IOYR3/2黒褐色土 IOYR5/8明赤褐色焼土粒濶、火山灰含む
6層 IOYR6/4にぶい黄橙色土 IOYR3/2黒褐色土5%
7層 IOYR3/4暗褐色土 IOYR5/8明赤褐色焼土粒10%
8層 IOYR3/3暗褐色土 IOYR5/8明赤褐色焼土粒筑、炭化物1%
9層 7.5YR3/4暗褐色焼土 IOYR5/8明赤褐色焼土粒1%、炭化物1%
10層 IOYR3/4暗褐色土 IOYR5/8明赤褐色焼土粒1%
11層 7.5YR5/6明褐色焼土 カマド袖残存部。
12層 IOYR5/2灰黄褐色土 粘性あり、カマド袖芯材か
13層 IOYR4/6褐色土 カマド袖残存部
14層 7.5YR4伶褐色焼土 火床面粘土質
15層 7.5YR4/牡8色焼土 火床面 IOYR5/8明赤褐色焼土粒10%、粘土質
16層 IOYR5/8黄褐色土 炭化物1%、粘土質。
17層 IOYR3/4暗褐色土 砂質

。
如ド火床面範囲

1/30 lm 

図29 第 9号竪穴住居跡
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金沢街道沢(1)達跡
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-炭化物付者範囲

0 1/3 10cm 

図30 第 9号竪穴住居跡出土遺物

第 12号竪穴住居跡 (SI12)（図 34~ 36) 
位置・確懇 II N ~ II P-104 ~ 106グリッドに位置している。 W層で確認した。重複関係 なし。

規模•平面形 規模は長軸6、lm、短軸5.8mの方形を呈する。カマドは1基検出した。 N-71° 

-Eに主軸を持つ。堆積土 7層に分層できた。褐色土が主体である。壁面・床面 壁面はほぼ垂直

に立ち上がる。確認面までの深さは最大 28cmを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に整えられ

ている。壁周溝 東側を除き全周する。カマド 北東壁の中央よりやや北寄りに位置している。煙道

部の溝造は半地下式煙道A類である。袖部は礫と暗褐色土で構築されている。堆積土は 10層に分層

できた。 7層が火床面である。柱穴・土坑 柱穴は 11基検出した。壁際にほぼ等間隔に確諮できた。

土坑は3基検出した。出土遺物 土師器、土製支脚、紡錘車、土錘、砥石が出土している。図 36-1 ・ 
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第3室 検出還構と出土還物
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図 31 第 10号竪穴住居跡
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金沢街道沢(1)達跡
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8
 スリ範囲

炭化物付者筵囲
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第 10号竪穴住居跡出土遺物

2は非ロクロ坪である。外面ヨコナデ、内面ヘラナデである。図 36-3 ~ 6は土師器甕で外面はケズ

リ、内面はヘラナデである。 7~9は土製支胴である。

小結 本遺溝は出土遺物等から平安時代 (10世紀後半）の竪穴住居跡であると思われる。

第 13号竪穴住居跡 (SI13)（図 37・38)

位置・確葱 II P ・ II Q-103・ ・ 104グリッドに位置している。 W層で確恕した。重複関係

規模は長軸・短軸6.Omの方形を呈する。カマドは 1

南東側

が撹乱により破壊されている。規模•平面形

基検出した。 N-85° -Eに主軸を持つ。堆積土 13層に分層できた。暗褐色土が主体である。壁

面 ・床面 壁面はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大 43cmを測る。床面は掘方埋土に

よってほぼ平坦に整えられている。壁周溝 なし。カマド 北東壁の中央部よりやや左寄りに検出し

た。煙道部の構造は半地下式煙道A類である。袖部は暗褐色土で溝築している。堆積土は11層に分
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SJII 
l恩 IOYR3/3暗褐色土
2層 IOYR3/4暗褐色土
3層 IOYR3/2黒褐色土
4層 IOYR3/3暗褐色土
5恩 !OYR3/3暗褐色土

6層 IOYR4/6褐色 土
7層 IOYR6/6明黄褐色土

SK08 

c―
 

SK08 

砂質
10YR4／磯色土1~
10YR5/8黄褐色土1~
10YR5/8黄褐色土5%
10YR4/3にぶい黄褐色土7%、砂質

粘性あり
掘方埋土 10YR5/8黄褐色土1%、粘土質

図 33-1

。
灼ド火床面範囲

1/60 2m 

〔
〇
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＇：99999,
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D —33.6m D' 

ャq
 r 一゚ ....E... 33. 6m E' 

10 

Sillカマド
1層 10YR4/4-lll色士 5YR4/8赤褐色焼士粒1%
2層 10YR3/3暗褐色士 5YR4/8赤褐色焼士プロック1%、炭化物1%
3層 10YR3/4瞳褐色士 火床面被熱層,5YR4/8赤褐色焼士粒1%
4層 10YR3/3暗褐色士 5YR4/8赤褐色焼士粒1%、炭化物5%
5層 10YR4（符g色士 炭化物邪、粘士質
6層 10YR3/4暗褐色土 10YR6/8明黄褐色士プロック5%、粘士質
7層 10YR4（偲色士 炭化物1%、砂質
8層 10YR6/8明黄褐色士砂質
9層 10YR4（符g色士 カマ ド袖部、炭化物1%、砂質
10層 10YR3/3暗褐色士 5YR5/8明赤褐色焼士粒1%

吋

。
加ド火床面範囲

1/30 lm 

図33

。

＿ーニロ
C
H
V
 

■黒色処理

1/3 

3
 

10cm 

。
3 

S=l/2 10cm 

第 11号竪穴住居跡及び出土遺物
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金沢街道沢(1)遺跡
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恥 3'9m 1 7 6 且'
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SI12 
1層 IOYR2/2黒褐色土 !OYR2/1黒色土5%、IOY応(8黄褐色土5%、5YR4/6赤褐色焼士粒1%．
2濯 IOYR3/3暗褐色土 IOYR5/8黄掲色土ブロック20%、IOYR4/4褐色土10%
3層 IOYR4/4褐色 土 !OYR7/6明黄褐色土5%、5YR3/6暗赤褐色焼土粒1%
4潜 IOYR3/4暗褐色土 IOYR3/1黒掲色土5%、YR5/8黄褐色土漑、 5YR5/6明赤褐色焼土1%、炭化物1%
5層 IOYR4（磯 色土 !OYR5/6黄褐色土茂、 IOYR6/6明黄掲色土3%
6潜 IOYR5/6黄褐色土 IOYR2/1黒掲色土邪。
7層 IOYR3/2黒褐色土 !OYR4/4褐色土10%、IOYR6/8明黄褐色土5%、5YR3/4暗赤褐色焼土ブロック寮、 5YR3/6暗赤褐色焼土1%、炭化物1%
8濯 IOYR4（環色土 IOYR3/2暗掲色土15%、IOYお(8黄掲色土ブロック3%、IOYR7/6明黄褐色土1%、炭化物1%
9層 IOYR5/4にぶい黄褐色土 !OYR5/6黄掲色土10%、IOYR3/3暗褐色土3%
10層 IOYR4（磯色土 抱方埋土粘土質
11層 IOYR2/3黒掲色土 掘方埋土IOY応/8黄褐色土5%、粘土質

SKOl 
£33.8m £’ 

-

SK02 
訟3.8m 以

大
壁溝

SKOi 
1庖 !OYR3/4暗褐色土 !OYR5/6黄褐色土10%、

炭化物1%、砂質

SK02 
1層 10YR3/3暗褐色土 10YR6/6明黄褐色土20%、

10YR2/2黒褐色土15%

SKO3 : '  1層10YR3/3暗褐色士10YR5/6黄褐色士l⑭
2層10YR4／磯 色土粘士質
3層10YR3/4暗褐色士10YR5/8黄褐色土1%、粘士質

。
灼ド火床面範囲

1/60 2m 

図34 第 12号竪穴住居跡 (1)
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第 3章 検出遺構と出土遺物
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F9 状掘完ドマ力ーs

 

こ
〗

9
午

9
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..L33.8m 
Sll2カマド

F' 

.£ 33. Sm..f.  

三

S!12カマド掘方完掘状況

5!12カマド

1階 IOYR2/3黒褐色土 IOYR5/6黄褐色土5%、粘土質
2階 IOYR5/6黄褐色土 5YR5/8明赤褐色焼土粒30%、粘土ブロック10%、炭化物1%
3層 IOYR2/2黒褐色土 IOYR5/6黄褐色土漑、砂質
4階 IOYR3/4暗褐色土 5YR5/8明赤褐色焼土粒5%、粘土質
5階 IOYR2/1黒色土 IOYR5/6黄褐色土1%、砂質
6階 IOYR3/3暗褐色土 砂質
7層 5YR5/6明赤褐色焼土火床面。炭化物洲、粒土質

8階 IOYR3/4暗褐色土 5YR5/6明赤褐色焼土10%、IOYR7/6明黄褐色土10%、砂質
9階 IOYR7/8明黄掲色土砂質

10層 IOYR5/6黄褐色土 砂質

加ド火床面範囲

。
床面被熟範囲

1/30 lm 

図35 第 12号竪穴住居跡 (2)

層できた。 6層が火床面である。柱穴・士坑 柱穴は25基検出した。壁際にほぼ等間隔に確認できた。

士坑は 1基検出した。 出土遺物 カマド及び堆積士から士師器、支脚、士錘が出士している。図 38-

1の士師器甕は第 12号竪穴住居跡の堆積士から出士した士器と接合した。小結 本遣構は柱穴の配

置から平安時代 (lo世紀後半から 11世紀代）に摺築された竪穴住居跡と思われる。

第 14号竪穴住居跡 (SI14)（図 39~ 41) 
位置・確認 m A • m B-114 • 11 sグリッドに位置している。 w層で確認した。重複関係 第 19・ 

20号竪穴住居跡、第 12号士坑、第4号溝跡と重複し、第4号溝跡より本遣構が古く、それ以外は本

遣構が新しい。規模・平面形 規模は長軸 5.0m、短軸 4.8mの方形を呈する。カマドは 1基検出し

た。 N -120° -Eに主軸を持つ。堆稜土 13層に分層できた。黒褐色士が主体である。壁面・床面

壁面はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大 35cmを測る。床面は平坦である。壁周溝

北壁側で検出した。 カマド 北東壁の中央部よりやや左寄りに検出した。煙道部の構造は地下式煙

道A類である。袖は第4号溝跡に壊されているため不明である。堆積土は 5層に分恩できた。

出土遺物層が火床面である。柱穴•土坑 柱穴8基検出した。土坑は 2基検出した。

4・ 5 

堆積土から土

師器や土製支脚、砥石、磨り石が出土している。図 40-1 ・ 2、図 41-1 ~ 4は土師器甕である。外

面ケズリ、内面ヘラナデである。 3・4の底部は砂底である。

小結 本遺構は柱穴の配置から平安時代 (lo世紀後半以降）に構築された竪穴住居跡と思われる。

-51 -



金沢街道沢(1)達跡
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図36 第 12号竪穴住居跡出土遺物

第 15号竪穴住居跡 (SI15)（図44~ 47) 
位置・確墜 II W ~ II Y-106 ~ 108グリッドに位置している。 W層で確認した。重複関係

行われた竪穴住居跡である。拡張後の住居をSI15a、拡張後の住居を SI15bとした。

拡張が

第 15a号竪穴住居跡 (SI15a) 

規模 • 平面形 規模は長軸 7.3m、短軸 7喩 lmの方形を呈する。カマドは 1基検出した。 N-69° 

-Eに主軸を持つ。第4号掘立柱建物跡が附属するものと思われる。堆積土 1 ~ 16層が住居の堆

積土である。暗褐色土を主体とする。壁面・床面 壁面はほぼ垂直に立ち上がる。確聰面までの深さ
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Sll3 
1層 10YR2/2黒褐色土 lOYR2/3黒褐色土20%、10YR2/l黒色土10%、10YR3/4暗褐色土5%
2層 10YR3/4暗褐色土 10YR4/6褐色土15%、炭化物1%
3層 10YR2/3黒褐色土 5YR6／就登色焼土粒1%
4層 10YR3/3暗褐色土 10YR4/4褐色土10%、10YR6/8明黄褐色土1%
5層 10YR4伶褐色士 10YR3/4暗褐色土10%、10YR6/8明黄褐色土1%
6層 10YR3/4暗褐色土 10YR4/4褐色土15%、10YR5/8黄褐色土滋

7層 10YR4伶褐色土 10YR5/8黄褐色土1⑭
8層 10YR3/2黒褐色土 10YR4/4褐色土10%、10YR8/4浅黄橙色土1%、炭化物1%
9層 10YR3/3暗褐色土 10YR2/2黒褐色土15%、10YR7/6明黄褐色ローム粒1%
10庖 10YR4/4褐 色 士 10YR5/6黄褐色土l⑭、 10YR3/4暗褐色土1%．
11層 10YR4伶褐色士 10YR3/l黒褐色土5%、10YR6/6明黄褐色土1%。
12層 10YR4/4褐 色 土 10YR6/6明黄褐色土20%、10YR3/4暗褐色土5%
13層 10YR3/4暗褐色士挽方埋土 10YR5/8黄褐色土30%、10YR2/3黒褐色士5%

゜
■加ド火床面範囲

S=l/60 2m 

図37 第 13号竪穴住居跡 (1)
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金沢街道沢(1)遺跡

翌年予 /o 

l1@ 
王 I⇔ 

Io 
Sll3カマド完ti状況

_i_ 34, 2m c' 

_Q_ 34. 2m D' 

゜
l勺

SI13カマド掘方完掘状況
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SI13カマド
1層 10YR2/2黒褐色土 10YR6/8明黄掲色土1%、砂質
2藩 10YR3/3暗褐色土 炭化物1%、砂質
3層 10YR2/3黒褐色土 10YR6/8明黄掲色土1%、砂質
4層 10YR2/3黒褐色土 10YR6/8明黄褐色土1%、粘土質
5層 10YR3/3暗褐色土 5YR4/8赤褐色焼土粒1%、砂質
6暦 5YR3/6暗赤褐色焼土火床面被熟部分。 10YR3/1黒掲色土5%、砂質
7層 10YR4/6褐色土 5YR5/4にぶい赤掲色焼土5%、砂質
8暦 10YR4/4褐色土 10YR5/8黄掲色土1%、炭化物1%、砂質
9層 10YR2/2黒褐色土 10YR4／井も色土1億、 10YR6/6明黄褐色土邪、

6YR5/8明赤褐色焼土1%、砂質
10層 10YR3/4暗褐色土 10YR3/2黒褐色土20%、

10YR7 /4黄掲色粘土プロック3%、砂質
11階 10YR3/3暗褐色土 10YR2/3黒褐色土15%、砂質
堆積土 10YR3/4暗褐色土炭化物l紺砂質

■臼火床面範囲
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図38 第 13号竪穴住居跡 (2)及び出土遺物
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ヒ

A.33. 2m 凶

戸

S114 
1層 10YR2/2黒掲色士 !OYR6/8明黄褐色ローム粒1%、5YR5/8明赤褐色焼士粒1%,
2屠 IOYR3/1黒掲色士 IOYR6/8明黄褐色ローム粒3%、5YR5/8明赤褐色焼士粒1%、炭化物1%
3層 10YR3/4暗褐色士 !OYR6/8明黄褐色士ブロック筏、 5YR4/8赤褐色焼士粒1%、炭化物1%
4層 IOYR4/4褐色士 IOYR5/8黄褐色士3⑪
5層 10YR2/3黒褐色士 !OYR4伶褐色士10%、5YR4/8赤褐色焼土粒1%
6層 IOYR3/3暗褐色士 IOYR4伶褐色士邪、 IOYR6/8明黄褐色ローム粒1%
7層 10YR2/3黒掲色士 !OYR6/8明黄褐士1%、炭化物％

8層 IOYR3/1黒掲色士 IOYR6/8明黄褐色土10%、!OYR6/4にぶい黄褐色士5%、炭化物1%
9層 10YR3/2黒掲色士 !OYR6/8明黄褐色士5似，
10層 IOYR2/2黒褐色士 IOYR5/8黄掲色士ブロック30%、5YR4/8赤褐色焼士粒1%
11層 10YR2/2黒掲色士 !OYR6/8明黄褐色士5%
12層 IOYR4/2灰黄褐色土 IOYR6/8明黄褐色土ブロック10%、5YR3/4暗赤褐色焼士粒1%
13層 10YR3/4暗褐色士 !OYR6/8明黄褐色土20%、炭化物1%
S114内SKOi
濯 10YR3/2黒掲色土

S114内SK02
濯 10YR3/1黒掲色土

S114内SK03
濯 10YR4/4褐色土

S119 
16層 10YR3/3暗褐色土

17愚 IOYR4/6褐色土

18層 IOYR2/3黒褐色土

19愚 IOYR5/6黄褐色土

S120 
14愚 10YR3/4暗褐色土 10YR5/8黄褐色土20%
15層 IOYR5/8黄褐色土 10YR2/2黒褐色土7%、10YR6/4にぶい黄褐色土3%

10YR3/4暗褐色士5%、!OYR5/6黄掲色土3%、!OYR6/4にぶい苗褐色粘士1低

10YR6/6明黄褐色土15%、10YR3/3暗褐色士5%

10YR5(6黄掲色士2W,、5YR5/8明赤掲色焼土邪、 炭化物1%

!OYR6/8明黄褐色土5%、5YR3/4暗赤褐色焼土粒1%
IOYR5/8黄褐色土3⑯.

!OYR5/8黄褐色土2(/X,、!OYR4/3にぶい黄褐色土2%、炭化物1%
IOYR2/2黒褐色土1(/X,、IOYR6/4にぶい黄褐色土5%
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..E33. lm h
1
 --

SK02 
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て二ニプ―
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且33.0m心'

ヽ

■詞火床面範囲

1/60 2m 

図39 第 14・ 19 ・ 20号竪穴住居跡
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S114カマ ド

1階 10YR2/3黒褐色土 10YR2/2黒褐色土10%、5YR5/8明赤褐色焼土10%、炭化物1%
2階 10YR2/3黒褐色土 10YR5/8黄掲色土邪、炭化物1%。
3層 10YR3/4暗褐色土 10YR2/3黒褐色土20%、10YR6/8明黄掲色土10%、炭化物1%
4層 5YR5/8明赤褐色焼土火床面． 10YR3/3暗褐色土戎、炭化物1%.
5層 7.5Y認(4暗褐色焼土火床面。 5YR3/6暗赤褐色焼土5%、炭化物1%

゜
灼ド火床面範囲

1/30 lm 

I I 

■嘘土付培範囲

0 1/3 10cm 

図40 第 14号竪穴住居跡 (2)及び出土遺物 (1)
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金沢街道沢(1)遠跡
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図42 第 19号竪穴住居跡出土遺物

は景大40cmを測る。床面は平坦である。壁周溝 北西壁、南西隅に検出した。カマド 北東壁の中

央部よりやや左寄りに検出した。煙道部の構造は半地下式煙道A類である。袖は礫を芯材にして構築

されている。堆積土は 19層に分層できた。 15層が火床面である。柱穴・土坑 柱穴26基検出した。

出土遺物 堆積土から土師器、土製支脚、羽口が出土している。図46-1はロクロ坪である。本遺跡

からは唯一の出土である。図46-2は非ロクロ坪である。図46-3～図47-1 ~ 6は土師器甕である。

図46-3～図 47-1 ・ 2 ・ 4 ・ 5は大甕である。図47-7は小甕である。図 47-9は火床面に成立し

ていた土製支脚。 10は羽口である。被熱痕や溶着物の付着は確鰐できない。小結本遺溝は出土遺

物や柱穴の配置から平安時代 (10世紀後半以降）に溝築された竪穴住居跡と思われる。

第 156号竪穴住居跡 (SI15b)

規桟 • 平面形 規模は長軸6.0m、短軸4.8 mの方形を呈する。堆積土 17,...___ 24層が住居の堆積

土である。暗褐色土を主体とする。壁面・床面 壁面は15a号に壊されており不明である。床面は

凹凸が見られる。壁周溝 北東壁側を除き存在する。カマド 15 a号と同ーであったと思われる。

柱穴•土坑柱穴8 基検出した。出土遺物 なし。小結本遺構は 15a号以前の竪穴住居跡である。

第］6号竪穴住居跡 (SI16)（図48・49)

位置・確認 IT P ~ IT Q-111・112グリッドに位置している。 W層で確鰐した。重複関係 なし。規模・

平面形 規模は長軸 3.5m・短軸3.4mの隅丸方形を呈する。カマドは1基検出した。 N-66° -W  

に主軸を持つ。堆積土 6層に分層できた。黒褐色土が主体である。 3層より下位から炭化材が出土

したため焼失家屋と考えられる。住居上屋構造材と推定される。壁面・床面 壁面はほぼ垂直に立ち

上がる。確認面までの深さは最大 20Clllを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に整えられている。

壁周溝 なし。カマド 北西壁の中央に位置している。煙道部の構造は半地下式煙道D類である。堆

積土は 10層に分層できた。 10層が火床面である。柱穴・土坑 なし。出土遺物 堆積土下層及び床

面から土師器、石器が出土している。図 49-1 ・ 2は口縁部に横走沈線が施されるものである。 1は

外面に炭化物が多量に付着している。 4・ 5は内外面に刷毛目調整が施される。 8は高坪である。体

部中央に沈線が施されている。堆積土から出土した炭化材の樹種同定を行った結果、 C-1はニシキ

ギ属、 C-2 ・ 4はクリ、C-3 ・ 5 ~ 12はモクレン属と同定された（第4章第 2節参照）。小結

本遺構は出土遺物から奈良時代の竪穴住居跡である。
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第3章検出遺構と出土遺物
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SI20カマド
1層 10YR2/2黒褐色士 10YR6/6明黄掲色士邪、 7.5YR5/6明褐色焼士5%
2屠 10YR3/3暗掲色士 10YR3/1黒掲色士2W,、10YR5/6黄褐色士1⑯、 5YR4/6赤褐色焼士3%
3層 7.5YR3/4暗褐色士焼士 10YR5/8黄褐色士5%、5YR5/8明赤褐色焼士邪
4層 5YR5/8明赤褐色焼士 火床面． 5YR4/8赤褐色焼土7%、10YR2/3黒褐色士15%

。

■臼火床面範囲

1/30 lm 
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■黒色処理

1/3 10cm 

図43 第20号竪穴住居跡及び出土遺物
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金沢街道沢(1)遺跡
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図44 第 15号竪穴住居跡 (1)
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第3章検出遺構と出土遺物

A33. 7m /1 ム＇

=--三＝＝三33

-/戸三
Sl15新段階

且33.Sm 区

20 

c
 

c' 

S115a S115b S115a 

S115 
1層 10YR3/1黒掲色土 10YR2/1黒褐色土10%、10YR6/8明黄褐色土3%、5YR5/8橙色焼土1%
2層 10YR2/3黒掲色土 10YR7 /8黄橙色土邪、 10YR8/4浅黄橙色ローム粒1%
3層 10YR4（偲色土 10YR3/3暗褐色土5%、10YR5/8黄褐色土3%、炭化物1%
4階 10YR3/3暗褐色土 10YR6/8明黄撼色土5%、5YR7応橙色焼土粒1%
5層 10YR5/8黄褐色土 10YR4応褐色土5%
6層 10YR4（偲色土 10YR5/8黄褐色土7%、10YR3/4暗褐色土3%、10YR6/6明黄褐色土1%、5YR5/6明赤褐色焼土1%
7層 10YR5/6黄褐色土 10YR4は褐色土7%、IOYR6/4にぶい黄橙色土邪．
8層 10YR3/4暗褐色土 10YR5/8黄褐色土邪、 5YR6/8明赤褐色焼土粒1%、10YR8/6黄橙色土1%、5YR4/8赤褐色焼土粒1%
9層 10YR4／偲色土 10YR6/8明黄掲色土15%、5YR4/8赤掲色焼土粒1%
10層 10YR3/3暗掲色土 10YR5/6黄褐色土5%、5YR4/6赤褐色焼土粒1%(pit33)
11層 10YR5/4にぶい黄褐色土 10YR6/6明黄椙色土5%、10YR2/3黒掲色土邪
12階 10YR4/3にぶい黄褐色土 10YR7/6明黄掲色土5%、10YR2/2黒褐色土5%
13層 10YR3/4暗怒色土 10YR4応褐色土3%
14層 10YR4／璃色土 10YR5/6黄褐色土10%、10YR6/4にぶい黄樫色土邪
15層 10YR3/3暗褐色土 10YR7 /6黄橙色土5%
16陪 10YR6/8明黄褐色土 10YR3/4暗褐色土10%、10YR8/3浅黄橙色土1%
17層 10YR6/8明黄褐色土 掘方埋土 10YR3/4暗褐色土3%、粘土質
18層 10YR4（磯色土 掘方埋土 10YR5/8黄褐色土1%、7.5YR橙色焼土粒1%
19層 10YR4（磯色土 周溝粘土質
20層 10YR4（磯色土 掘方埋土 10YR2/2黒褐色土7%、10YR6/8明黄掲色土5%、10YR6/4にぶい黄橙色土邪
21層 10YR5/6黄褐色土 掘方埋土 10YR4/4褐色土10%、10YR3/3暗褐色土5%
22階 10YR3/3暗掲色土 周溝 10YR6/6黄褐色土5%、10YR3/2黒褐色土1%
23屠 10YR6/8明黄褐色土 周溝 10YR5/6黄掲色土5%、10YR3/2黒褐色土1%
24階 10YR2/3黒褐色土 周溝 10YR3/3暗褐色土5%、10YR5/6黄褐色土7%

SKOl 

且33.6m..!i’

Pi t2. 3. 18セク

133. 6m 
]' 

戸
Pit18 

Pi t2 

SKOl 
1層 10YR3/4暗褐色土 2.5YR5/8明赤掲色焼土邪、

炭化物1%
2層 10YR4/6褐色土 10YR6/8黄褐色土30%、

炭化物暉。

Pit2 
1層 IOYR2/3黒褐色土 10YR5/8黄褐色土7%、

IOYR4/3 Iこぶい黄褐色土5%,
2層 IOYR3/4暗褐色土 IOYR5/8黄褐色土20%、

IOYR2/3黒褐色土5%、
IOYR4/6褐色土邪

Pit3 
1層 IOYR3/4暗褐色土 IOYR4/6褐色土20%、

IOYR5/8黄褐色土10%
Pitl8 
1層 IOYR2/1黒色土 IOYR7/8黄褐色土漑、砂質
2層 IOYR4／吋g色土 IOYR7/8黄褐色土10%、粘土質

Pit5 

心'
Pit5 
1階 IOYR2/3黒掲色土 IOYR5/8黄褐色土2W,、

IOYRI. 7 /1黒色土5%、
炭化物1%

2層 IOYR3/4暗褐色土 IOYR5/8黄褐色土1⑱

Pit6 
且33.7m 凶

゜
1/60 2m 

Pit6 
1層 10YR2/3黒褐色土 10YR5/8黄褐色士筏、炭化物l低
2層 10YR5/8黄掲色士 10YR4/雌終も士10%、

10YR2/3黒褐色士5%、炭化物l低

図45 第 15号竪穴住居跡 (2)
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金沢街道沢(1)達跡
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SI15カマド掘方完掘状況

這図47・9

G 33 6m G' 
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SI15カマド
濃 10YR3/4畔色土訳R5/B明赤掲色栢土1%、炭化物1%
環 10YR3/4暉色土碑5/B明赤掲色焼土3%、1暉 6/B明黄椙色土1忍
3屈 10YR4/磯色土 5YR5/B明赤恩色土2謂
4屈 10YR3/3畔色土 7.5YR6／晦を色土1%
5恩 1OYR3/3畔色土 5YR5/B明赤恩色焼土践、炭化物1%
6屈 10YR3/3蝉色土 10YR2/3黒侶色土2瀑、町R5/B明赤掲色焼土1%、

10YR6/B明黄侶色土欲
環 10YR3/4畔色土 7，吠R4/3悟色土鴎、 10YR6/8明黄侶色土1%
環 10YR4/4掲色土碑6／暉色焼土3%
環 10YR3/3暉紐函／8明輯鱗埠10廊砂質
10屈 10YR2/3黒侶色土 5YR5/B明赤混色焼土粒1怜、 10YR6/B明葵侶色土1%
11屈 10YR2/2黒混色土 10YR6/B明黄侶色土1%、粘土党
12屈 10YR2/2黒侶色土 iOYR6/B明黄抱色土1%、粘土堂
13屈 10YR3/3畔色土 5YR5/B明赤思色焼土粒1%、礫4漢
14屈 10YR2/3黒混色土炭化物1%、砂堂
15恩 10YR4/磯色土釘R5/B明赤渇色焼土粒30%、粘土堂
16屈 10YR4/磯色土炭化物1%、粘土愛
17歴 10YR4/磯色土粘土堂
1B屈 10YR3/3麟色土 10YR6/B明蛮侶色土1%、粘土萱
19屈 10YR2/3黒混色土 10YR6/B明黄拐色土3%、粘土党

・ 因沃床晒嘩

0 1/30 lm 

13 

交 I

ご
” 3 

。
1/3 10cm 

図 46 第 15号竪穴住居跡 (3)及び出土遺物 (1)
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第3章検出遺構と出土遺物
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金沢街道沢(1)遺跡
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Sl16 
1層 IOYR2/2黒褐色土 10YR3(3暗褐色土5%、炭化物1%
2屠 lOYRS/1黒褐色土 10YR5/8黄褐色ローム粒3%、炭化物ぶ、白頭山火山灰7%
3層 IOYRS/2黒褐色土 10YR5/8黄褐色ローム粒(ef,1~5mm) 5%、

5YR4/8赤褐色焼土粒1%、炭化物邪
4層 IOYRS/3咤褐色土 10YR4伶褐色土5%、10YR5/8黄褐色土郊、

5YR4/8赤褐色焼土粒1%、炭化物畷
5層 IOYR2/3黒褐色土 10YR5/8黄褐色ローム粒3%。
6層 10YR2/2黒褐色土掘方埋土 10YR6/41こぶい黄橙色土20%、10YR8/6黄橙色土10%

゜
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Sll6カマド
1層 10YR2/3黒褐色土 !OYR4／材易色土5%、5YR5/8明赤褐色焼土粒1%
2層 10YR4/6褐色 土 !OYR5/8黄褐色土筏、 5YR4/8赤褐色焼土粒1%
3層 10YR2/2黒褐色土 !OYR5/4にぶい黄褐色土6%、5YR5/6明赤褐色焼土滋、10YR5/6黄褐色士3%
4層 10YR3/3暗褐色士 !OYR7/6明黄褐色土3%、!OYR5/8黄褐色土1%
5層 10YR3/4暗褐色土 7.5YR7／針登色土ブロ ック5%、10YR7/41こぶい黄橙色土1%
6層 10YR4/4褐色 土 !OYR3/2黒褐色土5%、5YR6／就登色焼土ブロ ック5%、10YR5/8黄褐色土洲
7層 10YR4/6褐色 土 !OYR3/4暗褐色土1%
8層 10YR4/4褐色 土 5YR5/6明赤褐色焼士粒1%
9層 10YR5/8黄褐色土
10層詔R4/8赤褐色焼土火床面 10YR2/2黒褐色土5%,
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図48 第 16号竪穴住居跡

SI16遺物出土状況等
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第3室検出還構と出土還物
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炭化物付者範囲
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図49 第 16号竪穴住居跡出土遺物
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金沢街道沢(1)遺跡

第 17号竪穴住居跡 (Sil7)（図 50)

位置・確認 III E-111 ・ 112グリッドに位置している。 IV層で確認した。重複関係 なし。規模・

平面形 調査区域外に延びているため規模•平面形は不明である。堆租土 7層に分層できた。黒褐

色土が主体である。壁面・床面 壁面は東側が緩やかに垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大

16 cmを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に整えられている。壁周溝 東壁の一部を除いて全

周する。カマド なし。柱穴・土坑 柱穴は 7基検出した。 Pit6 ・ 7が主柱穴で他の 5基が補助柱

穴と考えられる。土坑は 1基検出した。出土遣物 堆積土から土師器型と須恵器哩が出士した。小結

本遼構は出土幽物から平安時代 (10世紀後半以降）の竪穴住居跡である。

第 18号竪穴住居跡 (SI18)（図 51・52)

位謹・確認 II P ~ II Q-103 ・ 104グリッドに位置している。IV層で確認した。重複関係 なし。規模・

平面形 調査区外に延びていくため規模・平面形共に不明である。堆租土 7層に分層できた。黒褐

色土が主体である。壁面・床面 壁面はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大 50cmを測

る。床面は平坦である。壁周溝 東壁以外に巡る。カマド 北東壁に 1基検出した。煙適部の構造は

半地下式A類である。袖部は礫と暗褐色土で構築されている。堆積土は6居に分層できた。 6層が火

床面である。柱穴・土坑 柱穴は 11基検出した。士坑は 1基検出した。また、埋甕を 1基検出した。

出土追物 床面及び堆積土から土師器、砥石が出土している。図 52-1 ・ 2は大甕である。小結 本

遺構は出土遣物から平安時代 (lo世紀後半以降）の竪穴住居跡である

第 19号竪穴住居跡 (SI19)（図 39・42)

位置・確認 m A. m B-114. 115グリッドに位罹 している。 IV層で確認した。重複関係 第 14・ 

20 号竪穴住居跡と璽複し、第 14 号竪穴住居跡より古く、第 20 号竪穴住居跡より新しい。規模•平

面形 第 14 号住居跡に壊されているため規模•平面形は不明である。堆積土 4層に分層できた。

黒褐色土が主体である。壁面・床面 壁面はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの深さは最大 26cm 

を測る。床面は平坦である。壁周溝 なし。カ マ ド な し。柱穴 ・土坑 なし。出土遺物堆積土か

ら土師器が出土している。図42-1はロ クロ整形の甕である。本遺跡唯一の出土である。小結 本遺

跡は出土遣物から平安時代の竪穴住居跡である。

第 20号竪穴住居跡 (SI20)（図 39・ 43) 

位置・確認 川 A・ ill B-114 ・ 115グリッドに位置している。第 14号竪穴住居跡精査中に確認した。

重複関係 第 14・ 19号竪穴住居跡、第 12号土坑、第4号溝跡と重複し、本遺構が古い。規模・平面

形規模は長軸 4.5m、短軸 3.9mの方形を呈する。カマドは 1基検出した。 N-73° -Wに主軸を

持つ。堆積土 2層に分層できた。黒褐色土が主体である。壁面・床面 壁面はほぼ垂直に立ち上が

る。床面は平坦である。壁周溝 なし。カマド 北西壁のほぼ中央に検出した。煙道部の構造は半地

下式煙道D類である。堆積土は4層に分層できた。 4層が火床面である。柱穴・土坑 なし。出土遺

物 堆積士から士師器が出士している。図 43-1は内面黒色坪、 2・ 3は士師器甕で口縁部に横走沈

線が施されている。小結 本遺構は出土遺物から奈良時代の竪穴住居跡である。
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第3章検出遺構と出土遺物
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'4 

図52 第 18号竪穴住居跡出土遺物

2、土坑（図 53~ 55) 
土坑は 16基検出した。遺物が出土している土坑が少なく、時期については不明なものが多い。遺

物が出土しているものや他遺構との重複関係から第 13号土坑が縄文時代、第 1・ 2 ・ 8 ・ 12号土坑

が平安時代の可能性がある。以下に代表的な土坑について記述するが、それ以外は規模は表 2を参照

いただきたい。

第 1号土坑 (SKOl) （図 53)

位置・確認 II M-109グリッドに位置する。1V層で確認した。重複関係 第 1号掘立柱建物跡と童

複しているが新旧関係は不明である。規模・平面形 長軸2.68m、短軸 2.63mの方形である。深

さ23cmである。堆桔土 2層に分層できた。黒褐色土が主体である。壁・底面 壁は外傾しながら

立ち上がる。断面形は逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦である。出土遺物 堆積土から刀装具（図

53-1)、筒状の鉄製品（図 53-2) が出土している。出土した炭化材の樹種同定を行った結果、 c-

1はキハダと同定された（第4章第2節参照）。小結 出土遣物から平安時代と思われる。
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金沢街道沢(1)遺跡

第 2号土坑 (SK02) （図 53)

位置・確認 II N-113グリッドに位置する。 W層で確認した。重複関係 なし。規模・平面形 長

軸 2.72 m、短軸 1.97 mの楕円形である。深さ 47cmである。堆積土 3層に分層できた。黒褐色土

が主体である。壁・底面 壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面はやや凹凸が見られる。出土遺物 堆積

土から土師器甕（図 53-3)、が出土している。小結 出土遺物から平安時代と思われる。

第8号土坑 (SK08) （図 53)

位置・確認 II R-107グリッドに位置する。第 11号竪穴住居跡調査中に確認した。重複関係 第

11号竪穴住居跡と第2号溝跡と重複し、第 11号竪穴住居跡より新しく、第2号溝跡より古い。規模・

平面形 長軸 2.23 m、短軸 2.03mの円形である。深さ 40cmである。堆積土 4層に分層できた。

黒褐色土が主体である。 3層に白頭山—苫小牧火山灰が確認できた。壁・底面 壁は緩やかに立ち上

がる。底面は平坦である。出土造物 なし。小結 白頭山—苫小牧火山灰降下以前の構築と思われる。

第 12号土坑 (SK12) （図 54)

位置・確認 mA-115グリッドに位置する。第 14号竪穴住居跡調査中に確認した。 重複関係 第

14 ・ 20号竪穴住居跡と第4号溝跡と重複し、第 14号竪穴住居跡、第4号溝跡より古く、第20号竪

穴住居跡より古い。規模・平面形 長軸 2.93 m、短軸 1.84 mの楕円形である。深さ 30cmである。

堆積土 2層に分層できた。黒褐色土が主体である。壁・底面 壁は緩やかに立ち上がる。底面は平

坦である。出土遺物 土師器が出土している。図 54-1は非ロクロ坪である。図 54-2は内面黒色の

坪である。小結 出土遣物から平安時代と思われる。

第 13号士坑 (SK13) （図 54)

位営・確認 II Y-115グリッドに位贋する。 W層で確認した。重複関係 なし。 規模・平面形長

軸 2.47 m、短軸2.32 mの円形である。深さ 151cmである。 堆租土 10層に分層できた。黒色土が

主体である。壁・底面壁は垂直に立ち上がる。底面は平坦である。出土遺物 縄文土器と石器が出

土している。図 55-1は縄文時代早期前葉の土器である。図 55-2は磨り石である。小結 出土遣物

から縄文時代と思われる。

表 2 金沢街道沢（l)追跡士坑一覧表

遺溝名 グリッド 確認 平面規模 (m)深さ (m) 付属施設 時代 ・時期

SK 1 IIM-109 IV 2. 68X2 63 0 23 平安

SK 2 DN-112 ・ 113 IV 2. 72Xl 92 0. 47 底面北側にPit 平安

SK 3 DS-116 IV 1.57Xl.09 0. 18 不明

SK 4 IIID-103 IV 1 07X0 44 0 17 不明

SK 5 llW-117 IV 1 86Xl 78 I 7 不明

SK 6 no-112 IV 1 09Xl 02 0 21 不明

SK 8 II R-107 IV 2. 23 X2 03 0. 4 平安？

SK 9 DN-115 • 116 IV 2 12Xl 71 0 13 不明

SK 10 II L IIM-112 IV 2.66X(l 92) 0 42 不明

SK 12 IIIA-115 IV 2.93Xl84 0. 3 平安

SK 13 IIY-115 IV 2. 47X2 32 I 51 縄文

SK 14 IIID-107 IV 0. 81 XO 54 0 13 不明

SK 15田A-118 IV 1. 24Xl 21 0. 3 不明

SK 16 IIR-110 IV 1. 33Xl 15 0 18 不明

SK 17 IIIA-118 IV 2. 79 X (2. 57) 0. 4 不明

SK 18 IDD-116 IV 1. 23Xl 18 0. 2 不明
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金沢街道沢(1)遺跡

3、溝跡

第 1号溝跡 (SDOl) （図 56~ 58) 
位置・確認 II K ~ II V-98 ~ 118グリッドに位置する。 ill~IV層で確認した。 重複関係 第 2

号溝跡と重複しており、本遣構が古い。規模・平面形 丘陵平坦面をコの字状に巡る。調査区内にお

ける総延長は 132mである。幅 1.1 ~ 2. 3 m、深さ 1.5 ~ 2. 7 mである。堆桔土 堆積状況はいずれ

の断面図においても共通しており、上部に黒色土及び黒褐色土が堆積している。中部から下部にかけ

ては暗褐色土を主体としている。壁・底面 壁は外傾しながら立ち上がる。断面形は逆台形状を呈す

る。底面はほぼ平坦である。 7箇所に段差が検出された。亀裂による落ち込みによるものである。出

土遺物 堆積土から土師器、須恵器、土錘、砥石が出土 している。図 58-1 ・ 2は非ロクロ杯である。

外面は口縁部にヨコナデ、内面はヘラナデである。 3~6は甕である。 6は大型の甕である。

図 58-7は須恵器壺の肩部片である。ヘラ書きが見られ「夷」を表 しているとも考えられるが詳細は

不明である。図 58-10・ 11は砥石である。小結 出土遣物から平安時代 (10世紀後半～ 11世紀代）

のものと考えられる。

第 2号溝跡 (SD02) （図 59)

位證・確認 II Q ~ II V-106 ~ 111グリッドに位置する。 W層で確認した。重複関係 第 1・ 3号

溝跡と重複しており、第 1 号溝跡より新しく、第 3 号溝跡との新旧関係は不明である。規模•平面形

長さ 31.5 m、は幅0.3 ~ 0. 8 m、深さ 15cm~ 1 mである。堆積土 黒褐色土が主体である。壁・

底面 壁は外傾しながら立ち上がる。断面形は逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦である。出土遺物

なし。小結 重複関係から古代以降のものと考えられる。

第 3号溝跡 (SD03) （図 59)

位営・確認 II U-109グリッドに位贋する。 W層で確認した。重複関係 第 2号溝跡と璽複 してい

るが新旧関係は不明である。規模・平面形 長さ 2.3 m、幅0.4 m、深さ 18cmである。堆積土 記

録していないので不明。壁・底面記録していないので不明。出土追物 なし。小結 時期不明である。

第4号溝跡 (SD04) （図 59)

位置・確認 ill A・ ill B-114 ~ 117グリッドに位置する。 W層で確認した。重複関係 第 14・20号

竪穴住居跡、第 12号士坑と重複しており、本遣構が新しい。規模・平面形 長さ 12.6 m、幅0.3 ~ 1. 1 

m、深さ 64cmである。堆積土 3層に分層できた。黒褐色士を主体とする。壁・底面 壁は外傾し

ながら立ち上がる。断面形は逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦である。出土遺物 なし。小結 璽

複関係から古代以降のものと考えられる。

第 5号溝跡 (SD05) （図 60)

位置・確認 II V ~ III B-109・110グリッ ドに位置する。 IV層で確認した。重複関係 なし。規模・

平面形 長さ 22.2m、幅0.3 ~ 0. 6 m、深さ 35cmである。堆積土 4層に分層できた。黒褐色士を

主体とする。壁・底面 壁は外傾しながら立ち上がる。断面形は逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦
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金沢街道沢(1)遺跡

様

SOOlfA-A') 

1層 10YR2/1黒色土 10YR2/2黒褐色土4[ft,
2層 10YR3/1黒褐色土 10YR2/2黒掲色土1⑱
3層 10YR3/2黒褐色土 10YR3/3暗褐色土2[ft,、10YR4伶褐色土1%、10YR2/2黒褐色土1%
4層 10YR3/3暗褐色土 10YR2/2黒褐色土2償．

5層 10YR4/31こぶい黄掲色土 10YR3/3暗褐色土1⑱、 10YR3/1黒褐色土1%
6層 10YR4（什匂色土 10YR3/3暗掲色土3[ft,

且33.3m 区

釦2.lm c―
 

亀裂痕

｀ 
亀裂痕

恥2.Om ，
 

E-

¥.E 
丘33.5m ¢― 

』33.2m 

SDO!(B・B') 
1層 !OYR3/!黒褐色土 IOYR3/3咤褐色土筏、 5YR4/8赤褐色焼土粒1%
2層 IOYR2/2黒褐色土 IOYR3/4暗褐色土5%、IOYR5/6黄褐色土3%、5YR3/6暗赤褐色焼土粒1%
3層 !OYR4／偲色土 !OYR3/!黒褐色土5%、!OYR5/8黄褐色土3%、炭化物1%
4層 !OYR2/3黒褐色土 IOYR6/6明黄褐色土5%、IOYR5/8黄褐色土プロック滋

SOO! (C-C') 
1層 IOYR3/3咤褐色土 IOYR4/4褐色土10%、IOYR6/8明黄褐色ローム粒1%
2層 !OYR4/6l易色土 IOYR3/4暗褐色土10%、IOYR5/6黄褐色土滋、 IOYR3/2黒褐色土1%
3層 IOYRS/4にぶい黄褐色土 IOYR5/8黄褐色土5%

SDOI(D-D') 
1層 !OYR2/2黒掲色土 IOYR4は褐色土3%、IOYR6/6明黄褐色ローム粒1%、5YR4/8赤褐色焼土粒1%
2層 IOYR5/6黄褐色土 IOYR3/4暗褐色土5%、IOYR4/6褐色土邪

SDOI(E-E') 

1層 IOYR3/1黒掲色土 IOYR7/6明黄褐色ローム粒1%、5YR4/6赤褐色焼土粒I汰
2層 IOYR5/8黄掲色土 IOYR4/6褐色土5低
3層 IOYR4/4褐色士 IOYR2/3黒褐色土7%、IOYRS/8黄褐色土筏、 5YR5/6明赤褐色焼土粒1%、炭化物1%

s[X)1(F-F') 

1層 IOYR3/1黒褐色土 IOYR3/3暗褐色土5%、IOYR6/6明黄褐色ローム粒1%、炭化物1%
2層 IOYR2/2黒椛色土 IOYR6/8明黄褐色ローム粒1%、IOYR6/8明黄褐色土況

3層 IOYR3/2黒褐色土 IOYR4/雑砕i土10%、IOYR5/8黄掲色土邪、 IOYR6/8明黄掲色ローム粒1%
4濯 IOYR3/3暗褐色土 IOYR5/6黄褐色土邪、IOYR3/1黒褐色土5%、IOYR6/6明黄掲色土5%
全て自然堆積 4層上面でしばし開口か

SDOI (G-G') 
1層 IOYR2/2黒掲色土 IOYR6/8明黄褐色ローム粒1%、炭化物1%
2層 IOYR3/2黒褐色土 IOYR6/6明黄褐色ローム粒1%、IOYR6/41こぶい黄褐色土1%
3層 IOYR3/3暗褐色土 IOYR5/8黄褐色土l⑱、IOYR3/1黒掲色土5%

ザ
i
-

SDOJ(H-H') 

1層 JOYR2/2黒褐色土 IOYR3/4暗褐色土10%,IOYR6/6明黄褐色ローム粒1%
2恩 JOYRS/3暗褐色土 JOYR7/6明黄褐色ローム粒1%、5YR5/8明赤褐色焼土粒1%
3階 JOYR4／璃色土 IOYR5/6黄褐色ローム粒1%、炭化物1%
4層 JOYR4／磯色土 JOYR5/6黄褐色土10%、炭化物1%

゜
1/60 2m 

図57 第 1号溝跡 (2)
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第3章検出遵構と出土遵物
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図58 第 1号溝跡出土遺物
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金沢街道沢(1)遺跡

A.33. 5m ，
 

A
-

SK08 

且33.5m

口
，
 

B
-

S002 
1層 IOYR2/2黒褐色土 10YR2/3黒褐色土郊、 IOYR6/8明黄褐色ローム粒1%

£□ 
SD02 
1層 10YR2/2黒褐色土 10YR2/3黒掲色土5%、10YR6/8明黄掲色ローム粒1%
2層 10YR3/1黒褐色土 10YR6/8明黄褐色ローム粒1%
3層 10YR2/3黒褐色土 10YR2/1黒色土寮、 10YR6/8明黄褐色土5%
4階 10YR3/3暗褐色土 10YR3/1黒掲色土5%、10YR6/6明黄褐色ローム粒1%
5層 10YR3/4暗掲色土 10YR5/8黄捲色土3rh,、10YR2/2黒掲色土3%

。

入

：人

断面図

S=l/60 2m 

。
平面図

S=l/200 10m 

IIIC・ll5から

SI14土／□:.:.ミ-□SI19

‘‘;  、..| 
・ヽ・・-
！ 

。
断面図

S=l/60 2m 

。
平面図

S=l/100 5m 

土•115 A 33. 2m A' 

且33.2m B' 

Sl14 SI 19 

S120 

SD04 
1罹 10YR2/3黒褐色土 5YR5/8明赤褐色焼土粒(./,1~1知m)3%
2層 10TR2/2黒褐色土 10YR6/8明黄褐色ローム粒(ef,1~5IIIUI)邪、 5YR4/8赤褐色焼土粒（も5rom)1% 
3層 10YR2/1黒色土10YR6/8明黄褐色土5%、5YR3/4暗赤褐色焼土粒(1,7mm)1% 

図59 第2・ 3 ・ 4号溝跡
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第 3章検出遺構と出土遺物
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金沢街道沢(1)遺跡
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図61 第 1・ 2 ・ 3号掘立柱建物跡
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第3章 検出遺構と出土遺物
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図 62 第 4・5号掘立柱建物跡及びピット出土遺物
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金沢街道沢(1)遺跡

である。出土遺物 なし。小結時期不明である。

第 10号溝跡 (SDlO) （図 60)

位置・確認 II V ~ill B-109・110グリッドに位置する。 W層で確認した。重複関係 なし。平面形・

規模長さ 12m、幅0.3 ~ 0. 5 m、深さ 52cmである。堆桔土 黒褐色土の単層である。壁・底面

壁は外傾しながら立ち上がる。断面形は逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦である。出土遺物 なし。

小結時期不明である。

4、掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡 (SBOl)（図 61)
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A.33. lm 

v 
B-

亨且7
 

ーー

干
ヽ

‘̀• 
.
-

`
-
-
.
 

SYOI 
1層 IOYR3/4暗褐色土 IOYR2/3黒忽色土10%、

7. 5YR5/8明褐色ローム粒1%
2層 7.5YR5/6明褐色土 IOYR3/3暗褐色土20%、

IOYR2/3蘊 色 土1%、
炭化物1%

3層 IOYR2/3黒褐色土 IOYR5/8黄褐色土1%
4層 IOYR2/2黒褐色土 IOYR5/8黄褐色土3%
5層 IOYR2/3黒褐色土 IOYR5/6黄褐色土20%、

IOYR4/4捲色土20%
6層 IOYR2/2黒褐色土 IOYR2/3黒褐色土20%、

IOYR5/6黄褐色土1%
7層 IOYR5/6黄掲色土 IOYR2/2黒褐色土20%
8層 IOYR6/6明黄褐色土 IOYR2/3黒褐色土15%

SV02 
1層 10YR3/2黒褐色土 10YR2/1黒色士15%、

10YR6/6明黄褐色ローム粒1%.
2層 10YR3/1黒褐色士 10YR4／牡g色士祁、

10YR6/6明黄褐色ローム粒1%
3層 10YR3/3暗褐色士 10YR4/3にぷい黄褐色士5%、

10YR6/6明黄褐色士5%.
4層 10YR3/4暗褐色士 10YR4／引g色士5%、

10YR5/6黄褐色士漑

5層 10YR3/2黒褐色土 10YR3/3暗掲色土l⑱、
10YR6/8明黄褐色ローム粒1%

6層 10YR5/6黄褐色土 10YR3/3暗褐色土魂

7層 10YR4/3にぶい黄褐色土 10YR2/2黒褐色土5%、
10YR7/6明黄褐色ローム粒1%

SV03 

干R-114
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IIT-116から+tにlm

亨
〗

SY03 
1層 10YR2/l黒色土 10YR4/4,l!;色土5%、10YR7/6明黄褐色ローム粒1%
2屠 10YR3/l黒褐色土 10YR3/3暗褐色土7%、10YR5/6黄褐色土洩
3層 10YR2/3黒褐色土 10YR4/4,l!;色土3%、10YR7/6明黄褐色ローム粒1%
4層 10YR3/2黒褐色土 10YR3/3暗褐色土5%
5階 10YR5/4にぶい黄褐色土 10YR3/2黒褐色土5%
6層 10YR2/2 黒褐色土 10YR6/4にぶい黄褐色土3%

B-ーm
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A- SY04 
1層 10YR2/1黒色土 10YR2/3黒褐色土10%、10YR5(6黄掲色土5%
2層 10YR2/2黒褐色土 10YR2/3黒褐色土10%、10YR6/8明黄褐色土7%
3層 lOYRl.7 /1黒色土 10YR6/8明黄褐色ローム粒1%
4濯 10YR2/2黒褐色土 10YR2/1黒色土2W,、10YR5/6黄褐色土3%．
5層 10YR2/2黒褐色土 10YR2/3黒掲色土10%、10YR6/8明黄褐色土7%
6濯 10YR2/1黒色土 10YR2/2黒掲色土10%、10YR6/8明黄褐色土3%
7層 10YR5/8黄掲色土 10YR2/2黒褐色土20%
8層 10YR5(8黄掲色土 10YR2/3黒褐色土30%

゜
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図63 第 1・ 2 ・ 3 ・ 4号溝状土坑
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第 3章検出遺構と出土遺物

位置・確認 II M ・ II N-109 ・ 110グリッドに位置する。IV層で検出した。付近で検出した ピッ ト

の配列を検討した結果建物跡を構成すると判断した。重複関係 なし。形状・規模 平面形状で1間

X2間である。出土遺物 なし。小結 古代以降に構築されたと考えられるが、時期不明である。

第 2号掘立柱建物跡 (S802)（図 61)

位置・確認 II R-114グリッドに位置する。 W層で検出した。付近で検出したピットの配列を検討

した結果、建物跡を構成すると判断した。重複関係 なし。形状・規模 平面形状で1間Xl間であ

る。出土遺物 なし。小結古代以降に構築されたと考えられるが、時期不明である。

第 3号掘立柱建物跡 (S803)（図 61)

位置・確認 II W • II X-115 ・ 116グリッドに位置する。IV層で検出した。付近で検出したピッ ト

の配列を検討した結果、建物跡を構成すると判断した。重複関係 なし。形状・規模 平面形状で 2

間X2間である。出土遺物 なし。小結 古代以降に構築されたと考えられるが、時期不明である。

第4号掘立柱建物跡 (SB04)（図 62)

位證・確認 II X ・ II y~10s ~ 110グリッ ドに位岡する。 W層で検出した。付近で検出したピット

の配列を検討した結果、建物跡を構成すると判断した。重複関係 なし。形状・規模 平面形状で 2

間X3間である。出土遺物 なし。小結 第 15号竪穴住居跡に付随するもの考えられる。

第 5号掘立柱建物跡 (SB05)（図 62)

位晋・確認 II O ・ II P-107・108グリッドに位置する。 W層で検出した。付近で検出したピットの

配列を検討した結果、建物跡を構成すると判断した。重複関係 なし。形状・規模 平面形状で2間

X2間である。出土遺物 なし。小結時期不明である。

5 溝状土坑（図 63)

4基検出した。いずれも調査区東側に位置しており、他遣構との軍複関係はない。軸方向はいずれ

も東西方向を示している。平面形は第1・ 4号が2・ 3号と比較して幅広い。断面形はV字状を呈す

る。堆積土は中層から下層にかけて壁崩落士等が堆積し、上層に黒色士及び黒褐色土が堆積している。

遺物が出士していないため時期決定に欠くが縄文時代と思われる。規模は表 3を参照いただきたい。

珪 I 合1詰；逹グ） J 卜 1： 確窮 I目百言『言模 (m)

深さ (_m)

旦
0. 72 

1. 23 

6、その他の遺構及び出土遺物（図 62)

掘立柱建物を構成できなかったピットを40基検出した。第 5号掘立柱建物跡周辺のピット 60の堆

積士から奈良時代の内面黒色の士師器坪が出士している。
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図65 遺構外出土遺物 (2)

7、遣構外出土遣物（図64~ 67) 

逍構外からは縄文時代早期～平安時代の遣物が出土した。以下に各種別毎に記述する。また、古代

の遣構から出土した縄文時代の遺物については遣構外出土遣物に含めた。

1.縄文時代の士器 （図64)

図64-1 ~26は第 I群b類土器の体部破片である。押型原体の横位回転により V字状文様・菱形文様・

格子目文様が連続している。 13~ 16は横走する沈線が見られる。18はLR横位回転の後、平行沈線

が見られる。27・ 28は底部付近で内外面ミガキ調整がみられる。29はLR横位回転、 30・ 31は LR・

RL横位回転である。図64-33~ 39は第 I群 c類土器の体部破片である。33は口縁部から体部の破片

である。口唇部に沈線、口縁部に横位沈綿、体部は貝殻腹縁圧痕が見られる。内面はミガキ調整が見

られる。胎士は織維と砂粒を含む。図 64-41・ 42は第11群 a類士器で 41は円筒下層 a式士器に比定

される。外面にはRLR横位回転、内面は貝殻条痕が見られる。 42は円筒下層 a~b式士器に比定される。

図 64-43は第11群 b類土器で円筒上層 dl式土器に比定される。図 64-44~ 46は第m群 b類土器で援

林式土器である。図 64-47は第rn群 c類土器で大木 10式並行期の上器に比定される。

古代の土器・土製品（図65)

図 65-1は奈良時代の土師器甕の口縁部～胴部上半片である。刷毛目調整の後、口唇部寄りと頸部

寄りに沈線を施している。胴部は刷毛目調整である。内面は口縁部がヨコナデ、胴部は刷毛目調整で

ある。図65-2は士製支脚。図65-3 ・ 4は士錘である。 3・4とも裏面が凹んでいるのが観察できる。

石器（図66・ 67) 

図 66-1は石鏃で先端部を欠失する。図66-2は石槍。図 66-3は石匙で縦長剥片を素材に してい

る。図 66-4~  9は石箆である。4・5は撥形、 6~9は短冊形で両面調整している。 6~9は縄文

時代早期前菓の土器に伴う可能性がある。図 66-10~ 67-5は不定形石器と称されるもので削器、掻

器として使用されたと思われるものをまとめた。図 66-13は石錐の可能性もある。図 67-6 ・ 7は黒

曜石製の剥片である。6は微細剥離のある剥片である。黒曜石の産地推定分析を行っており、 6は深

浦産、 7は木造産との結果が得られた（第4章6節参照）。図67-8は磨製石斧である。全体研磨さ

れて整形されている。図 67-9 • 10は石錘である。長軸両端を打ち欠いて作られている。（齋藤）

-85 -



金沢街道沢(1)遺跡

-•-( 
<> l < 2 

＜ 

□〗
窪雰芦

口 り口 8

ご三三

冒〗~ -,得〔~-ij ~ 
三 10 l l 

<—-

り［：《［
こ □

14 

15 -
乙二二三

文~- 0 S=l/2 10cm 

図 66 遺構外出土遺物 (3)

-86 -



第 3章検出遺構と出土遺物

バーロ
＜二ニ二二＞

口

ご—

ー三

瓜〖三塁ニロニ

4
 

-、一
6 7 

こ
5
 

ラ

〈 二

／二／ー＼

ぐ
8
 

8・9・ 10 
0 1/3 10cm 

。
S=l/2 10cm 

-- / ＼ 、

こ 10 

図 67 遺構外出土遺物 (4)

-87 -



呂゚ ゜ ゜g s 
（ 

（二＞

呂 ゜
＜二＞

き ゜
g ゜ ゜

゜
0 

葵 妥 ゜ ゜ ゜ ゜

f 
苫

0 ゜
。 ゜

t t 
毬 ゜ ゜ ゜

予
゜ ゜ ゜

予

03 ゜ ゜
与

Oつ 巨

弓
て

> 

与
卜

40 

> 
II 

こ

> 
II 

l | 

＼ 

> 

I 

＞ 
II 
＞ 

-------
I 

―̀``― 
X=87 460. 000 -

35 

30 

25 

Il F II K 

新沢（ 1)遺跡

本報告

。

X=87400. 000 

1/600 20m 

IIU mA "［F illK mp 

図 68新沢 (1)遺跡遺構配置図



第 3章検出遺構と出土遺物

第 2節新沢（ 1)遣跡

新沢（ 1)遺跡の調査では平安時代の竪穴住居跡7軒、土坑 2基、溝跡2条、掘立柱漣物跡2棟、

縄弥生時代前期の土器埋設遺構 1基、縄文時代晩期？の土坑 12基、溝状土坑 3基、時期不明の土坑

4基を検出し、遺物は27箱出土した。調査区は南東ー北西方向に伸びる標高約 31mの尾根を東西に

横断する形で設定され、大きく 2箇所に分かれている。調査区の北側と南側には深い谷が存在する。

東と西側の調査区の間は長芋作付けにともない遣構が破壊されていることが試掘調査により判明 して

いる。調査範囲内においても、特に東側の中央部付近については基本土層第III層まで耕作などにより

改変を受けている部分が多い。東側調査区の北斜面付近と西側調査区では第II層が残存する。調査で

は、 IIHライン以東、26ライン以北で遣構を多く検出した。平安時代の遺構はこの範囲に広く分布する。

弥生時代の遣構は東側調査区で第1号上器埋設遣構が検出されたのみだが、調査区北東側斜面及び南

側斜面付近では弥生時代前期（砂沢式期）の遣物包含層が検出された。基本土層は 2箇所で観察した。

大きな違いは認められないが、基本土層①では表土の下に Ib層が残存していた。各層の特徴につい

ては図 69の注記を参照していただきたい。また、各層と考古遣物の出土状況からは、 IIa層は平安

時代以降、 IIb居は縄文時代晩期から平安時代頃、 III層は縄文時代前期から中期、 IV磨は縄文時代早

期頃ととらえることができる。

-31. 1鼠 基本士層① -30. 9m 基本士層② — 

7石

1遭 暗 褐 色10YR3/3耕作士碩さあるがもろい
間層耕作の整地による廃土．斜面下方に厚くなる．平地には見られない
lb層黒褐色IOYR2/l腐食質、粘性・謳性多少あり．粒子状の堆積．全体に柔らかい．乾くと灰黒色の変色．
na層黒色廣植士 粘性 •Ill.性有り．多少硬く、締まりも見られるが、全体的に柔らかい。
nb層暗灰褐色～暗赤褐色 粘性・網まり多少有り。頓さはあるがもろい．

下位のm層のプロックや汚れた腐食質土・地山のプロックをかなり含む。斜而に下方に厚い。
また、平蟻では赤褐色のやや砂質（醗化）土になっている箇所もある。地表水の影響の可能性あり．

m層黒色薦食質±粘性・漫性有り。
w遭 黒 褐 色10双2/2V層 •VI層の粒子が多量に混入。
IVb層晴褐色10YR3/3V層•W層のプロックを多く含む。ローム質である．
v層賞褐色軽石層 千曳浮石に対比。軽石粒を含む。非常に預く締まっている。
VI層明褐色ローム 粘土質ローム(♦~30~60cml 
VI層の下位には赤褐色ローム(60cm}、灰褐色ローム償駿りを含む厚さ60~60cm)、

晴灰黄色綱～中粒砂（飛砂・塊状、 100cmの厚さ）、葉理のある中粒砂(100c叫が堆積する。
中粒砂の下位は捐爺火山灰？が30cm堆積する。
洞爺火山灰の下位は成層砂(200cm以下）あり。

図69 新沢（ 1)遺跡の基本土層

1、竪穴住居跡 (SI)及び出士遣物

第 1号竪穴住居跡 (SIOl) （図 70)

位置と確認 ill J-32グリッドに位置する。第V~VI層上面で確認した。周囲は耕作により削平を

受けている。重複関係 なし。規模・平面形 規模は長軸3.6m、短軸 3.6mの正方形を呈する。カ

マドは南東壁右寄りに 1基検出し、 N-123° -Eに主軸を持つ。堆積土 13層に分層できた。 1~ 

4恩はVI層粘土由来の土が主体で竪穴内の広い範囲に分布している。第5・ 6層が初期堆積土と考え

られる。壁面・床面 壁はほぼ垂直に立ち上がる。確認面までの壁尚は 30cmを測る。床面は掘方埋

士によってほぼ平坦に整えられている。壁周溝 カマド部分で途切れるが、ほぼ全周するように検出

した。カマド 南東壁右寄りに構築している。煙道部の構造は半地下式A類である。火床面は掘方埋
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第3章検出遺構と出土遺物

土が被熱している。中央部分がより被熱が強く硬化している。カマド本体部分は袖下部がかろうじて

残存していた。粘土のみを使用して構築されている。柱穴・土坑 カマド左側にピットを 4基検出した。

Pit 1は住居廃絶時まで開口していたと考えられる。 Pit3は廃絶以前に埋め戻されていた。 Pit2 

は柱穴の可能性もある。各Pitの深さ：Pit1 = 15cm、Pit2 = 25 cm、Pit3 = 44 cm、Pit4 = 12 cm。

出土遺物 土師器や弥生土器が出土した。 1は土師器杯で堆積土出土。 2は土師器甕でPit3から出

土した。小結 本班構は出土遺物等から平安時代の竪穴住居跡と判断される。

第2号竪穴住居跡 (SI02) （図 71~ 74) 

位置と確認 mF-30グリッドに位置する。 m~W層上面で確認した。重複関係 なし。規模•平

面形 規模は長軸 6.8m、短軸6.5 mで、北西ー南東に長軸を持つほぼ正方形を呈する。カマドは南

東壁中央右寄りに 1基検出し、 N-123° -Eに主軸を持つ。堆積土 8層に分層できた。 4層及び

4 a層には白頭山一苫小牧火山灰が多く含まれる。その上位はIla~Ib層由来の自然流入土である。

5層以下は褐色を帯びた色調で人為的に埋め戻された可能性もある。壁面・床面 壁はほぼ垂直に立

ち上がる。確認面までの壁面は 35cmを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に整えられている。

壁周溝 全周している。カマド付近については、使用時には埋め戻されていたと考えられる。カマド

煙道部の構造は半地下式A類である。火床面は掘方埋土が被熱している。中央部分がより被熱が強

＜硬化している。煙消部及びカマド本体部分は粘土を用いて構築されているが、カマド本体部分には

凝灰岩製を板状に加工した礫が用いられている。カマド本体は床面堀方埋土を若干掘り下げて構築さ

れている。柱穴 ・土坑 床面中央寄りに4基の柱穴 (Pit1 ~ 4)が、その他に床面東隅付近に土坑

(Pit 5 ~ 8) が4基、床面中央部に焼土を検出した。 Pit1 ~4は主柱穴と考えられ、方形、等間隔

に配置されている。深さはPit1 = 60 cm、Pit2 = 60 cm、Pit3 = 70 cm、Pit4 = 75 cm。確認段

階で柱痕跡が見られた。その部分は住居5層と同じ士が見られた。土坑は直径lm程度のものが 3基

(Pit 5 ・ 6 ・ 7) と柱穴状のもの (Pit8) がある。廃絶段階まで開口していたのは Pit5で、 Pit

7は堀方埋土と似た土で埋め戻されていたため、 Pit7→ Pit 6→ Pit 5の順に利用されたと考えら

れる。焼土は堀方埋土を整えた床面が被熱している。鍛造剥片など鍛冶行為に起因する遣物は出土し

なかった。出土遺物 弥生土器や土師器、擦文土器等が出土している。主に 5層下部から床面にかけ

て出士しており、廃絶時に遣棄されていった可能性がある。図 73- 1~4  ・ 6 ・ 7は士師器坪である。

2~4はカマド周辺などから出士しており、底径、口径、器高のほか胎士などにも共通点が多いため

セットでもたらされた可能性がある。 5はと 6は非ロクロ整形で内面黒色処理がなされており、口縁

部の打ち欠き状況や炭化物等の付着具合等から灯明具として用いられた可能性がある。 5は擦文上器

の制作技術で作られた坪である。輪積成形後、外面がヘラナデ（刷毛目状）調整が施される。底部は

やや筒状につきだしており、体部から口縁へは斜めに直線上に立ち上がっている。 6は底部から体部

にかけて丸みを帯びながら立ち上がっている。底部付近は被熱及び敲打により変形している可能性も

ある。口唇端部は外削ぎ状に尖る。 7は堆積士から出士した内外面ミガキ調整の坪で、赤褐色を呈する。

同様の坪は第5号竪穴住居跡（図 80-4) などからも出士している。図 73-8～図 74-5は士師

器甕である。すべて非ロクロ成形で外面はケズリ、内面はヘラナデが施される。図 73-10・11等の

体部外面には被熱した粘土が面的に付着している。化粧土として認識したが用途は不明である。長胴
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新沢(1)遺跡

甕に見られることから、耐火性を尚める用途があった可能性がある。図 74-6は鍋である。｛本部は

緩やかにカーブし、口縁付近で外反している。 7は製塩士器か士製支脚である。 8は擦文士器である。

カマド内及び両脇に散乱して出士したものが接合した。外面下部に被熱痕跡が見られ、体部中位には

炭化物がうっすら付着している。底部が弱く突き出す形状で、器高の焼き 1/3の部分に体部最大径

がみられ、この部分で口縁部と体部が区画されている。区画は刷毛目エ具の角による三角形の刺突列

による。口唇端部は平坦に整形した後沈線状の凹みが見られる。体部外面は刷毛目調整の後縦方向の

ミガキ調整が施され、区画付近では一部ミガキが横方向になる。口縁部外面には横走沈綿施文後、鋸

肯文を組み合わせた大小のモチーフが4単位で描かれている。書き順は図 74に掲載している。内面

は刷毛目調整後ミガキが施される。体部内面下部は縦方向だが、上半は横方向である。胎士は砂粒を

やや多く含む。 9は仕上げ砥石、 10は棒状の鉄製品である。断面が扁平であることから鉄鏃の可能

性がある。 11から 15はカマド左脇付近から出土した土玉である。 11と12は調査時に出土を確認し

たが、外はカマド左脇の床面直上から採取した土壌サンプルを水洗選別した結果得られた。水洗選別

の結果炭化種子なども得られたが、結果は第4章第3節に詳述している。小結 本遺構は平安時代の

竪穴住居跡であるが、床面中央部の焼土や擦文土器の出土などに擦文文化の影響が色濃く見られる。

第3号竪穴住居跡 (SI03) （図 75)

位酋と確認 ill L-33グリッドに位憤する。 m~W層上面で確認した。重複関係 時期不明（現代？）

の溝跡と璽複し、本遺構が古い。規模・平面形 規模は長軸 1.8 m、短軸 1.7 mで、東北東ー西南西

方向に長軸を持つほぼ正方形を呈する。カマドは 1基検出し、 N-108° -Eに主軸を持つ。堆桔土

8層に分層できた。褐色土が主体で3層より下位からは炭化材が多数出土したため焼失家屋と考え

られる。住居構造材と推定されるが、具体的な構造を推定できるような状態ではなかった。炭化材の

一部は樹種同定及び年代測定に供された（第4章第1節参照）住居焼失後に埋め戻された可能性があ

る。壁面・床面 壁はやや開き気味に立ち上がる。確認面までの壁尚は 40cmを測る。床面は掘方埋

土によってほぼ平坦に整えられている。壁周溝 なし。カマド東壁左寄りに構築している。煙道部

の構造は半地下式B類である。煙道先端部付近底面がピット状にへこんでいる。カマド本体は依存状

態がよく、確認段階で煙道先端の煙出し部分の穴とカマド本体の上面に穴が開いていることが確認で

きた。火床面は掘方埋土が被熱している。柱穴•土坑 南東隅に小土坑 (Pit1)を検出した。内部

に焼土や被熱した粘土が堆積しているため、廃絶時まで開口していたと考えられる。出土遺物 カマ

ド確認面から図 75-1の土師器型が出土した。炭化材の樹種はクリ で、年代測定の結果9世紀末～

10世紀後半の年代が推定された。小結 本遣構は平安時代の小型の竪穴住居跡で焼失家屋である。

第4号竪穴住居跡 (SI04) （図 76~ 78) 
位置と確認 II P-31グリッドに位置する。V層上面で確認した。約 3/4以上が破壊され残存し

ない。重複関係 他の遺構とは無いが、本遺構は古期と新規が存在する。規模・平面形 新規の規模

は一辺 6.7 m程度の方形、古期は一辺 4.2mの方形と推定される。双方ともに東北東ー西南西方向に

長軸を持つ。古期と新規では竪穴の軸方向に若干の逹いがある。カマドは古期新規ともに同一箇所で

作り替えをしている。東壁中央右寄りに構築され、 N-106° -Eに主軸を持つ。堆積土 6層に分
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3階 IOYR3/4暗褐色土 2層にII~III庖小塊多く含む
環 10YR4(6褐色土砂質I::粘』質の中間 IV~V屈 jヽ塊含む
5屠 10YR3/3暗褐色土 V~VI 粒含む

o, 
B 

そ五三し塁t請胴闊山灰層状に含む購置認翡喜翡喜鷹魯圭岱［廣塁圭楼＼磁喜界含む
4層 10YR2/3黒褐色土 沿卜質

霜盟累霜魯圭闊；屡翡澁五土
1/60 

第 4号竪穴住居跡平面図

。
2m 

ト
レ
ン
チ
ャ
ー

/D 

S104カマド
環 IOYR3/3暗褐色土心質 B・T匹K山灰層状に含む

濯諜喜醤鷹魯圭沿屡酎翡．関奢り含む
4層 IOYR3/4暗褐色土カマド由来の焼土塊を多く含む
5層 5YR4/6赤褐色土粘土質被熟したカマド天井部
6層 IOYR6/4鈍い黄橙色土粘土質カマド天井粘土
7層 IOYR3/3咤褐色土焼土塊多く含む 4層に近似
8層 IOYR3/4暗褐色土焼土粒と粘土粒を含む 7層に近似
9層 IOYR2/3黒褐色土ンルト質楼による撹乱の可能性あり
10層 IOYR3/3暗褐色土粘土粒を多く含む
11陪 IOYR3/3暗褐色土焼土粒や粘土粒を多く含む
諷 5YR5/8明赤撼色士床面虹訊床宝贋士塊 ＜硬い
譴 5YR6厖橙色土必宋面焼土の下部 埋土嚢熟
14層 10YR4/6掲色土粘土質 V~VI層が貼床状に敷かれる

本層上面よ り
譴 10YR3/4暗褐色士 V~VI層1現tは新規知ド

や焼士塊を多く含む
16層 10YR3/2黒褐色土 V~VI層小塊や焼土塊を含む
17屠 IOYR4/6褐色土 V~VI層塊を多く含む
18階 10YR2/3黒褐色土焼土や粘土粒を多く含む

譴濡甜悶魯討霜腎翻皇っ

G
 

H-

喜
〗

＼
乞

i

令
言

ぇ

>+
第 4号竪穴住居跡カマド平面図

F
 

゜

E
 

□B-Tm火山灰範囲

■応笠粘土残存範囲

■床面被熱範囲 ■床面被熱範囲 （強）

1/.30 lm 

図76 第4号竪穴住居跡
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図77 第 4号竪穴住居跡出土遺物 (1)
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新沢(1)還跡
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・ 炭化物付渚饂

第4号竪穴住居跡出土遺物 (2)

層できた。褐色土が主体で最上層に白頭山一苫小牧火山灰が堆積している。壁面・床面

直に立ち上がる。確聰面までの壁高は 27cmを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に整えられて

。
1/3 10cm 

図78

壁はほぼ垂

いる。壁周溝 新規・古期ともにカマド部分を除き全周する可能性がある。カマド

新規が半地下式A類であり 、古期が地下式D類である。古期煙道は使用終了時に埋め戻された後、新

規煙道が直上に構築されている。カマド煙道の北側脇に接するように土坑が検出されたが、調査の結

果煙道新規煙道よりも古いことが判明した。堆積土中に煙道壁の崩落塊が含まれるため、住居に伴う

煙道部の構造は
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SI05 
澤 IOYR2/1黒色土シルト質=na層
環 !OYR3/2黒褐色士叫質層上部にB・T記K山灰堆積

v層粒少量＾む
環 IOYR3/3暗褐色土叫質 v層粒．塊忌や多く含む
環 IOYR2/1黒色土 9外質 na屠に近似炭化物含む
環 10YR2/3麟色土ンルト質 3層に近似 V層塊含む炭化物含む
環 IOYR7/4鈍い黄橙色土加卜‘土（廃棄され散乱したもの）
環 10YR3/3疇色士環に近諮
環 IOYR3/4暗褐色土 9朴質炭1はオや焼ユ渾粒含む
環 IOYR4/4褐色土が
逼 IOYR2/2黒色土贔

環に近似
周溝覆土

11層 !OYR5/4鈍い黄褐色士堀方覆土

SKOl r M 
K "-"30. 5m 

L 

ロ］こ吃；；士ゥ 堀方土八―ベ

-30. 8m 

I 

澤 IOYR2/1黒色士 V~VI層粒・小塊を 含む人為的埋土
環 10YR3/4暗褐色土こなれたV~VI層會羞

人為的埋士（貼り床）
3層 IOYR4/4褐色土 2層I::近似

SI05SK05 

4層 !OYR4／岱易色土地山塊・焼土塊多く含む
1層 !OYR4／磯色士地山塊主体堀方埋土に類似

カマド由来の人為的埋土
SI05SK02 

5/l/l IOYR2/2黒褐色土黒色土と焼土・地山塊の混合人為的埋土
1層 IOYR2/2黒褐色土焼土塊、地山塊を多く含む

環 10YR3/2黒褐色土 V~VI層塊多呈に楼入堀方埋土 住居最下層が直上に堆積

Fl 
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丁
□炉ド崩底土範囲

■炉ド袖残存部

■疇 面

¥‘ 
L30.9m 

トロ丁
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虹〗
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念
贔
笑

，名
g

s
 

゜
1/30 lm 

VI -一ク、7

年範囲とご冒う
濯靡3/3暗褐色土ンルト質 v層粒含むキ住居最下階

還謬靡檎起噂ぷ『＇盟怠、望沿霊認喜む
4層 IOYR5/6黄褐色士こなれた地山粘士塊及び粘士主体
5層 IOYR2/2黒褐色土焼土塊と地山塊多く含む
1層以外は人為的埋土カマト・廃材等を充填したとみられる。

図79 第5号竪穴住居跡

J SIO5カマド
-1暦 10YR2/3黒掲色土シルト質B-Tm火山灰含む

=竪穴部3暦
IV 環 10YR2/3黒掲色土シルト質焼土粒・炭化物粒少量

=竪穴部5屠相当
3恩 !OYR3/4暗褐色士粘質土加ド～煙道部天井粘土
4恩 10YR2/3黒褐色土粘質土被熱し脆い 3層が被熱
5陪 5YR4/41こぶい赤褐色土焼け粘土粒層

黒掲色土や炭粒少量含みもろい=e7層
環 !OYR3/4咤褐色土沿質度マド煙道堆積土
喝 5YR4(4にふい赤褐色士被熟し赤変した粘質9ルト
8層 5YR4/6赤褐色土砂質とシルトの中間しま り有

閏闘瓦霜誓土天井晶喜；；；；誓費粥赤変
10恩 5YR4/8麟色士粘士質床～堀方覆士被熱赤変

譴盟認け鷹魯圭魯認汽匁円五：VI層士主体
下煙道を人為的に埋めた土？

13唇 !OYR3/4暗褐色土ンルト質焼土塊含む下煙道堆積土
14庖 !OYR6/4鈍い黄橙色士カマド袖粘士質
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図80 第 5号竪穴住居跡出土遺物 ゜
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図82 第 7号竪穴住居跡 (SD08)

可能性がある。カマド本体は依存状態がよくなく、袖の最下部がかろうじて残存していた。廃絶時に

破壊されたと考えられる。カマド本体壁は粘士と板状の凝灰岩に加え、図 77-7が芯材として使用

されていた。火床面は掘方埋土が被熱している。柱穴・土坑 明確なものは検出されなかった。出土

遺物 カマド周囲から土師器・須恵器の他図示しなかったが鉄滓が少量出土している。図 77- 1 ・ 

2は内面黒色坪である。図 77- 3～図 78- 2は土師器甕である。図 78- 3は士師器甕の可能性も

あるが、鉢の可能性も否定できない。外面は洗い刷毛目状のヘラナデ調整が見られ、上半は右上から

左下へ向かい、下半は左上から右下へと向かっているようである。図 78- 4 ・ 5は士師器鍋、 6~

8は須恵器である。 6と7は長頸壺であり、外面特徴から五所川原産の可能性が南い。口唇端部の形

状は MZ06号あるいはMZ07号窯跡の出士資料に類似している。 8は須恵器甕の体部破片である。内外

面ともに平行タタキ目及び当て具痕が見られる。産地は不明である。 9・ 10は土製支脚である。下

端部にスリットが見られ内外面に輪積み痕跡が残る。小結 本遺構は平安時代の竪穴住居跡である。
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新沢(1)遺跡

第5号竪穴住居跡 (SI05) （図 79~ 80) 
位置と確認 II P-36グリッドに位置する。 rn層上面で確認した。重複関係 現代の井戸枠により

北側の一部を破壊されている。規模・平面形 規模は長軸3.7 m、短軸 3.6mで、北西ー南東方向に

長軸を持つほぼ正方形を呈する。カマドは同一箇所で作り替えされており、 N-112° -Eに主軸を

持つ。堆桔土 11層に分層できた。 2層下部に白頭山一苫小牧火山灰が堆積している。それより上

位はIIa層主体の自然流入土と考えられる。 3層より下位は暗褐色土主体の土層で、炭化材や遣物を

含む。炭化材の一部は樹種同定に供された（第4章第2節参照）。壁面・床面 壁はほぼ垂直に立ち

上がる。確認面までの壁面は 58cmを測る。床面は掘方埋土によってほぼ平坦に整えられている。壁

周溝 カマド部分を除き全周する。カマド 南東壁右寄りに構築している。煙道部の構造は新規が半

地下式A類であり、古期が地下式D類である。古期煙遣は使用終了時に埋め戻された後、新規煙道が

直上に構築されている。カマド本体は依存状態がよくなく、袖の最下部がかろうじて残存していた。

廃絶時に破壊されたと考えられる。カマド本体壁は粘土が利用され、図 80-4が芯材として使用さ

れていた。火床面は掘方埋土が被熱している。柱穴・土坑 カマ ド左脇～北東隅に小土坑 (SKOl・ 

02 ・ 04 ・ 05) を検出した。堆積状況等から SK02は廃絶時に開口していたと考えられる。また、 SKOl

は古期カマド使用時に開港していた可能性が面い。出土遺物 土師器杯・哩・鉄製品が出土した。廃

絶時に伴うものは図 80-4 ・ 8 ・ 9 ・ 13であり、古期に伴う可能性があるものは図 80-3 ・ 5 ・ 6 ・ 7 ・ 

10である。4と5は赤褐色を呈する坪で、内外面にミガキ調整が見られる。底部付近及び底面には

ケズリ及びナデ調整がみられる。 13は鉄製刀子で柄部木質が錆に取り込まれ残存していた。12は堆

積土から出土した馬具？状鉄製品である。床面出土炭化材の樹種はクリであった（第4章第2節参照）。

小結 本遣構は平安時代の竪穴住居跡である。

第6号竪穴住居跡 (SI06) （図 81)

位置と確認 mJ-34グリッドに位置する。 VI層で確認した。周辺は削平が激しく、火床面焼士と

支脚を確認した後トレンチを用いて堀方の範囲を確認した。重複関係 現代の溝により一部が破壊さ

れている。規模・平面形 規模は長軸 2.9m、短軸 2.7 mで、北西ー南東方向に長軸を持つほぼ正方

形を呈する。カマドは南東壁中央右寄りにあったと推定される。N -121° -Eに主軸を持つと推定

される。堆積土 堀方埋土のみで 3層に分屈できた。壁面・床面 壁は削平のため検出できなかった。

床面は掘方埋士によってほぼ平坦に整えられて板と推定される。壁周溝 不明。カマド 火床面と土

師器坪を伏せた支脚が検出されただけである。出土遺物 図 81- 1は士師器坪である。小結 本遣

構は平安時代の竪穴住居跡である。

第7号竪穴住居跡 (SDOS) （図 82)

位置と確認 II Q-35グリッドに位置する。 IV~V恩で確認した。周辺は削平が激しく、壁周溝と

みられる溝が確認できただけであった。重複関係 なし。規模•平面形 大部分が調査区域外で破壊

されているため、規模は一辺 5.2mの方形を呈すると推定される。北西ー南東方向に長軸を持つほぼ

正方形を呈する。N-118° -Eに主軸を持つと推定される。堆積土 壁周溝埋士のみを確認した。壁面・

床面 壁床面ともに削平のため検出できなかった。壁周溝 調査した範囲では全周している。カマド
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第 3章検出遺構と出土遺物

調査区域外にあったと考えられるが破壊されている。小結 本遣構は平安時代の竪穴住居跡である。

2、土坑跡（図 83~ 85) 
土坑跡は 19基調査した。そのうち形

状や出土遣物等により確実に時期が決定

できるのは第 8号 ・10号・ 12号であり、

その他は詳細な時期が不明な物が多い。

従って遺構の規模や堆積土矢分布状況を

検討した結果、下表のような結果となっ

た。なお、各遺構の上層注記は以下のよ

うな基準で層を記述した。

表 4 新沢（I)遺跡土坑一覧表

グリッド確郭 平面規模（m) 深さ (n)

SK I IIJ-29 IV 0. 69XO 68 0 28 

SK 2 IIIK-30 V 0. 57XO. 54 0.1 

SK 3 IIIK-29 V 0. 87XO 78 0 26 

SK 5 IIIG-28 V 0. 66XO 6 0. 28 

SK 6 DJG-28[V 0. 97X0. 9 0. 36 

SK 7 IIIH-28 IV 0. 73X- 0 22 

SK 8 DI0-31 IV I 4Xl 3 0. 49 

SK 9田G-28 IV I 4Xl 0 0. 32 

SK 10 IDL-31 V 2 4X2. 0 

SK 12 IltH7 IV I 65Xl 6 0. 32 

SK 13 IIIF-29 IV I !XI I 0 31 

SK 14 IIIF~29 IV 0. 7X← 0 46 

SK 16田K-33 V 2 27X I 87 -

SK 17田H-32 V 0. 88XO. 85 0. 17 

SK 18 IIIH-33 V 0. 82XO. 79 0 18 

SK 19 DP←29 VI 0. 43X- 0. 19 

SK 20 U0-27 V 0. 46X- 0. 13 

SK 22 DIK-35 IV 2 !Xl 97 I 5 

SK 25 IIR-24 V I. 3XO. 9 0. 29 

軸方向 付属施設

N 114° E 長軸両端にPit

N 16ざ E -

長軸片端にPit

底面中央にPit

A層： III層砂卜質黒褐色土主体で暗褐色土 (V層小粒含む）塊をまだらに含む層二自然堆積？

B層；暗褐色土 (V層小粒含む）主体 V層大粒または塊を含み攪拌された感じ二人為堆積？

c層： III層黒塊とIV~V層塊が混在する。 B層より攪拌が弱いか？堆積状況は不明。

時代・時期

縄文晩期？

縄文晩期？

縄文晩期？

縄文晩期？

縄文晩期？

漣文晩期？

縄文晩期

縄文晩期？

平安竪穴

平安時代

縄文晩期？

縄文晩期？

不明

縄文晩期？

縄文晩期？

不明

不明

縄文後期？

不明

D 層：暗褐色シ）叶質土 1I層シルト質土が基質できめ細かい。 V磨粒や淘汰されたIV層塊 •II b層塊など

を含む。平安時代の遺構堆積土によく見られる。以下に代表的な遺構について記述する。

第8号土坑（図 83)

m o-31グリッドに位置する。 IV層で確認した。底面は直径約 1.4mの円形で、断面形はフラスコ

状である。堆積土は中央部にVI層由来の粘質土を多く含む土層が見られ、その下位と両脇はB層が見

られるため人為的に埋め戻された可能性が高い。堆積士最下部からは縄文時代晩期前葉（大洞B式）

の深鉢形士器が出士した（図 83- 1)。口縁部に平行沈線間の列点と、三叉文が連続してみられる。

胴部にはLRが横位に回転施文されている。外面と内面の上半に炭化物が付着している。小結 遺物

の出土状況や遺構の形状などから、縄文時代晩期の貯蔵穴または土坑墓の可能性がある。

第 10号土坑（図 84)

III L -31グリッドに位置する。 V層で確認した。周囲は削平が激しく、遺構の底面は残存してい

ない可能性が尚い。平面形状は長軸 2.4m、短軸 2.0mの長方形である。長軸端部に柱穴状のピッ ト

を2基検出した。深さは Pit1 = 52 cm、Pit2 = 48 cmである。堆積士と して確認できたのは堀方埋

士と考えられる。ピット同士を結んだ長軸はN-114° -Eとなり、第 1号、第2号竪穴住居跡と近

似している。遺物は出土していない。小結 本遣情は形状から平安時代の土坑と考えられる。長軸方

向が付近の竪穴住居跡と近似することから同時期に機能 していた可能性もある。

第 12号土坑（図 84)

II N-27グリッドに位置する。 IV層で確認した。平面形状は一辺約 1.6 mの方形で、深さは 32cmで

ある。堆積士 1層には白頭山一苫小牧火山灰火山灰が堆積している（第4章第5節参照）堆積士3層

中からは多最の炭化材片が出土した。樹種はクリ・タラノキ・クスノキ科などの広葉樹が見られた （第

-105 -



新沢(1)遺跡
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図83 第 1・2・3・5・6・7・8号土坑及び出土遺物
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第3章検出遺構と出土遺物
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0 1/40 lm 

図84 第 9 ・ 10 ・ 12 ・ 13 ・ 14号土坑
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新沢〔l）遵跡
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図85 第 16・ 17 ・ 18 ・ 19 ・ 20 ・ 22 ・ 25号土坑及び出土遺物
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第3室検出還構と出土還物

4章第2節参照）。遺構壁面と底面の一部は被熱し赤変しており、遺構内で焼成作業を行ったことが

わかる。また炭化材片の多量に出土した状況からいわゆる製炭土坑の可能性が高い。小結 本遺構は

形状及び火山灰の堆積状況等から平安時代の製炭土坑と考えられる。

第 18号土坑（図 85)

III H -33グリッドに位置する。 V層で確認した。底面は直径約 0.8tnの円形で、断面形は箱形であ

る。堆積土はA層と B層が見られるが、 1層で出土した炭化材を年代測定したところ、 7世紀末～9

世紀後半の値が測定された。遺構自体は根による攪乱も受けており、時期決定は難しい。形状からは

縄文時代晩期の可能性も考えられるが、古代に下る可能性が年代測定値から示された。

第 22号土坑（図 85)

illK-35グリッドに位置する。 IV層で確認した。平面規模は底面が直径約 2mの円形で、断面形は

フラスコ状である。深さは1.5 mである。堆積土はB層主体で全体的に人為的に埋め戻された可能性

が高い。堆積土中から縄文時代早期押型文土器片が 5片出土した。この移行の時期を示すものではな

く、埋め戻しの際の土層に混じっていたと考えられる。本遺跡と谷を挟んで北側に位置する新沢 (2)

遺跡では同様な形状で縄文時代後期前莱に帰属するフラスコ状土坑が多数発見されており、本遺構も

同様の時期の可能性がある。

3、土器埋設遺構

第 1号土器埋設遺溝（図86) illI-30グリッドに位置する。 V層で埋設された土器を確聰した。

直径約 30cmの円形の堀方に弥生時代前期（砂沢式期）の深鉢形土器を埋設している。埋設された土

人） +rnI-31から
東に2m

勺

確窮面

喋I-30から
に2m北に2m

A -31. 2m B 

+II1I-31から
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勺

掘方

嬰'-30から
に2m北に2m

IV 

苧 日l}盟累謬娑tm1l点聾慧混じる
2 

3屈 IDYR4/6混色 ]Va~b屈が母材？掘方の埋め土

0 1/30 lm 

図86 第1号土器埋設遺構
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新沢(1)遺跡

器は上半部が削平のため無くなっているため全体形状は不明である。｛本部外面にはRLが横位に回転

施文されており、底面は穿孔されている。底面の穿孔が見られるため、本婚構は型としての機能を持

つ可能性が南い。土器内部の土壌を水洗したところ、炭化種子が得られた（第4章第3節参照）

4、溝状土坑（図 87)

溝状土坑は 3基検出された。同様な規模・形状であり、等高線にほぼ直行するように配置されている。

堆拮土は上位にA層が見られ、この部分は自然流入と考えられる。衷5 溝状土坑一覧表

その下位は地山塊と黒褐色土が互層になっており、墜面の崩落など二言□：旦□
が考えられる。 A層の存在からこれらの瑣構は縄文時代に帰属する sy__3 nN-26_y (2.8)X0.1§ 

深さ伽）

I. 27 

I. 5 

I. 6 

と考えられる。規模等については表 5を参照。

5、掘立柱建物跡（図 88)

第 1号掘立柱建物跡

II 0-28グリッドに位置する。 V層で確認した。付近で検出した 7基のピットの配列を検討した結
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第3幸 検出遵惜と出土遠物
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図88 第1・ 2号掘立柱建物跡及び出土遺物
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新沢(1)遺跡

且H-31

1 

皿G-30

--ー- -
道路側溝

R 
m033 

v
B
 

SD09 誓 -33から
にlm

｀`
 

9

、
,' 

¥、じ八
2

し

9

、
1
9
1
9
9
1
`

,`＇``
9
.

軋I-29

0 2m 

一1/100 

｀ 
ム 推定茫面高 B 
IVで戸云~-31.lm

SD09 
1層 JOYR4/6暗褐色土沙卜質 n～田層主体 V層塊含む堀方埋土

0 1/60 lm 
し土上」---」

lb 
B
 

m 

4 

SD03 
伐i溝

S002 
1層 10YR2/1黒色土 Ila層と近似 B・Tm火山灰小塊をわずかに含む

1層 10YR2/3黒褐色土液卜質 Ilb~III層主体？

凜 10YR3/3黒褐色土が質 llb~III層主体 2層 10YR3(3黒褐色土沿卜屡 1層と3 が滉在

環 10YR2/2黒褐色土叫質 V層塊含む
3層 10YR2(2黒褐色土沿ト III層主唇 IV~V層塊含む
4層 10YR3/4暗褐色土 III層主体 v層塊．粒多く含む

図 89 第2・3・9号溝跡
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果 1つの建物跡を構成すると判断した。平面形状は現状で1間X2間であるが、東側に延びる可能性

がある。柱間と各ピットの深さは図に示した。 Pit1から弥生土器が出土しているが、本遺構の帰属

時期を示すものではない。詳細な時期は不明であるが、付近に所在する第4号竪穴住居とは軸方向が

近似しているため、同時期に存在していた可能性がある。

第 2号掘立柱建物跡

II R-37グリッドに位置する。 IV~V層で確認した。付近で検出した 5基のピットの配列を検討し

た結果1つの建物跡を構成すると判断した。平面形状は現状で 1間Xl間である。柱間と各ピットの

深さは図に示した。詳細な時期は不明であるが、付近に所在する第5号竪穴住居とは軸方向が近似し

ているため、同時期に存在していた可能性がある。

6、溝跡（図 89)

第2・ 3号溝跡 IIH~III-26~30グリッド付近に存在する。 Ilb~ill層で確認した。第2号溝

跡は幅約70cmの溝跡が約19m延伸している。第3号溝跡はmH-30グリッド付近で一部が検出された。

堆積土の観察から、第2号溝跡は平安時代の溝である可能性が高い。第 3号溝跡についても平安時代

に帰属する可能性が高い。

第 9号溝跡 ill G-32グリッドに位置する。 N~VI層で確認したが、西側の大部分が削平されてい

るため規模・形状は不明である。現状では細長い溝跡と不整形な浅い掘り込みからなる。状況を勘案

すると竪穴住居跡の一部であった可能性も考えられるが詳細は不明である。堆積土はII~ill層主体の

土層となるため、現代ではなく平安時代頃の遺構である可能性がある。

7、遣構外出士遣物（図 90~ 95) 

遣構外からは縄文時代早期～平安時代の遺物が骰発的に出士したが、先述した 2箇所では弥生時代

前期の遺物がまとまって出士した。以下に各種別毎に記述する。

縄文時代の土器（図 90)：図 90の1~3は第 I群b類土器の体部破片である。すべてmI-37付近

から出土しているため同一個体と考えられる。押型原体の横位回転により V字状文様が連続している。

1は横走する 3条の沈線も見られる。胎土には繊維を含み、内面は平滑にみがかれている。 4と5は

第 I群 c類士器である。IIK-37付近で出士している。 4は口縁部から体部までの破片である。口唇

部は丸みを帯びつつ尖り気味で、端部外面には板状工具による刻みが連続する。外面には貝殻腹縁の

圧痕と条痕が見られる。地文は横位の条痕文である。腹縁圧痕は横位に 3~4条が帯状に施文されて

おり、口縁部下部や胴部など少なくとも 3段程度帯状に施文されている。胎士には繊維や砂粒を含み、

内面はナデ調整が見られる。 5は縦位の爪形の刺突が横方向に連続している。爪形は左側から施文さ

れ右半分は粘土がめくれ上がっている。地文は横位の貝殻条痕である。 5aは口縁部破片で、口唇端

部に刻みが連続している。胎土に繊維は含まれず、 4よりやや硬質な胎土である。 6と7は第1I群 b

類土器で、円筒下屈 d2式に比定される。 8は第m群 a類どきで円筒上圏 c式土器に比定される。 9

は第m群 c類土器で大木 10式平行期の土器に比定される。 10は詳細な時期が不明であるが、沈線の

感じなどから第IV群士器の可能性がある。

弥生時代の土器 図90-11 ~ 33は調査区北側斜面付近から、図 90-34～図 92-14は調査区
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新沢(1)遺跡

南側斜面付近から出土した第VI群 a類土器である。深鉢形土器（図 90-11 ~ 16、図 90-34～図

91 -9)：口縁部付近で内湾し、器形が丸みを帯びるものが多い。地文のみのものと口縁部に沈線等

の文様が施されるものがみられる。両者ともに地文は RLを斜め回転し縄文の条を縦走させているも

のが多い。炭化物の付着や内外面に見られる小さい円形の破裂痕跡なども観察される。鉢形土器（図

90 -17 ~ 19、図 91-10 ~ 14)：深鉢と浅鉢の中問的なものをまとめた。南側地区では無文・有文

など様々な種類が見られた。型（図 90-20 ~ 25、図91-15~17)：いわゆる遠賀川系土器の特徴

を持つものである。内外面の下地調整に刷毛目が見られ、口唇部に縄文が施文され、口縁部はヨコナ

デが見られる特徴がある。口緑直下に沈線が施文される例もある。図 90-23は刷毛目沈線が見られ

る。縄文にはLRとRLが見られる。内面は横方向のミガキが顕著で、胎土にはやや大きめな砂粒を含

むものが多い。壺形上器（図 90-26 ~ 28・30、図 91-18 ~ 24)；遠賀川系土器の特徴を持つものと、

在地の特徴を持つものがある。前者は短い口頸部の付け根に沈線が 3条見られるのが特徴的である。

また、図90-28の口縁部や図 91-24には刷毛目調整が見られる。また刻み目列点文は図 91-21 

では口頸部に、 24では体部に見られる。 24の列点及び沈線は刷毛目エ具を利用している。浅鉢・尚

坪形土器（図 90-31 ・ 32、図 92-1 ~ 11)：主に南側地区で出土 した。変形工字文が施文されるも

のが多い。変形工字文の上下に施文される沈線は 2本ないし 3本のものが多い。変形工字文に付く粘

士粒は概して大きいが、図 92-5 ・ 6のように粘土粒が全く付かないものもある。これら 2点は沈

線も鋭角な断面を呈し、一般的な変形工字文と雰囲気が異なる。その他（図 90-29 ・ 33、図 92-

12 ~ 14)：図 90-33は笠形の蓋である。つまみ部分には貫通孔が対置している。外面はRL縄文を

地文に 3本一対の沈線が施文されている。図92-12は蓋の可能性がある。刺突文と沈線文と粘土粒

による文様が外面に見られ、内面は丁寧にみがかれている。図 92-15 ~ 19は第VI群 a類土器に伴

う士偶である。 18以外は中実であり、 17はやや大型品の下半身と見られる。

縄文時代から弥生時代の石器（図 93～図 95-8)：石鏃（図 93-1 ~6)、石匙（図 93-7)、掻器（図

93 -8)、削器（図 93-9 ~ 14)、微細剥離のある剥片（図 93-15～図 94-3)両極剥片（図 94

-4~6)、石核（図 94-8~  12) 、凹み石（図 95-1•2)、散き石（図 95-3•5) 、擦り石（図

95 -4) 、（石錘（図 95-6•7) 、石皿（図 95 -8) などが出土した。定型的な石器は少なく、剥

片類や微細剥離を有する剥片が目立つ。また、図95-4の擦り石や図95-7の石錘は縄文時代早期

の士器に伴う可能性が尚い。

平安時代の遺物（図 95-9 ~ 22) : 9は内外面黒色処理の土師器杯である。底部はケズリが施さ

れ底径が小さい。内外面ともに丁寧にみがかれている。 10と11は士師器である。 11は南台付坪であ

る。赤褐色だが焼成堅緻なため須恵器の可能性がある。 10も同様に須恵器の可能性がある。 11の尚

台内面には高台をつけた際のナデ痕跡が菊花状に残っている。12は擦文土器である。図 74-8に比

ベ胎土は精良で丁寧な作りである。沈線も しつかりと描かれている。内面は横方向のミガキである。

13 ~ 15は製塩土器である。 16・ 17は須恵器である。 16は広口壺の可能性がある。17は甕であり、

図 78-8と特徴が似ている。 18~ 22はillP-34グリッド付近でまとまって出土した鉄製品及び関

連遺物である。 18は金床石を鍛冶炉に転用した可能性がある。表面には敲打痕と付着物が見られる。

襄面には溶着物が見られる。 19は鉄製刀子、 20は鉄槌である。 21と22は椀型鉄滓である。（茅野）
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VK VP 



第 3章検出遺構と出土遺物

第3節新沢（ 2)遣跡

新沢（2)遺跡の調査では平安時代の竪穴住居跡 1軒、土坑7基、弥生時代の土坑3基、焼土遺構

2基、縄文時代後期の竪穴住居跡6軒、屋外炉3基、焼土遺構3基、土坑28基、土器埋設遺構2基、

縄文時代の溝状土坑 6基、縄文時代から弥生時代にかけての焼土遺構6基、時期不明の焼土遣構6基、

土坑4基を検出し、遣物は 84箱出土した。調査区はほぼ東西方向に伸びる標面約 34mの尾根の頂部

を縦走する形で設定され、道路等により大きく 3箇所に分かれている。調査区の南北には鳴沢川に至

る深い沢があり、南西側の沢を挟んだ西側に新沢（ 1)遁跡の調査区が位置する。調査以前は雑木林

（一部畑地）であり、土層に大きな改変が見られた箇所はごく一部分であった。

図 97及び口絵 10には調査区各所の基本上層図を褐載した。 調査区内では I層～ Ilb層はほぼ全域

に堆積するが、 m層より下位の土層は地点により色調や質に違いが見られた。俯轍的に見ると調査区

東側～西側調査区のIVXライン付近まではm層の色調が黒褐色基調で、それより西側では褐色または

暗褐色基調で粘性の強い土層である。 rn層は基本土層②と③ではm-1層とm-2層に細分した。 rn

-1層は褐色を帯びた土層で、攪拌された地山小塊等を含むため、人為的な攪乱を受けた土層と考え

られる。また、調査区西側では SK27・ SK40 ・ SV06などで褐色のm層が遣構を覆い、その下位の堆積

士上位に黒色のm層が堆積する状況が観察されることから、調査区西側のm層 (rn層褐色）が見られ

る範囲内では、黒色のm層が本来存在していたが、人為的にこれらが一旦除去あるいは攪乱されたた

め褐色土へと色調が変化したと考えられる。この変化のタイミングとしては検出遺構や遣物から縄文

時代後期前葉頃と推定される。その後、 Ilb層が堆積するが、この土層は新沢 （1)遺跡と同様赤み

を帯びる土層であったためその成因について第4章第4節で分析を した結果、酸化によるものと判断

された。調査区周辺は基盤層に砂層が存在しているため、斜面崩壊などで露出したものがIIb層の赤

lb 
基本土層①

v麿BL 10双4/6褐色上
lb層 IOYIIZ/3黒襴色土シルト質な根含む

llh層 IOY13/4睛撼色土シルト質全体に赤みを帯びる

35. 7m 

m層 IOYR2/3黒褐色土シルト質獅汰された疇褐色粘質シルト嬌 {IV層由来？）を含む

IV.Ii IOYll</4褐色士 粘質シルト主体上層との漸移層

VIII IOYR7/6明撮色土千曳浮石BL?

W層 IOYRU6褐色士 粘質土上層との層界l!!I凸し、1V層土が

基本土層③ 31.9m 

1層 IOYX2/2贔褐色シルト表土層
lib層 IOYR2/2黒褐色シルト質 シルト質赤みを帯びる
m-1層 IOYR2/2黒褐色シルト質やや褐色みを帯びる．

V 

m辺 IOYR2/I黒色粘土賣 シルト質
IV層 10Ylt2/I黒色粕上質蕎尊層
v層 IOYR5/B黄褐色土千曳浮石相当層

0 1/60 2m 

基本士層②

I層 IOYR2/2黒嶋色シルト表土層
11遭 IOYR2/l黒色粘土質シルト質
lib層 IOYR2/叫財｀色粘土質 シルト質赤みを帯びる
皿ー1/iIOYR2/2黒褐色粘士質 シルト質褐色を帯び、 Ji中央で乱れあり
ロ碩 IOYR2/I黒色粘士質 シルド質
IV遭 IOYR2/l黒色粘土質誨汰された贖鳩色粘土質訊を含む
IVb層 IOYRS/3晴褐色粘質土 w層粘土を塊状に含む

33.6m 
基本士層④

33．細 基本七層⑤

1層 IDYR2/叩色土表士
nb層 IOYR3/4隋襴色土粘賣シルト 赤みを帯びる
m層 IOYR3/3暗暢色土粘質シルト炭化物粒を含む
色調で上と下に分層している部分がある
W層 IDYRUq員色土濠導層
匹 10翫／6貧暢色土粘質土

1層 IOYR2/3黒褐色士表士
nb層 lOYRJ/“軒島色土シルト費全体に赤みを帯びる
m層 IOTR3/3暗褐色土蒻粘質シルト炭化舶含む
w層 IOYR3/3暗揚色土粘質シルトの揚色土撼との混合土
v層 IOYR6/8貨褐色土 T曳浮石に相当

図97 新沢 (2)遺跡の基本土層
Vl/i lOYRUa馳士粘質土
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新沢(2)遺跡

変の要因とも考えられる。本調査区内では、 IIb層から弥生時代中期～後期の土器が出土しており、

且つSK14の周囲ではIIb層の最上位に白頭山一苫小牧火山灰が堆積していることから、 IIb層の時

期は縄文後期以降平安時代（白頭山一苫小牧火山灰降下前）までの期間ということができる。

調査で検出した遺構は、主に西側調査区の西側に縄文時代の遺構がまとまっている。平安時代の遺

構は調査区中央部から東側にかけて分布しているが調査区域外に集落の主体があるとみられる。この

部分では遣構外の遺物も多く出土している。

1、 竪穴住居跡 (SI)及び出土遣物

第 1号竪穴住居跡 (SIOl) （図98~ 101) 

位醤と確認 VI H-54グリッドに位置する。m~W層で確認した。周囲には現代の炭窯 (SXOl:写

真のみ掲載）が存在し、北東側の確認面にその影響が及び攪乱されていた。重複関係 なし。規模・

平面形 規模は長軸 5.4m、短軸4.5 mで、北東ー南西方向に長軸を持つ長方形を呈する。カマドは

南東壁右寄りに 1基検出し、 N-133° -Eに主軸を持つ。堆桔土 12層に分層できた。 1~4層は

黒色基調の自然流入土と考えられ、その下底部の5層は白頭山一苫小牧火山灰層である。 5層より下

位はやや褐色を帯びる土層で、住居廃絶に近い段階で流入した可能性がある。壁面・床面 壁はほぼ

垂直に立ち上がる。確認面までの壁高は 45cmを測る。床面は掘方埋士によってほぼ平坦に整えられ

ている。また、床面は広範囲で被熱し赤変していた。壁際に腰板とみられる炭化材の出土が見られる

ことから焼失家屋であった可能性が高い。樹種はクリであることが判明している（第4章第2節）壁

周溝 カマド部分で途切れるが、ほぼ全周するように検出した。カマド 南東壁右寄りに構築してい

る。煙適部の構造は半地下式A類である。火床面は掘方埋土が被熱している。カマド本体部分は袖下

部が残存していた。粘士と板状の凝灰岩を使用して構築されており、煙適部壁も堀方掘削後に粘士を

使用して構築されている。カマド内及び周囲からは士師器がまとまって出士した。柱穴・土坑 力

マド左側に Pit4、北東壁際に Pit1、西隅でPit3と5を検出した。 Pit5以外は住居廃絶時に開

ロしていたと考えられる。出土遺物 土師器や石器等が出土した。図 100-1~10は土師器杯であ

る。すべてロクロ整形で5~8は内面黒色坪である。5は推定口径が 15cmを超えるやや大型である。

9と10は焼成堅緻で須恵器の胎土に似る。 11は鍋である、底面に木葉痕が見られ、平底である。図

100 - 12 ・ 13は小甕 14はロクロ整形の小型広口壺で内面黒色処理が見られる。図 101-1 ~7は

長胴甕である。 8は土製支脚、 9は製塩土器である。10は羽口である。11は砥石である。鍋や長胴

甕などの大型品はカマド内部付近に破棄されたような状況で出士した。坪類は図 100-2. 3. 10 

がPit4から、 4がPit5から出士した。小結 本遺構は出士遺物等から平安時代（白頭山一苫小牧

火山灰降下以前）の竪穴住居跡である。

第2号竪穴住居跡 (SI02) （図 102)

位置と確認 WH-46グリッドに位置する。 W屈で石囲炉と遣物の散布範囲を確認した。重複関係

北側を風倒木痕？により破壊されているが他の遺構との璽複はない。規模・平面形 規模は長軸4.3

m、短軸 3.4m、東北東ー西南西に長軸を持つ楕円形と推定される。炉跡は床面中央部に検出した。

堆積土 2層に分層できた。 IIb～田層に近似した土層に覆われている。壁面・床面 w層と床面と
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j 象劣x 
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B 
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1層 10YR2/l黒色土叫質棧・粘土粒多く含む

1喜。喜：II言璽l璧```ピ霜闊塁翡魯圭岱各咆濯呉～VI層が混じる崩落土？
10層 10YR3/4暗褐色士 9層に近似しやや黒み強い腰板倒壊後の覆士
11恩 10YR4応褐色土粘質土堀方埋土
12屠 10YR5/6黄褐色土粘質土堀方埋土

M PitOl N 周八憂3:3m

Pit03 

Q~~層

PitOl 
澤直上によにB-T砂＜山灰検出
1層 IOYR2/3黒褐色士ンルト質やや締まり有り V粒や炭化物粒含む

層下部に炭化材検出（歴板か？）住居7~8層に相当

喜盟信［醤鷹魯圭悶屡緒贔誓を帯びる噂芦焼土粒含む人為的埋土

4屠 IOYR3/4暗褐色土ンルト質焼土塊を多く含む層人為的埋土
5層 10YR4（濃色土粘士質堀方埋土の崩落かそのも(J]

Pit03 
1層 IOYR3/3暗褐士
環 10YR3/4暗褐魯士沿卜夏如すた粘士BL含む

氾卜 繹 7~8陪相当炭化材多量（胆板？）

3層 7. 5YR4/4褐色土住居床面（＝堀方埋土）の被熱範囲
4階 IOYR4／磯色シルト住居掘方埋め土

Pit05 
S T 
"'- -'-36. lm 

堀方埋ミ=<:
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VI層
土唇の状況から廃絶時に使用していたと考えられる。
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SIOIカマド
澤 7. 5YR3/4暗褐色土住居8層に相当焼土BL含む
2屠 7. 5YR3/4暗褐色土住居7~8庖に相当カマド崩落土由来？
3屡 IOYR4/6褐色土シルト質粘土粒含む
環 IOYR4/6褐色土カマド袖及び煙道壁の被熟しない粘土（崩落？）
4a層は4層より黒褐色土を多く含む層
環 5YR5/8明赤褐色士カマド壁被熱粘土（崩陶 ■い・壁粘土残存範囲
袖 IOYR2/3黒褐色土粘土を含む土層（きれいな粘土ではない）
環 IOYR2/3黒褐色土カマド窟絶後の堆積土？1層に近似 カマド火床面範囲
7層 7. 5YR3/4暗褐色土締まりなしカマド埋め土？焼土粒多い
環 IOYR2/3醗色土初期堆積土、シルト質 床面被熱範囲
磯 5YR5/8明赤褐色土火床面掘方埋土被熟 0 1/30 lm 
10層 5YR5/8明赤褐色土粘土質支脚内充填土

図 99 第 1号竪穴住居跡 (2)
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の境界は不明瞭であるが、炉の火床面とほぼ同レベルで構築されていたと椎定される。壁の立ち上が

りは不明瞭である。確認面までの壁高は 11cmを測る。床面はW層を掘削しおおむね平坦に整えられ

ていたようである。炉跡 現状では西側が開口するコの字形に大ぶりな各礫を配置した内部に火床面

が見られる。火床面は赤変が弱く範囲は不明瞭であった。炉の中央から東寄りの礫際で図 102の 1の

縄文士器が横倒しの状態で出土した。本来埋設されていた可能性があり、士器埋設石囲炉であったと

推定される。炉を囲う礫は浅い士坑状の堀方の外縁部分に配置されている。その他の床面施設 確認

されなかった。出土遺物 1は炉体士器である。第w群士器に分類される小型の深鉢で被熱している。

4単位の波状口縁で口縁直下に沈線が巡る。体部には格子目状の沈線がみられる。小結 本遺構は縄

文時代後期の竪穴住居跡である。

入） ¢
 

A.33. 9m B-

推定床面濤= ----
S102 -2 ., ID~IV 攪乱
1層 10YR4（磯色士粘質ンルト llb~III層に階当？やや赤みを帯びる追物出土
2層 10YR3/4躇褐色士炉掘方埋土火床面は2層の上面と思われるが被熱は不明瞭

B 

A
 

po 

虐更
IVI47から

菌：：：3m

平1-46から
北にIm西にIm

『□6から
ヒにlru

＼ D 

＋ IVJ-46から
北にlm西にlm

D
-

゜
1/60 2m 

12-1 （炉内）

〇 遺物 1/3 10cm 

。

弱い焼土（火床面？ ）

ロ 森の範囲

1/.30 lm 

炉跡堀方平面図

図 102 第2号竪穴住居跡及び出土遺物

第 3号竪穴住居跡 (SI03) （図 103)

位置と確認 IV M-45グリッドに位置する。 11I層褐色からIV層で石囲炉とやや暗色のシミを確認し

炉跡平面図

た。重複関係 第43号土坑と重複するが、重複関係は不明である。規模・平面形 規模は長軸 3.5 m、

短軸3.1mの円形と推定される。炉跡は床面中央部に検出した。堆桔土 4層に分層できた。 Ilb~ 

m層に近似した士層に覆われている。壁面・床面 IV層と床面との境界は不明瞭であるが、炉の火床

面とほぼ同レベルで構築されていたと推定される。壁の立ち上がりは不明瞭である。確認面までの壁

高は 9cIllを洞る。床面はIV層を掘削し平坦に整えられていたようである。炉跡 大ぶりな角礫をおお

むね方形もしくは北側にすぼまる舟形に配置しており、内部には火床面焼土と埋設土器がみられるた
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め土器埋設石囲炉に分類される。火床面は赤変がやや弱い。炉の中央から北寄りの礫際で図 103の 1

の縄文土器が中央寄りに傾いた状態で斜位に埋設されていた。炉を囲う礫は浅い土坑状の堀方の外縁

部分に配置されている。その他の床面施設 ピットを4基確認した。 Pit1と2が炉を挟んで東西に

位置するため住居跡に伴うと判断した。出土遺物 1は炉体土器である。第W群土器に分類される小

型の深鉢で被熱している。 4単位の波状口縁で口縁直下に 2条の沈線が巡る。体部には格子目状の沈

線がみられる。その他、炉跡及び住居堆積土から炭化材や種子が出土している。小結 本遣構は縄文

時代後期の竪穴住居跡である。
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A
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C
-
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ー、‘

lo f[ 
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／ 

ー

Rーーー
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゜
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I 
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平M-4¥
ヽ~

‘̀ 
‘‘ 

D
 

¥＼ーロ

El

◎
Fl 

_ ＿ ---

El 

IB 

弱い焼土（火床面？）

□礫の節ll!l

I VIS二且
34. om.!2. 

SIO3 
1層 IOYR4/6li色土粘質沿ト Ilb~III層相当やや黒みと赤みを帯びる炭化物粒含
2層 IOYR5/6黄褐色土粘質ンルト 1I1層掲～1V屠が滉在する
3層 IOYR4/3鈍い黄褐色士粘質ンルト炉掘方埋士
4層 IOY応/6黄褐色土粘質ンルト IV~VI層漉在 Pit!衷込め土？

0 遺構 1/60 2m 

c
¥
 

（炉体）

E
 

F 
34.0m― 

平M-45から
東にlm

平 M-45から平M-45から
東に2m 東にlm

SI03炉
澤 IOYR4(4掲魯土咀居1層
2層 IOYR4/4褐士粘質刃ト 1Il層褐色由来？I愚に近似
4層 IOYR3/2黒褐色土ン）レト質炭化物含む炉体土器使用時の堆積土
環 5YR4/8赤褐色土叫質環被熱した火床面焼土
囀 5層より 赤みが弱い

平M-45から
環 IOYR3/3暗褐色士粘質液卜炉掘方埋土

0 遺構 1/30
東に2m ~ 

0 遺物 1/3

lm 

10cm 

図 103 第 3号竪穴住居跡及び出土遺物

第4号竪穴住居跡 (SI04) （図 104~ 105) 
位置と確認 IV R-46グリッドに位罹する。 III層暗褐色からIV層で石囲炉とやや暗色のシミを確認

した。重複関係 第 8号焼土遺構が確認面に存在するため本遺構が古い。規模・平面形 規模は長軸

5. 5 Ill、短軸 4.7 Illの楕円形と推定される。炉跡は床面中央部に検出した。堆積土 3層に分層でき

た。 III層に近似した暗褐色土層に覆われている。壁面 ・床面 壁面の立ち上がりは明瞭ではない。確
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入）恥．5m ¥A SN08 —----——-C 
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I I 1 /JI I 

¥ 2層 IOYR5/6黄褐色士粘質シルト IV~VI層滉合
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Pit03 
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-33. 5m ] Pit03 

：̀：ロニ匠丑翫腐誓
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SI04炉
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-E 
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E
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図105-4
0 Pit04 P 
--ご―33.2m

Pit04 
1層 10YR4/6褐色土粘質土 IV~VI層が混合

K 
Pit5 

L 
-33. 3m -

ゾ

0 

Q 立石

-9 R 
33. 3m 

平S47から
西に2m南に2m

炉
1恩 5YR4/8赤褐色 ↓ 

2階 IOYR5/8黄褐色
3層 10YR6/8明黄掲色

■火床面焼土錨l!!I 。
□配の範囲、 SN08焼 ゴ1!!1

平S46から
西に2m

1/30 

R
 

lm 

-(IV胃類似土層が被熱
い。分焼土粒滉じる m~IV層に類似する土層
：方士層？ 2庖よりW層の呈多い

図 104 第 4号竪穴住居跡
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認面までの壁高は 16cmを測る。床面はN~V層を掘り込んでほぼ平坦に仕上げていると判断した。

炉の火床面とほぼ同レベルである。炉跡 大ぶりな亜角礫を楕円形もしくは六角形に配置しているが、

西側で一部礫が原位置をとどめていない部分がある。炉跡内部と西側の外部には火床面焼土が見られ

た。東側礫際には埋設土器がみられるため土器埋設石囲炉に分類される。図 105の1の壺形土器が中

央寄りにやや傾いた状態で斜位に埋設されていた。炉体土器に被さるように図 105-2の注口土器が

出土した。火床面の赤変は他に比べ明瞭である。炉を囲う礫は直下に掘削された溝状の堀方に配置さ

れている。その他の床面施設 ピ ットを 5基と立石を 2箇所確認した。 Pit1 ~ 5は主柱穴と考えら

れ、不整な五角形に配置されている。立石は炉の東脇に 1箇所と、 Pit2の東側に 1箇所確認された。

いずれも堀方に棒状の礫を立てていたようであるが、現状では斜めに倒れていた。出土遺物 第W群

土器が出土した。図 10 5 1は炉体土器である。小型の壺形土器下半部が埋設されていた。上半部は

同一個体が発見できなかったため打ち欠いたか破損したものを使用している。 2は釣手付注口土器で

ある。内外面ともに無文だが、釣手内面に編み物の圧痕がみられる。釣り手をつける際、粘土で整形

した釣パーツに編み物をしつけた後に体部と接合している。編み物はササ状の素材をつぶしたものを

6~8本束ねて2本飛びの網代編みをしたものの可能性がある。同様の圧痕は図 130- 3などの他、

い—~- - - -

（炉体）

‘ゞ:

'・, 、、凜蕊寄今'¥’‘.'‘Z翠 ‘̀¥・.ク； ．，

□
 
ミ

。
1/3 10cm 

2 

図105 第 4号竪穴住居跡出土遺物
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第3室検出還構と出土還物

掲載しなかった個体にも数個体見られる。どの個体も積極的に文様モチーフとして意識していないよ

うな状況が見られる。注口部はほぼ水平に突き出ている。縄文時代後期前葉の注口土器は青森県内で

は類例が少ないが、付近では弘前市十腰内遺跡から壺形土器の体部に注口が付いた土器が出土してい

る。 3・4は堆積土から出土した。 3は深鉢形土器で口唇が端部が肥厚し、体部には3本一組の沈線

により格子目文が描かれている。 4は壺形土器の体部破片である。その他、堆積土上位から炭化材が

2点出土したため年代測定と樹種同定を行った。年代測定の結果は弥生時代後期頃の炭化材であるこ

とが判明し、樹種はクリであった。重複する SN08の確認面からは同時期の土器が出土しているため、

SN08にともなう炭化材である可能性が高い。小結 本遺溝は縄文時代後期の竪穴住居跡である。

第 5号竪穴住居跡 (SI05) （図 106)

位置と確墜 IVR-43グリッドに位置する。m層褐色からIV層で礫と焼土を確聡した。重複関係 なし。

図10&-2

人
/B ＼ 
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/B 

干-44
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口亨、：：から
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ーB 醤嗚S直IOS炉可霊1渭郎底伐虚I明2饂赤名も色色£土土嗚且火床訥努函芯噛資2国土環遍が1に事近似w層

堀方平面図 ■疇 面 饂

゜
1/.30 lm 

l ｛炉体）

0凸
I; 3 

0 1{3 10cm 

゜
1/2 5cm 

図 106 第 5号竪穴住居跡及び出土遺物
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新沢(2)遺跡

規模・平面形全体形は不明である。堆積土 炉跡の堆積土は4層に分層できた。壁面・床面壁面

は不明である。床面はm~W層を掘削し平坦に整えられていた可能性があるが詳細は不明である。炉

跡 大ぶりな板状礫が 1個焼土の脇に見られる。やや離れた場所には同様の礫が 1個出土しているた

め、本来焼土が礫で囲われていた可能性が病い。現状では礫と焼土が接するあたりに土器が埋設され

ているため土器埋設炉と分類される。火床面の赤変は明瞭である。炉体土器は図 106- 1の縄文土器

が焼土中央寄りに傾いた状態で斜位に埋設されていた。その他の床面施設 確認されなかった。出土

遺物 1は炉体土器である。第w群土器に分類される小型の深鉢で被熱している。口緑部は欠失して

いる。 2は炉からやや離れた場所で出土した。第w群に分類される深鉢形土器で、口緑部に横走する

沈線が見られ、体部は縦方向の沈線がみられる。 3は炉内から出土 した鐸形土製品の紐部の破片であ

る。小結 本遺構は縄文時代後期の竪穴住居跡の可能性がある。

第6号竪穴住居跡 (SI06) （図 107)

位箇と確認 IV U-44グリッドに位置する。 m層褐色から1V層で礫と焼土を確認した。重複関係

第28号土坑及び第44号土坑と重複する可能性があるが、重複関係は不明である。ただし、両土坑と

もに堆積土が黒みが強いm層が主体となるため、本瑣構より古い可能性が品い。規模 ・平面形 全体

形は不明である。堆租土 炉跡の堆積士は 3層に分層できた。壁面・床面 壁面は不明である。床面

はm~1V層を掘削し平坦に整えられていた可能性があるが詳細は不明である。炉跡 大ぶりな板状礫

が3個焼土を挟むように配置されているが、配置状況を見る限り現存しているもの以外にも礫があっ

たものと考えられる。従って石囲炉と分類される。火床面の赤変は明瞭である。その他の床面施設
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図 107 第6号竪穴住居跡及び出土遺物
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第3室検出還構と出土還物

確聰されなかった。出土遺物 第W群土器が出土している。 1は小型の深鉢で外面には格子目文が描

かれる。また、炉跡南側には被熱した礫がまとまって出土した。小結 本遺構は縄文時代後期の竪穴

住居跡の可能性がある。

2、屋外炉（図 108~ 110) 
調査では焼土遺溝としていたが、竪穴住居跡の炉跡と同様の特徴を持つものを屋外炉とした。本来

的には竪穴住居跡であった可能性が高い。表 6に焼土遺構と一緒に一覧を掲載した。すべて焼土範囲

の端に炉体土器が正立状態で埋設される特徴を持つ。使用土器も小型の浅鉢や深鉢であり、先述した

竪穴住居跡と同様である。

ここまで記述してきた竪穴住居跡と屋外炉は、ほぼ同様の性格を持つことが考えられるが、配置状

況を考える上で埋設土器の位置が手がかりになる。焼土に対する炉体の位置は炉体の検出されなかっ

た SI06を除くと 、SI04以外はすべて尾根の斜面上方に位置している。このことは、住居をある一定

の方向に向けて構築するのではなく地形や斜面の状況に合わせて構築した結果と考えられる。

誓ご乙
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囮 108 第 1号屋外炉 (SN14)及び出土遺物

A 

A -33. 8m 

炉体土器

B-

午•49から
東1こ如

■火床面痴囲

0 遺物 1/3

一0 遺構 1/30

SN14-2 

10cm 

lm 

l （炉体）

割19
1恩 7.5YR4/ 
2屈 7.5YR6/ 
3屈 10YR3/3

■屈晒llll゜
1/30 lm 

。
1/3 10cm 

図 109 第 2号屋外外炉 (SN19)及び出土土器
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図 110

3、焼士遣構（図 111~ 113) 

第3号屋外外炉 (SN20)及び出土遺物

焼士遣構としたものは、士層が被熱し赤変した範囲及び、確実に被熱したか判然としないが一定の

範囲が赤変しているものを認定している。表6には屋外炉と一緒に一覧を掲載した。多く は時期決定

に必要な遺物や炭化材などが出上しないが、状況によって時期を推定できたものもあり、縄文時代後

期と弥生時代の 2つの時期がある。以下に代表的なものについて記述する。

第 1・ 2 ・ 3号焼土遺構（図 111)

東側調査区で検出した。第1・ 2号焼土はSVOlの堆積士上面で確認した。溝状士坑のプラ ンに沿っ

たような形状である。赤変は弱く、焼士厚も薄い。 SVOl最上層は基本士層rn層（黒）が堆積し、そ

の直上あたりに形成されており、かつIIb層掘削中に確認したことから、縄文時代後期以降弥生時代

ころまでの可能性がある。すぐ脇にはSK02（弥生時代中期初頭）が存在することから関連する可能

性もある。第 3号はやや離れるが同じ区域にある。確認状況が類似するため同時期の可能性がある。

第8 • 9号焼土遺構 （図 111・ 112) 

西側調査区に位置 し、約 5mの離れている。第8号は縄文時代後期のSI04の確認面で検出し、焼

土上面や周囲から共伴する遣物が出土している。図 112-1と2は第VI群 e類に分類される土器であ

る。 ロ縁部が緩くくびれ、体部最大径が器高の約 1/2のあたりにある唖形あるいは広口壺形土器で

ある。 2は底面がやや上げ底気味である。 1は口縁部に横位の結節回転文、体部中位にLRとRL（双
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図 112 第8号焼土遺構出土遺物

方地縄自巻）を横位に回転し羽状縄文を描出している。体部下半はRL（地縄自巻き）を斜位に回転

し縦位の条を描出しており、器面の上位、中位、下位で異なる文様を描出している。 2も同様であり、

ロ縁部は不明であるが、体部中位は LR と RL （双方地縄自巻き）~ を横位に、体部下位では斜位に回転

しそれぞれ羽状縄文を描出している。これらの個体は焼土面に張り付くように出土したため、時期決

定の根拠となる。また、SI04の確恕面で取り上げた炭化材の年代測定値が弥生時代後期頃であるため、

本遺構は弥生時代後期の所産と考えられる。用途は不明であるが、居住施設の可能性もある。
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第 3章検出遺構と出土遺物

第 9号焼土漕構では、共伴する遣物知屋外炉、焼土造構一覧表

は出土しなかったが、焼土範囲内に炭

化材が出土したため、年代測定及び樹

種同定をかけた結果、年代は弥生時代

中期後半、樹種はコナラ属アカガシ亜

属であった。アカガシ亜属は当地域に

自生しないため、東北南部以南より持

ち込まれた可能性が高いと している（第

4章第1・ 2節）。

第 15号土坑上面焼土遣構（図 117)

遺構名
SN 1 

SN 2 

SN 3 

SN 4 

SN 5 

SN 6 

SN 7 

SN 8 

SN ， 
SN 10 

SN 11 

SN 12 

SN 13 

SN 14 

SN 15 

SN 16 

SN 17 

SN 18 

SN 19 

SN 20 

グリッド

YIF-61 

VlF-61 

VIG-60 

VIL-68 

lVY-44 

IVX-45 

IVH-48 

IVR-46 

IVQ-46 

IV0-48 

IVN-45 

IVP-44 

IVL~46 

IVQ-44 

IVS-43 

IVK-45 

!Vtr-50 

IVM-47 

IYJ-49 

IVH-48 

及び第 17号焼土遺構（第 35号土坑上面） （図 123)

確認 平面規模 (m)

0 9X O 5 

0. 54XO. 3 

V~YI l.03X0.5 

IY~YI 0.64X0.42 

IV 0. 48X 0. 44 

IV 0 42X0.38 

m~1Y 0. 38X 0. 16 

O.BSX0.8 

田 0. 92X 0. 85 

m 0. 6XO 52 

m 0 96Xl.06 

IV 0.54X0.48 

VJ 0. 35X 0. 32 

m 072X0.5 

III~1Y 0. 66X 0. 48 

[Y～v 0. 7X O 6 

1. ox 0. 44 

II~W 0 70X0.66 

m~1Y 0 66X0.48 

m~[V 0. 56X 0. 54 

披熱深 (n) 付属施設 室複 時代

←SVOl 縄文後期～弥生
←SYOl 縄文後期～弥生

0 14 不明

0 J 不明

0 06 不明

0. 04 不明

0 08 不明

0. 06 ←SI04 弥生後期
0. 14 弥生後期
0 08 縄文後期～弥生
o. 06 縄文後期～弥生
0. 07覇 縄文後期
0. 06 不明

0 09 埋股土器 縄文後期屋外炉
0 09 縄文後期
0. 1 3 縄文後期～弥生
0. 08 ←SK35 縄文後期
0 08 縄文後期～弥生
0 09 埋殷士器 縄文後期屋外炉
0 1 埋殷土器 縄文後期屋外炉

縄文時代後期の土坑上位で確認した焼土遣構である。第 1~3号焼土遣構と異なるのは下位にある

遣構が人為的に埋められた可能性がある点である。双方ともに多量の遣物を伴う土坑募と考えられる

遣構が埋め戻された際に形成した可能性が晶い。先述した第 1~3号は自然堆積で第m層が堆積 した

後に焼土が形成している可能性が尚いが、縄文後期の 2例は焼土形成のタイミングを積極的に理解す

るのであれば士坑を埋めた後ほどなく、あるいは直後に焼士が形成された可能性が高い。 どのような

行為に起因するかは不明であるが、興味深い事象といえる。

4、土坑跡（図 114~ 126) 
土坑跡は 41基調査した。縄文時代後期から弥生時代・平安時代に帰属するものがある。規模や分類、

推定帰属時期などは表7に掲載した。表の分類項目は以下のような観点で分類したものである。

J類：出士遣物や形状から縄文時代に帰属する可能性が高い。形状や規模から次のように細分した。

1類；平面形及び断面形が不整形な士坑 2類；平面規模 lm程度で浅く、断面形が箱形のもの。

3類：フラスコ状土坑で、底面直径が 1.5 m弱で浅いもの。 4類；フラスコ状土坑で、大きいもの。

Y類；出土遣物や確認状況等から弥生時代に帰属する可能性が高いもの。

H類：出土遣物や形状などから平安時代に帰属する可能性が閲いもの。

1類：浅く断面が箱形の土坑 2類： 1類より明確に深く断面が箱形の土坑

x類：時期決定が困難なもの。

以上の分類の中から、特記すべきものを以下に記述する。位置や規模などは表 7を参照。

第 2号士坑 (Y類） （図 114)

東側調査区に位置する。第2号溝状遣構と一緒に確認 した。付近では弥生時代中期初頭の第VI群 c

類土器がまとまって出土したため慎重に確認した結果第 2号溝状土坑と重複していることが判明し

た。同遺構を壊して構築している。平面形は隅丸方形と認識され、堆積土中からは、底面からやや浮

いた位置から図 114-1と2の土器が散乱して出土した。 1は有文の深鉢形土器である。｛本部には刺

突と波状工字文が見られる。口縁部内面には屈曲部と口縁に沿った沈綿がみられる。遺物の特徴から

第VI群b類（五所式士器）に比定されるため、本遣構は弥生時代中期初頭に帰属する可能性が高い。

付近では SKOlとSK03が検出されているが、特に SK03では出土炭化材の年代測定の結果本遺構に近
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図 113 10~13・15・16・18号焼土遺構及び出土遺物
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い時期の値が出ている。

第9号土坑 (H1類） （図 116)

第1V居で確認した。確認面で白頭山一

苫小牧火山灰の堆積を確認し、平安時代

の土坑と認識した。土坑底面には広範囲

から炭化材片が出土し、壁面は被熱し赤変

していた。底面出土炭化材の樹種はク リ

であった。周囲で検出された SK07• SKlO 

も同様の遣構と考えられ、炭化材の樹種

はSK07がクリ、SKlOはプナ属であった（第

4章第2節参照）。このような炭化材と壁

面焼土の存在から本遣構は製炭土坑と考

えられる。 SK07も同様だが、 SKlOは焼土

が無いため達う用途と思われる。

第 14号土坑 (H2類） （図 116)

II b層で確認した。付近ではIIb層の直

上に白頭山一苫小牧火山灰が部分的に堆

積し、本土坑はその層を掘削 し構築して

いるため火山灰降下より後に機能してい

たと考えられる。平面形は長方形で、壁

表7 土坑一覧表

遺構名 グリッド

SK 1 VIE-60 

SK 2 VIF-61 

SK 3 VIl-61 

SK 4 VJ-49 

SK 7 VJ~44 

SK 8a VA-42 

SK 8b VA-42 

SK 9 VC-44 

SK 10 VF-45 

SK 12 VC-56 

SK 13 VIE-56 

SK 14 VG-49 

SK 15a VJ-48 

SK 15b VJ-48 

SK 16 VD-56 

SK 18 VH-48 

SK 19 IVY-44 

SK 20 VH-47 

SK 21 IVK-49 

SK 22 VT-47 

SK 23 VI-49 

SK 24 VH-49 

SK 25 VD-50 

SK 26 IVD-44 

SK 27 IVS-44 

SK 28 IVU-44 

SK 29 IVL-45 

SK 30 IVK-46 

SK 31 IVK-48 

SK 32 IVC-45 

SK 33 IVK-46 

SK 34 IVN-47 

SK 35 IV0-50 

SK 36 IVK-48 

SK 37 IVI-49 

SK 38 IVG-49 

SK 39 IVJ-47 

SK 40 IVK-47 

SK 41 IVF-48 

SK 42 IVE-46 

SK 43 IVL-45 

SK 44 IVT-44 

確

v~VI 

IV 

VI 

Db 

V 

IV 

IV 

IV~V  

IV 

III 

IIl~IY 

D 

IV 

IV 

田～1V

Db 

IV~v 

IV 

田

V 

IV 

IV 

VI 

IV~VI 

IV 

V 

IIl~IV 

IV 

IV~VI 

IV~VI 

[V～v 

IV~v 

V 

[V～VI 

IV~VI 

IV~VI 

VI 

IV~VI 

IV~v 

m~IV 

VI 

IV~v 

111 

第 3章検出遺構と出土遺物

平面規模 深さ 付属施設 童複 分類 備考

0. 89XO. 88 0 29 y 

1 62Xl 46 0 22 ←SV02 Y 士坑塞？

I. 24Xl 12 0. 22 y 

l.76Xl 56 0. 5 H2 焼成土坑
l.52Xl 34 0. 08 HI 焼成土坑

2 12Xl 92 0. 9 →SKSb Jl 土坑墓？
1. 5Xl 46 0 35 ←SK8a JI 土坑墓？
2.05Xl 15 0. 25 HI 焼成土坑

1.34Xl.24 0. 06 HI 焼成土坑？
1 38Xl 32 0 28 X 
1 7Xl 38 0. 2 X 

l.76Xl 72 0 56 H2 焼成土坑
1!2XQ.92 0. 9 Jl 土坑墓？
I 3Xl 08 0. 6 JI 土坑墓？
1. 22x- 0. 26 X 

1. 8Xl 6 0. 56 H2 焼成土坑？

1 32Xl 0 0 36 J2 

I 46X! 22 1底面中央Pit ]3 

2 22X2 0 I 5 底面中央Pit J4 転用墓？

l 14X- 0 08 H2 焼成土坑？
0. 96XO. 92 0 26 J2 土坑墓？
0.82X0.84 0. 3 J2 

I. 8X! 62 I 74 Jl 土坑墓？
1 68Xl 4 0. 72 J4 

1. 04XO. 62 0. 6 Jl 土坑墓？

1 28Xl. 1 0 34 J2 

!.72X!.46 I 46 J4 

1 74Xl 58 0. 72 Jl 土坑墓？

I. 34Xl. 18 0. 28 J2 

1.54Xl 46 2 02 J4 

0. sxo. 72 0 44 J2 

I. 32Xl. 3 0. 84 J3 

2. 5Xl. 92 0. 6 Jl 土坑墓？
1 4Xl 38 I 44 J4 

l.66Xl 64 I 12 底面中央Pit J3 

l.68Xl 38 0. 3 X 

I. 9Xl. 82 I 7 底面中央Pit J4 

2 OX I 94 I 64 底面中央Pit J4 

1 7Xl 7 I 42 底面中央Pit J4 

I 8Xl 78 I 84 底面中央Pit J4 

0. 7X0.64 0 16 • •S!03 J2 

0.8X0.74 0 58 J2 

面には弱く被熱した焼士が見られる。炭化材はごく少量出士した。底面は堀方埋士を均して構築され

ている。付近にある SK04には焼士があるが、 SK18ではほとんど見られない。この状況はHl類でも

同様である。被熱があるものとないものがセッ トになる可能性も考えられる。 本遣構がもし焼成ある

いは製炭土坑であるならば、火山灰の前後で土坑の規模が大きく変わったことになる。

第 35号土坑 (J1類） （図 123・ 124) 

東側調査区に位置する。 Ilb~ill層の調査中に焼土と黒色土の範囲を確認した。焼土厚は約 6cmで、

その下位に人為的に埋め戻された 3屈が堆積する。土坑底面は南側で一段低い部分があり、その付近

からは遺物はあまり出土していない。 南北方向の士層断面図を作成していないため明確ではないが、

一段下がった部分は褐色士が主体となる士層であった。 したがって士坑が埋められた後、焼士が形成

されるまでの問に掘り返されたか風倒木等による影響を受けた可能性などが考えられる。士坑内の北

半からは図 124に示した第IV群士器がまとまって出士した。深鉢形土器と壺形土器がみられる。8は

内外面が粗いミガキ調整のみで無文の深鉢である。 11は入り組み文が施される口縁部がやや内湾す

る深鉢形土器である。これ以外の土器は、表現手法の違いはあるにしろ菱形モチーフを意識した文様

が施されている。出土状況は図 123に示したが、 9の深鉢形土器は倒立し、内面には赤色顔料もしく

は焼士が多量に詰まっていた。本遺構のように掘り返しの可能性が考えられる事例は SKO8や SK15、

SK30などにみられる。いずれも不整形またはフラスコ状士坑が切り合っているような状況が看取さ

れる。遺物の出土状況からも、本遺構は埋葬に関連する遺構である可能性が嵩い。なお、図示しなかっ
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新沢(2)遺跡

入
平IF-62

SKOl 

平E-61 平E61から
東1こ如

＼ B 

ム37.0m 土

ゞ VJSKOl 
環 10YR2/3黒悟色土叫萱 1Il屈黒悟主体 V粒少盆含む

渭盟乳燐醤魯圭溢雹隣喝臀．闊葬督募翌認大きいものが多い

渇悶翡忍霜鷹魯圭的贔悶烹棗翫翻崩落土

／ A 

.,. 

--竺三 云―

疇 19 
¥ ¥ SK02-2 

ー6
 

F
 平ー

;
w伯
げ
¥
¥
>
“
1
加

第 2号土坑出土遺物

亨＼
口

37502S-[

(
Svo /

＼ロ

ロ

ニ
SKolM[

戸•62から ＼A 
東にlm

戸•62から
西にlm

A 
.::. 36. 7m B 

ヽ
泣03
凜 10YR3/4贈混色土油遺 lib屡塊含む炭化物粒含む

渇盟認霜麿魯圭悶屡贔渇誓閤涵捏霜喜び麟材出土
全沐的に人為的埋土か

、：三二~I
SK03-l 

第 3号土坑出土遺物

¥B 

SK04 

/B 乎-49から
北に如

SK04 
1屈 10YR2/1黒色土 9叶竺やや砂萱 II屈主体自然堆精
2屈 10YR2/2黒掲色土 9外堂[]b～皿晉流入つ
3屈 10YR2/3黒掲色土 JV忌の崩落土
復 10YR4/6m色土粘堂 JV~v屈の崩落土

渇器翡勢認魯圭驚な如晶罰雰多く釦崩落土？
環 10YR2/1黒色土 2層に近似炭化物やや多く含む

渇盟認灌恥紅喝只唇腐嚢［郡噂喜皇
讀許器僭翡祐：環1海帽 ゜IV~V] rjヽ 塊と黒掲色土が混在する堀方埋土

・ 焼土鉱囲

i i炭化材出土節囲
---, 

堀または他の遺構

遺物 1/3 10cm —-0 遺溝 1/40 lm 

図 114 第 2~4号土坑及び出土遺物

- 142 -



第3室検出還構と出土遺物
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図 116 第 9 ・ 10 ・ 12 ~ 14号土坑及び出土遺物
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渭濡訊瓢志三り闘屈轟竺III屈由来
渇濡杉塁醤魯圭渇厄馨
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環 10YR3/3麟魯土 Jルト堂 Ilb屈塊も俎含む人為的埋土？
環 10YR1.7/1黒土 10屈に西似や・ !認明るい
環 10YR1.711黒魯土滋潔炭化匂‘広くわずかに含む
7屈 10YR3/雑譴 粘 V・V!l!il 主体の堀方埋土
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図 117 第 15・ 16 ・ 18号土坑及び出土遺物
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-=- 1階 10YR2/2黒褐色土シルト質 III層黒褐主体 IV層塊状に含む

2層 10YR3/3暗褐色土叫 III層黒褐主体 IV層塊層より多く含む％
環 10YR3(2黒褐色土 y』 IV層塊多く含む
4層 10YR3/3瞳褐色士沙卜質 III層黒褐主体 v~VI層塊状に含む
5層 10YR3/3暗褐色土シルト質 III庖黒掲主体 v層粒含む
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環 IOYR2/l黒色土 m m階黒褐に1V溶？小塊が1昆じる層ごの層までは自然堆積か？3層 lOYR2/1黒色土，渥 IV• V層塊をやや多く含む
4層 !OYR2/2黒褐色土シルト質 m~IV層が攪拌されたものが主体
環 IOYR2/2黒褐色士 V~Vl層塊量に
6層 IOYR3/3咤褐色士 田層黒褐主食 IV』佑く含む
濯 IOYR2/2黒褐色土 m階黒褐主体 IV~VI、塊少量含む
環 !OYR2/2黒褐色土 m階黒掲にV・Vl階塊多呈に含む
環 IOYR3/3贈褐色士’渭田層黒褐主体 VI層粒やや多く含み粘性あり炭化材出士
直 IOYR2/2黒褐色土 m 黒褐主体 ＼ 
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¥B Jl.34_ lm.Jl.  

v～て、ミ壱デ-マフも竺底面高
SK22 
1層 10YR2/2黒褐色士 9ルト質 IIa庖主体炭化材、V層粒少蛍含む
2層 10YR2/3黒褐色土 111層黒にIV~V層下位含む掘方埋土
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澤 IOYR2/3黒褐色土粘質シルト 1II層褐主体クリ炭化種子等多量出土

讚盟認醤麿魯圭胃勺は望製翡混論羞愚小塊含む炭化物粒少量

4屠 10YRIOYR3/4暗褐色土 2層に近似 2層より粘性強い
6層 10YR3/3暗褐色士 3層に近似
6層 IOYR3/3暗褐色土 1Il黒褐主体 IV~VI層塊多く含む
噂 IOYR4/6暗褐色土 V~VI層粘土塊主体の層この屠の上下で土質明らかに異なる
8階 10YR3/4暗褐色土 1Il層黒褐主体 V~VI層小塊含む
9層 IOYR2/3褐色土 1Il層黒褐主体土器出土
10層 IOYR2/3黒褐色土 VI層塊多く混じる
11層 IOYR3/3暗褐色士 1Il層黒掲主体 VI層粒含むため粘性有り
12層 IOYR2/3黒褐色土 1Il層黒褐主体 10愚に近似 VI層塊含む
13層 IOYR2/3黒褐色土 VI屠塊含む
7層より上位層は1II層褐色主体。その下位は1II層黒褐色基蒻に地山小塊含む。
2回に分けて人為的に埋め戻されたか？
追物は9層で主に出土
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図 118 第 19~ 22号土坑及び出土遺物
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図 119 第21号土坑出土遺物
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環 JOYR3/4蝉土m忌黒侶主
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図 120 第 23・ 24 ・ 26号土坑及び出土遺物
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10恩 lOYR'z/2黒褐 土 Y]藩粒など含みやや粘堂土器がまとまって出土

第 25号土坑出土遺物

I 

j 

SK25-2 

／三瓜、〈＼
SK25-3 

且
l

平S-44から

東Iこ如

＼ A 

¥B 

A 

-――― 

IV 

VI 

B 
-SK27 

1屈 1OYR2/3黒恩
頌!10YR4/41$色一9-＇- -9 9

渇濡翌麟魯聞凸雌麿應屈但池翫饂含む
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図 121 第 25・ 27 ・ 28号土坑及び出土遺物
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図 122 第 29~ 31号土坑及び出土遺物
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還諜腐翡壼翌晨尉呼晶覧醤主体
l11屈混塊、 V~'/]屈 jヽ 塊等が混在人為的埋土

環 10YR2/2黒侶色土
III屡黒混主体 V～可厖粒含む

平N47から
北に加

A 
＼ 

---
¥B 

団35-10

A 
-32.3m B

 11 

C 
-32, 3m 

IC 

らA
 

＼

函

丘

B
 

P
に長

D
 

SK35-9 

潔 5-B

SK35 
環暉3/4符赤混色土環被熟焼土屈（測17)

渇澤綴翡魯圭翡喜誓尉知目黒珀塊混じる焼土・麟転含む人為的座七つ
環 10叩 I2黒侶色土血醗主相 JV~v屈 jヽ塊含む面出這
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図 123 第 32~ 35号土坑及び出土遺物 ゜
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たが、本遣構及び SK08からは頁岩製の剥片と黒曜石製の剥片が多数出土していることも付記する。

第23号土坑 (J2類） （図 120)

西側調査区に東寄りに位置する。第W層で土器が倒立 している状態を確認した。確認時には底部は

既に無い状態であったが、本来もう少し深い澳構であったと推定される。直径約 lmの浅い土坑のほ

ぼ中央部に第w群の深鉢形土器が倒立状態で出土した。通常の土器埋設遺構とは異なり、土器に対す

る堀方が大きい。土器の口縁部は土圧の影響か底面に一部食い込んだ状態であった。本遺構は、縄文

時代後期に帰属し、性格としては埋葬施設の可能性がある。

第36号土坑 (J4類） （図 125)

調査区西側斜面付近に位置する深めのフラスコ状土坑で、堆積土は褐色土主体の人為的埋土である

が、堆積士3層のみ黒色士主体となり、それより下層が埋め戻された後、黒色士が供給された期間が

村医することをうかがわせる。付近の同様の遺構からはあまり遣物が出士せず、同様の堆積状況を示
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すものが多い。また、本遣構と SK37では底面付近から板状の炭化材が面的に出土した。材質は本遺

構がクリで SK37はプナ属であった。用途などは不明であるが、貯蔵に関連する可能性を考えたい。

本遣構のようにフラスコ状といいつつビーカーのような形状をしている土坑からは遺物が多く出土し

ない傾向がある。第21号土坑のように、大きいフラスコ状土坑でも多量の遺物が出土する場合もある。
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6、溝状土坑（図 128)

溝状土坑は6基検出された。同様な規模・形状であり、等高線にほぼ直行するように配置されてい

る。土層の堆積状況等から縄文時代後期頃に使用されたと考えられるが詳細は不明である。規模等に

ついては表 8を参照。

7、遣構外出土遺物（図 129~ 138) 

遣構外からは縄文時代早期～弥生時代後期にかけての瑣物が出土 した。以下に記述する。

土器（図 129~ 131) 

第 1群土器（図 129-1 ~ 10) : I群土器は調査段階では出土に気がつかず、整理段階で抽出 した

者であるため、出土層位は不明な点が多い。ただい断片的に焼土遺構の焼土内から出土する例 (SN16

やSN-11 （図 l29-8)）などもあり、おおむねm-2層～1V層にかけて出土 していた可能性がある。

図 129-1 ~ 6は第 I群 a類土器である。 1は東側調査区で、 2~6は西側調査区で出土した。内外

面無文の尖底土器で、口縁は波状を呈し、口唇端部は狭く面取りされる特徴がある。器厚は6~8nun

である。 7は第 1群 b類土器である。口縁部に沈線が施文され、地文は押型文である。胎土に繊維を

含む。 8は縄文施文土器である。 0段多条の LRとRLを交互に横位回転施文してV字状の押型文に似

た文様を描出している。周囲からは無文土器群が出士しているため、供伴する可能性がある。胎士に

繊維を含む。 9は繊維を含み口縁部に多裁竹管状工具による刺突が 3段見られる。口唇端部はやや外

削ぎ気味である。第 1群 c類に比定されるかもしれない。10は第 1群 c類土器である。外面は横位

の貝殻条痕文が見られる。

第1V群土器（図 129-11 ~ 20)：十腰内 I式に比定される土器群である。深鉢、壺、浅鉢などを

図示した。遣構内も含め、縄文が施文されている士器はほんのわずかで、基本的に沈線文主体である。

深鉢の器形は体部最大径が器高の約半分くらいにあるものが多く、文様帯下端はさらに下位まで及ぶ

ものが多い。文様の流れは縦方向に流れるものと横方向に流れる者があるが半々くらいである。縦方

向にはS字状入り組み文などが見られる。横方向には波濤文や入り組み文等がある。菱形モチーフも

相当数存在する。沈線は 2本一対または三本一対が見られ、二本一対の者は楕円文であることがほと

んどである。また、無文の壺や深鉢が一定数組成するのも大きな特徴といえそうである。図 l30-3  

は口縁部に編み物圧痕が見られるが、押圧した後口縁部を調整した際に圧痕が半分ほど見えなくなっ

ているため、最初から文様効果を意識しているか疑問である。図 130- 16は小型の壺内部に黒色の

漆塗膜が付着している。漆容器として利用された可能性が高い。

図 131には第V~VII群士器を図示した。本遺跡では第VI群 b類と e類の出士が目立ち、遣構も検出

されている。4はボウル状の浅鉢で口唇端部が屈曲し外面と内面端部に刻目が施されている。口唇端

部だけみると弥生前期の突帯文土器を連想させるが詳細は不明である。内外面ともにミガキ調整が見

られる。 8~18は第VI群b類土器である。9の頸部には結節沈線文が見られる。 19~22はd類である。

24の底面には種子の圧痕が見られる。 25~ 27は第VI群 e類で、赤穴式に比定される。 25はSN09付

近で出土している。口縁部から底部まで回転方向を横・縦・横と変化させながら結節下位点文が施文

されている。 27は甕の口縁部付近の破片で、交互刺突文が波状に施文されている。地文には地縄自

巻縄文が見られる。 SN08付近で出土ししている。 28は第VII群土器で後北C2D式に比定される。帯縄
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文 (RL) を縁取るように細い沈線が施文されているのが特徴的である。帯縄文の空隙には三角形の刺

突が見られる。

土製品（図 132)

縄文時代後期の土偶．鐸形土製品、ミニチュア土器、円盤状土製品を掲載した。 5~  13は鐸形土

製品である。沈線文様が見られるものと、無文のものがある。 5はやや扁平な形状で表裏面には本遣

跡の特徴的なモチーフであるハートあるいはU字のモチーフが描かれている。このモチーフは土器の

文様では充填文として用いられるが、ここでは主文様である。本遣跡の鐸形の特徴として、自立しな

いほど側面から見たとき下端の縁が傾斜している点があげられる。

石器（図 133~ 138) 

石鏃（図 133-1 ~ 6)、石槍 (7)、石匙 (8~ 12)、石錐 (13~ 16)、石箆 （図 133-17～図

134 -7) 掻器 (8~10)、削器（図 134-12～図 135-4)、半製品？ （図 135-5 ~ 11)、微細

剥離を有する剥片 (12・ 13)、両極剥片 (14~ 18)、石核（図 136-1 ~ 7)、磨製石斧（図 137-1 

~ 14)、凹み石（図 136-15 ~ 18)、敲き石（図 137- 19～図 138-4)、擦り石（図 138-5 ~ 

11)、石錘（図 138-12 ~ 17)、石皿（図 138-18) などが出土した。石箆は点数がややまとまって

出土したが、第 1群土器に伴うものと第1V群土器に伴うものがある。図 133-17 ・ 18 ・ 19は第1V群

士器に伴うと考えられる。刃部は半円状で表裏両面からの剥離で片刃に仕上げられている。図 134-

1 ・ 2 ・ 4は第 1群土器に伴うと考えられる。刃部は裏側からの急角度剥離で片刃に仕上げられてい

る。類似した石器は本遺跡に近接する平野（2)遺跡（鰺ヶ沢町2002)でも無文上器群に伴っている。

図 134-10・図 135-10 ・ 11は黒曜石製で、産地同定分析試料である（第4章第6節参照）図 134

-10は深浦産の可能性が高いとされた。また、石錘もややまとまって出土した。第 1群及び第1V群

士器に伴う可能性がある。長軸両端を打ち欠くものと、短軸両端を打ち欠いているものがある。磨製

石斧は花岡閃緑岩製と緑色岩製がある。前者はやや大きめの者が多い。調査区内からは素材とみられ

る加工閃緑岩が多量に出士しているが、加工具や半製品などは見当たらない。石錘にも加工閃緑岩が

使用されているため、そちらの素材である可能性もある。図 137-1と2は厳き石であるが、敲打痕

跡が端部側面ではなく表面端部に付いているものであり珍しい。

石製品（図 138)

図 138-19は三脚石器である。20~24は有孔の自然礫が遺跡に持ち込まれたものと考えられる。

25はくびれを有する自然礫である。 26は全体形状が不明であるが、打ち欠きによる扶れが見られる。

27は擦痕が見られる。（茅野）
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図 137 遺構外出土遺物 (9)

-167 -



cm 

゜
ー

/

／

c
□
夏
／
口
□

[

0ロ`

ロ

ロ

ロ

ロ

』

□川
口
口

26

ロ

／

口
□
｀
17o-n2/25
ロ

ロ

)
口
〗

。
ロ
ロ
ロ
／

0

□

□

[
W
 

ロ

三

ロ

い
6

ぃ

／

＼

＼

0
1
ロ
ロ
ロ
：
ロ
ス
。
1
5
`
｀
ロ

二
口
り
い
□
O

□
J
こ
こ
口

図 138 遺構外出土遺物 (10)

- 168 -



遺物親察表

金沢街道沢(1)遺跡出土土師器観察表(1)

図番号笠 出土位置 層位取上番号 分瓢 器櫨 部 口(C11径} 蕃(cm高) 底(CII径) 外面調整ば：懺） 内面躙蔓（文蠍） 底面調整 偏考

圏12-1 Hl SIDI X • 
ロロロ縁縁縁部部郎～～～胴底底部部部

(10.0) (3. 5) ミがキ、黒色処痙
図14-1 HU SI02)マド X • [14.9) 4.3 [7. 7) 

嘗・指押さえ
へm・ A洲圧痕

因14-2 112 SIOZ X ． 13. 0 3. 8 4. 7 39抒へ指押さえ へ布 A汀圧痕
図14-3 1120 S102 瞳圏面 X b 底狐 (3. 6) (6. 7) 指押さえ へm• 紗•JE痕

図15-1 Hl5 
SIO功マド

堆積土 X b ロ縁部～胴部 (15. 0) (17.1) ”抒＼ね．， 3吋デ、ケス．，
SIO2 

図15-2 Hl4 SI02 瑳積土 X b ロ 胴部 (22. OJ (1 0. 5) ”抒・ゎ，．， 39抒・ヘm・
lz!l6-3 H12 SI02 

亘靖醸障醸積罠翼翼面面面士

X b 口 胴1l15 (16. 7) (6. 9) 3吋デ、”" 33抒．^ 茄・
園16-3 H21 SID3• X a 口 底部 (10. 81 3. 8 {5. 2J 39竹'、Ill頭圧痕 印サ＇、へ缶• 紗n圧痕？
図16-4 m SI03a X b 底部 (4. ll 7. I 輸痕へm・ ヘ茄・ 幼吐E痕
図16-6 Hl7 S103• X b 底郎 (6. 3) (6. 7) ”.， へm・ A汀圧痕
図16-II HIB SI03a x b (6. 2) [8.2) ね．， へm•

圏16-7 118 
SI03a 

櫓積士 X b 胴部～底部 (ID. 3) (8. O) ケス• 9 輸積痕、^ 茄・ 幼n圧痕
SIO2 

図17-1 115 SI03b 瑳積土 区 • ロ縁部～底部 10. 9 4. 7 ミ9冷 r-”~.!l ミカ冷黒色処遅
図17-2 H4 SI03b 蟻積士 IX ． ロ縁部～底部 (ll. 7) (6. 6) 39廿・、心メ ミがれ黒色処理 段有する

SI03b 

宅図17-3 116 SI02 区 • ロ縁部～底部 (IU) (3. 8) 93抒＼内メ ミ9冷、黒色処理 段有する
SI14 古期

図17--4 HIO SI03b IX a ロ縁部～胴部 (15. 0) (4.5) ミカ冷
ミが令嘉r黒`へ色色布処処.遅遅？ 

段有する
図17-5 113 SI03b 土 IX ． 口轟部～底部 [14. 8) (4. ll ”抒す一内メ ミカヤ
図17-6 H16 SI03b IX b ロ縁部～胴部 (16. 8) (7. 8) 33サミ9ャ ”抒

圏17-7 Hl9 
SI03b 

堆積士 IX 球肩甕 ロ縁部～底部 (15. 4) 31. 3 6. 6 内~メ、 39抒•Sがキ 39サ．Jウ｝
SI04 

園20-1 H22 SID4 X b 胴部～底部 (15. 9) 7.1 ね．！ hヵ•
図21ー1 1126 SIOS IX ． (2. 79) 7.0 lm--内ツ ミがヤ黒色処遵
図21-Z Hl幻 s 区 b (20. 6) (6. 9) 1呵 9、3コ抒へ沈線 ”竹•Jが 淡化物付着
圏21-3 H24 SI IX b (15. 6) 内~i 四i
図21-4 1123 SI IX b 胴部～底部 (8. 8) (7. 6) ”メ ，，，メ
囲21-6 1126 SIO6 区 b 底部 (4.6) 6.2 ミがキ ミがさ
園22-1 1127 SI06SKOI 士 X b 口縁部～底部 13. 5 13.4 6.6 3叶デ、へm・ 3叶デ、へm・ 木葉痕 外iiil：：披熱剥落
li11122--2 1128 SI06 庫霞面 X b 底部 (4.8) (9. O) ヘ布 へm・
園23-1 H133 

SI07 嬬積土
IX a 底部 (2. 5) 4.6 iがキ、沈線 ミがキ、黒色処痙IIL-102 11層

國23-2 1131 SID7 鵬認iii IX b ロ縁部～胴部 (11.0) (7. 0) 39サヘ沈線、ミがキ 3吋デ、へ缶・
嬬積土

因23-3 H!lO Sl07 床面 P-1 IX 津崩甕 部 (18. 0) 6.8 輸積痕 i9冷 ^m• 
園23-4 H33 SI07 床面 P-1 IX 高年 (2. 7) ミがキ、沈線 ミがキ
図26-1 1134 SI08 堆積土 IX a 口 底部 [10. 2) 3.8 3.0 ミ9そ ミ9ヤ黒色処理 段有する
図26-2 印5 SIO訪マド2 床面 u: ． に 底部 11. 7 4.6 6. 5 ミ9冷、”― i9冷、黒色処理
lil!26-3 H36 SID8 嬬積士 P-6 IX ． ロ縁部～底部 (13. o) 4.5 5.0 iがキ、内i iがれ黒色処運

囲26---4 H37 S!08 
床面

P-6 IX ． ロ縁節～底部 14.9 6.1 6.0 ミがキ、内メ ミがさ、黒色処理
蝸積土

111126-5 1138 SIOB 床面 P-4 IX ． ロ縁部～底郭 [14. 6) 5.3 4.8 3,抒．”-ーミカヤ ミ貪ヤ黒色処理

SIO釦 ド2
床面

固27-I 1160 床面 P2、3 “ b 口縁郭～胴部 21. 0 (28. 4) 内9、99抒． 内｝
S108 

埴積土

圏27-2 H鈷
SIO訊マド2 床面

P-1 IX b ロ縁部～胴部 20. 2 29. 6 7.1 内9、3コ抒へ沈縁 39サヘミがキ、内メ
Sl08 湯積土

図273 H49 SI08 床面 F12 IX b 口縁郎～胴部 17. 8 (Zl.6) 内9、39竹へ沈線 39竹、＾升ず？
11!127-4 H45 S]08 床面 P-1 IX b ロ縁部～胴部 20. 0 (30.1) 3吋デ、ぃ”心~メ 39サ・ぶがキ^ 缶・

圏27-6 H綿 Sl08toヤ2
床面 P3 区 b 口縁節～胴部 20.4 (16. 9) 沈""' a,竹’、内トメ`ミ9冷

SI08 
図28-1 Hll4 SI08 堆糧土 P-8 区 b 底部 (5. 2) [6. 0) ，，，9 ヘ茄 堪凛1こよる函／葦

~28-2 1163 
S10釦ド 埴積土 P-4 a: b 胴部～底部 (9. 6) 7.2 内9 輸積痕 内~メ
SI08 堆積土

図28-3 H47 S108 
床面 P-3 IX 津胴甕 ロ縁節～底郭 15. 4 26. Z 7.1 内9、39抒・` 沈農ミが弁 内~，
埴積土

図28-6 H51 SI08 庫遷面 u: ． ロ縁～底部 (10. 6) 4.3 (6.4) 輸積痕、99竹、指押さえ 39抒•S茄 幼n圧痕？
園28-i! H39 SID8 嬬積士 IX b 底部 (3.4) {7. 9) ね., h布・ 紗汀圧痕 41と同一か

図28-7 H55 
SIOS 

了土 IX b 胴部～底部 (10. 6) 8. 2 ヶn ヘ布・ 紗n圧痕
IIV-112 

図28-6 1152 S108 朧璽面 IX 
把手付

把手部 抒．
土器

図30-1 H62 SI09 床面 P-1 IX a ロ縁部～底部 14. 6 5.5 6.0 ミ9冷

内ミミミが9が冷メ奇キ、、、、］黒黒黒コ抒色色色・処処処、ミ9理理縄冷

段有する
図30-2 ll61 SI09 増積士 u: ． に縁郭～底部 16. 6 6.1 6.1 39抒ヘケA., 段有する
図30-3 H63 SID9 床面 P-3 IX a ロ縁部～底部 7. 0 2. 7 2.8 iがキ 段有する
図30-4 H60 SI09 

靡頁
P-4 IX b ロ縁部～胴部 23.4 27. 9 吋9、i吋テ＼沈簾ミ9冷

図30---ii 瞬 SI09 区 b ロ縁郎～llliJ部 (12. 0) (9.4) a吋デ、内｝、ミ9冷 3吋デ、ミが＊
圏30-fi H59 SI09 P-2 IX b 胴部～底部 (8. 5) (7.4) 内i 匹 ìiが守
図30-7 1156 SI09 IX 球胴甕 胴部～底部 (8. 0) 7.0 ミがそ 輪積痕、へ升デ？
囲30-8 !157 S!09 区 津胴甕 胴郎～底部 (9. 0) 7. 6 蜘ミ9冷

輸積痕、サ・
圏32-1 H66 SIIO P-l X ． ロ縁部～底部 (12. 4) 5.1 3. 2 さえ ヨコ39抒へヘm・ A切圧痕
図32-2 H65 SIIO X ． ロ縁部～底郭 (11. 6) 4. 0 (6.2) さえ ヨコ3吋デ、へ布・ A沙圧痕
圏32-3 H64 SIIO 堆積土 X b ロ縁部～胴部 (16. 6) (8. 0) ヨコ39抒•sm•

図33-1 H68 SIii 
5層 P-1 IX . ロ縁部～底部 16. 5 5.5 4.0 ミ9冷、ケ~· , ミが平、黒色処理 段有する

堆積上

図33-2 H69 SIii 
床面 P-2 IX . ロ縁部～底部 (14. 7) 5.1 7.0 ミ9冷、ケがり ミが平、黒色処遅 段有する
堆積土

函36-1 1170 SI12 床面 P-3 X ． ロ縁部～底部 4. 7 14.2 7.8 

鰤99サ・、tス．茫，え

”竹・ヘ列テ・ k切圧痕
図36-2 1176 SII功マド 8層

P一
X a ロ縁郭～胴部 (16. 0) (4.6) ヘ茄・

圏36-3 !174 SIiねマ｝ 2層 X b 口縁部～胴部 (14. 0) (8. Z) 3吋デ、^ 茄・
圏36-4 H73 Sil2bマド 4層 X b ロ縁部～胴部 (21.2) (6. 9) ”サ・ ヘ缶 粘士付着

囲36-6 !172 
Silかド 環

X b ロ縁部～胴郎 (21.0) (6. 0) 39サ・、”" ”サ•S茄·
SI12 増積士．

囲36--6 !176 SIIZ 
床面 P-2 X b 胴部～底節 (7. Z) 7.0 ケス•9 ド布・ 砂底 煤付着
貼床

固38-1 !177 
Sll3ヤド 8層

X b ロ縁部～胴部 (17. 2) 3オデ、”" ”サ・ふ茄・
SI12 蛹積士．

固却ー1 1178 Sll4 靖積土 X b 口縁部～胴郭 (24.6) (9. 9) 3,17•、”" 3吋デ、へ沿・

固40-2 H83 
Sll位ド 褥面

X b 口縁部～111iJ部 (21.6) (12.1) 9吋デ、”" 3叶デ、^ 茄・ 粘土付着
SI14 埴積土

図41-1 1179 SI14 堆積土 X b 胴郭～底郭 (6. 7) (8. 0) ” ! ヘ茄 比叫王痕
圏U-2 H82 Sll4 堆積士 X b ロ縁部～胴郭 (6. 8) (6. 9) ねり 茄^・

酌41-3 H86 SI14 
床面

X b 胴部～底部 (5.4) (8. 0) ”• り 抒・ 砂底
堆積上

圏41-4 1188 SI14 雉積士 X b 

面口縁部～胴部

(2.1) 10. 5 ね., ;-,;・ 砂底
図42-1 H111 SI19 罐積土 X b (5. 8) (5. 6) 999抒・ 999抒・ 回転糸切
圏42-2 Hll2 SI19 増積士 X b (8. 2) 3叶ず、ケス•!l 39竹・ふ茄・
園42-3 Hll3 SI19 蜻積士 X b (3. 2) (7.04) ね•9 i--m・ 出9圧痕？
図43-1 HBO S120 堆積土 IX 高坪 ロ縁郭～底部 (5. 2) 4. 5 ”ーーミカ令 ミカ冷、黒色処遅
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

金沢街道沢(1)遺跡出土土師器観察表(2)
図書号 畳量呈 出士位置 層位 取上薔号 分類 塁種 部位．

図43-2 ll81 S120 靖績土 IX b ロ縁郁～胴部

SI20 嬬積土
図43-3 H85 S12o.lVド 纏霞面 IX b ロ 縁 ～ 胴 部

S114 増積士

図46--1 Hl35 SI169マド 2層 P-10 X • 底部

図伍ー2 函 Sl169マド
2層

P-14 X ． ロ縁部～底部
潅積士

図伍ー3 H96 SI159マド
2層 P-9 x b ロ縁部～胴部

潅士

図H-1 H93 Sl169マド
8層

” X b ロ縁部～胴部
潅士

図47-2 H97 
Sil隣マド 2層

P→、10 X b 口艤部～胴部
SIi甜マド芯 10層

S1159マド 増積土
図-17-3 H92 Sil臨 01 潅積土 X b 口縁部～胴部

S115 増積土

SI159マド
2・6層

Sl169マ}'芯
10層

図47-4 幽 増積土 FII X b 胴部
SIi臨 01

ご宝S1 15 

Sil~•f' 2層
図H-5 H91 S115SKOI Z圭

P-13 X b 胴部～底部
S115 

図47→ 函 S!15 X b 底部
図H-7 H96 SI16 P-1 X b n縁部～底部
図49-1 HIOO SI16 P-1 IX b ロ縁部～底部

図位—2 HIO2 SI16 
床菌 p_3 n; b ロ縁部～底郁

増積土

図位—3 HIOI SI16 増積士 n b n縁部～底部

S116 
纏霞i!ii

図心→ HI03 IIY-117 名土
IX b n縁～底部

図”-5 HI06 SI16 
床画 p IX b 口縁部～底部

増積土

図496 Hl06 Sil6 
床画

P-2.4 IX b 胴部～底部
増積土

図位—7 函 SI16 
床藷 P-2 IX b 胴部～底部

増積土
図O-8 HIO4 SI16 '』r" P-2 IX 』 72警＇ ロ縁部～＇…皿
図60-1 Hl07 SI17 蟻積土 X b 底部

図62-1 HIIO 
SIi＆埋甕

遍床藷4- P-1 X b 口縁部～底部
S118 

図62-2 HI08 
Sil碑甕

増床瘤雨土 l'-1 X b 口縁部～胴部
S118 

図52-3 HI09 
S!18 増積土

X b 口縁部～胴部
SIi磁 01 増積土

図53-3 Hll6 S102 堆積土 x b 底距

図以—I Hll7 S<12 遍士 x ． n縁部～底部
図区—2 H118 SK12 堆積土 IX . 

ロaU..... ●血Uぶ暉コU口～縁量鉦区・•冑・郎四図58-1 H121 SDOI 堆土 x ． 
図腿ー2 Hl23 SDOI 

正」填讀＿l

X ． 
図腿ー3 Hl20 SDOI X b 
図随→ Hl26 SOO1 X b 
図腿ー5 Hl26 S001 X b 
図認→ Hl24 SDOl X b 
図62-1 Hl31 SP60 堆糠土 IX ． 
図65-1 H13 llT-113 n層 IX b 日縁部～嗣部

金沢街道沢(1)遺跡出土須恵器観察表

il!1番号

図20-2
図21--fi
図21-7
図50-2

羅種

>.忙
金沢街道沢(1)遺跡出土土製品観察表

図番号 印 出土位置 層位 取上番号 分 撼

図15-4 D3 SIO幼マド 罐凛土 四 -1 X ,~,■』七霞9

図16--5 D2 
SIO功dド 醸認面

”ド支脚→ X 士製支脚SI02 輝士

図16-6 D 
S!02 

堆積士 X 士製支卿SI02nit6 
図IS--7 Dl SI02 床面 X 土製支脚
図16-8 D21 SJ02 X 紡錘車
図17-8 D24 SI03b IX 士鍾
図30-9 D22 SI09 

層
図3Z-4 D7 SIIO 
図32-6 DB S110 
図36-7 D9 SIiか 1. 床面 如’｝・土製品ー1
図36-8 DIO SI12 

品与學準界積需薗土十
土製品ー1

図36-9 Pll S]12SK02 
ll!l36-IO D23 Sil2 
11113&-ll D25 Sil2 
図36-12 D26 Sll2 X 士鑑
11!138--2 D12 Sil3 X 士製市脚
図39-3 D27 Sil3 X 土鐙
図41-5 Dl3 SI14 

X濯X lエ+M又ロ岬

図47-8 D16 S1169マド
図47-9 D17 SI159マド 火面
図47-10 DIS SII59マド 1層 十響吊-1
図58-9 D28 SDOI 罐濯土

図66--2 D33 l!IE-112 D層 x ほ製市脚
図65-3 D29 DL-104 D層 X I士鑑
図65-4 D30 Dll-102 D層 X I土鑓

ぢ
(21. 6) 

(14. 8) 

(16. 2) 

19. 7 
5.0 
5.1 
3.8 

(10. 2) 
121. 7) 
(9. 4) 
(7. 5) 
(5.0) 
5.8 
3. 7 
5.8 

4.8 
{5.01 
(13.1) 
(14.0) 
(19. 4) 

5.3 
(5.8) 
4.4 
4.4 

ロ(an径) 寄(Cit愚) 底（<:11径) 外面調整（文槙） 内面調整（文 底面冑整 備考

(6.8) 内｝．沈線 /V/Jミが主

(18. 7) rJf沈J、ヨ．3ミガが’キ ”竹’、内’f

(2.0) (5. 2) •9•サ .,．竹・ 回転糸切

(14. 3) 6. 7 (6. 70) 輪積痕．a,サ．．指押さえ 印ザ＼へうサ 幼●圧痕

(Z6. Z) (16. 7) 39ザ..h門l 印ザ・、へうサ・

(Zl.O) (18. 2) 33サ・‘”門l ぬサ・̀ う^サ・

(26. 0) (20．2) 四抒ヘヶス・リ 9吋テ・、へう竹・

14.1 (6.6) 99ザ・`ケス．， 39ザ＼^ うサ

91,1) ケス•9 う^汗・

(11. 9) 8.0 ”し・リ ＇^朽＊

(3.9) (6.1) 竹・ う^ナデ
9. D 6.6 4. 7 紅ザ•‘”” 33サペ^ うサ・ 奴.,

17.4 17 0 6.9 心、ミがキ ミがキ 内i 内外面煤付着

16. 6 12. 0 7.2 沈．内｝ 99汗••＾うサ

12.9 (8.6) 輪＼3コサ・` ミがキ 和サペ^ うサ・ 内外面：煤付着

19.0 U.8 7.4 ョサデ、,.,,, ョュサ•iり 内面：煤付着

20. 6 31.0 8.0 33行―Jが 内i．ミが令

(19. 3) 7. 6 ”'・リ ,..,,,．ミが主

(9.3) (6. 6) ”'・リ 輪糧腹

(9. 8) 6.0 3.8 93行・・江輝 93サ・ふ9サ・
lZ. 6) (7. IJ 奴．， 汁^デ

26. 6 28.Z 8.8 99ザ••^'”. 93汗―•＾う汗―

(21. 8) (22, 8) ヨ9行・・ケス．， 93ザ＼へう打

(16. O) g,ザ••＾うザ・ 39汗＼^ うザ・

(U) 

＇豆
＇^竹＊ 幼n圧痕

(13. 2) 6.0 6.8 う^ザ・ 幼●圧痕

ミが屯黒色処理
(12. 0) 4.4 6.0 ＇^竹 幼●圧痕 DT-103 
13. 3 6.1 6.8 え う^ザ・ 幼●圧痕 IIU-108、110

(4 6) (7. ll ヘ9朽 幼8圧痕 DL-100 
(2.7) 8.3 う^竹・ 幼叫壬痘 DV-112 
(8.3) (9. 0) ケス•9 ＇^汗・ 幼吐E痕 DV-106 

27. 7 28 8 (7. 9) •コ竹・、へ9竹· ヨ3竹へヘ9竹・ DU-117 
ミが弁 ミ9冷、黒色処理
内・}、39行．．沈縁 ,.,, 

(：） f占 慧 外面調整 内面調整 偏考

5.6 凶．2 ,_a指頭圧痕 9--•n 抒·

7. 8 283. 6 輪、指頭圧痕 輪痕、指頭圧癌

6.3 5. 0 330 輪 Jデ

6.Z 5.5 366. l ザ・ ,--~、 9面に面取り
6,0 2, 3 61.6 i9冷
2.4 2. 4 公．6 ヰ1ヂ
3.8 2. 5 33. 7 
6.8 118.9 圧痕 輸積痕ゃ•

8.0 6. 4 670. 8 

旨．ぞ迂匹•三：日日
＂呻、被黙痕 A喜着物付着

140.5 
4.Z 4.5 115. 7 
4.2 57.8 
5.8 2. 6 109.8 
2. 5 2. 4 20.0 北サテ・ 孔径0.9an
I. 7 I. 6 13.9 北―竹’ 孔径0.＆皿

18.6 
1.7 I. 6 11. 6 ユt抒 孔径0.＆皿
[5.31 67. 2 ―••指頭圧痕 痕指謂汗囀

6. 7 312.0 輪．サ・ 麟土撃品→
7.0 7.0 311. 3 輪、指頭圧痕 輪積痕、指頭圧痕
(9.8) 8. 5 673. 7 
I. 7 I. 6 12.8 ヰ＇仔•IIU-106

6.8 60,8 1-A誓頸圧痕 輸積痕、指順1f憤
2.3 I. 9 17. 2 ユt・ガ,. 孔径0．釦
2. 2 ]. 9 16. 7 工tサテ・ 孔径0．むo
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遺物親察表

表察観器土文縄土出跡遺｀
ー
、

ー、,‘沢道街

6
 

園―図＿図＿図＿図＿図

g＿
量
鬱
奎
鷺
塁
塁
曇
＿
幽
一
116-珈

沢：
金

外面躙蔓（文懺｝ 内画調整（文様

ミガキ

ミガキ

ェ
主
ミガキ
ミガキ
ミガキ
ミガキ〇ヽ

ミガキ
芍
ミガキ
ミガキ
ミガキ

玉
主
ミガキ

ミガキ

已

滋

攣＿ぼ畠―
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＿
屋
署
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＿
懲
墨且
ミガキ

ミガキ
ミガキ

土庄主
ミガキ。ヒレ

金沢街道沢(1)遺跡出土石
1..皿 l I 

國薔号

國16-9
図15-101 R2 
図16-1I R4 I SI 
図16-2I R3 I SI 
図20-a1 R6 Is  
llll28-4 I R7 I SIO! 
ooむ—7 I R8 I s 
OO認-tiI R9, JO I s 
図36-131 Rl2 I SI 
図36-141 R13 
図41-£ I R19 
0041-7 I R14 I SI14 土 0
0041-S I R16 I SI14 土。
図41-9I Rl8 I SI14 壌土 N 
図仰-9I RZI I SI16 蟻積土 N 
図52-4 R23 SI18 壻積土 S 
図祁—2 応 窪 13 嬬 土 。
図68-101 R28 I SDOI 蜻土 S 
図58-11I R29 I SDOI 蜻 土 S 
図58-121 RZ6 I SDOI 欅土 N、0
図58-13 訟7 ゆOJ
園67-8I R26 I S001 
図67-9I R22 I Sll8 
図67-101 Rl7 I Sll4 
図66-1 出2 氾02
園66-ZI H29 I Sil4 
園邸—3 I H64 トレン？

匿166-4I H21 I S109 
OOSIH I ll66 I llll-1 
oo6IHl 暉 mB-1
0066-7 I H67 I IIJ--11 
図四瞑 IIX-11 
図6 HI ll66 I IIJ-112 
図66-10 皿 SIOI
図ss-111 H97 I nx-111 
図66-121 1195 I IIX-113 
図邸—131 HI吟 llll!-113 
図66-14 脳 n1f-111
図66-151l87
図66-161 HBO 
図67-1I H77 
図67-2I 1199 
図67-3I 1170 
園67-4I HI I S!01 
67-6 H7 SIO3 床

図67-6I K7 I ns-】09I n層
67-7 I K31 I mE-104 

金沢街道沢(1)遺跡出土鉄製品観察表
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

新沢(1)遺跡出土土器観察表(1)

図番号 整理
遣構名 出士位置・層位 取上番号•

番号

69 
1 82 SIO1 Pit4__覆土

2 86 S101 覆土

1 83 SIO2 床直 P-20 

2 59 SI02 Pit5 1•3層

3 60 SI02 壁 潤 KP-1 

4 66 SIO2 床直_3~4層 訂、8.12,P-16

5 58 SI02 床直 P-12 

73 6 63 SIO2 床直 P-1,2 坪

7 84 SIO2 1~4層 •5層

8 70 SIO2 床直 KP--13 
， 54 SI02 床直 P-20 

10 68 SI02 加ド kP-21 

11 62 SI02 床直，Pit4上面，Pit7,Jマド KP-3, 7, 15, 17, 19, 25, 30, 

1 78 SI02 Pit6 3層

2 64+79 SI02 床直 P-13, KP--4 

3 61 S!02 91ド KP-15 

4 66 SI02 床直 F.  10 
74 5 81 +85 SI02 Pit6-1層

6 71 SI02 床直，1刀層 P-3~7 

1 87 SI02 6層

8 89 SI02 9マド，床直 KP-1生18,19, 24, 29 

76 1 67 SIOS カマド上面 P-2 

1 27 SIO4 掘方埋土

2 32 SI04 SKO渾土

3 19 SI04 2層，9マド煙道 臼，6,16, 17, 36, 40 

4 47 SIO4 上9マド煙道 P-1 

11 
5 絡 SI04 ,1ド P-Z, 3, 26, 32 

6 18 SIO4 9マド P-7, 8, 9, 13, 16, 17, 24, 26 

7 92 SIO4 上がド袖 P-46 

8 34 SIO4 周濃覆土
， 20 SIO4 上9マド煙道覆士

10 23 SI04 2層A層．9マド煙道 ~.23 
1 22 S104 直，上9マド煙道最下層

2 26 SI04 S103 

3 46 SI04 加ド覆士 P--45 

4 12 SIO4 ヵマド煙道覆土 P-27 

6 24 SIO4 ヤド煙道覆士 P-30,31 

78 6 167 SIO4 2層

7 166 SIO4 壁澗溝

8 156 SIO4 饗周溝
， 38 SIO4 カマト・煙道覆土 P-24 

10 28 SIO4 上9マド
11 37 SIO4 SKOl 3層
12 1邸 SI04 掘方埋士

1 13 S!05 2層

2 14 SIOS 2層

3 16 SIO5 床面．SK04_4層 P-10 

4 I S105 上9マド P....13, 15 

80 
6 12 SI05 SK叫環

6 4 SIO5 SIOUJil, SI02，上9マド煙道

7 1 S105 SKOl復 P-4,5 

8 3 SIO5 S即2，上カマド煙道
， ， SI05 9マド煙道

10 2 SIO5 SKOi環，下9マド煙道 Pー1~3,6, 8 

81 l 91 SI06 這

83 1 93 SKIJ8 9層 P-1 

1 D14 s訟2 覆土

2 D13 SK22 覆土
86 3 D17 SK22 覆土

4 D19 s訟2 覆土

5 D18 SK22 覆土

86 1 ， SRO! 埋設土器

88 
1 176 幽 1-3 1層

2 176 S即 1-3 1層

1 012 田I-37,Db層

2 D16 表採

3 D16 mI-37, Db層

紐 D24 111~27, II~IV 

4b 訟1 lll-27，m~IV 

4c D20 n1-21.m~rv 

5a D22 np-23. n~m 

6b 023 nP-2s, n~m 

6 196 トレ万

7 303 IlC-25 

8 304 nD-29 
， 300 SKl2 覆土

10 302 SIOI 覆土

11 144. mN-33.a」r m層

12 1位 mH-37 Ilb~m層

13 146 トレ冶，mI-37nb層

14 169 直N-34,1-11層

15 13~ mB-40, 1~11眉

16 138 illH-37, 38 II～直

90 17 136 mll-37 Db層

18 222 m11-・“-D層

19 185 mo--39 I ~II層

分類 匹 部 外面調整ば：嶽） 内面調整（文様） その他

X b ロ縁 n ：竹·，体．ヶx• り n：ザ・,体．へう行・

X ． 日縁郭 •99抒· .,•サ·

X ． ロ縁部 .,•抒’ 999行・

X • ず底部 ＂り吋デ 99n竹・ 回転糸切

X • n1底郭 99•サ’ ””デ 回転糸切

X ． 口～底部 ＂ク•サ· •9•サ· 回転糸切

xn  a（内黒） 口～底部 内メ→ミがキ ミがキ 竹．？

X ・（内黒） 日］底郭 ミがキ ミが今 底部敲打

X a （赤） ロ縁部 ロ：抒・，体，ミがキ ミがキ

X b ロ血 口＇抒’ 竹’，へうサ・

X b ロ縁部 口：サ・ サ＼へうサ・

X b 口1体部 口：サ＼体，クス・リ？ 抒＼へう抒・

X b 日～底部 n：汗・,体，^う竹・ 竹・，へうザ・ 底面ザ

X b 日1体郭 口：竹・，体，ケズ9 抒＼へうサ・

X b 口～底部 口：汗，体，^ 升デ 抒＼へう抒． 底面ザ

X b 底部 ”.9 へう抒． 底面砂底

X b 底部 ，，ス．， ヘ9サ・ 底面沈線

X b 底部 クx・,．竹・ ヘ9抒'

X C 口1体郭 口：tt・，体・ケス．， 朽’・ヘう行・

X d 体部 竹・

XN  b 口～底部 口：横走沈線→幻文
ミがキ、 IV!,

区画：剥突列，体ミがそ

X b ロ縁部 竹·，ケス•!i 抒・，へ升テ・

X a（内黒） 口1本部 ミがキ ミがキ

X a（内黒） 体～底郭 ミが叱底：へう抒・ ミがキ

X b ロ1底部 口：竹・・指圧，体：クス．｝ 竹・，へ汁デ

X b 口1体部 ロ：抒＼体；？ 朽’・へうザ・

X b 日1体部 口：サ・，体：ケス・り サ・，へ汁テ・

X b 口1体部 口：へ9竹＼体：へ9竹・ 竹••＾う竹·
X b 口～底郭 口：指圧．体．クス．， ？ やや上底

X b ロ 999汗・ 999竹・

X b ロ1本部 IJ：竹・，体：クス．， 竹・，へう竹・

X b 口～底部 口；竹・，体：ヶx•l 抒・，へう竹・ 砂底

X b 日1体部 日：サ＼体：へうサ・ 抒•，へ9サ·

X b 口^ 体部 被熱心” 竹・，へう竹・

X 鉢？ 口1体郭 内~｝ りス•9

X C 口1本部 口：サ・，体：へうサ・ サ・，へうサ・

X C 口1本部 口：サ’ 竹・，へう竹・

XI b 口～頸部 999抒 n99竹゚ 褐色

XI b ロ縁部 999抒’ 999抒・

XI C 体部 ”キ ”令
X e 上部 へう抒・

X e 下部 透かし孔
X ． 曼-̀X d 体部

X ． ロ縁部 n知サ’ n99抒．

X • 底部 99•抒· .,サデ 回転糸切，1と同一

X 寓台付• 体～底部 .,•抒’ 99•サ·

X a （赤） ロ縁～底部 口：竹．，体ミが今．クス・リ ミがキ 底面汗

X a （赤） ロ縁万底部 口：竹．，体：ミがもりス• I ミがキ 底而サ・

X b 口1体部 口；抒・，体：ね．， ザ＼へうザ・

X b 口1体部 口：サ・，体·ケス•9 抒・，へう竹・

X b 日1体郭 口：竹・，体：ケズ9 抒・，へ9仔・

X b 口～体部 口：竹＼体：^ う竹・ 抒・，へうザ＊

X b 体刀底部 へう抒・ へう抒．

X ． ロ縁部 .,叶デ .,•サ·

Va 深 日～底郎 口：沈線間列点，三叉文， 抒． 炭化物付着
体：LR横回

lb 尖底深鉢？ 体部 押型 (V字）横回転 2と同一，繊纏

I b 尖底深鉢？ 体部 押塑 W字）横回転 繊維

I b 尖底深鉢？ 体部 押型 (V字）慣回転 4•5と同一，繊維

I b 尖底深鉢？ 体部 押型 (V字）横回転 繊織

I b 尖底深鉢？ 体部 押型 N字）横回転 繊維

Via 深鉢？ 体刀底郭 m斜回転 ミが午 底部穿孔

Via 蓋？ ロ縁部 竹・ ミがキ
Via 深 ロ縁部 口：訊糾回→沈線 ミがキ

I b 尖底瀕鉢？ 体部 押型 (V字）横回転→沈練 ミがキ 繊維

I b 尖底深鉢？ 体部 押型 (V字）慣回転 ミがキ 繊織

I b 尖底深鉢？ 体部 押型 N字）横回転 ミがキ 繊維

IC 尖底深鉾？ ロ縁部 口：刻み．貝条痕 ミ9―弁 繊維

le 尖底深鉢？ ロ縁部 口：関み．貝条痕 繊繰

IC 尖底深鉢？ 体部 貝条痕貝康圧痕 繊維

IC 尖底瀕鉢？ ロ縁部 日：刻み，指剌突←貝条痕 繊維

IC 尖底深鉢？ ロ縁部 剥突，←貝条痕 繊繰

Ilb 深鉢 ロ縁部 ぼ圧，剌突列，単1樅回 滋冷 繊維

llb 探 ロ縁部 粘土糀．ば圧 ミが弁 繊維

直a 深鉢 ロ縁部 藍線．刺突，旺£ ミがキ

頂c 深鉢 ロ縁部 m斜回．沈練 ミがキ

!Va? 深紳？ 日縁瑯 沈線 ミがキ

Via 深鉢 口～体節 趾横～斜回 ミがキ

Via 深鉢 ず体部 LR横回 ミが今（条痕状） 晩期の可能性あり

Vla 潤鉢 日1体部 比斜回 ミがキ

VIa 深鉢 口1底部 n斜回→沈練・粘土粒 ミがキ

Via 深鉢 口縁部 LR回，沈練 ロ縁沈練，牡冷

Via 台が深紳 日］底部 RL斜回→沈線・粘土粒 ミがキ
Via 台付鉢 体～底部 肛斜回←沈練，粘七粒 ミがキ

Via 鉢？ 体部 m斜回→変形ヱ字文 ミがそ

Via 台付鉢？ 底部 LR横回 ミがキ
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遺物親 察表

新沢(1)遺跡出土土器観察表(2)

図誉号 整 理
遣構名 出士位置・層位 取上番号 分類 器種 部 外面調整ば様） 内面調整（文様） その他

番 号

20 186 mD-39 I ~II層 Vlb 甕 日縁部 U凛回→ヨ9ザ 3吠9冷• 砂粒

21 193 mp--孔 D層 Vlb 甕 ロ縁部 ,.,,｝→ば横回 ヨ吠9冷 砂粒

22 171 SI03 覆土 Vlb 甕 ロ繊 ”•9→皿横回→ゎザ→沈線 印3冷 砂粒

23 182 mc-39 II~m層 Vlb 甕 ロ縁部 内•i→n横回→5紺 印沙冷 砂粒

24 198 SD04__覆士 VIb 甕 ロ縁部 内i→ぼ回 印沙・キ 砂粒

26 181 mB-41 I~ll層 Vlb 甕 ロ縁 RL回→内9沈線 39注・キ 砂粒

26 173 SIO4 覆士 Vlb 甕 ロ縁部 u凛回→39ザ 印汲冷 砂粒

27 189 mH-37 JI~m層 Vlb 甕 ロ縁部 u凛回→39ザ 3バ9冷 砂粒

28 135 W冶， mB-39D層 Vlb 壷 口7 体節 沈ミがキ 砂粒

29 199 SD04__覆土 Vlb 壺 軍部 沈繰，列点 砂粒

30 194 mF-38, 1-11層 Vlb 壺 口～頸部 39ザ，沈線．内i列点文 砂粒

31 137 mH-37,38 n-m Via 鉢？ 体1底部 ミがキ サ・

32 140 mH-38, E~m層 Via 小壷 口1底部 1.R回 禎剥疇謙しい

33 155 トレ万• Via 高杯 台部 刺突，沈線，透かし孔 ミがキ

34 196 トV力10 Via 紳 n1氏節 ミがそ u•弁 ,j翌

35 143 mI-36, I層 Vla 蓋 上部 RL回→沈縁 ミがそ 攘み部に貫通孔2箇所

36 101 II臼3,2-4...D~m層 Via 探鉢 口～体部 m斜回 ミ9冷

1 96 DL-27, Il0-24, Il已 3D!V層 Via 深鉢 口1本部 肛斜回 ミがキ

2 177 UN-23_Il～田層 Via 砂沢 深鋒？ 条痕 ミがキ

3 108 00-23, DN-24._D-m層 VI• 深鉢 n1本部 小波状．RL（異条）斜回→沈線 滋冷

4 109 IID-23,24._II"m層 VIa 鉢 口ゴ蕊部 訊斜回→沈練・粘士粒 ：がキ

5 170 
IIL-27, IIN--24, 

Via 深鉢 ロ～底部 m斜回→沈練・粘土粒 口：沈練．ミがキ110-23, IIP-23 n・m層

6 116 IIII-公， I層 Via 濶 ロ縁部 RL回，沈線 ミが弁 炭化物付看

7 133 
IIL-27, DN-23・24, 

VIa 沼 u1体郭 渡頂部刻み，趾斜回→沈線 ミがキ
IIF23-IITE層

8 306 nL-27, nP-23JIQ-24_nTV層 Via 台付深鉢 ロ縁部 波頂部突起．郎斜回→斜行エ字文 口：沈縁≫壮・キ

9 106 IIIH!4, II0-23•24...Il～直層 Via 台付深鉢 体1底部 氾患回．沈線 ミがキ

10 217 II0-23, II～皿層 Via 鋒 口1体郭 沈縁 ミが弁

11 ] 14 Il0-23, Il～口層 Via 鉢？ 口～体部 ミ9冷 ミがキ

91 
12 131 nN-23, n~m層 Via 鉢 ロ～底部 ミがも沈線 ミがキ

13 212 nN-23Jrm層 Via 鉢？ ロ1本部 変形工字文 口：沈線，壮・キ

14 103 江0--23,nTm層 VIa 台付鉢 口1底郎 ミがも沈縁 ミがキ

15 179 nN-23, n~m層 Vlb 甕 口～体郭 LI横回， 39抒＊． ヨ吠9冷• 砂粒

16 119 llR-35, I層 Vlb 甕 ロ縁部 内i→LR横回 3コ3冷 砂粒

17 95 DL-27, IIP--23 _n-m層 Vlb 甕 ロ1本部 m横回．ミ9冷 印沙冷 硲 被 冴

18 180 IID-23, 11~m層 VIa 壷 口1頸部 沈線，ミがキ 口：沈線 内面沈線に赤色顧料

19 208 江N-23,n~m層 Via 壼 頸部 変形工字文 ミ言冷

20 106 lI0--24, lI~fil層 Vlb 壷 口1体部 ミが令，沈線 ミが弁 砂粒

21 107 II0-24, II~m層 Vlb 壺 n1本部 ミがヤ，沈繊列点文 砂粒

22 1“ II0-23, II~m層 Vlb 壺 口1本部 ミカ冷，沈線 ミがキ 砂粒

23 99 II立 s,24__11・m層 Vlb 壼 底部 ミがキ ミがキ 砂粒

24 98 llN-23, ll～田層 Vlb 壼 体部 内i→ミ9・←が沈線・列点文 ミが弁 砂拉

1 124 n的 3.“-"・m層 Via 浅鉢 日＂底部 波長部突起，変形工字文 口；沈線，壮・キ

2 204 IIll-24, II~m層 Via 浅鉢 体1底郭 変形工字文 ミがキ

3 126 IIN・0--23, II ~m層 Via 浅鉢 ロ1体郎 変形工字文 口：沈嶽滋冷

4 210 JIO-23,JI1田層 VIa 浅鉢 ロ1体部 変形工字文 ロ：沈繊玖冷

5 123 DL-27, DP-23 D!V層 VI• 浅鉢 n～底郭 変形工字文（粘土粒無し） 口：沈繰，サヽ

6 213 no-23, n~m層 VI• 浅鉢 体1底部 変形工字文（粘土粒無し） ミがそ

92 
7 201 nL-21, n-w層 VI• 浅鉢 ロ縁部 突起，変形工字文 ロ：沈線，壮冷

8 213 no-23, n~m層 Via 浅鉢 体部 変形工字文，刺突 ミがキ

， 216 江N-23,ll～田層 Via 浅鉢？ ロ縁部 n斜回 ミがキ 炭化物付着，葦かも

10 206 IIN---24, I層 Vla 高坪？ n縁郭 突起｛紳巻状），変形工宇文 n ：沈線，注冷

11 151 110-23・24._II"m層 Via 高坪 底部 変形工字文．劇突，透かし孔 ミ9冷

12 148 D11ー以， Dll-23_D~m層 Via 蓋？ 体綿？ 剌突・変形工字文 ミがそ

13 D7 nN-23 n~m層 I Via ミニ和1 台付鉢？ ミが令 ミがキ

14 219 nN-23 n~m層 VIa ミニ和ア 鉢？ ミがそ ミカ冷

， 162 mB-41, mo-伯 I~II層 X a （内黒） 口1底部 ミがそ→ケス．， ミがギ（内黒） 底面ケス．，

10 159 SD04 覆士 X ． 底部 99吋テ・ 999竹・ 回転糸切

11 160 mP34,n層 X 高台杯a 体勺底部 999抒’ .,•サ 底面驀花状サ•，須恵藝？

12 161 表土 xn  b 体部？ 横走沈線→刻文 ミがキ (a,) 

13 16 mll-31, I層 X d ロ鑓瑯 輪積痕 竹゚

14 166 m0-39, 1~11層 X d 体部？ 輪積痕 抒＊

15 165 mP-a,D層 X d 底部付近 輪 痕 tt・ 
16 158 トレガ，表士 XI b? 頸部 99叶デ "’n竹・
17 157 mK—邸． I 層 XI C 体部 平行,,キ目 当て具痕（平行）

新沢(1)遺跡出土土製品観察表 新沢(1)遺跡出土石製品観察表 新沢(1)遺跡出土鉄関連遺物観察表
図番号 整理番号 出士位置」＇ 種類 備考

11 D10 SIO立 直 土玉

12 D9 SIOll床直 土玉 KP-10 
:?I整:？号1門点□：：I□ -ば四
so I 14 I S3 I sros床面軽石製品 軽石

図番号 整番号 出土位置」、 櫨顕

74 10 Fe10 SIO2哀面直上 鏃？

BO 12 Fel3 S!06..J.層 馬具？

74 13 DllB SIO2残土 土玉 土嬢約1'ルから 80 13 Fol2 S106界面 刀子

14 DllC SIOえ残土 土玉 土壌やプはから 18 Fe37 II[P-34n層 金床石→炉石

15 DIIA SI02...残土 土玉 土攘サンプ”から 19 Fell mc-40 1 ~n層 刀子？

16 D2 mP-33 nb層 土偶（弥生創期） 96 20 Fel4 直N-33I眉 ノヽ ンマー

16 D4 -_j更採 士偶（弥生前期） 21 F•28 mP-3Ln層 螂鉄

92 17 D3 DlN-32 I ~U層 士偶（弥生1l11期） 22 F•34 頂P-34-II層 螂鉄

18 D5 ll0--2-Lll~m層 土偶（弥生前期）

19 Dl no-24...n~m層 土偶（弥生前期）
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

新沢(1)遺跡出土石器観察表

図番号 整 理
出土地点・層位 羞

長さ 蠣 厚さ 重量
石質

番号 (m,J UIIII) (JD) （`） 
74 9 R9 SIOiL床面直上 砥石 81 52 36 162. 6 流

I H4 S!01覆土 石鏃 32.1 10.1 4.2 0.6 珪質頁岩

Z 1124 mII-3しm~lV 石鏃 48.1 12. 4 5. 5 1.8 珪質買岩

3 1123 mH-38」rm 石鏃 41 20. 9 7. 6 4. 6 珪質頁岩

4 H3 S101＿覆土． 石鏃 23.6 8. 6 3. 5 0.5 珪質頁岩

5 H1 S101＿覆士 石鏃 245 10. 6 4 O. 5 珪質口岩

6112 S!01覆士 石鐵 17.4 6. 5 3. 5 0. 4 珪賓頁岩

7 1125 mu-37Jrm 石匙 “ 15. 2 6 2. 5 珪質頁岩

8 H28 nP--23 n m 掻 67,9 36. 2 9.8 19, I 珪質頁岩

9 H4l - 削器 51.2 54. 8 15.2 39. 3 I珪質頁岩

10 ll30 IlP-23_Il~m 二次加工 27.9 39. 9 8.8 9. 7 珪質頁岩

93 11 匹 mI-Sl I 掻？ 39 34. 8 11 10. 9 珪質頁岩

IZ 1133 mH-33 I 削器 38.9 31. 5 6 9. I 珪質頁岩

13 1127 UF-29 削羅 63.8 26. 6 9.8 14. 2 珪質頁岩

14 H35 mll-32_ I 鰍細剥離 42.2 24.8 8.9 7珪質頁岩

15 H45 ll0--24._ll~m 織剥離 52. 8 39. 7 14. 8 18. 4 珪質頁岩

16 H49 mH-S6_r-n 微細剥離 39.2 41. 8 11. 8 19. 4 珪質頁岩

17 K3 S(10 微紹剥離 24 26 6. 5 2. 6 黒曜石

18瞬 直H-S7_llb 鰍剥離 31,6 40.3 7. 6 6. 5 珪質頁岩

19 H53 mH-37 n m 徴剥離 62.2 61 18. 8 43. 3 珪質頁岩

20 1166 m0-34._Il 微剥離 36 33.1 4. 7 8.4 珪質頁岩

21 H67 mP-34..Il 徽繹剥離 1>0.8 66 12. 3 26.1 珪賣頁岩

I H47 mB-4LI~Il 微細剥離 51 21. I 10. 9 6珪質買岩

2H妬 nF23_nTm 蠍剥離 60. l 38.1 7.6 8.4 珪頁岩

3 H54 m11-31 n~m 微細剥離 109.2 25. 4 12.1 28. 5 珪質頁岩

4 H44 110-23 nNm 両植剥片 30.4 21.9 11 6. 7 珪質頁岩

5 H43 110-23 II m 両極剥片 29. 7 19. 6 10.8 4.1 珪費頁岩

94 
6H位 110-23_11-m 両極剥片 34.5 21. 2 8.6 8.4 珪質買岩

7 1(16 mp33-n 剥片 26. 5 21 3 1黒曜石

8 KlO nF•23-n1m 石槙 27 38 34 33.9 黒曙石

9H62 no--23 n~m 石核 57.8 59. 8 38. 9 142. 4 珪質買岩

10 H60 Illl-24.. I 石槙 40.6 42. 9 31. 4 72. 3 珪質頁岩

II 1163 no-23 n・m 石核 52.4 43. 6 43 95.4 1珪質頁岩

12H69 直H-37-U-m 石槙 39. l 33. 7 46. 7 61.9 珪質頁岩

I Rl5 mN-34D-m 凹み石 160 107 86 2107. 4 河川岩

2 R6 SIOL5 凹み石 98 81 位位0.1安山岩

3 R23 mF-38 m 石鍾 硲 認 17 76. 6 頁岩

4 R3 S!01界面 鰍り石（三角柱状） 123 67 71 752. 2 河川岩

95 6 R18 mG-38_I~Il 繭き石 99 79 72 163. 4 安山岩

6 Rll S104_3 石鯉 149 104 30 566. 7 安山岩

7 R22 IlK-28_fil~JV 石鍾 53 49 15 54.8 安山岩

8R25 mH-38」rm 石JID.? 160 157 40 1629. 6 安山俎

18 fe37 mP-3-LD 金痴 IH 82 51 安山岩

新沢(2)遺跡出土土器観察表(1)

囮番号
養

遣構名 出上位置・層位 取上番号 分類 器種
番号

I 14 SIOI 床虹 P.-16, 18 X a 

2 3 S101 PitU層 X a 

3 4 S101 PitU層 X ． 
4 201 S101 Pit5覆土 X a 

5 11 SIOI 覆土 x a （内黒）

6 10 SIOI 床直 P-5 X a （内黒）

7 12 S101 床直 P-20 X a （内黒）
100 8 位 S101 ヤド右脇 X • （内黒）

， 8 S101 加が上層 X ． 
10 33 SIOI PitU層 X a 

11 20 SIOI 
床直，9マド右脇，

P--12, 15 X c 
9マド内部，貪マド煙道

12 23 SIOI 床直ヤド．≫マド右脇 P-11, 12 X b 

13 38 S101 カド上面 X b 

14 35 SIOI がド燈道 X b （内黒）

I 1 SIOI 9マド煙道入口 X b 

2 24 SIOI カマド内PitU層 X b 

3 2 SIOI 9マト・左脇．PitU層 X b 
4 37 SIOI ヤド左脇 X b 

101 5 34 SIOI ヤド左脇 X b 

6 25 SIOI ヤド左脇 X b 

7 15 SIOI 覆土 X b 

8 6 SIOI 床面 P-13 X • 
， 7 SIOI 覆土 X d 

102 I 200 S!02 炉（炉体？） !Va 探鉢

103 1 26 SI03 炉体 Wa 探
1 28 SI04 炉体 IV• 壷

106 
2 21 SI04 !Va 注口

3 29 SI04 P-1, 2 !Va 深

4 70 SI04 P-3 !Va 壷

106 
1 32 SIO5 炉体 !Va 深

2 30 SI05 P-1, 2 !Va 深

107 I 31 SI06 P-I !Va 深（小）

108 
1 79 SN14 炉体 Wa 浅鉢

2 80 SN14 火面 W• 浅鉢？

109 1 82 SN19 炉体 !Va 深鉢

110 1 83 SN加 炉体 IV• 深

112 
1 76 SN08 火面 P-2 Vlo 甕

2 77 SN08 火 面 付 近 P-1, 3, 4 VI• 甕

I 135 SN12 !VP丸 m層 P-1 W• 浅鉢

2 145 SN12 IVP丸頂層 P-I VIb? 甕

113 
1 81 SN15 火 iii IVa 壺

2 85 SN15 火床面付近 IV・ 浅鉢

1 380 SN16 焼土内 nr. 深

備考

分析

分析

分析

部位

n1本部

n1本部
n7体部

口勺底部

口1本部

口～底部

口1本部

口縁部

底部

底部

n勺底部

口1本部

ロ～体部

口1本部

ロ1本部

口～底部

ロ1本部

ロ1本部

n1本部

底部

底部

下蠅

体部

ロ1本部

口1本部

体底部

ロゴ底部

口1本部

体部

体1底部

口1本部

ロ＂底部

ロ＂底部

体部

底部

ロ＂底部

口1本部

体勺底部

体勺蕊部

口1本部

体部

底部

ロ縁部
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新沢(2)遺跡出土土製品観察表
図番号 整理蕃号 出士巡点具' 糧 部 文様 その他

106 3 Dl SI05炉内 銅 紐 無文

1 D9 lVP嘩」rm 土偶 頭

乳房沈貫．線通沈無孔・線貫文2．通笹貫所孔通孔2 D8 IVO-姐 D寸 m 土偶 体
3 D4 記 5D寸n 蓋？ 摘み

4 D12 v四 9D万 m ミニ和7土器 完形

5 D7 wて丸o・m 鍋 完形 た卜文．潤縁鑢状

6 況 和 5D~m 鎖 疇 沈線

7 D!3 VH•I-49 11•m 鍋 沈線J占士紐 炭化物

132 
8 D11 VE-45_Ill 鍔 疇 無文

， D19 IVN-43_D~m 鋼 完 無文

10 D3 暉35_!~3 鍋 完形 無文

11 D14 V江-48JI[ 銅 無文：

12 D18 IVIH2...D~m 鐸 紐 無文

13 D5 lVE噸 n~m 鋼 無文

14 D16 VJ—.1 n-m 円盤状 単絡2回転

16 D16 W月IIDTn 円盤状 沈線

16 D17 1VIH4_D-m 円盤状 沈線

新沢(2)遺跡出土石製品観察表

図番号 番号 出士位置.JI 種類
重さ

傭考 石質
（ヽ）

19 S8 IV0-49 n・m 三脚石器 61.1 頁岩

20 S4 SK08 8層 有孔 48.1 頁岩

21 S5 IVG46 ll1m 有孔 “.4 頁岩

22 S9 N-44._ll~m 有孔 20.3 珪質頁岩

138 23 S7 lVY-48直 有孔 63.1 頁岩

24 S2 IVJ-49 n'm 有孔 166. 6 頁岩

25 S3 SK2Ll0層以下 くびれ石 169. 6 綱粒謳灰州

26 S11 !VO-仕 n・m 不明 9.6 細粒謳灰岩

27 SI SK36 II士 撼痕あり 266.1 細粒謳灰岩

外面潤肇（文欅｝ 内面調聾ば撮） その他

n9叶デ ＂クサテ・

＂クサテ・ n9吋デ

”吋テ・ ＂クサテ・

＂ク吋デ ＂ク•汗― 回転糸切

"9叶デ ミ9・さ （内黒）

n9n竹` ミ,·~（内黒） 回転糸切

”Pサ` ミ9・そ（内黒）

99吋デ ミ9・さ （内黒）

n9吋デ "99竹~． 回転糸切

.,吋デ n99ザ・ 回転糸切

口：サ・，体：ケス・リ 竹・，ヘガデ 底面木葉痕

口：サ．．体サ冷？ 竹・，へう竹・

口：サ．．体lj・,t? 竹・，へ升テ・

”吋デ ミがそ（内黒）

口：サ・，体：ケス．， 抒・，へ升デ

口：抒・，体：ケス．， 抒・，へう竹・ 底面砂底

口：抒・，体：ケス．， 抒＼へう竹・ 底面砂底

口：抒．．体：ケス•9 抒・，へう竹・

口：抒・，体：ヶ~·, 抒・，へう竹・

，，ス•9 へう抒’ 底面へう竹・

，，ズ9 ヘ9抒’
輪積痕 輸積痕 透かし孔

輪積痕 竹・

3波状口沈織体：格子沈線 ミ，．キ 椒熱

4波状己口沈簾体：格子沈練 ミカ冷 櫨熱

沈練（楕l'l文） ≫赤色顔料？ ミカ’キ 櫨熱

沙・キ（釣手内面綱代圧痕） ミカ’キ 箪熱

波状，口唇肥厚，格子文〈3本一対） ミがキ

沈線 (2本一対，S字状文）

沈繰（楕円文） ミカ冷 椒熱

口：沈線A本格子状 ミがキ

楕円文，波濤文(3本一対） ミがキ 底面楕円文

沈縁(S字文？） ミがキ

沈線（楕円文？） ミがキ 敏熱

沈線〇り組み文？3本一対） ミがキ 被熱

結節横回，地縄自巻？LRとm横固，地縄自巻き穴凶紅1 ヘ9抒~．

地縄自巻きRLとぼ縦横回転 へう抒・ 底部上底

沈線（楕円文），赤彩 へう抒’ 底部上底

3コミが＊ 39ミが令

沈縁（楕円文） ミがキ

沈線 ミがキ 底面沈線

ミがそ ミがキ



遺物親察表

新沢(2)遺跡出土土器観察表(2)

図番号
整理

遺構名 出士位置・層位 取上番号 分類 蒻 部位 外面調整ば様） 内両調整（文様） その他
番号

113 2 355 SN16 焼土内 IVa 澤 体 粘土紐，沈線

114 
1 44 SK02 1層 P-2, 5-7, 10, 11, 14 VIb 鉢？ ロ～体部 6単位波状（頂部如み），皿斜回，波状丁字文，刺突 口：沈練、ミがキ

I 394 SK03 讀認面 IVa? 深鉢？ 底部 竹＊ ザ・

1 45 SK08 5層 IVa 沼 口1本部 波状．沈線（楕円文．s字状入り組み文） 壮・キ

2 346 SK08 7層以下 lVa 惰 ロ縁部 波状，粘士紐 注・キ

3 396 SK08 7層以下 IVa 畔 体 沈線（楕円文） 拉・キ

115 4 84 訊 08 7層以下 Wa 澤 体頂底部 粗いミ9冷 へうサ’

5 349 SK08 7層以下 !Va 渫 体 格子状(4;本一対）

6 58 SK08 1層 nra 浅鉢 ロ～底部 沈鰍〇り組み文，楕f'l文） 沙冷

7 3鈷 SK08 2層 IVa 浅鉢 ロ縁部 沈線（楕円文） 壮冷

1 393 SK15 15層 IVa 壼？ 体底部 楕l'l文 注冷

2 “ SK15 P-14, 22, 23 Wa 深鉢 体 頃回．沈練 滋・キ

117 3 356 SK15 5層 P-21 lVa 壺 ロ～体部 糎いiがキ 壮・キ

4 367 SK16 覆土 Wa 壼 体 楕円文（化粧士縁取り） 注・キ

6 368 SK15 5層 P-4 nra 鉢 ロ1 体郭 楕円文 滋・キ

1 47 SK21 11層，8眉以下 P-1 nra 瀕 ロ1本部 波状，沈縁（蛇行文．三木一対） ミ9冷 炭化物付着

2 49 SK21 11層 P-2 IV• 瀕 口1い部 渡状，沈線（ウP9文，2本一対） 3・キ

3 362 匹 1 11層 IVa 深 口縁部 ロ縁I隕，体沈縁（格子状） 沙・キ

4 391 SK21 下層 IVa 凜 底部 ミが々 壮・キ

119 
5 353 SK21 11層 IVa 深（小） 底部 沈線 沙冷

6 48 SK21 10層以下 P-6 nra 浅鉢 ロT底部 2単位波状．波長部粘土紐．沈撓（楕円文．入組文） ミがキ

7 360 SK21 下層 IVa 浅鉢 ロ縁部 波状．波長部粘士紐A楕円文 壮・キ

8 361 SK21 下層 P-2 wa 浅鉢 ロ～底部 2単位波状，波長部粘士紐J沈線aE行文） ミがキ

9 369 SK21 覆士 nra 浅紳 ロ縁部 沈線 辻・キ

10 361 SK21 11層 Wa 浅綽 口縁部 沈線（赤彩） 注冷

1 395 匹 3 埋設 Wa 漬 口7 体部 F縁肥厚，体：沈線（格子状，一本一対） 辻冷

120 1 378 SK24 1層 !Va 渫 口縁郭 波状，楕円文

2 379 SK24 1層 IVa 凜鉢 ロ縁部 波状，沈縁 壮冷

1 50 SK25 底面 PーC3,5,7 Wa 深 口～底部 波状（波長部粘土紐），楕円文，蛇行文(3本一対） ミ9冷 炭化物付培

2 339 SK25 底llii P--4 Wa 深 口1 体部 波状（波長部粘土紐），楕円文．＾ート充填 ミがキ

121 3 347 SK25 覆土 lVa 壺 口～頸部 1単位誠状．波長部下に貫通孔，沈線 壮・キ

1 376 SK28 覆土 nra 樗 ロ縁部 ミカ·~

2 377 SK28 覆士 w. 潟 体部 楕円文

1 340 SK30 2層 nra 楕（小） ロ1 体部 突起粘土紐，沈縁 注・キ

2 337 SK30 2層 IV• 溝 体部 入 3・キ

3 51 SKSO 覆土 IV• 壷 口～体部 ロ縁肥厚，楕円文

122 
I 338 SK31 2層 IVa 深鉢 ロ縁部 波状．沈繰

2 3心 SK31 2層 IVa 探 ロ縁部 波状，沈線，格子状沈線

3 345 SK31 2層 wa 浅鉢 ロ縁部 沈繍

4 344 SK31 2層 IVa 浅鉢 体 沈縁（波濤文？） 壮・キ

6 69 SKlll 2層 lVa 浅鉢 ロ～底部 2単位波状，波長部粘士紐，沈船（入組文．←卜充填） 注・キ

l 387 SK35 覆士 lVa 潟 ロ縁部 ロ縁肥厚，粘士紐

2 383 SK35 覆士 Wa 澤 ロ縁部 波状，楕円文

123 
3 382 SK35 覆土 !Va 壷 ロ縁部 ミ9.々

4 384 SK.35 覆土 nra 浅鉢 ロ縁部 沈練(3本一対，波濤文）

5 392 SK35 覆土 Wa 鉢？ 体 沈練（楕円文，菱形文） ヘラ朽’

7 386 SK35 覆土 IVa ミニ和1 底部 無文

8 53 SK35 1~3層，底面 p,8 wa 深 口1 底部 ミ9•そ ヘ缶・， 62 SK36 3層下部 P-3 lVa 濱 ロ～底部 ロ縁肥厚，沈線格子状沈鑢 壮・キ

124 
10 64 SK35 覆士， 1～8層下部 P..-2,4 Wa 況 口1本部 波状，渡長部刻み，下位に粘士粒貼，沈線，格子状沈線 ミがキ

11 67 SK35 底ilii P-7,8 Wa 紐 口1 体部 波状， U縁折り返し， C字状文，楕円文 ミがキ

12 55 0̀5 “ P-1 nr. 溝 ロ1 底部 5単位被状，楕円文，菱形文 辻・キ

13 56 SK35 3層下部 P--6 nra 壺 ロ～底部 1単位波状，粘土紐，楕円文，菱形文 ミ9冷

1 388 SK37 覆土 nra 浅鉢 底郭 撫文

125 
2 389 SK37 覆土 IVa ミニチェア？ 底部 沈縁 へう朽’

1 354 SK40 覆土 Wa 壺？ 体 沈線(3本一対）

2 380 SK40 nra 浅鉢 底部 沈線(4;,ji;一対） 底面格子状文

127 
I 73 SRO! 埋設 IVa 壺 体頂底部 沈線償H区面文(3本一対），蛇行文）

2 74 SR02 埋股 wa 浅鉢 ロ万底部 楕円文

1• 210 VL¥-66, VX-62_直層 I • 尖底深紳？ ロ縁部 波状，ミがキ 拉冷

lb 211 VIC-5i._lI ~m層 Ia 尖底探飾？ 体 ミカ'← 辻冷•

2a 1B6 IVI-47 111u層 Ia 尖底課鉢 ロ縁部 波状，ミ9冷 3冷

2b 187 IVIH7 n・m層 Ia 尖底醗鉢 体 ミカ・わ 抄―*
2c 185 IVP--43 11•m層 Ia 尖深 底郭付近 ミ9’令 沙・キ

3• 182 IVP..伯 1l"m層 Ia 尖底深鉢 ロ縁部 波状．ミ9冷 拉冷

3b 183 IVF“-IITE層 Ia 尖底深鉢 底部付近 ミ9•そ 注冷

4 180 SK33 覆土 Ia 尖底深鉢 底部付近 ミがさ 拉・キ

129 6 181 lVll-位—m層 Ia 尖底深鉢 底部 ミがキ 竹・

6 184 JVQ-岱 n~m層 Ia 尖底深鉢 底部 ミがキ 竹・

7 172 VG-45 m層 Ib 尖底探鋒？ 日縁部 に唇刻み，押型尿体横回，沈線 滋冷 織灘

8 168 SNll 焼土層 la? 尖底深鉢？ 体 0段多条ぼ・趾横回 辻・キ 繊灘

9 173 VI-65 n7I層 le? 口縁部 剌突列 壮・キ 繊灘

10 178 SK30 覆土 le? 尖底深鉢？ ロ縁部 貝煎条賓 竹・

11 95 IVJ-47 n・m層 Wa 匹 ロ～底部 ロ縁肥厚，楕円文 沙・キ

12 111 匹—5OIITn層 IVa 深 口1 底部 ロ縁肥町． S字状入組文，た•卜充填 沙・キ

13 160 IVP--48 n~m層 nra 匹 ロ～体部 波状，粘土紐，縦区顧文，蛇行文 拉・キ

1 168 vr-48 n-m層 nra 洟 ロ～底部 4単位波択楕円文，S字入組文，菱形文 拉・キ

2 149 IVR—雑 nTE層 IVa 澤 口1 体部 4皐位波状，粘士紐，入組文，た｝充填 拉・キ

3 198 VE-61町 m層 Wa 澤 ロ縁部 網代圧痕格子状沈線 注冷

4 193 IVT-40 n・m層 Wa 深鉢（小） 口縁部 粘土紐，劇突，沈縁 剌突，沈線

5 195 IVX丑11~m層 nra ミニ和1 口縁部 沈簾剌突 サ冷

6 191 IVし II1n層 !Va ミニチ•1 底部 底部刻み

7 196 VB-鵠 1l"m層 nra ミニ和1 底部 沈線

8 197 VH-50-nTI層 Wa ミニ和1 底部

9 192 JVR-60 n・m層 Wa 壺 口～頸部 1単位波状，粘土紐，楕Pl文 赤彩

10 162 VH-49_II頂I層 Wa 溝 口～体部 6単位波状，楕円文，波壽文？ 注・キ

130 
11 133 IV0-40 n~m層 nra 澤 口～体郭 突起，沈線(3本一対） 滋冴

12 199 !VO-仕 n1u層 nra 褥 ロ1 底部 沈たt文 滋冷

13 120 IVO-伐 IITE層 nr̀ 凜 口1底部 沈練蛇行文 3・キ

14 128 IVF岱 n~m層 IVa 壷 口～底部 波状入組文 沙・キ

- 175 -



金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

新沢(2)遺跡出土土器餓察表(3)

図番号
整理

遺構名 出土位置・層位 取上番号 分瓢 器着
番号

15 132 IVP  II～田層 !Va 壷

16 336 IVP-49 n・m層 nr. 壺（小〉

130 17 89 IVH一45n・m層 w. 壷
18 129 !VD-位 nTE層 wa 壷

19 164 vB-48 nTI層 IVa 壼

20 101 IVl-49 n-m層 nra 壼

21 109 IVL噸 m層 IVa 浅鉢

訟 141 IVS-41 n~m層 nra 浅鉢

1 332 IVI'-46 1l1E層 Vb 注口

2 328 IVN-48 n~m層 Vb 渫

3 360 IVP-48 n・m層 VIa 高杯

4 144 wQ-47 n層 VIb 高杯？

5 317 VIG-54-IITE層 VI 深鉢？

6 333 IVF-64._Il"m層 v nヽ 蓋？

7 160 VD-蛉 n頂I層 Vlc 鉢

8 324 IVN-44._ll ~m層 Vlc 広口壺？

9 316 IV(I-“-II1u層 VIc 広口壼？

10 327 VIH-63 nTE層 V!c 高坪

11 325 VIC一孔m層 Vlc 高印

12 334 VIG-60_II"m層 Vlc 高坪？

13 335 VB-49 n・m層 Vlc 浅鉢

14 329 VIC-53 n~m層 VIc 台付鉢

131 
15 320 トレンチ18 IVN-44.._Il～皿層 Vlc 台付鉢

16 312 IVS-47-ll•m層 VIC 台付紳

17 309 VD-但 n頂I層 Vic? 匹？

18 165 VIG-60 n・m層 Vlc 壺

19 126 IVP-45_n・m層 VIc 広口壺？

20 313 IVR-“しn~m層 Vld 広n壺？

21 311 IVR-“_n~m層 VId 広口壺？

22 316 IVQ-46_n・m層 Vld 深釦

23 321 IVD-46 Jl'm層 Vld 深
24 318 IV<-45 1ITE層 Vld 蓋

25 310 IVQ-45 II"m層 Vld 深
26 373 IVO • P-48, lVR噸 n-m層 Vle 澤
27 300 IVS-47 11~m層 V!e 課

28 364 IVS-47 n・m層 Vlo 瀕
29 307 VIrVID-66-nTu層 P--1, 2, 12, 17 Vし 澱鍵

新沢(2)遣跡出土石器観察表(1)

図番号
整 出土地点

穎
長さ 幅 厚さ 重量

石質 備考
番号 層位 h h に (g) 

123 6 RH SK36覆士 事製石斧 67.4 濠

I Hl66 W47  n~m 石鏃 14.1 12. 2 3.6 0.6 珪質頁岩

2 Hl71 vc—似nm層 石鏃 24 13.2 3.9 1 珪質頁岩

3 Hl69 IV匹 m層 石鏃 位．4 16.4 8.9 5.3 珪頁岩

4 Hl70 lVT孔 m層 石鐵 34.1 16. 9 7.2 3.8 珪頁岩

5 Hl68 JVN→7_n1E層 石鏃 36.4 15 4.2 2.1 珪質頁岩

6 Hl67 ẁ -43」rm層 石鏃 14. 2 12. 7 2 0.4 珪質頁岩

7 Hl72 lVN-46-IIT直層 石槍 65. 3 位．6 9. 9 24.4 珪質頁岩

8 Hl76 WP--43 II頂層 石匙 52. 3 33.5 9.1 13. 4 珪質頁岩

9 Hl77 NP-60 n~m層 石匙 90. 9 34. 8 II. 4 30.6 慈頁封

133 
10 H175 NJ-心-II1E層 石匙 36 52. 7 10. 2 15. 9 珪質頁岩

11 Hl74 IVI-44..._II~直層 石匙 35. 8 68.6 8.3 17. 6 瑳頁岩

12 H178 Ml-49 11~m層 石匙 44.4 59 8.1 15.8 珪質頁岩

13 HlBO IVJ-44-..ll～直層 石鍾 32. 7 16, 4 8, 6 2.6 珪頁岩

14 11286 IVT-45 II直層 石錐 31. 9 29. 2 10.6 6.5 珪頁岩

15 H1B2 WT-44...nTE層 石鍾 66 12.6 7. 6 4.2 珪質頁岩

16 H181 IVIH7-mJII 石錐 位．5 24. 2 4.3 3 珪質頁岩

17 Hl96 IVJ-4B n m層 石篤 37. 9 19. 9 7.6 6.2 匹頁岩

18 Hl84 Nlr47 II～直層 石算 41.4 32. 8 12. 9 19 珪質頁栄

19 HlBS VE-52....U層 石算 54 26. 6 11. 5 17. 4 珪頁岩

20 Hl97 NJ-49_!I～直層 石算 101. 2 “.4 19.1 74.4 暉頁岩

1 H183 IV四 5_IITm層 不篇 44.1 39.2 10.8 13. 9 珪質頁岩

2 Hl91 lVJ-48 n•直層 石算 42.1 34. 9 11. 3 19. 4 珪頁岩

3 H!89 IVJ-43 n~m層 石篤 39. 3 19. 4 12. 9 11. 3 珪頁岩

4 11221 IVIH9_m層 石重 49.6 47.6 17.4 42.2 珪質頁岩

5 11297 JVY-46 II m層 石篇 59 3~.8 10.8 22. 7 珪質頁岩

6 11290 IVU-43_II•m層 石算 49.2 32. 8 11. 6 21.1 耳濱頁沿

134 7 11272 IVQ-44-11～直層 石筐 鉛．8 位．8 15. 7 36.5 珪質頁岩

8 H291 WV-a-m層 掻器 100.6 68.1 22.9 1&3. & 珪質頁岩

9 11217 MH,7_m層 掻器 41. 4 36. 5 1'.8 21. 4 珪質頁岩

10 I204 NC-56_11田層 掻 42 31. 5 9. 5 8.8 黒曜石 分析

11 11270 IVQ-44..._ll～直層 削器 96. 6 42.6 17.4 72.9 逍頁岩

12 H250 IV臼 311~m層 削器 36.8 53. 9 10. 2 21.6 珪質頁岩

13 H233 IV0-46_ll直層 削器 34. 6 47.4 8.1 9.6 珪頁岩

1 H260 IVP--46 II m層 削器 71. 2 25. 6 8.1 13. 2 送頁岩

2 11207 lVL→1m層 削馨 48.1 79. 7 14.7 39.B 珪頁岩

3 H244 W臼 9_11m層 削器 59. 8 32. 8 12. I 14. 8 珪質頁岩

4 11274 WQ--46_m層 削瞬 67. 9 66.3 12. 2 36.6 耳濱頁培

5 11223 IVll-50_11～置層 半製品 39. 2 19.1 9.2 7. 8 珪質頁岩

6 H298 VA-46 II m層 半製品 28. 2 15.4 4.2 2 珪質頁岩

7 11287 MJ-40 11~m層 半製品 51 20. 2 10.1 11. 9 珪質頁岩

8 H288 IVU-42..II~m層 半襲品 31.1 15.8 6 3. 2 珪質頁岩

135 
， 11222 lVJl-60_II~m層 半製品 17.4 29. l 6.3 3 珪質頁岩

10 [194 IVI--48 IITE層 石鑑 so 23 15 12. 9 黒曜石 分析

11 1̀91 lVL46-m層 削蕃 49 32 11. 6 19. 6 黒曜石 分析

12 H382 VIF-60_11-m層 微細剥離 58. 8 44.6 20.2 25.4 珪質頁岩

13 H346 lVll---41_m層 棒 剥離 67 31.9 7. 7 10.8 珪質頁岩

14 H324 M1噸ー11~m層 阿極剥片 43.1 20. 8 15.2 14. 8 珪質頁岩

15 H338 WR-44.._Il m層 両極剥片 37. 8 31, 1 17.4 19. 6 珪質頁岩

部位 外面調整ば：懺）

口～体部 楕円文

体 LR回，入組文

口縁郭 沈簾剌突

体部 楕円文皐たけ充填

口1本部 波状，楕円文
ロ頂底部 波状，粗いミがキ

ロ～底郎 波状，粘土紐．沈線

ロ～底部 4単位波状，粘土紐J従区画文，楕円文，たけ充填

体 B突起鼻茎形文(LR回）

口縁部 沈線、既横回

台部 沈線
口1体部 口唇外折（前面と内面角に紺目），体：ミがキ

ロ縁部 阻船回，細沈線（鑢櫨状？）

体 ミ9•そ

口～底部 6単位波状，皿斜回，沈縁粘土粒
口7体部 弱波状．皿斜回→沈線

ロ縁部 口唇縄回転，皿横回、沈線，結節沈線

口縁郎 変形工字文

ロ縁部 エ字文

体 変形工字文，RL回
体底部 沈練

台部 沈線

台部 沈

台部 沈線

ロ縁部 口唇刻み，皿斜回

口1本部 ロ：ミガキ．頸：剌突3列．体：n斜回

ロ1本部
口唇RL回，口変形工字文？．

頸：沈線剌突，体：瓜斜回，変形工字文

口縁部 氾紙回，沈縁，網童文

ロ縁部 に唇端RL回． n：趾斜回→沈緻鋸歯文

口縁部 口唇刻み，沈線
口1底部 口：LR回，沈線、蝙櫨文，体：LR回

刻み、沈線，粘士粒，貫通孔

底郭 U 回

n～底部 紡（口：横回，体・縦回，底横回？

体 地縄自誉き趾斜回

口縁部 地縄自巻き趾回，交互胴突文
体1底部 帯縄文RL，細沈線鱚取り，三角形刺突，

新沢(2)遣跡出土石器観察表(2)

図番号• 整理 出±地点
器種

長さ 輻

薔号 夏位 (mo) C,..) 

16 H334 WR→3 D"m層 両極ふI片 39.4 28.6 
17 H339 lVR益 D1m層 同橿園片 33. 5 26.6 

18 8329 IVC  DTm層 岡植片 50.6 36 
I 11448 IVR--43 D m層 石槙 65 74.1 

2 H397 IVJー縞 n m層 石核 47.1 52.4 

3 8458 JVT-41_11 m層 石核 63. 7 67.8 
136 4 H408 Ml-49_n-m層 石核 43. 2 58.6 

5 8405 NL-17_Ill層 石核 69.6 “.5 
6 ll409 IVII-60Jrm層 石核 33.6 53. 5 
7 晦 1WT丸 D m層 石核 “̀ I 55.4 

137 1 R38 VF49_n 冑製石斧 110 46 
2 R29 IVP--43_n-m 磨製石斧 104 42.5 
3 R28 lVN---48_ll~m 慶撃石斧 115 63 

4 R24 IVK-45 Im  磨艇石斧 119 45 
6 R32 IVS—絡 m 磨製石斧 ISO 62 

6 R37 vc-50-II~m 虜製石斧 80 51.5 
7 R36 lVT丸rr~m 磨製石斧 60 46 

8 R34 lVT-40 n~m 慶舅店斧 60 40 
9 R36 IVY-45 n~m 磨製石斧 66.5 27.5 

10 R39 VF-49 Il 塵製石斧 96 37 
11 R25 IVK--49_n~m 磨製石斧 56 38.5 

12 R27 lVN→5-II7m 層製石斧 71 40 
13 R26 IVL-47 m 磨駁石斧 68 49 
14 R22 WJ-48 n・m 磨製石斧 58 16.6 

15 R43 IVll--48_ n -m I!!)み石 220 IOI. 5 

16 R47 VIEー氏IIm l!!lみ石 106 90 
17 R妬 VIX-49 11-m 11!Jみ石 100 52 
18 R68 VD-5D_II~m 四み石 100 66 

19 R53 VIK-46-E~m 敲き石

20 R50 匹丸11-m 蔽き石 99 68 

21 Rl6 51[37一覆土 敲き石

22 R52 VIK-46 Il~l置 敲き右

138 1 R61 VIK→5 1I7n 敲き石 110 84 
2 R61 IVP-4.9_ Il~m 戴き石 118.5 84 
3 R62 WS-49_II m 敲き石 118 82 

4 R67 VB-48 n m 敵き石 118 52 
5 R85 IV<>-46_II m 撼り石 163 89 

6 R87 IVP-位_11~m 擦り石 162 75 
7 R90 JVR-4s_n~m 撼り石 135 70 

8 R84 IVO45-n-m 擦り石 I“ 745 
9 RS6 IVP--46 11~m 撼り石 162 78 

10 R81 lVN-47UTn 撼り石 166 86 

11 R83 IVo-«_II~m 擦り右

12 Rll8 WD--46_1I~遭 石鯉

13 Rll3 IVN--4.7 11~m 右鑑

14 Rll9 lVP-12-11 m 石鐙

15 Rl2 SK34...覆土 石鍾

16 Rl23 IVP--4.7_11•m 石鐙

17 RI約 VHー銑m 石鑑

18 R226 1VP-45 n m 石皿 I“ 155 
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内面調整（文蟻） その他

輪積痕

内面濠付芍 炭化物付賽

辺・キ

拉・キ

拉冷

サ・キ

辻・キ

辺・キ

拉・キ 談合部内｝
牡・キ 遠賀）II系？
竹＊ 硲
竹・

口：沈縁，ミがキ

口：沈縞，ミ9冷

口：沈縁＇頸：沈線

口：沈線

沙冷

注・キ

壮・キ

口：沈線

辻・奇

口：沈線，RL回

口：LR回
壮・キ

底面種子圧痕

竹―

ザ・

ミがキ

厚さ 重量
石質 傭考(,,.,) (g) 

16. 6 19. 3 珪質頁岩

9.2 g. 2 珪質頁柑

20.1 35. 3 珪質頁岩

59, 9 288. 6 珪質頁岩

33.1 88.4 珪質頁岩

21.6 68.9 珪質頁岩

29. 2 71. 7 珪質頁岩

75.8 331. 6 珪質頁岩

39. 2 93.1 珪質頁岩

22 72. 2 珪質頁岩

24.6 192. 3 蔓

27 176 閃縁岩

30 270. 8 砂
30 251.8 OO縁岩

34 321, 6 砂
34 212. 7 驀
26 102. 3 砂

20. 5 74. 5 河川岩

15 40.8 河）1|岩

14. 6 90.1 縁 細 驀 鯰

22 72. 9 細縁蔓灰岩

Zl 103. 6 頁治

26 139 
10 19. 6 青片岩

“ 1244. 8 凝灰岩

“ 713.4 河）I「岩
31 164. 7 謳
4 430.1 緯粒藝灰岩

62. 3 頁岩

38 338.1 閃緑岩

170.1 墓岩

117. S 河川岩

47 423.8 細粒凝灰岩

45. 5 624. 7 細粒藁灰岩

46, 6 703.4 河）I[岩

66. 5 218. 7 細粒驀灰岩

41 647 安山岩

35. 5 660.5 安山岩

“ 621.4 藁

38 467. 6 
41 610.2 流紋岩

” 684.4 604.3 嚢灰岩

72.4 砂質

116. 5 頁岩

60. 4 蔓岩

98. 2 安山岩

226. 4 河川岩

180. 5 頁岩

39 850 藁



新沢(2)遺跡出土珪質頁岩製剥片石器出土量一覧
出士地点 個薇 重量し 出土地点 個薮 重量(g) 出士匙点 個薮 重量(g)

S!01 4 25. 7 IVN-47 6 55. 5 VA-46 6 201.5 

SIO2 14 171.1 IVN—岱 32 359. 9 VA-48 5 582. 1 

Sl03 38 332.1 IVN-49 3 66 VA-49 I 7.1 

SIO4 38 358. 3 IVN-50 16 203. 6 VB-43 1 6.1 

SI06 4 9.8 IV0--43 20 316. 9 VB-46 5 166. 6 

SI06 2 10.1 IVC>-44 38 304. 4 VB-46 ， 65.8 
SI02 I 2.4 IVい 5 16 176.1 VB-47 2 36.3 

SK08 58 622. 9 IVD-46 2 51. 2 VB-48 21 262. 7 

s< 11 I 12. 6 IVD-47 8 61. 4 VB-49 伍 1268,3

SKI4 4 33.6 nr()-48 52 1206. 3 VB-50 1 8.4 

SK16 26 319. 6 IV0-49 13 316. 6 vc-46 5 106.1 

S(18 I 6.8 IV0-60 8 伯． 6 VC-46 2 “.4 
Sl21 182 1931. 2 IV0-51 1 14. 6 VC-47 11 903 

SK23 6 47.8 IVP-41 4 163. 6 VC-48 22 314.2 

SI.24 8 79.1 IVP--42 10 54. 7 VC-49 ， 329,2 
Sた5 27 199. 3 IVP-43 29 549. 5 VC-50 3 16.1 

s訟7 3 4.9 IVP-44 48 722.8 VC-51 I 7.5 

Sl¥'.28 2 31. 6 IVP—46 ， 62. 3 VC-62 I 16. 2 

SX30 14 277. 5 IVP-46 8 322. 9 v四 5 I 56.1 

S131 7 263 IVP-47 18 Hl.8 VD-46 1 18 

S134 46 2613 IVP--48 66 872.4 VD-47 1 16. 6 

S[35 47 536.1 lVP-49 60 954. 3 v四 9 6 71.9 

SK37 ， 272.1 IVP-50 4 180.3 VD-50 I 6.6 

S143 7 166. 3 IVP-61 6 288. 6 VD-61 1 39. 7 

SI44 1 2000 IVIH2 6 111. 9 VE-44 I 70.8 

細 8 3 10 J.V043 21 398. 8 VE-46 1 96.6 

SN12 I 4.3 IV!r44 “ 816. 7 VE-47 2 31. 7 

SN15 2 12.6 IVIH5 5 36.1 VE-48 4 45.2 

割 16 2 8.1 lVl!-46 29 904.5 VE-49 2 102.9 

SNllO 39 666.6 IV!r-47 7 69. 3 VE-60 6 28.6 

NC-45 1 10. 2 IVIHB 2 36. 6 VE-51 2 6.8 

lVD“ 2 絡．3 IVQ---49 18 “2. 4 VE-52 l 17.4 

IVD-45 3 360. 9 'fVR-42 4 38.6 VE-53 1 68.9 

IVD姐 1 13. 7 IVR-43 49 994 VE-61 l 16. 9 

匹 _44 1 17. 3 NR-44 6 104.4 VF-45 I 5.6 

lVE→5 I 13.6 IVR-46 7 114. 9 VF-46 1 8.4 

IVF噸 21 212 IVR--46 ， 74. 4 VF-48 3 111.5 

IVF-47 3 14. 8 IVR-47 16 181. I VF-49 8 278.6 

lVF-61 1 26. 3 IVR-48 18 261.4 VF-60 1 39.6 

IVG-43 3 39. 9 IVR-49 7 287. 2 VF-51 5 67 

IVG_44 2 絡．2 IVR-50 16 634.4 VF-52 2 11.3 

IV臼 6 2 8. 7 IVS-40 13 290. 7 VG-46 6 144.2 

IVG姐 1 7.4 IVS-41 14 129 VG-47 2 9.4 

IVG_48 1 9.4 IVS-43 33 614. 3 VG-48 2 41.8 

皿—44 4 197.1 IVS-44 23 49.8 VG-49 10 384.8 

IVH--45 3 25. B ws-45 12 106. 8 VG-52 2 87.2 

lVHー 28 351. 7 IVS-46 7 119. 6 VH-47 8 161.5 

nnI-47 31 361. 7 IVS-47 2 20. 8 VH-48 18 277.1 

IVH-48 54 893. 8 IVS-49 20 265. 7 VH-49 1 52.9 

IVH_49 1 17. 9 IVT-40 68 1203 VH-50 5 31.9 

皿も1 I 7.1 IVT-41 13 180.6 VH-61 2 28 

IV 1-43 I 25 IVT-43 4 47 VI-46 I 10. 4 

IVI-44 19 185.1 IVT-44 21 295.5 Vl-48 3 17. 7 

WI---45 ， 1B1. 9 J:VT-46 7 104.2 V!-49 12 167. 5 

IVI-46 13 80. 8 IVT-46 5 62, 1 VI-50 8 92. 4 

IVI_47 32 252 IVT-47 1 5. 4 VI-51 8 305. 7 

lVI-48 17 碑4.6 WT-48 6 196. 3 VI-62 6 268.8 

IVI-49 6 51. 2 WT-49 2 55.8 VI-62 I 7. 7 

IVI-59 I 12. 8 NU-40 6 85.2 VJ-46 I 18.1 

lVJ-43 32 2位．3 IVU-42 2 9. 2 VJ-48 2 11.4 

IVJ-44 31 203. 5 IVU-43 2 63. 2 VJ-49 2 10. 7 

JVJ-46 II 73.6 IVU-44 14 122.1 VJ-50 67 1193. 6 

lVJ--47 6 祁9.6 IVIJ-46 7 68.6 VJ-61 17 266.8 

NJ姐 45 672.6 MJ-48 1 I. 6 VJ-52 17 118. 2 

IVJ-49 35 1333.1 MJ-49 1 20.8 VK-49 5 56.1 

m-43 2 2.6 IVV-42 1 10. 7 VK-60 14 357 

!VK--44 36 553.1 n”-44 2 35.1 VK-51 18 217 

IVK-45 20 467 rvv~47 2 141. 7 vu-50 4 252 

lVK姐 2 47.6 'NV-48 1 4.6 VT-49 2 8. 5 

n渭—47 4 11. 6 m-49 3 勾 7.4 VIC-53 I 3 

IVK-48 7 65. 5 NV-50 8 321. 3 VID-56 3 54.3 

lVK--49 2 48. 7 IVll-44 1 6. 6 VID-61 1 177. 3 

lVL-45 17 221. 4 Ml--47 13 220. 3 VIE-54 I 12. 9 

IVL-46 1 4.5 nn,-48 7 95. 4 VIE-55 I 23.8 

lVL_47 7 464.8 Mf-49 2 四．9 VIF-60 21 119. 6 

n几咽 4 104. 9 IVX-44 2 14. 2 Vlll-61 6 241.8 

IVL--49 2 25.4 NX-45 2 24. 8 VIH-63 I 13. 5 

IVll-43 10 92.1 IVX-46 1 26. 3 VIJ-69 1 3. 7 

四 -45 20 184. 5 NX--47 7 627 合計 1301 22358 

lVll-45 4 64. 5 nrx-48 1 51.7 

IVll---47 21 195. 7 IVX-49 5 18.8 

lVII鴻 4 214. 4 IVX-50 I 122. 2 

匹 --49 13 669.1 n門'-43 4 61 

lVll-60 SI 404.4 IVY-44 18 邸 2.9 

lVN-43 7 199.4 IVY-45 5 472,8 

IVN-44 16 180.1 IVY-46 20 623.5 

IVN~6 34 326. 3 IVY-48 8 150.3 

lVN姐 20 257.4 IVY-49 2 19.1 
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遺物親察表

新沢(2)遺跡出土黒曜石製剥片石器出土量一覧
出土地点 個徽 重量(g) 出土地点個薮重量9)
SI02 ， 19.2 IVQ--48 1 5 

SIOS 24 64. 8 IY!H9 14 269.6 

SI04 II 375.4 we-50 1 4.1 

SIO5 2 7.2 lVR-42 2 4.5 

S106周辺 1 2. 8 IVR:-43 23 462.6 

SK08 79 937. 9 n豆 6 10. 6 

SK09 1 I. 5 1VIH5 2 8. 7 

SK12 1 0.9 lVR-妬 2 9.3 

S1[13 l 2. 6 IVR-48 4 8.5 

SK15 3 15. 7 IVR--49 2 19. 8 

Sll:21 10 60.6 NR~6o 6 26. 4 

SK24 3 2. 9 WS-40 3 17. 3 

SK25 l 3. 2 WS--41 1 1. 6 

S訟1 l 3. 7 IVS---43 6 17. 3 

SK31 1 3. 7 WS-“ 4 8,9 

sm  I 89. 6 lVS--45 4 10. 2 

Sに35 30 I伍． 6 IVS畑 2 8 

SK43 2 6.9 IVS-47 2 2 

SN07 2 3. 8 IVS---,j,9 3 11. 9 

SN20 10 82. 6 m-幻 4 123. 7 

IVC-56 1 8.8 m-41 6 43.2 

IVB-45 1 I lVT―位 1 9. 7 

IVF姐 2 29 lVT-“ 3 84. 2 

IV匹 5 42.1 WT-45 1 3,3 

IVい 7 l 275. 5 lVl•＿伍 1 226.8 

IVG--49 2 5. 7 lVT-緯 1 伐．6

IV紐 1 5.4 n 1 4. 7 

M改 4 80.1 IVU-45 1 1. 7 

応 7 33 430.8 lVU----48 1 9.2 

lVH-信 1 3. 7 記 9 2 7.1 

IVI--44 1 6. 7 IVV--44 1 1.1 

WI蛉 1 7. 8 lVV-49 1 2.8 

IVI-47 4 12.4 n心 1 6.9 

IVI—絡 10 216.9 n渭'-45 5 58. 3 

lVI---49 1 3. 8 m-47 11 77.4 

IVI-50 1 1.4 n渭一鵠 11 88. 7 

IVI-51 I 4.5 IVX--4-f 3 3.8 

IVJ心 2 4.8 lVX-45 2 5 

IVJ丑 3 28, 3 m-伍 1 0.6 

IVJ--46 I !. 9 lVX-47 4 191.8 

lVJ-47 3 6.9 IVX-49 1 2. 7 

IVJ咽 42 418.6 n-43 2 3.2 

IVJ--49 3 16.9 IVY-44 I 3 

lVK-“ 2 2. 6 lVY-45 2 16. 3 

lVlt-“ l 63, 5 m-給 3 7.3 

IVK噸 ， 28.4 IVY--47 1 5.3 

n 5 10. 6 lVY岱 7 20.4 

記 9 2 Ii. 8 'CVY-49 6 64. 7 

IVL-44 1 lS. l VA--45 1 6. 7 

IVL---45 4 16. 7 VA畑 3 11.7 

m-伍 2 22, 6 V臼 5 1 2.2 

IVL-47 I 9.9 VB--47 I 7. 7 

IVL-岱 2 9. 7 VB-48 8 99 

IVL-49 4 123 v←49 15 212.1 

n ―̀“ 3 17. 6 vc丑 2 4. 7 

lVlt-46 13 115. 8 VC-46 6 9.6 

IVIH7 3 67. 6 vc嘩 1 6. 7 

Ml—位 I 6 vc噸 6 35. 8 

Ml--49 5 168.8 VC--49 5 305. 8 

IVll-60 1 •• 7 VIHA 6 20. 9 

n"―“ l !. B V臼 5 1 1. 4 

n 3 16. 8 VIH7 3 13. 6 

n咋 2 1&4.4 VD-51 1 7.3 

nn屯 4 28. 7 VE--44 3 鵠． 1

nn-49 l 15. 8 VE畑 1 7.8 

lVNー60 1 16 VE--47 6 119.9 

IV四 I 0.3 VE噸 1 5.2 

wo44 25 121.1 VB~9 1 1. 7 

IV臼 5 3 10.2 VE-61 1 1 

I V o  I I. 3 VF丑 1 9.9 

IVい 7 3 11. 5 VF-47 1 3.2 

IVo-48 10 83. 6 VF-60 2 6.4 

IVQ--49 1 4.8 VP-51 1 4. 4 

lV0-50 3 9. 9 VG----45 1 ,. 7 

IV0-61 1 11. 6 VCH7 1 7. 7 

lVP丑 2 14. 6 VG-50 1 1. 3 

IVP-“ 4 68.1 Vlt-49 2 4.4 

n四 6 84. 3 VI-46 1 1.2 

nP-45 3 6. 7 VI-48 1 1.4 

n”'姐 4 8. 2 VI-51 1 4.2 

応 7 4 63.3 VI-52 1 1.8 

n中—位 8 23.B VJ-50 2 8.3 

n"'-49 2 30. 9 VK-51 3 17. 5 

W O  JO 39. 8 V臼 7 2 6.4 

IVQ--44 12 245.6 V"’一59 1 6.3 

IVQ-姐 7 IOI. 3 VIJ---65 1 1.3 

IVQ--47 1 31.4 合計 762 836-4.2 



金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

新沢(2)遺跡遺構外出土土器出土量一覧
グリッド 層位 1111量 重さ(&) グリッド 層位
IVC--47 n～直層 ， 228.1 n II~m層
n n~m層 2 18.5 IVIH9 n~m層
lVI)-妬 11～直層 6 196.1 nn- 999ン
IVD-47 n~m層 I 4 IVN-50 ]1～m層
lVE-45 D~m層 6 93. B IV0--31 n~m層
WI!—妬 m層 10 124.8 IV匹 n~mlii 
IV!!—“ n~m層 12 1叩．9 W紐 n~m層
m-49 D~m層 I 7.5 IV匹 n~m層
IVF-≪ 11～直層 5 130.4 IV心 n~m層
WP-45 n~＂層 20 612.8 IV<H.7 ll~m層
IVF-“ D~m/i 91 l 162. 3 IV<H.7 m/1 
IVF-47 n～直層 5 位．2 IV(H8 n~m層
IVC-“ D～国層 2 38.3 IV<HS n~m層
WC-44 n~m)i 3 鵠．5 JV- 田～W層

IVC-“ ]]～国層 20 314.9 !VO-SO n~m層
IV6-“ D~m層 36 410.4 IV臼 I n~m層
IV臼 1 ll~m層 6 100.t W41 n~m層
IVG—位 ]]～田層

” 121.1 n?-、！ n~mIi 
IVG—位 D～直層 II 213 n ll~m層

＂ 
ll~m層 10 167 n n~m層

Ml-4 m層 22 2(7.6 w D層

"m-“ D～直層 13 184.6 M屯 ll~mJi1 
IVIH6 田層 72 1妬5.-1 n 直層
lVII-伍 n~m層 6 42.9 n n~m層
n弔—“ m層 “ 37&2 IVH7 ll~m層
IVIH1 n～直層 104 1605.8 nn屯 n~m層
血 47 m層 8 69.1 n n～田層
lVll—位 D～田層 16 l払 5 IVHO n~m層
lVIH8 m層 4 59.B nI  n~m層

＂位 D~"層 I 7.3 IVe n～田層
IVl--43 n～直層 II 119.4 JVIH3 n~m層
Wl--+f. n~m層 28 517.6 IV<H4 n~m層
IVl-4li D~m層 4 73 IVo-44 l11層
WI-45 D～直層 22 212 JV/HS n~m層
WI-43 m層 51 763.2 IV<H6 n~m層
IVl-47 n～直層 77 667. 7 IV匹 直層
Wl-47 m層 16 叩．． JV- n層
WI-49 n~m層 13 102. 6 IV<H,7 n層
IV!—仰 n～直層 19 2孤 7 IV~7 n~m.Ill 
WI- m層 I 13.6 IV臼 ]1～m層

IVJ--43 D~m層 112 1716. 5 IV(I-“ n~m層
IVJ-≪ n～直層 171 碑．6 n n~m.Iii 
WJ丑 m層 ， 87.6 IVIH3 n~m層
WJ-≪ 2 泌．4 nn丑 n~m層
WJ-47 n～直層 106 1蜘．6 n渭ー45 n~m層
WJ-47 m層 5 8疇．7 M屯 n~m層
WJ姐 ll~m層 251 4377.1 IVR-<7 n~m層
WJ—位 m層 24 711 ]V]He7 m~IV層
IVJ-“ D～直層 19 41:!.1 Mし_43 n~m層
WJ-60 n~m層 I 1.1 lVIH8 m~IV層
m-44 n~m層 119 2479. 2 n ―̀位 11～田層
lVI-44 m.Iii 四 219.5 IVIH9 m~IV層
IVl-45 ll~m層 135 597.9 IVR-i>O n~m層
IVI—伍 D~m層 17 1位 5 IVS-“ D層
lVI-45 m層 3 28. 7 IVS→1 n~m層
IVl-46 ll~m層 邸 674.6 ws-“ n~m層
IVI-47 D~m層 I 4.3 IVS-“ n～瓜屠
IVI-47 m層 6 17.8 IVS-伍 n~m層
m-49 11～直層 25 3i7. 7 IVS—伍 n~m層
m-位 m層 2 42.4 IV,..... m暑

IVI-“ n~m層 88 1249.2 IVS-47 n~m層

IVI-“ m層 4 79.4. IVS俎 n~m層
nn-44 D~m層 13 126.8 IVHO n～田層

IVL-“ D~m層 1位 以瑯．5 IVS-“ m~IV層
IVL-45 m.11i1 ， 71. 7 m-“ n~m層
＂t-祁 D~m層 3 36.6 IVl~l n~m層

IVLー m層 77 438.9 JVl~ n~m層
JVL-47 11～口層 10 70 IV'I心 n~m層
M.-47 m層 5 “.7 IVl-44 n~m層
IVL遠 D~m層 31 333, 7 JVT-≪ 直層
IVL—位 n～直層 42 518.5 m 心 n~m層
IVL-49 m層 2 6.4 m-“ n~m.Ill 
IVL-50 11～国層 2 20.8 m-1 n~m層
IVlf-心 ll~m層 ％ 724.8 m-4! n~m層
IVII-≪ n～直層 3 26.6 m-“ ll~m.1111 
IVI戌 11～直層 碑 723,5 IV1HO n~m層
匹絡 n~m層 81 810. 7 lVll-41 n~m層
IVll-47 n～直層 17 168. 7 n n~m.Iii 
n心 7 瓜層 12!1 17411.2 IV¥心 n~m層
匹 4) D～国層 1 62 w四 n~m層
匹 48 m層 4 71. 4 w n~m/i 
lVIH9 11～直層 “ 姻．2 nn卜 7 n~m層
n位 m層 “ 478.2 WV49 n~m層
!Vlt-60 n～直層 218 四．4 IVV-43 ll~mJi 
IVlt-50 m層 I 17.9 IVV丑 n~m層

w"43 n~m層 4 邸．7 'JVY心 n~m層
IVN--44 n~m層 I幻 1478.2 JVV;7 u~m層
nn戌 11～国層 S9 613. 7 nnし一位 n~m層
lVll-45 m層 2 19 IVV-位 m層
nn卜45 n～口層 四 匹 6 IVV咽 II~m層
W"48 m眉 ヽ “ IVV--oO n~m層
lVll-47 11～直層 7 66.9 'NV-fiO m層
IVll-47 m層 I 23.2 IVHI u～皿層

n n~m層
IVW--i3 n~m層

IVW-44 n～田層

n n~m層

w n~m層

IVH7 II~m層

偏数 重さし） グリッド
37 294. 3 n渭—i7

16 182.2 IVW噸
8 9'-6 n 
55 822.9 n 
10 119. 9 IVHO 
32 888,8 

IVlー349 5263.83 IVl丑
22 1邸．7 IVX-“ 
鴎 320. 5 JVX--i7 
15 178. 3 lVX--<,7 
1 16.6 IVX-“ 
121 2772. 4 IVX---60 
55 993. 6 nm—位

1 8. 2 IVY—心
26 373. 5 IVY心
19 3邸．7 lVT← 
21 303 7 IVY~ 
67 10241 IVY＿伍

90 1公2.3 nm—伍

1邸 2724.8 IVY-47 
33 21l5. 5 IVY—鵠

181 1703.4 

IVT— 2 11.2 IVY咽

“ 1267.15 VA丑
142 3470.1 VA--(& 
297 3638. g VA--411 
291 51随．3 VA-鵠

“ 526. 7 VA遥
8 172.8 VA咽
33 660. 6 VA-心

100 1788. 7 VIH3 
207 3000. 4 VB→ 
1 14.6 VIH6 
1鵠 1232.6 VIH6 
30 切．7 VB7 
113 1672. 2 VB-鵠
2 12.1 VIH8 
20 269 6 VB-紐
87 公132.5 V}60 
18 244. 3 VO-伍

” 1706.4 vc-伍
31 心1.6 VC-!o 

“ 663. 6 Vc--<7 
四 206. 2 v~ 
14 l<O. 8 vc咽
6l 322. 3 vc-切
20 249 4 VCI 
8 I邸．3 Vn---≪ 
123 2062. 9 VIH4 
2 II. 7 VIK4, 
13 239. 5 VD-伍
13 l40. 6 VD-伍
119 1112.0 VD-伍
l ●,5 VH7 
193 蕊32.3 VIH,11 
67 図 9 VD-心
59 3:,0, 7 VHO 
19 170.3 V口 1
8 83.3 VIHil 
19 ●7 V口 1
30 196. 3 v臼 I
18 298. 6 VB2 
57 750, 7 VIHi3 
3 64.8 VB-≪ 
363 6127.9 VE-45 
83 977.5 VB-4a 
6 61.6 VB-
23 310. 2 VB→7 

“ 
磁．6 VB~ ， 134 VE咽

8 66.9 VB--50 
12 虚．1

VB一1 3,9 VB-50 
． 104 VE--51 
12 180.4 VB知
16 114.4 VF--44 
． 92.2 VP噸
14 203. 3 VP~ 
16 132.2 VF--<11 
●I 寧．7 VP~ 
7 ~l VP----l9 
2 23.1 VF-411 
5 83.4 VF→O 
35 函．9 VF---61 
6 4B. I VF-51 
I 13.4 VP--,;a 
5 59, 1 v臼 2
8 1印 VG咽
3 46.8 v臼 1
2 6.4 VG-<7 
I 14.8 VIHII 
4 66.9 VG-位
I 3, 5 VG-心
3 44.6 V62 
1 70.9 VIH7 
5 68.S VIH7 
10 74.2 Vい 7
1 69.1 VH-48 
55 805.1 VH-48 

VH噸

VIH9 
VIH9 
v店 0

VIHO 

-178 -

層位 饂蠍 重さし） グリッド 層位 銅量 重さ(JI)
直層 13 164. 6 VH-51 11～直層 s 67.3 

n~m屠 S9 四．5 VH-51 直層 I 6 
D~m層 2 22.8 VI-48 n~m層 6 U.6 
m層 l 12.9 VI-48 直眉 10 印

直屠 I 31.6 V 1-49 n~m層 23 198.2 
D~m層 I 6, 3 VI--49 m層 3 lt.6 
D~m層 4 38. 7 VI-SO II~m層 23 411.5 
ll~mJii 6 53.6 VI—ぬ m層 I 32.8 
n~m層 17 137, 7 VI-61 n~m層 12 183.8 
m層 I 11.4 VI-51 m層 2 7,S 
m.Iii 11 141. 5 VI-62 n~m/1 28 36S.9 

n~m層 3 196,8 VJ--41 n~m層 I 11 
m層 2 13 VJ速 II~lll層 5 76. 7 
II屠 I 4.8 VJ-49 n~m層 16 匹．3

n~m層 2 19.4 VJ--49 m層 I 14.8 
m層 I 38. 7 VJ-50 11～瓜層 131 1677.1 

D~m層 “ 3ぷ）．7 VJ-SI n~m/1 81 1266.6 
D~m層 5 6-1.2 VJ-62 江～m層 62 670.6 
D~m層 66 即．6 VJ—認 DIIii 4 3&9 
m層 2 9.1 V(-49 n~m層 27 珈．9

n~m層 48 781. 7 VI—印 n~m層 97 2086. 3 
m層 14 302 V<-51 11～皿層 63 91~. 7 

D~m層 37 "s,2 V〖も n~m層 2 6,4 
n~mJ11 2 16.2 VL-61 n~m層 6 3生7
n~m層 4 22. l VU—認 n層 8 6&5 
ll~m層 13 1'11, 3 VLI-“ n~m層 2 II 
D~m層 46 細．8 vu-56 n~m層 4 は 3
m層 ， 106.6 VIB-Sヽ D/11 2 19.4 

ll~m層 2 Z0.4 VIC-S3 n~m層 5 96.8 
m層 l ？．7 VIC-“ m層 7 26.4 
m層 2 11.3 VIC-55 D眉 I 147 

l]~m屠 I 16.3 VIC—謁 D層 z U.4 
D~m層 I 3. 5 VIC—恥 D層 3 63.1 
D~m層 l” 四．4 VIC-56 D眉 1 20.! 
ll~m層 3 Z6.5 VID-61 n~m層 s 21.8 
D~m層 397 6166.3 如•l m層 2 4.6 

4 26.3 VIト53 11～皿眉 5 55.5 
ll~m層 3U 鵠73.9 VID-邸 直層 2 17.9 
D~m層 20 161 vm4誌 n~m層 I 1&1 
11層 I 3 6 Vll)-56 直眉 6 2<.2 

ll~m層 30 296.4 V正一ぶ D層 6 70. 4 
D~m層 4 49.6 VE～硲 D層 I 19.3 
D~m層 20 220. 2 VIE-” D層 7 21. 7 
ll~m層 132 lf33.8 匹—5S D層 3 11.3 
n~m層 19 306, 6 VE-臼 D層 I 11.3 
D~m層 6• 螂 V正 DJii I 29. I 
]]～m層 38 “3 V正ー5S D層 4 19.5 
n層 I 6, 3 V正—邸 n~m層 4 51 
m層 16 151 6 匹→お u眉 I 26.5 
フク士 2 37.4 VIF-5S n~m層 4 26.4 
n~m層 10 93.4 VIF-54 n~m層 I 7.9 
m層 1 89.2 VE-認 直眉 2 1~4 

D~m層 12 56.6 VIFも1 n~m層 5 31.6 
11~m層 I 6.8 vr~“ II~m層 8 66.8 
n~m層 18 I邸．8 VIG-ぷ 11～直層 I 7. 7 
ll~m層 10 69.4 V54 D層 I 9.8 
n~m層 I 2 VIG-64 D層 I 7.4 
11層 I ,. 5 VIG-Sヽ 11～皿層 I 21 

ll~m層 3 91.8 VIC切 n~m層 ll1 1061.4 
m層 3 1. 6 VIG-61 II~m層 I 7.6 

l 16.8 Vl<HS ll～直層 I 5.9 
11層 2 2l VE卜63 n~m層 2 16.2 

D~m層 2 19.2 1/11-64 n~m層 2 l..4 
直層 14 132,8 VIJ-59 n~m層 3 30.3 
亘層 1 ll3,6 VIJ競 n～田層 3 36.5 

]1～m屠 22 224. 7 V訳→這 II~m層 3 16.6 
直層 2 18. 4 vn:-61 工～匹 2 lt. 7 
m層 4 Z3.9 V 笠 n~m層 2 9.9 
n層 2 21.2 V冗→ n~m層 I ．．● 

n~m層 1 78.6 匹 -67 n~m層 I 4.8 
n層 12 IOI トレンチ9 衰採 20 蕊6.1

D~m層 33 343. 6 トレンチID 表裸 19 叩7.6
直層 3 13.8 トレンチII n~m層 126 1799.3 

]1～m層 I “ トレンチ12 麦採~ 4 84.3 
11層 2 “.6 トレンチ18 n~m層 It 320 
m層 3 32.4 トレンチ19 賽擁 I 2 

]1～m層 I 5. 6 トレンチ20 糞採 5 84. 7 
直層 11 90.6 トレンチ21 表榛 I 3&3 

D~m層 10 31!6, 1 トレンチ23 賽撼 7 159.5 
]1～m層 I 1.9 トレンチ26 讃裸 8 28.5 
11層 13 202. 2 

ll~m層 2 13.5 
n層 6 119. 5 
11層 33 333. 2 
直層 2 21.4 

n層 8 I“;,6 
n~m層 1 96.2 
直層 22 215,8 

n屠 6 42. 7 
]]～m層 2 ， 
n~m層 4 18. l 

11層 2 16. 7 
D~m層 5 38. 7 
ll~m層 3 67.4 

11層 I 3. 7 
D~m層 I 9.8 
直層 l 16.8 

D~m層 16 102 
m層 31 616.8 

v層 2 8, 7 

11層 32 91.6 
D~m層 27l! 寧 6.4

11層 16 l叩．s

]1～m層 5 78 
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第 4章 自然科学分析

第 1節ー 1 新沢（2)遺跡における放射性炭素年代 (AMS測定）

（株）加速器分析研究所

1 測定対象試料

新沢 (2)遣跡は、吉森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字北浮田町字新沢（北緯 40° 47' 10. 92"、東経

140° 16' 10.87") に所在し、鳴沢川右岸の河岸段丘上（標面約 30~ 35m) に立地する。測定対象

試料は、遣構から出土した炭化材と炭化クリ子葉の合計 7点である（表 1)。

試料のうち、 14ARA2-3、4は遣構の底面付近、 14ARA2-1、2、5は遺構の確認面もしくはほぼ確認面

に当たる位置で出土した。14ARA2-7は、ほぼ確認面から出土した炭化材と合わせて取り上げた土壌

中より、水洗選別で検出した。試料の時期は、 14ARA2-1~ 4、7が縄文時代後期前葉頃、 14ARA2-5が

弥生時代後期頃、14ARA2-6が弥生時代中期頃と推定されている。（樹種同定結果は第4章第2節参照）

表 1 放射性炭素年代測定結果 (813c補正値）

詞料 処理 0 13C(%o) o13c補正あり
測定番号 詞料名 採取場所

方法形態 (AMS) Libby Age yIBP) pMC(%) 

IAAA-131622 14ARA2-l SI-03 C-1 口区1層 炭化物 AA」!-28.40士0.15 2,220士20 75.89士0.21

IAM-131623 14ARA2-2 SI-04 C-1覆土 炭化物 AA」i-26.28士0.18 1,830士20 79.65士0.22

IAAA-131624 14ARA2-3 SK-36 C-2底面 炭化物 AA」!-24.40士0.19 3,650士20 63.50士O.l'i

IAAA-131625 14ARA2-4 SK-37 C-2最下層上面 炭化物 AAA -24.~ 士 0.17 3,710士20 63.01士0.19

IAAA-131626 14ARA2-5 SN-9 C-1 確認面 炭化物 AAA -19.44士0.17 2,110士20 76.87士0.21

IAAA-1316カ 14ARA2-6 SK-3 2層下1立 炭化物 AA」り -24.02士0.18 1,840士20 79.54士0.18

IAAA-131628 14ARA2-7 SI-03 C-1 口区l層 炭化クリ子葉AAA -26.03士0.17 3,480士20 64.88士0.18

[#7458] 

2 測定の意義

遺惜が機能した時期を推定する。

3 化学処理工程

(1) メス・ピンセットを使い、根・士等の付着物を取り除き、必要量の試料を採取、乾燥させ、

秤量する（付表「処理前試料量」）。

(2)酸ーアルカリ←酸 (AAA:AcidAlkali Acid) 処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中「生になるまで希釈し、乾燥させ、秤量する（付表「処理後試料量」）。AAA処理にお

ける酸処理では、通常 lmol/Q (IM) の塩酸 (HCl) を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリ

ウム (NaOH)水溶液を用い、 0.001Mから 1Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。

(3)必要量を採取、秤量（付表「燃焼量」） した試料を燃焼させ、二酸化炭素 (CO2) を発生させる。

(4)真空ラインで二酸化炭素を精製、定量する。この二酸化炭素中の炭素相当量を算出する （付表「精

製炭素量」）。

(5)精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト (C) を生成させる。
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(6)グラファイトを内径1mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、

測定装置に装着する。

4 測定方法

加速器をベースとした 14C-AMS専用装置 (NEC社製）を使用し、 14cの計数、 13C濃度 (13CI12C)、14c

澄度 (14CI12C)の測定を行う。測定では、米国国立標準局 (NIST)から提供されたシュウ酸 (HOxII) 

を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。測定回数と叱

カウント数を付表に示す。

5 算出方法

(1) 8 13cは、試料炭素の充濃度 (13CI12C) を測定し、基準試料からのずれを千分偏差 (%0) で

表した値である（表 1)。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。 13C/12C比

は付表に記載する。

(2) 14C年代 (LibbyAge : yrBP)は、渦去の大気中 14C濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を基準年 (OyrBP)として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期 (5568年）

を使用する (Stuiverand Polach 1977)。14c年代は 813cによって同位体効果を補正する必

要がある。補正した値を表 1に、補正していない値を参考値として表 2に示 した。14c年代と

誤差は、下 1桁を丸めて 10年単位で表示される。また、 14C年代の誤差（士 1(J）は、試料の

叱年代がその誤差範囲に入る確率が 68.2％であることを意味する。

(3) pMC (percent Modern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の叱濃度の割合である。

pMCが小さい (14Cが少ない）ほど古い年代を示し、 pMCが 100以上 (14Cの量が標準現代炭素

と同等以上）の場合Modernとする。この値も 813cによって補正する必要があるため、補正

した値を表1に、補正していない値を参考値として表 2に示 した。

(4)暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14c膿度を元に描かれた較正曲練と照らし合わせ、

過去の 14c濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 14c年代に

対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差 (1(J＝68.2%）あるいは2標準偏差 (2

(J ＝95. 4%) で表示される。グラフの縦軸が 14c年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正

プログラムに入力される値は、 8咤補正を行い、下一桁を丸めない 14c年代値である。なお、

較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの

種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する

必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、 IntCal13データベース (Reimeret al. 

2013) を用い、 OxCalv4.2較正プログラム (BronkRamsey 2009) を使用した。暦年較正年代

については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する

値とともに参考値として表2に示した。暦年較正年代は、 14c年代に基づいて較正 (calibrate)

された年代値であることを明示するために「calBC/AD」（または「calBP」）という単位で表

される。
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6 測定結果

試料の測定結果を表 1、2及び付表に示す。

試料の 14c年代は、 14ARA2-1が 2220土 20yrBP、14ARA2-2が 1830土 20yrBP、14ARA2-3が 3650

土 20yrBP、14ARA2-4が 3710土 20yrBP、14ARA2-5が 2110土 20yrBP、14ARA2-6が 1840土 20yrBP、

14ARA2-7が 3480土 20yrBPである。暦年較正年代 (1(J）は、古い方から順に 14ARA2-3、4が縄文時

代後期前葉頃、 14ARA2-7が後期中葉頃、 14ARA2-1、5が弥生時代中期頃、 14ARA2-2、6が後期頃に相

当する（小林 2009、小林編 2008)。推定される時期に対して 14ARA2-3、4は整合するが、 14ARA2-1、

2が大幅に新しいなど、推定と一致しない試料がある。推定と一致しない試料には、遣構の確認面も

しくはほぼ確認面とされる位置から採取された試料が多い傾向が認められる。

なお、試料 14ARA2-2、6が含まれる 1~3世紀頃の暦年較正に関しては、北半球で広く用いられる較

正曲線 IntCalに対して日本産樹木年輪試料の測定値が系統的に異なるとの指摘がある（尾寄2009、

坂本 2010など）。その日本版較正曲線を用いてこれらの試料の測定結果を暦年較正した場合、ここで

報告する較正年代値よりも新しくなる可能性がある。

試料の炭素含有率はすべて 60％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認め られない。

表 2 放射性炭素年代測定結果 (813C未補正値、暦年較正用 14C年代、較正年代）

613c補正なし
測定番号 暦年較正用炉rBP 1羹年代範囲 2葦年代範囲

Age (yrBP) pMC (%) 

358calBC-350ca1BC (6 ~/o) 

IAAA-1Sl622 2,270士 20 75 37士 0.20 2,216士 21 307calBC-275calBC (24 3%) 366calBC -203calBC (95.4%) 

259ca1BC-210ca1BC (37.~/o) 

IAAA-13162l 1,850士 20 79 44士 0.22 1,828士 22
139ca1AD -197ca!AD (53 7%) 

206calAD -22lcalAD (14 5%) 
129calAD -240calAD (95.4%) 

IAAA-1Sl624 3,640士 20 63 58士 017 3,647士 22
2108ca1BC • 2106ca1BC (1 6%) 2130ca1BC • 2087ca1BC (16 ~/o) 

2036calBC-1966calBC (66 6%) 2048calBC-1943calBC (78 5%) 

2139ca1BC -2119calBC (16 9'l/4） 2196calBC-2170ca1BC (9 7%) 
IAAA-13:16~ 3,710士 20 63 01士 019 3,710士 23

2097calBC-2040calBC (51 3%) 2147calBC-203lcalBC (85.7%) 

IAAA-1Sl6U 
198calBC-86calBC (86 0%) 

2,020士 20 77 76士 021 2,112士 22 178calBC-lOlcalBC (68笏~)
80calBC-55calBC (9.4%) 

IAAA-1Sl62~ 1,820士 20 79 70士 018 1,838士 18
134calAD-178calAD (43 7%) 

189ca1AD -213ca1AD (24 5%) 
128calAD -233calAD (95.4%) 

IAAA-1506~ 3,490士 20 64 74士 018 

1876ca1BC-1842ca1BC (26 6%) 

3,475士 22 1820ca1BC-1797ca1BC (16 2%) 
1882ca1BC -1742calBC (92 ~/o) 

178lcalBC-l 748calBC (25.4%) 
171 OcalBC -1 701 calBC (2 5%) 

［参考値l

文献

Bronk Ramsey C. 2009 Bayesian analysis of radiocarbon dates, Radiocarbon 51(1), 337-360 

小林謙ー 2009近畿地方以東の地域への拡散，西本豊弘編，新弥生時代のはじまり 第 4巻 弥生

農耕のはじまりとその年代，雄山閣， 55-82

小林達雄編 2008総覧縄文土器，総覧縄文土器刊行委員会，アム・プロモーショ ン
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尾岩大真 2009日本産樹木年輪試料の炭素14年代からみた弥生時代の実年代，

郎 ，松木武彦編弥生時代の考古学1 弥生文化の輪郭， 同成社，

設楽博己，藤尾慎一
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第4章 自然科学分析

第 1節ー 2 放射性炭素年代測定結果

株式会社パレオ・ラボ

1．はじめに

鰺ヶ沢町に位隧する新沢 (1)遺跡と新沢（2)遺跡から出土した炭化材について、加速器質量分析

法 (AMS法）による放射性炭素年代測定を行った。なお、同一試料を用いて樹種同定も行われている（第

4章第2節参照）。

2.試料と方法

試料は、新沢（1)遺跡の土坑 SK18の 1層から出土した炭化材 1点 (PLD-30400) と、新沢（2) 遣

跡の溝跡 SN09の 1層から出土した炭化材 l点 (PLD-30401) の、計 2点である。どちらも最終形成年

輪は残存していない部位不明の炭化材である。調査所見による遺構の時期はどちらも不明であるが、

SK18の周囲からは平安時代の竪穴住居跡や、縄文時代晩期初頭の土坑と遣物などが確認されており 、

土坑 skl8も平安時代も しく は縄文時代晩期の遣構である可能性が推測されている。一方、 SN09の周

辺では縄文時代後期（＋腰内 1式）と、弥生時代中期（五所式？）、弥生時代中期末 （念仏間式）の

遣構や遺物が確認されている。

測定試料の情報、調製データは表 1のとおりである。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・

ラボ、コンパクト AMS: NEC製 1.5SDH) を用いて測定した。得られた叱濃度について同位体分別効

果の補正を行った後、 14c年代、暦年代を算出した。

表l 測定試料および処理-- -- - -

試料データ
考古学的手法に

前処理データ測定番号 遺跡データ
よる推定時期

漬跡名．新沢 (1)潰跡
種類・炭化材（コナラ屁コナラ節） 前処理前童量．15.16mg 

遺構．SK18
試料の性状景終形成年輪以外、部位不明 縄文晩期か 燃焼量．5.27mg

PLD-30400 層位．1
形状（サイズ） ：破片 (10XlX8cm) 平安時代 柑製炭素量ふ 22mg

試料No.炭ー26
状態．dry 炭素回収量土 05tng

遺物No.14ARAl_J-21 

遺跡名．新沢 (2)遺跡
種類・炭化物（コナラ展アカガシ亜属） 前処理前重量．71.93mg 

遺樽．SN09
試料の性状．最終形成年輪以外、部位不明 不明 燃焼量：5.75mg 

PLD-30401 層位． 1
形状（サイズ） ：破片 (2.5 x 2 x 5cm) （弥生後期？） 精製炭素量．3.50rng 

試料No.炭ー43
状態 ．dry 炭素回収量.1. 03tng 

遺物No.14ARA2_J-12 

^ .... 1 巳9 9 - ＼ r Ln  →m 蔦了 ↓ T『 注、4一`h T ム > > T l -ム ，ヽ4~ ｀ h l ← -ム- ^mマ i. -ム’’ • 9 1 9 9 上， 疇＾`ア と-ム→ n^． 

3.結果

表 2に、同位（本分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (o13c)、同位体分別効果の補正を行って暦

年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示し

た叱年代を、表 3に13c;12c比を、図 1に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は

下1桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を

行うために記載した。
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表2 放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定 6 13c 暦年較正用年 14c年代 1•c年代を暦年代に較正した年代範囲
測定番号 代

回数 （％） (yrBP土1(J) (yrBP土1o) 1()暦年代範囲 2o暦年代範囲

722-740 cal AD (17. 8%) 

PLD-30400 767-778 cal AD (12. 4%) 595~700 cal AD (0. 8%) 

新沢(1)遺跡 SK18
， -25. 55士0.16 1226士18 1225士20 791-807 cal紅I(12. 3%) 710-745 cal AD (23. 3%) 

812-827 cal AD (9. 3%) 764-881 cal AD (71. 2%) 
840-863 cal AD (16. 4%) 

PLD-30401 ， -26. 16土0.19 2071土20 2070土20 147-145 cal BC (1. 7%) 167-41 cal BC (95. 4%) 
新沢(2)遺跡 SN09 111-47 cal BC (66. 5%) 

14c年代は AD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。 14c年代 (yrBP) の算出には、 14c

の半減期として Libbyの半減期 5568年を使用した。また、付記した 14c年代誤差 （土 l(J）は、測

定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の叱年代がその充年代誤差内に入る確率が

68. 2％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14c濃度が一定で半減期が 5568年とし

て算出された叱年代に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動

による大気中の叱濃度の変動、および半減期の違い (14Cの半減期

5730土40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出す

ることである。

14c年代の暦年較正には OxCal4.2 （較正曲線データ： IntCal13)

表3 各測定での13c;12c比（％）

測定番号 PLD-30400 PLD-30401 

1 1. 0876 1.0866 

2 1. 0878 1. 0870 

3 1.0879 1. 0872 

4 1.0883 1. 0872 

5 1. 0881 1. 0875 

6 1. 0881 1. 0875 

7 1.0882 l. 0876 

8 1.0882 1. 0878 ， 

一1.0884 1. 0881 

を使用した。なお、 1(J暦年代範囲は、 OxCalの確率法を使用して算出された 14c年代誤差に相当す

る68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2(J暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲であ

る。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線

は叱年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

4.考察

以下、各試料の暦年較正結果のうち 20暦年代範囲（確率 95.4%）に着目して結果を整理する。なお、

弥生時代の暦年代については小林 (2009) を参照した。

新沢（1) 遺跡の士坑 SK18から出士した炭化材 (PLD-30400) は、 695-700 cal AD (0. 8%）、 710-

7 45 cal AD (23. 3%）、 764-881 cal AD (71. 2%）であった。これは 7世紀末～ 9世紀後半で、飛鳥～

平安時代前期に相当する。調査所見による SK18の時期は不明であるが、周辺にある遺構の時期から、

縄文時代晩期もしくは平安時代の可能性が推測されている。したがって、土坑 SK18は平安時代前期

の可能性が高い。

新沢（2)遺跡の焼土跡SN09から出士した炭化材 (PLD-30401)は、167-41cal BC (95. 4%）であった。

これは弥生時代中期後半に相当する。調査所見による SN09の時期は不明であるが、周辺では縄文時

代後期（＋腰内 1式）、弥生時代中期（五所式？）、弥生時代中期末（念仏間式）の遺構や遣物が確認

されている。なお、試料の樹種はコナラ属アカガシ亜属（以下、アカガシ亜属）であった（樹種同定
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の報告参照）。 アカガシ亜属は現在の青森県には分布しておらず、分布の北限が近いアカガシ亜属は

アカガシ、 ツクバネガシ、 アラカシ、 ウラジロガシで宮城県までの分布である （佐竹ほか， 1989)。

また、 吉森県内の江戸時代以前の遺跡ではアカガシ亜属の出土例は確認されておらず、弥生時代中期

におけるアカガシ亜属の木製品の出土例の北限は群馬県である （伊東・山田編， 2012)。試料は破片

のため用途不明であるが、他の地域から持ち込まれた木材の可能性が考えられる。

また、木材の場合、最終形成年輪部分を測定すると枯死もしくは伐採年代が得られるが、内側の年

輪を測定すると、最終形成年輪から内側であるほど古い年代が得られる （古木効果）。今回の試料は

どちらも最終形成年輪を欠く部位不明の炭化材であり、年代測定の結果が古木効果の影響を受け、木

材が伐採された年代よりもやや古い年代を示している可能性がある。

（伊藤茂・安昭妓・廣田正史・ 山形秀樹・小林紘ー •Zaur Lomtatidze ・黒沼保子）
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第 1節ー 3 新沢 (1)遺跡・金沢街道沢（ 1)遣跡の放射性炭素年代測定（ウイグルマッチング法）

株式会社パレオ・ラボ

1．はじめに

新沢（ 1)遺跡と金沢街道沢 (1)遣跡から出土した炭化材について、ウィグルマッチング法を用

いた加速器質量分析法 (AMS法）による放射性炭素年代測定を行った。なお、同一試料を用いて樹種

同定も行われている（第4章第 2節樹種同定の報告参照）。

2.試料と方法

試料は、炭化材が 2個体である。 1個体は新沢（ 1)遺跡の平安時代 (9世紀末～ 10世紀初頭）

の竪穴住居跡SI03の5層から出土した炭化材で、建築材と考えられる。部位不明で、最終形成年

輪は残存していなかった。樹皮に近い方から 1-5年目 (PLD-29976) と、 16-20年目 (PLD-29977)、

31-35年目 (PLD-29978) の年輪部分から測定試料を採取した。もう 1個体は、金沢街適沢（ 1)遣

跡の奈良時代 (8世紀）の竪穴住居跡SI08の覆土から出土した炭化材で、建築材と考えられる。最

終形成年輪は残存していなかったが、辺材が残っていた。樹皮に近い方から 1-5年目 (PLD-29979)と、

16-20年目 (PLD-29980)、31-35年目 (PLD-29981) の年輪部分から測定試料を採取した。

測定試料の情報、調製データは表 1のとおりである。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・

ラボ、コンパクト AMS: NEC製 1.5SDH) を用いて測定した。得られた叱濃度について同位体分別効

果の補正を行った後、 14c年代、暦年代を算出した。

表1 ウイグルマソチング測定試料および処理

測定番号 遺跡・試料データ 推定時期 採取データ 前処理

超音波洗浄

PLD-29976 遺跡名：新沢（1)遺跡 採取位置 ：樹皮側から1-5年 酸・アルカリ・酸洗浄（塩

遺構： SI03 目 酸： 1．2N，水酸化ナトリウ

層位： 5層 ム： 1.ON,塩酸： 1.2N) 

試料No.炭ー13 平安時代 超音波洗浄

PLD-29977 
遺物No.14ARAl_J-10 (9世紀末～

採取位置： 16-20年目
酸・アルカリ・酸洗浄（塩

種類：炭化材（クリ） 10世紀初 酸： J.2N,水酸化ナトリウ
試料の性状：母終形成年輪以外、部位不明 頭） ム： 1.ON,塩酸： 1.2N) 
試料の形状：残存径7x 4cm、残存年輪数38 超音波洗浄
年 酸・アルカリ・酸洗浄（塩

PLD-29978 状態： dry 採取位置： 31-35年目
酸： ］、 2N,水酸化ナ トリウ
ム： 1.ON,塩酸： 1.2N) 

超音波洗浄

PLD-29979 遺跡名：金沢街道沢（1)遺跡 採取位置：樹皮側から1-5年 酸・アルカリ・酸洗浄（塩

遺構： SI08 目 酸： 1.2N，水酸化ナトリウ

層位：瑕土 ム： 1.ON,塩酸： 1．2N) 
試料No.炭ー49 超音波洗浄

PLD-29980 
遺物No.14KANA_J-4 奈良時代

採取位置： 16-20年目
酸・アルカリ・酸洗浄（塩

種類：炭化材（トネリコ属シオジ節） (8世紀） 酸： 1.2N,水酸化ナトリウ
試料の性状：景終形成年輪以外（辺材） ム： 1.ON,塩酸： 1.2N) 
試料の形状：残存直径3.8cm、残存年輪数36

超音波洗浄
年 酸・アルカリ・酸洗浄（塩

PLD-29981 状態： dry 採取位置： 31-35年目
酸 ：1.2N,水酸化ナト リウ
ム： J.ON,塩酸： J.ZN) 
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3.結果

表 2、3に同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (013C)、同位体分別効果の補正を行って

暦年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示

した 14c年代、ウイグルマッチング結果を、表 3に 13CI]2c比を、図 1、2にウイグルマッチング結果

をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更

新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

14c年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。 14c年代 (yrBP) の算出には、 14c

の半減期として Libbyの半減期 5568年を使用した。また、付記した充年代誤差（土 1{J）は、測

定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の充年代がその 14c年代誤差内に入る確率が

68. 2％であることを示す。

なお、暦年較正、ウイグルマッチング法の詳細は以下のとおりである。

［暦年較正］

暦年較正とは、大気中の 14c濃度が一定で半減期が 5568年として算出された叱年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の充濃度の変動、および半滅期の達い (14Cの半減期

5730土40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

14c年代の暦年較正には OxCal4.2（較正曲線データ： IntCal13) を使用した。なお、 1{J暦年代範

囲は、 OxCalの確率法を使用して算出された充年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲で

あり、同様に 2{J暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、そ

の範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は叱年代の確率分布を示し、ニ

重曲線は暦年較正曲線を示す。

［ウィグルマッチング法］

ウィグルマッチング法とは、複数の試料を測定し、それぞれの試料間の年代差の情報を用いて試料

の年代パターンと較正曲線のパターンが最も一致する年代値を算出することによって、高精度で年代

値を求める方法である。測定では、得られた年輪数が確認できる木材について、 1年毎或いは数年分

をまとめた年輪を数点用意し、それぞれ年代測定を行う。個々の測定値から暦年較正を行い、得られ

た確率分布を最外試料と当該試料の中心値の差だけずら してすべてを掛け合わせることにより最外試

料の確率分布を算出し、年代範囲を求める。なお、得られた最外試料の年代範囲は、まとめた試料の

中心の年代を表している。そのため試料となった木材の最外年輪年代を得るためには、最外試料の中

心よりも外側にある年輪数（今回は 2年輪； 2.5年輪の小数以下切り捨て）を考慮する必要がある。

4.考察

以下、各試料の暦年較正結果のうち2(J暦年代範囲（確率95.4%)に着目して、結果を整理する。

新沢（ 1)遺跡の竪穴住居跡SI03から出土 した炭化材 （炭ー13: PLD-29976 ~ 29978)の最外年輪

年代は、 897-937cal AD (50. 3%）および944-977cal AD (45. 1%）であった。これは9世紀末～ 10

世紀後半で、平安時代前期～中期に相当する。 したがって、 SI03の推定時期である平安時代 (9世

紀末～ 10世紀初頭）に対して整合的である。

金沢街道沢（ 1)遺跡の竪穴住居跡SI08から出土した炭化材（炭ー49:PLD-29979 ~ PLD-29981)は、
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表2 新沢（1)遺跡SI03出土の炭ー13の放射性炭素年代測定、暦年較正、ウイグルマッチングの結果

測定番号 測定回数
8 l3 C 暦年較正用年代 l4C年代 l4C年代を暦年代に較正した年代範囲

（知） (yrBP土la) (yrBP土1(J) 
且暦年代範囲 2a暦年代範囲

PLD-29976 ， -27.05土0.17 1132土18 1130土20
890-902 cal AD (14. 9%) 

879-978 cal AD (95. 4%) 
920-962 cal AD (53. 3%) 

PLD-29977 ， -26.22士0.16 1135士17 1135土15
888-902 cal AD (17. 0%) 783-787 cal AD (0. 6%) 
920-961 cal AD (51. 2%) 877-975 cal AD (94. 8%) 

778-790 cal AD (9. 9%) 

PLD-29978 ， -27. 78士0.19 1158士18 1160士20
827-840 cal AD (6. 8%) 776-902 cal AD (71. 9%) 
864-899 cal AD (33. 2%) 920-962 cal AD (23. 5%) 
924 945 cal AD (18. 2%) 

最外試料年代
905-924 cal AD (34. 7%) 895-935 cal AD (50. 3%) 
953-969 cal AD (33. 5%) 942-975 cal AD (45. 1%) 

最外年輪年代
907-926 cal AD (34. 7%) 897-937 cal AD (50. 3%) 
955-971 cal AD (33. 5%) 944-977 cal AD (45. 1%) 

表3 金沢街道沢（1)潰跡SI08の炭ー49の放射性炭素年代測定、暦年較正、ウイグルマッチングの結果

測定番号 測定回数
(i l3C 酒年較正用年代 14C年代 l4c年代を暦年代に較正した年代範囲

（知） (y:r:-BP土］ er) (yi:-BP土la) la暦年代範囲 2 er暦年代範囲

774-778 cal AD (4. 0%) 
PLD-29979 ， -25. 31土0.14 1206土18 1205土20 790-829 cal AD (37. 8%) 769-885 cal AD (95. 4%) 

839-866 cal AD (26. 4%) 

PLD~29980 ， -26.18土0.14 1306土18 1305土20
666-694 cal AD (47. 3%) 662-717 cal AD (68. 6%) 
747-763 cal AD (20. 9%) 742-767 cal AD (26. 8%) 

PLD~29981 ， -27. 08土0.18 1307士18 1305土20
666-693 cal AD (49. 1%) 661-717 cal AD (69. 4%) 
748-762 cal AD (19.1%) 742-767 cal AD (26. 0%) 

696-706 cal AD (3. 3%) 
最外試料年代 770-784 cal AD (68. 2%) 713-738 cal AD (14. 3%) 

766-785 cal AD (77. 8%) 

698-708 cal AD (3. 3%) 
景外年輪年代 772-786 cal AD (68. 2%) 715-740 cal AD (14. 3%) 

768-787 cal AD (77. 8%) 

698-708 cal AD (3. 3%)、715-740cal AD (14. 3%)、768-787cal AD (77.8%)であった。これは 7世

紀末～8世紀後半で、飛鳥時代～奈良時代に相当する。したがって、SI08の推定時期である奈良時代(8

世紀）に対して整合的である。

木材は、最終形成年輪部分を測定すると枯死もしくは伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定す

ると内側であるほど古い年代が得られる（古木効果）。今回の試料では、新沢（ 1) 遺跡の竪穴住居

跡 SI03出土の炭ー13(PLD-29976 ~ 29978)は、最終形成年輪を欠く部位不明の炭化材（建築材）で

あり、年代測定の結果が、木材が伐採された年代よりもやや古い年代を示している可能性がある。 一

方、金沢街消沢（ 1)遺跡の竪穴住居跡SI08出士の炭ー49(PLD-29979 ~ PLD-29981) は、最終形成

年輪が残存していなかったが辺材は残っている炭化材（建築材）のため、測定結果は伐採された年代

に近い年代を示していると考えられる。

（伊藤茂 ・ 安昭妓•佐藤正教 ・ 廣田正史・山形秀樹・小林紘ー・ Zaur Lomtatidze ・黒沼保子）
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5
 

10 15 20 25 30 35（年輪）

図版1 年代測定を行った木材と年輪計測結果

I.la.新沢（1)遺跡SI03出士炭化材の横断面 (PLD-29976~PLD-29978:形状不明、残存径7X4cm) 

lb. 年輪計測結果 (38年輪、最終形成年輪なし、樹種：クリ）

2a.金沢街道沢（l)遺跡SI08出土炭化材の横断面 (PLD-29979~PLD-29981:半割状、直径3.8cm) 

2b.年輪計測結果 (36年輪、最終形成年輪なし：辺材、樹種：トネリコ属シオジ節）
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第 2節新沢（ 1)瑣跡、新沢（ 2)遣跡、金沢街道沢 (1)避跡出土炭化材の樹種同定

株式会社パレオ・ラボ

1. はじめに

西津軽郡鰺ヶ沢町に所在する新沢（ 1)遺跡と新沢（ 2)遣跡、金沢街道沢 （1)遣跡から出土し

た炭化材について樹種同定を行った。なお、一部の試料については放射性炭素年代測定も行われてい

る（第4章第1節放射性炭素年代測定の報告参照）。

2. 試料と方法

試料は、炭化材 55点である。新沢（ 1)遺跡では、縄文時代？の土坑 SK18、平安時代の竪穴住居

跡である SI02のカマドと SI03、SI05と、平安時代の製炭上坑 SK12から出土した炭化材、計21点

である。新沢（ 2)遺跡では、縄文時代後期の竪穴住居跡SI03とSI04と、フラスコ状土坑 SK36と

SK34、弥生時代？の土坑SK03、平安時代の竪穴住居跡SIOl、土坑SK04とSK07、SK09、SKlO、時期

不明の溝跡SN09から出土した炭化材、計 12点である。金沢街道沢 （1)遁跡では、奈良時代の竪穴

住居跡SI08とSI16、奈良～平安時代の土坑 SKOlから出土した炭化材が計22点であるが、同一試料

内に複数樹種を含む試料があったため、分析の総数は24点となった。

樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による形状の確認と、残存年輪数および残存径の計

測を行った。その後、カミソリまたは手で 3断面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、直径

1 crnの真鍮製試料台に試料を両面テープで固定した。その後、イオンスパッタで金コーティングを

施し、走査型鼈子顕微鏡 (KEYENCE社製 VE-9800)を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。残り

の試料は、埋蔵文化財調査センターに保管されている。

3. 結果

樹種同定の結果、針葉樹はスギの 1分類群、広葉樹はクリと、ブナ属、コナラ属アカガシ亜属 （以

下、アカガシ亜属）、コナラ属コナラ節（以下、コナラ節）、モクレン属、クスノキ科、キハダ、カエ

デ属、 ニシキギ属、タラノキ、 トネリコ属シオジ節（以下、シオジ節）の 11分類群の、計 12分類群

が確認された。遺跡別の樹種組成を表 1、

結果の一覧を付表1に示す。
表1 遺跡別の樹種同定結果
樹種／遼跡 新沢(1) 新沢(2) 金沢街道沢(1) 計

新沢 (1)遣跡では、クリが 17点と、 スギ 2 2 

ブナ属とコナラ節、クスノキ科、タラノ
クリ 17 8 4 29 

プナ属 1 2 3 

キが各 1点みられた。 コナラ属アカガシ亜属 1 

コナラ属コナラ節 1 
新沢 (2) 遺跡では、クリが 8点と、 モクレン属 ， ， 

ブナ属が 2点、アカガシ亜属とカエデ属クスノキ科 1 

が各 1点みられた。
キハダ

カエデ属 1 1 

金沢街道沢（ 1) 遺跡では、モクレンニシキギ属 1 

属が 9点と、シオジ節が 7点、クリが4点、
タラノキ 1 

トネリコ属シオジ節 7 7 

スギが 2点、キハダとニシキギ属が各 1 計 21 12 24 57 
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点みられた。

以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走査型電子顕微鏡写真を図版に示す。

(1) スギ Cryptomeriajaponica(L. f.) D. Don スギ科図版 1 la-le（炭ー57)

仮道管と放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。早材から晩材への移行はやや急である。樹脂

細胞は主に晩材部に散在する。分野壁孔は大型のスギ型で、 1分野に通常2個並ぶ。

スギは暖帯から温帯下部に生育する常緑尚木である。材は比較的軽軟で、切削加工は容易であり、

割裂性は大きい。

(2) クリ Castanea crenata Siebold et Zucc. ブナ科図版 1 2a-2c（炭ー3)

大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔

材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単ーである。放射組織は同性で、主に

単列である。

クリは温帯下部から暖帯に分布する落葉高木である。材は重硬で、耐朽性および耐湿性に優れ、保

存性が面い。

(3) ブナ属 Fagus ブナ科図版 1 3a-3c（炭ー1)

小型で単独の道管が密に分布し、晩材部ではやや径を滅ずる散孔材である。道管の穿孔は、単一の

ものと階段状の 2種類がある。放射組織はほぼ同性で、単列のもの、 2～数列のもの、広放射組織の

3種類がある。

ブナ属は温帯に分布する落葉高木で、ブナとイヌブナがある。材は、堅硬および緻密で、靱性があ

るが保存性は低い。

(4) コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen Cyclobalanopsis ブナ科 図版 1 4a-4c（炭ー43)

円形でやや大型の道管が、単独で放射方向に配列する放射孔材である。軸方向柔組織はいびつな綿

状となる。道管の穿孔は単ーである。放射組織は同性で、単列と広放射組織がある。

アカガシ亜属は主に暖帯に分布する常緑高木で、アカガシやシラカシ、ツクバネガシ、アラカシな

ど8種がある。イチイガシとシリブカガシーマテバシイ以外は木材組織による識別が困難なため、イ

チイガシとシリブカガシーマテバシイを除いたアカガシ亜属とする。材は、きわめて堅硬および強靱

で、水湿に強い。

(5) コナラ属コナラ節 Quercussect. Prinus ブナ科 図版1 5a-5c（炭ー26)

大型の道管が年輪のはじめに 1列程度並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する

環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。適管の穿孔は単ーである。放射組織は同性で、

単列と広放射組織の 2種類がある。

コナラ節は温帯下部および暖帯に分布する落葉高木で、カシワとミズナラ、コナラ、ナラガシワが

ある。材は全体的に璽硬で、加工困難である。

(6)モクレン属 Magnolia モクレン科図版 1・ 2 6a-6c（炭ー75)

小型の道管が、単独もしくは 3~4個複合して均等に分布する散孔材である。木繊維の壁は薄い。

適管相互壁孔は対列～階段状、道管の穿孔は単一である。放射組織は 1~2列幅で、上下端の 1~2

細胞が直立もしくは方形細胞である異性である。

モクレン属は温帯から暖帯上部に分布する常緑または落葉の低木および高木で、タイサンボクやホ
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オノキ、モクレン、コプシなどがある。材は一般にやや軽軟または中庸程度だが、緻密で狂いが少ない。

(7) クスノキ科 Lauraceae 図版2 7a-7c（炭ー22)

やや小型の道管が、単独ないし 2~4個複合してまばらに分布する骸孔材である。軸方向柔組織は

周囲状～翼状となる。道管の穿孔は単ーである。放射組織は異性で、 1~3列幅である。

クスノキ科は熱帯から温帯に分布する常緑または落葉の面木もしくは低木である。ニッケイ属やタ

ブノキ属、クロモジ属など8属がある。

(8) キハダ Phellodendronamurense Pupr. ミカン科図版2 8a-8c（炭ー80)

大型で丸い道管が早材部に配列し、晩材部ではごく小型で薄壁の小道管が集団をなして帯状～斜線

状に配列する環孔材である。道管に赤褐色の樹脂が見られ、穿孔は単ーである。放射組織はほぼ同性、

1~6列幅である。

キハダは温帯に分布する落葉面木である。材はやや軽軟で加工容易だが、水湿に強い。

(9)カエデ属 Acer カエデ科図版2 9a-9c（炭ー33)

径が中型の道管が、単独もしくは放射方向に数個複合して分布する散孔材である。横断面において

木部繊維の壁厚の達いによる雲紋状の模様がみられる。適管の穿孔は単ーで、道管壁にはらせん肥厚

がみられる。放射組織はほぼ同性で、 1~5列幅である。

カエデ属は主に温帯に分布する落葉高木で、オオモミジやハウチワカエデ、イタヤカエデなど 26

種がある。材は全体的に緻密で靱性がある。

(lo)ニシキギ属 Euonymus ニシキギ科 図版2 10a-10c （炭—68)

小型の道管が、単独で年輪内に均等に分布する散孔材である。道管の穿孔は単ーである。放射組織

は、すべて平伏細胞からなる同性である。

ニシキギ属は暖帯から温帯に分布する落葉または常緑の高木ないし低木であるが、ときに藤本もあ

る。ニシキギやマサキ、マユミなど 18種がある。マユミの材はやや硬堅だが、割裂は容易である。

(11)タラノキ Araliaelata (Miq.) Seem. ウコギ科図版2・ 3 lla-llc（炭-21)

年輪のはじめにやや大型の消管が数列並び、晩材部では小消管が単独もしくは数個複合して接線状

に配列する環孔材である。道管の穿孔は単ーである。放射組織は 3~5列幅の異性で、不完全な鞘細

胞がみられる。

タラノキは湿帯から暖帯に分布する落菓低木である。材の強度は中庸である。

(12) トネリコ属シオジ節 Fraxinussect. Fraxinaster モクセイ科 図版3 12a-12c（炭ー47)

年輪のはじめに大型の道管が数列並ぶ環孔材で、晩材部では厚壁の小道管が単独もしくは放射方向

に2~3個複合して散在する。灌管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、 1~3列幅である。

シオジ節は温帯に分布する落葉高木で、シオジとヤチダモがある。材はやや璽硬で粘りがあり、加

工性および保存性は中庸である。

4. 考察

新沢（ 1)遺跡の樹種同定結果を表2に示す。平安時代の竪穴住居跡SI02のカマド出土の炭化材

はブナ属であった。形状は破片であり、カマドから出士しているため燃料材と思われる。同じく平安

時代の竪穴住居跡である SI03、SI03のPitl、SI05出土の炭化材は、いずれもクリであった。試料の
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形状は長径2~6cm程の破片が多いが、 SI03では角材状やみかん割り状もみられた。また、年輪が

密に詰まっている試料が多い。用途は建築材と推測されるが、出土状況と併せて検討する必要がある。

縄文時代と思われる土坑SK18ではコナラ節 1点がみられた。形状は薄い板状だが、非常に状態が悪

いため、元の形状および用途は不明である。平安時代の製炭土坑SK12では、クリが 2点と、 クスノ

キ科とタラノキが各 1点みられた。遣構は製炭土坑と考えられているため、試料は燃料材か炭製品の

一部と推測される。試料の形状は、クリは破片と半径3.5 cmの節、クスノキ科とタラノキは直径 1cm 

の丸木であり、小径の材を利用していたと思われる。なお、クスノキ科の炭化材は半割にした断面に

加工痕がみられた。

表2 新沢(1)遺跡の樹種同定結果
遺溝の種別 竪穴住居跡 士坑 製炭士坑

遺溝名 SI02カマド SI03 SI03P1 tl SI05 SK18 SK12 

樹種 時期 平安 縄文？ 平安 計

クリ 12 1 2 2 17 

プナ属

コナラ属コナラ節

クスノキ科

タラ ノキ 1 

計 12 1 2 4 21 

新沢（ 2)遺跡の樹種同定結果を表 3に示す。縄文時代後期の竪穴住居跡SI03とSI04の炭化材は

クリが各 1点、フラスコ状土坑SK36の炭化材がクリ、 SK37の炭化材がブナ属であった。SI04の試料

は角材状で建築材の可能性があるが、それ以外の試料はほとんどが破片で、元の形状や用途は不明で

ある。弥生時代？の土坑 SK03の炭化材はカエデ属であった。部位は節であり、元の試料の形状や用

途は不明である。平安時代の竪穴住居跡SIOlとSIOlのPitlの炭化材はクリが各 1点であった。また、

平安時代の製炭士坑SK04とSK07、SK09でクリ、 SKlOでブナ属がみられた。製炭士坑の炭化材は燃

料材か炭製品の一部と考えられる。SKlOのプナ属は節、それ以外の試料は破片で、いずれも元の形

状は不明である。時期不明の焼士跡SN09では、アカガシ亜属がみられた。アカガシ亜属の分布の北

限はアラカシが宮城県・石川県で、その他のアカガシ亜属の樹種は福島県以南である（平井， 1996)。

したがって、青森県には分布しておらず、アカガシ亜属は現在の吉森県内では五所川原市の隈無 (8)

遺跡の江戸時代後半以降の農耕具で 1点確認されているだけである（伊東・山田編， 2012)。本試料

もアカガシ亜属が分布している東北地方南部以南からの搬入品、もしくは新 しい時期の木製品の一部

である可能性が考えられる。

表3 新沢 (2)遺跡の樹種同定結果

遺構の種別 竪穴住居跡 フラスコ状土坑 土坑 製炭土坑 溝跡

遠溝名 SI03 SI04 SIOl SIOlP1 tl SK36 SK37 SK03 SK04 SK07 SK09 SKlO SN09 

時期 縄文後期 平安 縄文後期 弥生？ 平安 不明 計

クリ 1 1 1 1 8 

プナ属 1 2 

コナラ属アカガシ亜属

カエデ属 1 

酎 1 1 1 1 1 1 12 

金沢街道沢（ 1)避跡の樹種同定結果を表 4に示す。奈良時代の竪穴住居跡SI08ではシオジ節が

7点と、クリとスギが各 2点みられた。同□く奈良時代の竪穴住居跡SI16では、モクレン属が 9点と、
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クリが 2点、ニシキギ属が 1点であった。試料表4 金沢街道沢(1)遺跡の樹種同定結果
遺構の種別 竪穴住居跡 土坑

遺構名 SIOS SI16 SKOl 

時期 奈良 奈良～平安計

の形状は、 SI08のシオジ節で角材？と半割状が

各 1点みられたが、それ以外は破片で元の形状樹種

は不明であった。試料は建築材の可能性が考えー＿
スギ

クリ

られ、 SIO8ではシオジ節、 S116ではモクレン属モクレン属

が多用されており、竪穴住居跡によって異なる
キハダ

ニシキギ属

樹種組成がみられた。また、奈良～平安時代のニネリコ属シオジ節 7 

士坑 SKOlの炭化材 1点は、キハダであった。形
計

状は破片であり、元の形状および用途は不明である。

吝森県を含む東北地方における建築材は、縄文時代は圧倒的にクリが多く、弥生～平安時代にはク

2
 

2
 

2
 

2
 

4
 

，
 

，
 17
 11 12 24 

リとコナラ節を中心とした広葉樹を多用する傾向が確認されている（荒井， 2012)。今回分析を行っ

た3遺跡では、新沢（ 2)遺跡の縄文時代の竪穴住居跡SI03とSI04でクリ、金沢街道沢 (1)遺跡

の奈良時代の竪穴住居跡SI08とSI16、新沢（1)遺跡の平安時代の竪穴住居跡SI03とSIO氏新沢 (2)

遺跡の平安時代の竪穴住居跡SIOlでクリの使用が認められた。ただし、金沢街道沢（ 1)遺跡では

クリの使用もみられるがシオジ節とモクレン属が多い。 したがって、今回の竪穴住居跡出士の炭化材

が建築材であれば、木材利用傾向は周辺地域のクリを多用する傾向と一致する。また、士坑でも平安

時代の製鉄関連造構を中心にクリが比較的多く見られたが、クリ以外にもブナ属やコナラ節、クスノ

キ科、モクレン属、キハダ、カエデ属、などがみられ、竪穴住居跡よりも多様な広菓樹の利用が確認

された。青森県内での燃料材の用材傾向は、縄文時代ではクリの他にも多様な広葉樹の利用が知られ

ているが、平安時代ではクリとモクレン属、ブナ属の利用が多く（伊東 ・山田編， 2012)、今回の分

析結果も類似した傾向を示した。

新沢（ 1)遺跡と新沢 （2)遺跡は鳴沢川右岸の段丘上に位置し、金沢街道沢 （1)遵跡は鳴沢川

の河口に面した低地に接する段丘上に位置する。今回の分析で確認された樹種のうち、シオジ節のシ

オジやヤチダモは、河川や水湿地など湿潤な土地に生育する樹木である。シオジ節以外の樹種は、主

に台地上に生育する樹種である。 したがって、金沢街道沢（ 1)遣跡の竪穴住居跡SI08では、低地

に生育していた木材が利用された可能性がある。 また、金沢街道沢 （1) 遺跡の住居跡SilOで行わ

れた種実同定で、雑穀や水田雑草にもなる草本類が多く産出している（第4章第3節炭化種実同定の

項参照）。今後、分析例を増やすことにより、周辺の低地利用について明らかになる可能性がある。

（黒沼保子）
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付表1 新沢 (1)遺跡、新沢 (2)遺跡、金沢街道沢 (1)出土炭化材の樹種同定結果一覧

整理番号 遺助名 出土位置 層位 日付 取上番号 棺種t,7・たも 樹種 形状 サイズ(ra) 年蛉数 年代測定 時期 時期詳輝

炭―l 5IO2カマド 床直 6 • 2 5 KC-I l4紐Al_J-l プナ属 破片 3TX1X5 3 平安 9c末～l祝初頭

炭ー2 5!03 5 6・ 18 C-l l心8Al-J-2 クリ 破片 1 5X3X4 10? 平安 9c末～!Oc初頭

炭ー3 5!03 5 6・1B c-2 l牡RAl」J-3 クリ 破片 2X4X5 32 平安 9c末～IOc初頭

炭ー4 5l03 5 6•1B C-3 l4MiAl_J-4 クリ 破片 l X4 5X8 >20 平安 9c末～1氏初頭

炭ー5 5l03 5 6•lB C→4 l4紐Al_Jも クリ 破片 1X6X7 >30 平安 9c末～1如初頭

炭ー6 SI03 5 6・1B C-5 l4ARAl_J-6 クリ 破片 1X6X6 >30 平安 9c末～l此初頭

炭ー7 5l03 5 6・ 18 C-6 l4ARAl_J-7 クリ 祓片 2X6X8 >35 平安 9c末～1De初頭

炭ー8 Sl03 5 6・1B C-T 14航 Al_J-14 クリ 破片 1 5X5XS >30 平安 9c末～1に初頭

炭ー9 SIO3 5 6•18 C-8 l4紆tAl-J-8 クリ 破片 2X3X4 15 平安 9c末～1灰初頭

炭ーll 新 5l03 5 6・lB C-lO l4ARAl_J-9 クリ 荻片 2 5X5X7 25 平安 9c末～lOc初頭
沢

炭—l3

＾ 
SIO3 5 6・ 18 C-l2 14奴 Al_J-10クリ 祓片 6 5X3X6 5 38 PLD-29976~2997B 平安 9c末～1De初頭

l 
炭-l4 5!03 5 6•1B C-l3 l4紐Al_J-ll クリ 角材？ 5 X3. SX 13 30 平安 9c末～1玩初頭

炭ーl5 5l03 5 6・l8 c-l4 l4奴 Al-J-l2 クリ みかん割り状 1 5X4X3 l2 平安 9c末～lDe初頭

炭―l6 SI03Pit1 - 6・20 C-l l4ARAl_J-l3 クリ 破片 く3角 く13 平安 9c末～10c初頭

炭―l7 S105 床直： 6•4 C-l l4紐Al_J-l5 クリ 破片 2X2X3 ， 平安 9c末～1に初頭

炭―l8 5l05 床面 6・11 C-2 14紐Al_J-16 クリ 破片 l 5X3X2 17 平安 9c末～10c初頭

炭ー20 5Kl2 l層中位 5•Z8 C-X l4/JI.Al_J-l 7 クリ 破片 l.5X2X3 IT 平安

炭ー2l 5Kl2 2 5・29 C-l l4紐Al-J-l8 タラ.1キ 丸 宜径lX長さ6 2 平安

炭ー22 5Kl2 3層上面 5・3D c-2 l牡J?Al_J-l9 クスノキ科 半割（加工痕I 直径lX長さ6 2 平安

炭ー23 5kl2 2層下 5•30 C-3 l仕RAl_J-ZO クリ 節 半 35X長さ8 14 平安

炭ー26 SKlB l 6・4 C-l l4紐Al-J-2l コナラ涵コナラ節 砧片 lOXlXB 不明 PLD-30400 縄文？

炭ー27 5!0l 底面 9・l9 C-l l4紅tAZ_J-l クリ 破片 05X35X35 6 平安 10c前半(B-T●宣前）

炭ー29 SIOlPitl 1 9・3D c-x l4航 A2_J-2 クリ 秘片 0 5X6X5 5 >20 平安 10c前半侶—Tm直前）

炭ー30 5103 l l O•Z4 C-l l4奴 A2-J~8 クリ 破片 0 5X2.5X1.5 3 l4紐A2-l 縄文後期 ＋臆内 I式

炭ー3l SIO4 覆土 lD• 3l C-l l仕ぶA2-J-5’ クリ 角材？ 35X05Xll 2 l4ARA2-2 縄文後翔 ＋腰内 1式

炭ー33 5K03 2層下位 7・30 c-x lARA2-J-3 カエデ属 節 3X3X3 不明 l4成 A2-6 弥生？
新

炭ー34 沢 5K04 底面直上 8・8 C-l l4ARA2_J-4 クリ 荻片 1 X3X3 15 平安

＾ 炭ー3S 2 SK07 底面 8・26 C-l l牡ぶA2-J-5 クリ 破片 02X08X25 5 平安
~一會

炭ー37 5K09 5 8 •26 C-2 l4紐A3-J-6 クリ 破片 0.5X2X4 T 平安

炭ー認 5Kl0 3 8・22 C-l l4紅lAZ_J-7 ブナ属 節 35X35X35 不明 平安

炭ー4l SK36 底面 11・12 c-2 l4ARA2_J-l0 クリ 破片 く2角 く5 14ARA2-3 縄文後期 ＋腰内1式

炭ー42 5k37 最下層 ll• lZ C-2 l牡ぶA2_J-ll プナ属 破片 3角ウ 不明 l4航 A2-4 縄文後期 +llll内1式

炭ー43 5N09 l o • 22 C-l lサ8A3-J-l2 コナラ属アカガシ亜属 破片 2.5X2X5 不明
PLD--3040[ 

弥生後期
l4舷 A2-5

炭ー45 S!OB 覆土 10• 3, c-2 l4KANA_J-l クリ 磋 く2角 く15 奈良 Be代

炭ー47 5l08 覆土 l0•3 C-4 l4KAN凡J-2 トネリコ屈シオジ箭 破片 く35角 く15 奈良 8c代

炭ー48-l 5108 覆土 l 0 • 3 C-5 l4KAN凡J-3 トネリ コ厩シオジ節 破片 く3角 く14 奈良 Be代

炭ー48-2 5l08 覆土 10•3 C-5 l4KAN凡J-3 スギ 破片 l X4XJ. 5 13 奈良

炭ー49 5!08 覆土 l0・3 C-6 l4KANA_J-4 トネリコ届シオジ節 半割状 直径3.8 36 孔D-29979-29981奈良 Be代

炭ーso SIOB 覆土 lO・l C-7 l4KAN凡J-5 トネリコ属シオジ節 破片 く2角 く5 奈良 8c代

炭ー52 5108 覆土 l0•3 C-9 l4KAN凡J-6 トネリ コ屈シオジ節 破片 く25角 く8 奈良 Be代

炭ー57_l 5l08 覆士 l 0 • 3 c-l4 l4KANA_J-7 クリ 破片 く3角 7 奈良 Be代

炭ー57_2 5l08 覆土 [0・3 C-l4 l4臥 NA_J-7 スギ 破片 く4免 く11 奈只

炭—⑱ 5108 覆土 l 0•3 C-l5 l4KANA_J-B トネリコ属シオジ節 破片 4X4X4 5 20 奈 8c代

炭ー6l
金
沢 5108 床面 lO• lT C-lB-l l4KAN凡J-9 トネリコ厖シオジ館 角材 ？ 25X2.5X5十祓片 16 奈良 Be代

街
炭ー68 道 5ll6 覆土 9・26 C-l l4KANA_J-l0 ニシキギ届 破片 <l角 く4 奈良 Be代

炭ー69
沢

Sll6 覆土 9・26 c-2 l4KAN凡J-ll クリ 破片 く45角 く5 奈只 Bc代

炭~70
l 

5ll6 覆土 9•26 C-3 l4KAN凡J-l2モクレン屈 破片 く3角 不明 奈良 8c代
~ー會

炭ー7l Sll6 覆士 9・26 C-4 l 4KANA_J-l 3 クリ 破片 く2角 く10 奈良 Be代

炭ー72 5I l 6 覆土 9•26 C-5 l4KAN凡J-l4モクレン厩 破片 <I角 く3 奈良 Be代

炭ー73 5ll6 覆土 9・26 C-6 l4KANA_J-l5 モクレン属 破片 <15角 く3 奈良 Be代

炭ー74 51 l 6 覆土 9・26 C-7 l4臥 N凡J-l6モクレン属 知 <I色 く3 奈良 Bc代

炭→75 5ll6 覆土 9•Z6 C-8 l4KAN凡J-l7 モク レン屈 破片 くz.5角 く10 奈良 8c代

炭ー75 5ll6 覆士 9・26 C-9 l4KAN凡J-l8モグ レン娯 破片 <1 5角 <T 奈良 Be代

炭ー77 SI16 覆土 9・26 C-lO l4KANA_J-l9 モクレン属 破片 くI5角 く11 奈良 Be代

炭ー78 5I l 6 覆土 9 • 2 6 C-ll l4KAN凡J-ZOモクレン属 破片 0 5X4 5X4 不明 奈良 8c代

炭ー79 5Il6 覆土 9・26 C-12 l4KAN凡J-Zl モクレン厖 破片 く2角 不明 奈良 Bc代

炭ーBO 5KOl l 7・ lB C-l l<KANA_J-22 キハダ 破片 く25角 く5 奈良～平安
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囮版1 新沢（1)遺跡、新沢 (2)遺跡、金沢街道沢 (1)遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真 (1)

La-le.スギ（炭ー57_2)、2a-2c.クリ （炭ー3)、3a-3c.プナ厩（炭ー1)、4a-4c．コナラ属アカガシ

亜屈（炭—43) 、 5a-5t . コナラ属コナラ節（炭ー26) 、 6a . モクレン属（炭ー75)

a:横断面、b:接線断面、 c:放射断面
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金沢街道沢(1)還跡・新沢〔l）還跡・新沢(2)遺跡

図版2 新沢（1)遺跡、新沢（2)造跡、金沢街道沢 (1)遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真 (2)

6b-6c.モクレン属（炭ー75)、7a-7c.クスノキ科（炭ー22)、8a-8c. キハダ（炭ー80)、9a-9C.カエ

デ属（炭ー33)、10a-L0c.ニシキギ属（炭ー68)、Ua-llb.タラノキ（炭ー21)

a ：横断面、 b:接線断面、c:放射断面
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図版3 新沢（l)遺跡、新沢 (2)遺跡、金沢街道沢（1)遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真 (3)

Ile. タラノキ（炭ー21)、 l2a-12c. トネリコ属シオジ節（炭ー47)

a ：横断面、 b：接線断面、 C ：放射断面
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

第 3節 新沢（1)瑣跡・新沢（2)遣跡・金沢街道沢（1)渭跡から出土した炭化種実

株式会社パレオ・ラボ

1．はじめに

青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字北浮田町宇新沢地内に位骰する新沢 （1)遺跡と新沢（ 2)遺跡、同

町大字南浮田町字金沢街道沢地内に位置する金沢街道沢（ 1)遺跡の縄文時代後期、弥生時代前期、

奈良～平安時代の遁構・遣物から出土した炭化種実の同定結果を報告し、当時の利用植物や植生につ

いて検討した。

2. 試料と方法

試料は、現地採取試料と水洗選別済試料がある。 1試料中には、 1点から数百点の炭化種実などが

含まれていた。

［新沢（ 1)遣跡］

試料は、竪穴住居跡である SIO2から床直など 5試料と SIO5の床面から 1試料、埋設土器である

SROlの土器内堆積土から 1試料の、計7試料である。試料の時期は、 SIO2とSIO5が平安時代 (9世

紀末～ 10世紀初頭）、 SROlが弥生時代前期（砂沢式期）である。

［新沢（2)遺跡］

試料は、竪穴住居跡である SIO2の炉から 1試料と、 SIO3の1層から 1試料、 SI04の炉体内から 1

試料、製鉄土坑である SK14の床面直上から 1試料と、土坑募の可能性がある SK15の最下層から 1

試料、フラスコ形土坑である SK20の底面から 1試料、 SK21のクリ層から 2試料、土坑墓の可能性が

ある SK35の士器内などから 3試料、埋設土器である SN14の炉体内から 1試料の、計 12試料である。

試料の時期は、 SIO2とSIO3、SI04、SK15、SK21、SK35、SN14が縄文時代後期前葉 （＋腰内 I式期）、

SK20が縄文時代後期、 SK14が平安時代である。

［金沢街灌沢（ 1)遺跡］

試料は、竪穴住居跡である SIO3の覆土から 1試料、 SIO8の覆土から 2試料、 S110のカマドなどか

ら3試料、土坑募の可能性がある SKOlの1層から 1試料の、計7試料である。試料の時期は、 SIO3

が 8 世紀代と 10 世紀後半以降の遺構が璽複しているため奈良•平安時代、 SIO8 が奈良時代、 SilO が

平安時代、 SKOlが奈良～平安時代である。

水洗選別済み試料は、青森県埋蔵文化財調査センターによって最小 1.Onnn目の飾を用いて水洗およ

び抽出が行われ、水洗量は重量で計量されていた。現地採取試料については、青森県埋蔵文化財調査

センターによって発掘調査中に取り上げられた。

同定・計数は、肉眼および実体顕微鏡下で行った。計数の方法は、完形または一部が破損していて

も1個体とみなせるものは完形として数え、 1個体に満たないものは破片とした。計数が難しい分類

群については、おおよその数を記号（＋）で表記した。試料は、吉森県埋蔵文化財調査センターに保

管されている。

3. 結果
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［新沢（ 1)遣跡］

同定の結果、木本植物では広葉樹のアサダ炭化果実とクリ炭化果実、ウルシ属ーヌルデ炭化内果皮

の3分類群、草本植物ではサナエタデーオオイヌタデ炭化果実とタデ属炭化果実、イネ炭化種子の 3

分類群の、計 6分類群が見いだされた（表 1)。この他、科以上の詳細な同定ができなかった炭化種

実を不明Aとした。科以上に細分する識別点が残存していない一群を、同定不能炭化種実とした。種

実以外には炭化した子嚢菌がみられたが、同定の対象外とした。また、未炭化の種実も得られたが、

遣構の立地から当時の生の種実は遺存しないため、対象外とした。

以下、産出した炭化種実について遣構別に記載する（不明と同定不能種実、虫えい、子嚢菌は除く）。

SIO2 ：アサダとクリ、ウルシ属ーヌJレデ、タデ属、イネがわずかに得られた。

S105:サナエタデーオオイヌタデとタデ属がわずかに得られた。

SR01 :ウルシ属ーヌルデがわずかに得られた。

表1 新沢（1)遺跡から出土した炭化種実（括弧内は破片数）
遺構 SI02 

層位 5層 6層 5層 床直

時期 平安

重呈
5300 5300 7100 50 

分類群 (g) 

アサダ 炭化果実 1 

クリ 炭化果実 (9) 

ウルシ属ーヌルデ 炭化内果皮
サナエタデーオオイヌタデ炭化果実
タデ属 炭化果実
イネ 炭化種子 (1) 

不明A 炭化種実 (1) 

同定不能 炭化種実
子嚢菌 炭化子嚢 169 (14) 1 

現生

スギ 種子 1 
イヌタデ 果実 2 2 

［新沢（2)遣跡］

床 直 土

器内の土

1080 

1 

1 

7 

SIO5 

床面

300 

2 (2) 

1 

(2) 

16 

SROl 
土器内堆
積土

弥生即期

900 

10 

同定の結果、木本植物では広葉樹のオニグルミ炭化核と、サワシバ炭化果実、クリ炭化果実・炭化

子葉、コナラ属コナラ節炭化幼果、サクラ属サクラ節炭化核、キイチゴ属炭化核、ウルシ属ーヌルデ

炭化内果皮、 トチノキ炭化種子、ブドウ属炭化種子、タラノキ炭化核、ニ ワトコ炭化核の 11分類群、

草本植物ではミズヒキ炭化果実と、タデ属炭化果実、ササゲ属アズキ亜属炭化種子、ヒシ属炭化果実、

ササ属炭化種子の 5分類群の、計 16分類群が見いだされた（表 2)。この他、科以上の詳細な同定が

できなかった炭化芽を不明として一括した。科以上に細分する識別点が残存していない一群を同定不

能炭化種実とした。種実以外には炭化した虫えいや子嚢菌、子嚢菌塊がみられたが、同定の対象外と

した。また、未炭化の種実が得られたが、遣構の立地から堆積当時の生の種実は遺存しないと考えら

れるため、同定の対象外とした。

以下、産出した炭化種実について遺構別に記載する（不明芽と同定不能種実、虫えい、子嚢菌は除く）。

SI02:オニグルミが多く、ヒシ属がわずかに得られた。

SI03:クリが多く、サワシバとコナラ属コナラ節がわずかに得られた。

SI04:同定可能な種実は得られなかった。

SK14:キイチゴ属がわずかに得られた。
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

SK15:オニグルミとクリが多く、ウルシ属ーヌJレデが少最、 トチノキ、ブドウ属、ニワトコ、タデ

属、ササゲ属アズキ亜属、ヒシ属がわずかに得られた。

SK20:同定可能な種実は得られなかった。

SK21：クリが多く、サワシバが少量、サクラ属サクラ節とウルシ属ーヌルデ、タラノキ、ミズヒキ、

タデ属がわずかに得られた。

SK35:オニグルミとクリが少量、ブドウ属とニワトコ、タデ属、ササ属がわずかに得られた。

SN14:クリが少量、オニグルミがわずかに得られた。

表2 紅沢 g)遺跡から出土した送化且云（逗弧内は破且塾）
遣情 S!02炉 SIC SI04 双 14 SK16 SI以） s訟I SI35 Slll4 

層位火床面 l層 炉体内 床面直上 最下層 底面 クリ層 這内土 土器内 炉体内
時期 縄文後期前葉 平安 縄文後朔前棠 縄文後期 縄文後期前葉

分類群 置至(~) 280 60 240 3369 40680 鈴U) 現湯採取 邸20 4100 460 鵠〇 函

オニグルミ 炭化核 (69) (304) (14) (6) 

サワシパ 炭化果宴 2 9 (7) 
クリ 炭化果実 (53) (I位 (224) (20) 伍）

炭化子葉 ;/;25~ 邸． 85g 全1※ 3,19、 ミ狂 9.79s <I※ 0.051 

コナラ届コナラ節炭化幼果
サクラ属サクラ節炭化核
キイチゴ属 炭化核
ウルシ屈ーヌJレデ炭化内果皮 11 (I) 
トチノキ 炭化種子 (3) 
プドウ属 炭化種子 (2) 4 (2） 
タラノキ 炭化核
ニワトコ 炭化核
ミズヒキ 炭化果突 (1) 

タデ属 炭化果実 3 
ササゲ属アズキ亜渫炭化種子 I 
ヒシ属 炭化果宴 (Z) (10) 
ササ屈 炭化種子 3 (1) 
不明 炭化芽 (I) 1 
問定不能 炭化種実 (4) (3) (5) (I) 
虫えい 炭化 1 (1) 
子嚢菌 炭化子深塊 (I) 

炭化子棗 30 (6) 183 (6) 331 ((3) 302 63 

現生

キピ連 有ふ果 I 

※完形恨体換算数 骨片

クリ炭化子葉 l点の重蚤22lgとして完形僭体に換算した場合の数

［金沢街道沢（ 1)遺跡］

同定の結果、木本植物では広葉樹のサワシバ炭化果実と、クワ属炭化核、マタタビ属炭化種子、ブ

ドウ属炭化種子、ニワトコ炭化核の 5分類群、草本植物ではヤナギタデ炭化果実と、サナエタデーオ

オイヌタデ炭化果実、ウナギツカミ炭化果実、イシミカワ炭化果実、タデ属炭化果実、ギシギシ属炭

化果実、アカザ属炭化種子、ダイズ属炭化種子、スミレ属炭化種子、セリ炭化果実、シソ属炭化果実、

ナス属炭化種子、ヒエ炭化種子、ヒエ属炭化種子、イネ炭化籾・炭化種子、アワ炭化有ふ果・炭化種

子、エノコログサ属炭化有ふ果、オオムギ炭化有ふ果・炭化種子、コムギ炭化種子、イネ科炭化有ふ果、

ウキャガラ炭化果実、サンカクイーフトイ炭化果実、ホタルイ属炭化果実の 23分類群の、計 28分類

群が見いだされた（表 3)。この他、科以上に細分する識別点が残存していない一群を同定不能炭化

種実と した。種実以外には炭化した子嚢菌がみられたが、同定の対象外とした。また、未炭化の種実

が得られたが、遺構の立地から当時の生の種実は遺存しないため、対象外とした。

以下、産出した炭化種実について遣構別に記載する（同定不能種実と子嚢菌は除く）。

SI03:クワ属とマタタビ属、ニワトコがわずかに得られた。

SI08：サワシバとプドウ属、ヤナギタデ、サナエタデーオオイヌタデ、ウナギツカミ、イシミカワ、

タデ属、アワがわずかに得られた。

SI10：アワとイネが非常に多く、ヒエが少量、ブドウ属とヤナギタデ、サナエタデーオオイヌタデ、

ウナギツカミ、タデ属、ギシギシ属、アカザ属、ダイズ属、スミレ属、セリ、シソ属、ナス属、ヒエ

属、エノコログサ属、オオムギ、コムギ、イネ科、ウキャガラ、サンカクイーフトイ、ホタルイ属が
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わずかに得られた。

SKOl :アワがわずかに得られた。
表3 金沢街道沢（1)遺跡から出土した炭化種実（括弧内は破片数）

遺構 SI03 SI08 sno SKOi 

層位 覆土 覆土 カマド3層 11層 カマド2層 1層

奈良
奈良 平安

奈良

時期 ～平安 ～平安

分類群 車量 (g) 1880 1100 1000 3100 1300 4200 30 

サワシパ 炭化果実 2 
クワ属 炭化核 2 
マタタビ属 炭化種子 1 (2) 

ブドウ属 炭化種子
ニワトコ 炭化核 3 
ヤナギタデ 炭化果実 1 (1) 2 
サナエタデーオオイヌタデ炭化果実 1 1 

ウナギッカミ 炭化果実 1 (1) 2 

イシミカワ 炭化果実 1 (1) 

タデ属 炭化果実 2 (1) 

ギヽンギシ属 炭化果実
アカザ属 炭化種子 1 
ダイズ属 炭化種子 (1) 

スミレ属 炭化種子 1 
セリ 炭化果実
シソ属 炭化果実 2 
ナス厩 炭化種子 ， 
ヒエ 炭化種子 10 5 
ヒエ属 炭化種子 3 2 (1) 

イネ 炭化籾 1 1 (2) 5 
炭化種子 103 (113) 17 (9) 53 (72) 

アワ 炭化有ふ果 ， ， 7 
炭化種子 357 (4) 80 150 

工ノコログサ属 炭化有ふ果 3 
オオムギ 炭化有ふ果

炭化種子 3 (1) 

コムギ 炭化種子 2 
イネ科 炭化有ふ果 8 
ウキャガラ 炭化果実 8 

サンカクイーフトイ 炭化果実
ホタルイ属 炭化果実
同定不能 炭化種実 1 (1) (1) (1) 

子嚢菌 炭化子嚢 72 (2) 103 (3) 7 28 (11) 24 

現生

イヌタデ 果実

次に、炭化種実の記載を行い、図版に写真を示して同定の根拠とする。

(1)オニグルミ Juglans mandshurica Maxim. var. sachalinensis (Komatsu) Ki tam 炭化核 クルミ科

すべて 1/2以下の破片である。完形ならば側面観は広卵形。表面に縦方向の縫合線があり、浅い溝

と凹凸が不規則に入る。壁は緻密で硬く、ときどき空隙がある。断面は角が尖るものが多い。最大の

破片で、残存高 13.8mm、残存幅 13.6mm、残存厚 5.3mm。

(2)クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果実・炭化子葉 ブナ科

果実は、完形ならば側面は広卵形。表面は平滑で、細い縦筋がみられるが、図版の破片は縦筋が不

明瞭である。殻斗着痕は残存していないが、残存していれば果実幅と同じ程度の幅広になり、不規則

で微細な丘状の突起が密にある。最大の破片で、残存長 10.4mm、残存幅 7.8mm。子葉は、側面観が広

卵形。表面一面に縦方向のしわ状の溝がある。しわ以外の面は平坦でやや光沢があり、硬質。面さ

16. 7mm、幅 16.0mm。

(3)コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus 炭化幼果 ブナ科

上面観は円形、側面観は湾状で、鱗片は合着する。高さ 4.4mm、幅4.2mm。
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(4)クワ属 Marusspp. 炭化核 クワ科

側面観はいびつな広倒卵形または三角状倒卵形で、断面形は卵形または三角形。背面は稜をなす。

表面にはゆるやかな凹凸があり、厚くやや硬い。基部に嘴状の突起を持つ。長さ 1.4mm、幅 1.1mm。

(5)マタタビ属 Actinidiaspp. 炭化種子 マタタビ科

上面観は楕円形、側面観は倒卵形または楕円形。表面には五角形や六角形、円形、楕円形などの窪

みが連なる規則的な網目模様がある。壁は薄く硬い。サルナシやマタタビなど、種までの同定には至

らなかった。長さ 1.4mm、幅 1.2mm。

(6)ウルシ属ーヌルデ Toxicodendron sp. -Rhusjavanica L. 炭化内果皮 ウルシ科

上面観は中央がやや膨らむ扁平、側面観は中央がややくびれた広楕円形で、片側がやや膨れる。ざ

らついた質感がある。壁は軟質。表面および断面構造の特徴によって種までの同定が可能であるが、

実体顕微鏡観察のみのため、ウルシ属ーヌルデの同定に留めた。長さ 3.2mm、幅2.1mm。

(7) トチノキ Aesculusturbinata Blume 炭化種子 トチノキ科

すべて微小な破片である。完形ならば楕円形で、下半部は光沢がなく、上半部には光沢がややある。

上下の境目の下に少し突出した着点がある。種皮は薄くやや硬い。種皮は 3層からなり、各居で細

胞の配列方向が異なる。種皮表面には指紋状の微細模様が密にある。最大の破片で、残存長 14.8mm、

残存幅7.0mm。

(8)ブドウ属靡sspp. 炭化種子ブドウ科

上面観は広三角形、側面観は下端が尖る広倒卵形。背面の中央も しくは基部寄りに匙状の着点があ

り、腹面の下端寄りに縦方向の 2本の深い溝がある。種皮は薄く硬い。ヤマブドウ以外のブドウ属で

ある。長さ 4.2mm、幅3.8mm、厚さ 2.8呻。

(9)ニワトコ（広義） Sambucus racemosa L. subsp. sieboldiana (M団．）H.Hara 炭化核 スイカズラ科

上面観は扁平、側面観は楕円形で、基部が尖る。基部に小さな着点があり、背面側は縦方向にやや

反る。波状の凹凸が横方向に走る。長さ 1.9mm、幅 1.2mm。（変種のエゾニワトコの可能性もある。）

(10)タデ属 Polygonumsp. 炭化果実 タデ科

側面観は卵形、断面は三稜形。にぶい稜がある。網目状陸線は細かい。長さ 1.3mm、幅 1.0皿し

(11)ダイズ属 Glycine sp. 炭化種子 マメ科

変形しているが、上面観は扁平、側面親は楕円形。睛は全体の 1/3未灌で、長楕円形。小畑ほか(2007)

に示された、中央の縦溝 (hilar groove) と周囲の降線 (rim-aril) というダイズ属の特徴が認めら

れる。残存長2.7mm、幅2.3mm、厚さ 1.8皿し幅と厚さを、小畑 (2008) に示された現生種の大きさ

と比較すると、野生種に近い。

(12)ササゲ属アズキ亜属 Vigna subgenus Caratotropis 炭化種子 マメ科

上面観は方形に近い円形、側面観は方形に近い楕円形。謄は、本来は全長の半分から 2/3ほどの長

さで、片側に寄る。長さ 4.5mm、幅3.0mm、厚さ 2.8皿3 小畑 (2008) に示された現生種と大きさを

比較すると、野生種と栽培種両方の可能性がある大きさである。

(13)ヒシ属 Trapa sp. 炭化果実 ヒシ科

完形ならば不整三角形。先端が尖った角が 4方向にのびる。痺片が肥厚してできた腕の破片のみが

産出した。先端は尖る。残存長 5.2mm、残存幅 7.9皿。
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(14)シソ属 Perillaspp. 炭化果実 シソ科

いびつな球形。端部に着点がある。表面には、低い降起で多角形の網目状降線がある。エゴマ以外

のシソ属である。長さ 1.8mm、幅1.6mm。

(15)ナス属 Solanumsp. 炭化種子 ナス科

上面観は扁平、側面観は楕円形。表面には畝状突起の細かい網目状陸線がある。着点の一端がやや

突起する。ここでいうナス属とは、ナス以外のナス属である。長さ l.4mm、幅 l.8mm。

(16)ヒエ Echinochloaesculenta (A. Braun) H. Scholz 炭化有ふ果イネ科

楕円形。先端と基部はやや尖り、内頴側は膨らまない。縦方向に微細な筋がある。壁は薄く、光沢

がある。長さ 1.8mm、幅 1.4mm。

(17)ヒエ属 Echinochloa spp. 炭化種子（頴果） イネ科

側面観は卵形ないし楕円形、断面は片凸レンズ形であるが、厚みは薄くやや扁平である。胚は幅が

広くうちわ型で、長さは全長の 2/3程度と長い。栽培型のヒエよ りも細長い。長さ l.9mm、幅 l.lrnrno 

(18)イネ Oryza sativa L. 炭化籾・炭化種子（頴果） イネ科

籾は、完形ならば側面観が長楕円形。縦方向に明瞭な稜線があり、基部は突出する。表面には規則

的な縦方向の顆粒状突起がある。残存長 5.8mm、幅3.4mm。種子（頴果）は上面観が両凸レンズ形、

側面観は楕円形。一端に胚が残り、両面に縦方向の 2本の浅い溝がある。長さ 4.5mm、幅2.7rnrno 

(19)アワ Setaria italica P. Beauv. 炭化有ふ果・炭化種子 （頴果） イネ科

有ふ果は紡錘形。内頴と外頴に独立した微細な乳頭突起がある。長さ l.7mm、幅 1.5mm。種子（頴果）

の上面観は楕円形、側面観は円形に近い。腹面下端中央の窪んだ位置に細長い楕円形の胚があり、長

さは全長の2/3程度。長さ 1.4mm、幅 1.4rnrno 

(20)エノコログサ属 Setariaspp. 炭化有ふ果 イネ科

上面観は楕円形、側面観は紡錘形で先端がやや突出する。アワよりも細長く、乳頭突起が畝状を呈

する。長さ 1.7mm、幅o.9rnrno 

(21)オオムギ Hordeum vulgare L. 炭化種子（頴果） イネ科

側面観は長楕円形、腹面中央部には上下に走る 1本の溝がある。背面の下端中央部には三角形の胚

がある。断面形状は楕円形～円形となる (Jacomet,2006)。長さ4.8mm、幅2.4mm、厚さ l.9rnrno 

(22)コムギ（パンコムギ） Triticum aestivum L. 炭化種子（頴果） イネ科

変形により状態が悪いが、上面観・側面観共に楕円形。腹面中央部には上下に走る 1本の溝がある。

背面の下端中央部には扇形の胚がある。オオムギに比べて長さが短く、幅に対して厚みがあるため、

全体的に丸っこい形状である。断面形状は腹面側が窪み、背面側が円形となる (Jacomet,2006)。ま

たコムギの場合、側面観で最も背の高い部分 （幅の広い部分）が基部付近に来る。コムギ属にはパン

コムギやマカ ロニコムギなど複数種あるが、一般的に日本産コムギと呼称しているのはパンコムギで

ある。ここでは一般的な呼称で記載した。長さ 2.9mm、幅2.3mm、厚さ 2.1mm。

(23)ササ属 Sasa sp. 炭化種子（頴果） イネ科

狭卵形体で、やや扁平。両端がやや細い。背面はわずかに曲線をなすが、腹面はよく湾曲する。下

端に円形の胚がある。長さ 4.8mm、幅2.7mm、厚さ 2.7呻。

(24)イネ科 Gramineae sp. 有ふ果
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上面観は楕円形、側面観は狭倒卵形。先端が尖る。下端に全長の約半分の胚がある。長さ 2.0mm、

幅 1.2mm。

(25)不明 A Unknown A 炭化種実

堅果の破片か。表面は平滑。断面は厚く硬質。残存長 4.0mm、残存幅2.0mm。

4. 考察

以下、遺跡ごとに時期別に考察を行う。

［新沢（ 1)遣跡］

弥生時代前期（砂沢式期）の埋設土器である SROlからは、ウルシ属ーヌルデが 1点得られた。土

器内からの出土であるが、土器との関係は不明である。得られたのは 1点のみであったため、断面構

造等の検討は行っていないが、片側がやや膨れる形状からみると、ヌルデではなくウルシ属の可能性

がある。青森県内でウルシ属は、野生種のヤマウルシかツタウルシ、栽培種のウルシの可能性がある。

炭化した状態から推定して、何らかの用途に利用された可能性がある。民俗例では、ウルシの中果皮

に含まれる脂肪分を取り出して蝋燭の原料としており、ハゼノキよりも質的に優れるといわれるが（平

井， 1996)、瑣跡出土の果実の利用については今のところ不明である。また、弥生時代前期の遭跡か

らウルシ属ーヌルデが出士する例もなく、種や時期も含めて今後、検討が必要であろう。

平安時代 (9世紀末～ 10世紀初頭）の竪穴住居跡である SI02からは、栽培植物のイネ、食用可能

なクリ、種によっては利用できるウルシ属ーヌルデとタデ属が得られた。覆土 (5層）中から出土し

たアサダは落葉閑木であり、何らかの要因で炭化して偶発的に得られた可能性が高い。同じく平安時

代の SI05の床面からは、サナエタデーオオイヌタデとタデ属がわずかに得られた。他の植物に伴っ

て遣構内に持ち込まれた可能性や、周辺に生育していたものが偶発的に炭化した可能性などが考えら

れる。

［新沢（2)遣跡］

縄文時代後期前葉（＋腰内 I式期）の竪穴住居跡である SI02の炉の火床面からは、オニグルミ核

の破片が多く、ヒシ属果実がわずかに得られた。両方とも食用になるが、出上した部位は食用になら

ない部位であり、殻を割った後に偶発的に炭化したか、不要な部位を炉に入れて燃やすなどなんらか

の理由で炭化して遣構内に堆積したと考えられる。

SI03の 1層からはクリが多量に得られた。 SK21から出土 した完形のクリ子葉の重量を用いて完形

個体数に換算すると、約 25個体強分であった。クリが少量の堆積物中 (60g) に高密度に堆積してい

る点やクリの果皮も多く産出している点から、果実のまま保管されていたものが何らかの要因で炭化

した可能性などが考えられる。落葉高木のサワシバ果実やコナラ属コナラ節幼果は、周辺に生育して

いたものが偶発的に炭化した可能性がある。なお、 SI04の炉体内からは同定可能な種実は得られな

かった。

士坑墓の可能性がある SK15の最下層からは、オニグルミとクリが多く、ウルシ属ーヌルデが少量、

トチノキ、ブドウ属、ニワトコ、タデ属、ササゲ属アズキ亜属、ヒシ属がわずかに得られた。オニグ

ルミとクリの破片数は多いが、産出したクリ子葉の重量は、完形個体約 1個体強分であった。得られ

た種実のうち、タデ属は種によるが、そのほかはいずれも食用可能な種実である。同じく土坑型の可
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能性がある SK35の士器内などからは、オニグルミとクリ、ブドウ属、ニワトコ、タデ属、ササ属が

得られた。得られた種実のうち、タデ属は種によるが、そのほかはいずれも食用可能な種実である。

士坑墓の上層との比較が必要であるが、最下層のみにこうした種実類がセットで含まれているとすれ

ば、供献などのために意図的に入れられた可能性もある。

フラスコ形土坑である SK21のクリ層からは食用または利用可能な種として、タデ属は種によるが、

クリとサクラ属サクラ節、ウルシ属ーヌルデが得られた。サワシバやタラノキ、ミズヒキは偶発的に

炭化した可能性がある。クリの子葉は完形個体に換算すると約 4個体強分で、水洗量 (6520g) に対

する量としては、さほど含まれていなかった。

屋外炉である SN14の炉体内からは、クリが少量、オニグルミがわずかに得られた。クリは果皮の

みであり、堅果を割って不要な部位を燃やすなど、なんらかの理由で炭化した破片が埋設内に堆積し

たと考えられる。

縄文時代後期のフラスコ形土坑である SK20の底面からは、同定可能な種実は得られなかった。

平安時代の製炭土坑である SK14の床面直上からは、キイチゴ属がわずかに得られた。少量であり、

どのような経緯で遺構内に入ったかは不明であるが、キイチゴの果実ごと燃えた結果、残りやすい核

が数点残った可能性がある。

［金沢街道沢（ 1)遺跡］

8 世紀代と 10 世紀後半以降の遺構が重複しており、奈良•平安時代とされている竪穴住居跡 SI03

の覆土からは、クワ属とマタタビ属、ニワトコがわずかに得られた。いずれも食用可能な種である。

奈良時代の SI08の覆土からは、栽培植物のアワ、食用可能なブドウ属とヤナギタデ、種によって

は食用可能なタデ属が得られた。ヤナギタデの果実は香辛料に用いられた可能性もある。サワシバ、

サナエタデーオオイヌタデ、ウナギツカミ、イシミカワは、偶発的に炭化し、入り込んだ可能性がある。

平安時代の SilOのカマドや住居覆土からは栽培植物が多く、アワとイネ、ヒエ、オオムギ、コム

ギが得られた。このうち、アワが最も多かった。ほかに食用可能な種として、ブドウ属とヤナギタデ、

シソ属があり、種によっては食用可能な種としてタデ属とアカザ属、ダイズ属が得られた。ダイズ属

は野生種に近い大きさであった。草本のうち、サナエタデーオオイヌタデやウナギツカミ、ギシギシ

属、スミレ属セリ、ナス属、ヒエ属工ノコログサ属などは、遺構周辺に生育していたものが偶発

的に炭化し、入り込んだ可能性や、畑作雑草でもあるため、アワの葉茎などとともに住居内に持ち込

まれた可能性がある。

湿地や水中に生育する抽水植物のウキャガラやサンカクイーフトイ、ホタルイ属もわずかに得られ

ている。これらの種は水田雑草でもある。避跡内で水漬けの場所や湿地、水田などは確認されていな

いため、水田や池状の場所に生育していた植物が薬などと一緒に刈り取られ、住居内に持ち込まれた

可能性などが考えられる。今後、低地部の資源がどのように利用されていたか、低地部の環境や土地

利用との比較が必要である。

奈良～平安時代の土坑の可能性がある SKOlの1層からは、栽培植物のアワがわずかに得られた。

以上のように、金沢街道沢（ 1)遺跡では栽培植物が多く、特にアワは 3遣構から得られており、

頻繁に利用されていたと推定される。 （佐々木由香・バンダリスダルシャン）
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金沢街道沢(1)還跡・新沢〔l）還跡・新沢(2)遺跡

13c 

スケール1-3.9 5rrrn. 4-8. 10-13a-b.14a-b.141mm.13c.14cは任急

図版1 新沢（1)遺跡・新沢 (2)遺跡・金沢街道沢 (1)遺跡から出土した炭化種実 (1)
1.オニグルミ炭化核（新沢（2)遺跡、 SK15.最下層）.2.クリ炭化果実（新沢（2)遺跡、 SK21,クリ層）.3.クリ炭化子葉（新沢 (2)遺跡、 SI03.1層）へ

4 コナラ属コナラ節炭化幼果（新沢（2)遺跡、 SI03令 1層）へ 5 クワ属炭化核（金沢街迫沢（1)遺跡、 SI03、・覆土）、

6 マタクビ展炭化種子（金沢街迫沢（1)遺跡` SI03、覆土） ｀7.ウルシ属ーヌルデ炭化内果皮（新沢 (2)遺跡,SK15、最下層）へ

8 ウルシ属ーヌルデ炭化内果皮（新沢（1)遺跡、 SR01.土器内堆積土）、 9 トチノキ炭化種子〔新沢（2)遺跡、 SK15、最下層）、

10.ブドウ属炭化種子（新沢（2)遺跡` SK3豆土器内） ｀11 ニワトコ炭化核（金沢街道沢（1)遺跡` SI03、覆土） ｀ 

12 クデ属炭化果実（新沢（2)遺跡,SK15、最下層）、 13ダイズ展炭化穫子（金沢街道沢（1)遺跡、 SllO、カマド3層） ｀ 

14 ササゲ属アズキ亜展炭化種子 （新沢 (2)遺跡` SK15、最下層） 、15 ヒシ属炭化果実（新沢〔2)遺跡` SK15` 最下層）

引用文献

平井信二 (1996) 木の大百科—解説編一． 588p，朝倉書店．

Jacomet, S. and collaborators Archaeobotany Lab. (2006) Identification of cereal remains 

from archaeological sites. 2nd edition, IPAS, Basel Univ. 

小畑弘己 (2008)マメ科種子同定法い小畑弘己編「極東先史古代の穀物 3」:225-252,熊本大学

小畑弘己•佐々木由香・仙波靖子 (2007) 土器圧痕からみた縄文時代後・晩期における九州のダイズ

栽培植生史研究， 15-2,97-114. 
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17 

旦
グ

スケール16-291叩

図版2 新沢（1)遺跡・新沢 (2)遺跡・金沢街道沢 (1)遺跡から出土した炭化種実 (2.）
16.シソ属炭化果実（金沢街道沢（1)遺跡 .̀S]10̀ 11層） 1`7 ナス属炭化種子（金沢街道沢（1)遺跡、．S］10̀ 11層） ｀ 
18 ヒエ炭化種子 は金沢街遊沢（1)遺跡` S］10` カマド3層） ｀19 ヒエ展炭化種子（金沢街遊沢（1)遺跡` SllO、カマド3層）へ
20.イネ炭化戦（金沢街道沢（1)遺跡` SI03、カマド3層） ｀21 イネ炭化種子（金沢街道沢（1)遺跡` Sl10,カマド3層）、
22 アワ炭化有ふ果（金沢街道沢（1)遺跡、 S]10.̀11層） ｀23 アワ炭化種子（金沢街道沢（1)遺跡` S］10` カマド3層） ｀ 
24 エ／コログサ展炭化有ふ果（金沢街道沢（1)遺跡` S］10` カマド3層）.25 オオムギ炭化種子（金沢街道沢（1)遺跡.SI 10、11層）へ
26.コムギ炭化種子（金沢街道沢（1)遺跡、．Sl10` カマド3層）、27ササ属炭化種子（新沢 (2)遺跡、 SK35.土器内土） や

28 イネ科炭化有ふ果（金沢街迫沢 .(1 ) 遺跡•、 S]10` カマド3階） ｀29 不明A炭化種実（新沢（1)遺跡、、SI02、5層）
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

第 4節採取土壌分析結果

1．新沢（2)遺跡の花粉分析、微粒炭分析、プラント・オパール分析

株式会社パレオ・ラボ

l)はじめに

青森県鰺ヶ沢町に所在する新沢 (2)遺跡において、縄文時代～平安時代の堆積層が確認された。

遣跡周辺の古植生変遷や土相の相遮を調べるために、この堆積層から試料を採取し、花粉分析と微粒

炭分析、プラント・オパール分析を行った。以下では、試料について行った各種分析の結果を示し、

古植生変遷や土相の相違について考察を行った。なお、一部の試料については、赤色の成因の手掛か

りを得るため、 蛍光X線分析も行われている。

2)試料と方法

分析試料の採敗地点はB区基本土層とトレンチ 12である。集落の端の沢状地形に堆積している B

区基本土層は、上位から [Ia階（平安時代以降）、 Ilb層（縄文時代後期～弥生時代）、 m-1層 （縄

文時代後期以前）、 m -2層（縄文時代後期以前）、 W層に区分されている。調査区南西部に位贋する

トレンチ 12は上位から [Ib層（縄文時代後期以降）、川層（縄文時代後期以前）、W層（漸移層）、 V

層（千曳浮石層）、 VI層（粘土層）に区分されている。m層はB区基本土層では黒色を呈するが、 ト

レンチ12では褐色を呈する。これらのうち、分析試料を採取した層準はB区基本土層のIla層、Ilb層、

m-1層、 m-2層と、 トレンチ 12のm層の計 5層準である。分析試料は現地で柱状に切り出され、

それを室内で分敗した （表 l)。

分取した試料について、次の

手順で分析を実施した。

2-1. 花粉分析

表1 分析試料一覧
地点 層位 時期

II a 平安時代以降

B区基本土層
II b 縄文時代後期～弥生時代

』
III-2 縄文時代後期以前

トレンチ12 田

士相

黒色 (2.5Y2/l)シルト

黒褐色 (lOYRZ/2)シルト

黒色 (5Y2/l)シル ト

オリープ黒色 (5Y2/2)シル ト

暗褐色 (10YR3/4)シルト

試料 （湿重量約 3g) を遠沈管にとり、 10％水酸化カリウム溶液を加え 10分間湯煎する。水洗後、

46％フッ化水素酸溶液を加え 1時間放置する。水洗後、比重分離 （比軍2.1に調整した臭化亜鉛溶液

を加え遠心分離）を行い、浮遊物を回収し水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス

処理（無水酢酸9:澄硫酸 1の割合の混酸を加え 20分間湯煎） を行う。水洗後、残液にグリセリン

を滴下し保存用とする。この残液よりプレパラー トを作製した。プレパラー トは樹木花粉が 200を超

えるまで検鏡し、その問に現れる草本花粉・胞子を全て数えた。さらに、保存状態の良好な花粉を選

んで単体標本 (PLC.1683 ~ 1689) を作製し、写真を図版 1に載せた。

2-2. 微粒炭分析

試料を計量し、花粉分析と同様の方法で処理を行った。処理後の残演に適容量のグリセリンを加え、

計量を行った。この残漬からプレパラートを作製し、プレパラート全面に渡り検鏡した。なお、試料

lg中の微粒炭含有数は、次式で求める。

X =BD/AC 

X:試料 1g中の微粒炭含有数、 A:分析に用いた試料の重量、 B:濡縮試料＋グリ セリンの璽量、 C:
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濃縮試料＋グリセリンのうち、封入に用いた璽量、 D:プレパラート中の微粒炭数

2-3. プラント・オパール分析

秤量した試料を乾燥後、再び秤量する （絶対乾燥重量測定）。別に試料約 lg（秤量） をトールビー

カーにとり、約 0.02gのガラスビーズ（直径約 0.04mm) を加える。 これに 30％の過酸化水素水を約

20 ~ 30cc加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、

沈降法により 0.01mm以下の粒子を除去する。 この残演よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを

作製し、検鏡した。 同定および計数は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについてガラ

スビーズが 300個に達するまで行った。

版 2に載せた。

なお、保存状態の良好な植物珪酸体を選んで写真を撮り、図

3)．結果

3-1. 花粉分析

5試料から検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉22、草本花粉 9、形態分類のシダ植物

胞子 2の総計 33である。 これらの花粉・胞子の一覧表を表 2に示し、分布図を図 1に示した。分布

図における樹木花粉の産出率は樹木花粉総数を基数とした百分率、草本花粉と胞子の産出率は産出花

粉胞子総数を基数とした百分率で示してある。

れらの分類群間の 表2 産出花粉胞子一覧表

学名

百

また、図表においてハイフン（一）で結んだ分類群はそ

区別が困難なもの

を示す。

ある。

さらに、

マメ科の花粉には

樹木起源と草本起

源のものがある

が、各々に分ける

のが困難なため、

便宜的に草本花粉

に一括して入れて

なお、 B区

基本土層の IIa層

については数枚の

プレパラートを検

鏡しても樹木花粉

が200にとどかな

かったため、花粉

分布図には産出し

た種類を＊で表示

するにとどめてお

く。

Tsuga 

Pinus subgen. Diploxylon 

Sc1adop1 tys 

Cryptomeria 

Pterocarya -Jug Jans 

CarpInus-0stry3 

Alnus 

Fagus 

()uercus subgen. frp1dobalanus 

Castanea 

U1DJUS-Zelkova 

Cercidiphyllum 

Phel lodendron 

Rh us -To.r 1 codendron 

Ileぶ
Acer 

Aesculus 

Tllla 

Aral!aceae 

Fraxinus 

ylburnUl1/ 

和名

ツガ属

マツ属複維管束亜属

ュウヤマキ属

スギ属

サワグルミ属ークルミ属

クマシデ属ーアサダ属

ハン／キ属

プナ属

ュナラ属コナラ亜属

クリ属

ニレ属ーケヤキ属

カツラ属

キハダ属

ヌルデ属ーウルシ属

モチ／キ属

カエデ属

トチノキ属

シナノキ属

ウニギ科

｝ネリコ属

ガマズミ属

Gramineae 

Cyperaceae 

Thalictrlll/J 

Brass1caceae 

Leguminosae 

Calystegia 

ArtefI}is]3 

Tubul!florae 

イネ科

ヵャッリグサ科

カラマツソウ属

アプラナ科

マメ科

ヒルガオ属

ヨモギ属

キク亜科

monolete type spore 

tr i lete type spore 

紅・borealpollen 

Nonarboreal pollen 

Spores 

Total Pollen & Spores 

半条滞胞子

三条滞胞子

樹木花粉

草本花粉

シタ植物胞子

花粉 ・胞子総数

不明

B区基本土層 トレンチ12
：冥沢沢公沢曇'"ふx̀“---X 'X令ー”J:：2X沢名公沢公磁：：x x-- ----:”ぶ9

lla [lb "―_1 頂ー2 " 
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2

2

5

3

5

2
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7

7

-

1

 

4

2

2

2

 

-

1

-
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4
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2

1

1

-
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-
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-
5

1

 

5

9

2

 

-

1

-

3

5

 。
2
 

＿

6

9

2

4

9

2

 

2

2

4

5

 

-

2

5

1

3

-

1

 

5
 

-

2

3

1

2

1

1

 

1

2

 

-

0

2

 

2
 

-

1

1

3

7

 

ー
l

-

1

 

10 

32 

10 

52 

206 

11 

12 

229 

200 

41 
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243 

3

6

-

9

 

1

1

 

2

2

 

3

5

3

1

 

0

1

 

2

2

 

unknown 
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金沢街道沢(1)遠跡・新沢〔1）還跡・新沢(2)遵跡

B区基本土層のIII-2層ではクリ属花粉が優占しており、96％の産出率を示すが、上位層に向かっ

て減少している。 トチノキ属はm-2層では産出が少ないが、上位層に向かって増加しており 、II b 

では27％の産出率を示す。その他では、コナラ属コナラ亜属やハンノキ属、ブナ属などの産出が目立ち、

コナラ属コナラ亜属はIIb層と m-1層において 12%と27％の産出率を、ハンノキ属はIIb層におい

て22％の産出率を、ブナ属はIIb層において 11％の産出率を示す。 トレンチ 12のIII層ではコナラ属

コナラ亜属やクリ属トチノキ属などの産出が目立ち、B区基本土層のm-1層の花粉組成に類似する。

なお、 いずれの試料においても草本花粉の産出は少ない。

樹木花粉 硲本花粉 ・胞子

すク
マ グマ
ツ ルシ
嘉 ミデ

複コ応属
撻ゥ I Iハ
管ヤクアン

ッ束マ；；ルサノ
ガ亜キギミダ七
/11i属塁露属厖虞
I I I I l 1. 

n
ナ
ラ
属
n
オ
薔
置

．

プ
ナ
属
[

ク
リ
属

カク
スヤフ タ

シ トガイツマアヒ ン単三
ナウ＊マカ リップルヨキボ条ゑ
ノつリズズイグゾラマガモクポ溝澤
キ共コミラネサウナメオギ亜亜誼誼
屈科属属属科科属科科瓢伍糾科子子

1. 1. | 1 1 |會卜1.1 1 1 1. 1. 1 1. 1. 

ヌ
二 凡~ ; 

Iモト
ケカキウチカテ
ャッハルノエノ
占ラタンキデれ←
属髯属口累嘉属

1. I I I I I I 

柑草
＊ ＊ 

喜翡子--
胞

微粒炭数（佃は）

1

2
 

―
―
 

a

b

 

n
l
l
m
r
r
r
m
 

菖
“
`
＊
L●

9

↑.
9
ヽ
じ

し I媒 ．：dl.S̀ 
っ 古

図 I fli沢 (21遺跡にお汁る花粉分布図

尉＊1E扮は柑木花扮給数れ本IE粉 ・応’Hli暫ttI花粉胞叶ば廷圧故として百分mで算111した

＊は桝木／E粉油0釣Aサ決U)畑 1こつしべ＼ 検／IIした分類詳を示す．

3-2. 微粒炭分析

計量し、検鏡した結果を表3に、分布図を図 1に示す。検鏡の結果、 B区基本土層のIIa層には試

料 lg当り 634.,945個、 II b層には試料 lg当り 410,672個、 III -1層には試料 lg当り 1,336,253個、

Ill-2層には試料 lg当り 900,014個、

れていた。

トレンチ 12のm層には試料 lg当り 113,096個の微粒炭が含ま

表3 微粒炭分析に用いた試料の計星値

分析に用いた拭料(g)

残演＋グリセリ ン(g)

封入に用いた量(g)

プレパラート中の徴粒炭数（個）

試料lg当りの徴粒炭数（個）

B区基本土層
9 U999 9 9 9 9 ~ • • •••• ~ ~ ~ ~, ~ ~ ~’’’~ 9 9 9999 ~ ~ ~ ~’~ ~ ・ ~’’’~ 9 99999 9 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ • ~’’’~ 9 99999 9 ~ ~’~’ 

]]a ]]b 田-1 田ー2

3. 07 3. 11 3. 74 3. 38 

1. 173 7 1. 234 1. 4228 1. 526 

0.0026 0.0034 0.0016 0.0023 

4, 152 3, 519 5, 620 4, 585 

634,946 410, 672 1, 336, 263 900, 014 

トレンチ12

m 
3. 8 

1. 2124 

0.0038 

1,347 

113,096 

3-3. プラント・オパール分析

同定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料 lg当りの

表4 試料捏当りのプラント・オパール個数各プラント・オパール個数を

求めた。一覧表を表4に示す。

なお、以下に記す各分類群の

プラント ・オパール個数は、

試料 lg当りの検出個数であ

る。

ネザサ節型 ササ属型 他のタケ亜科 キビ族 ウシクサ族

（個/g) （個/g) （個/g) （個/g) （個/g)

II a 

゜
681,500 8, 300 196,600 78,300 

II b 1,700 1, 786, 900 26, 100 425,400 134,200 

田ー1

゜
1., 65 1, 60 0 11, 000 355,000 1 04, 800 

rn-2 

゜
1, 547, 800 3, 400 65,000 59,900 

田
1, 7.00 1, 634, 200 8, 600 112, 400 107,200 

（トレンチ12)
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検鏡の結果、ネザサ節型とササ属型、他のタケ亜科、キビ族、ウシクサ族の 5種類の機動細胞珪酸

体が確聰できた。このうち、いずれの試料においても産出が目立つのがササ属型機動細胞珪酸体で、

681,500 ~ 1, 786, 900個の産出量を示す。ササ属型機動細胞珪酸体はB区基本土層ではll-2層から

II b層で増加傾向を示すが、最上部のIIa層では産出が少なくなる。他のタケ亜科やキビ族、ウシク

サ族の機動細胞珪酸体も、産出量に違いはあるものの、産出傾向はササ属型機動細胞珪酸体と同様で

の産出割合を見ると、 B区基ある。また、タケ亜科（ササ属）と非タケ亜科（キビ族、

本土層のIII-'1層から非タケ亜科の割合が増している。

ウシクサ族）

サ
サ
屈
型

他
の
タ
ケ
亜
科

ネ
ザ
サ
節
型

キ
ピ
族

1

2

 

a

b

~

-

u
f
l
m
l
l
l
 

o
k
屯
ょ
L
"
•
I

し
．
，テ
“

Ill 

i．⑳ J, 細 00¥>閥・ゞ--

廂出割合（％）

一ヶ,t-サ
1;一一一9 9 9 , Jm ,V• u o 

図2 新沢 (2)遺跡における梢物珪酸体分布図

4)考察

以下では、各種分析の結果から推測される古環境について、下位層準から述べる。

まず、 B区基本土層のm-2層では、クリ属花粉が 90％以上の産出率を示し、クリ属の花粉塊も検

出された。 クリの花粉は広域に散布されず、大部分の花粉がクリ林内に落下し、樹冠縁から約 20m離

れると 5％の産出率を示す例が知られている（吉川，2011)。Ill-2層では 90％以上の産出率を示すため、

まさにB区基本土層の試料採取場所はクリ林内で、縄文時代後期以前のある時期には集落の端にクリ

林が広がっていた可能性がある。

その上位のIII-1層においてもクリ属花粉の産出率が高く、 クリ林が依然として分布を広げていた

と思われるが、 この時期にはコナラ属コナラ亜属やトチノキ属の増加も見られる。青森県内では三内

丸山遺跡（吉川ほか， 2000)や大矢沢（後藤・辻， 2000) において、縄文時代中期後半にクリ林から

トチノキ林への植生変化が捉えられており、 III-1層で見られるクリ属花粉の減少とトチノキ属花粉

の増加はこの植生変化を反映した変化であると考えられる。また、佐瀬ほか (2008)は三内丸山遺跡

の土壌生成履歴を植生環境と人の活動、土壌層相の関係から検肘するなかで、クリ林からトチノキ林

への変化とともに、植物珪酸体群集において非タケ亜科珪酸体が増加する現象を捉えている。本遺跡

においても、 トチノキ属花粉の増加する層準で非タケ亜科珪酸体の増加が見られ、植物珪酸体群集や

花粉化石群集の産出傾向が三内丸山遺跡に似ている。

B区基本土層から少し離れた調査区南西側に位置するトレンチ 12のm層では、 クリ属花粉がやや

少なく、

組成に類似する。

トチノキ属やコナラ属コナラ亜属の花粉がやや多い点など、 B区基本土層のm-1層の花粉

トレンチ 12のm層はB区基本土層のrn-1層に対比可能と思われる。ただよって、

し、 B区基本土層のIII-1層に比べると、微粒炭量が著しく少ない。例えば、植物燃焼に関わる生業
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を営む場所が固定されていたなど、遣跡内における空間の用途が固定されていたとすると、同時期に

堆積したにもかかわらず、場所によって微粒炭最に偏りが生じる可能性がある。

B区基本土層のIIb層になるとトチノキ属の産出が多くなる。よって、縄文時代後期～弥生時代に

はトチノキ林が遺跡周辺で分布をさらに広げていたと考えられる。また、ハンノキ属花粉の増加も見

られ、低湿地にはハンノキ林が拡大していたと思われる。微粒炭分析の結果では、 IIb層は微粒炭の

含有量がやや少ない。他の層準を見ても、本層やトレンチ 12のm層のように、褐色系を呈する層準

は微粒炭量が少なく、黒色系を呈する層準 (B区基本土層のIIa層、 m-1層、 m-2層）は微粒炭量

が多く含まれる傾向があり、微粒炭量と色調は総じて同調していると思われる。一方で、蛍光X線分

析の結果では、試料ごとの鉄分の含有量に違いがなく、酸化や還元状態など鉄分の状態で色調に違い

が生じる可能性が示唆されている（蛍光X線分析の項参照）。微粒炭分析と蛍光X線分析の結果をあ

わせて考えると、層位ごとに異なる色調の相違は、鉄分の状態や微粒炭の多少に影菩を及ぼす現象の

有無、強弱に関係している可能性がある。

平安時代以降のIIa層では十分な量の花粉化石が得られなかったため、 IIa層堆積時の古植生につ

いて言及するのは難しい。ただし、プラント・オパール分析でも植物珪酸体の産出量が少ないため、

この時期の遺跡周辺は、植生の乏しい景観であった可能性がある。

以上は、主に樹木に注目 して述べた植生変遷である。今回の分析試料に含まれる草本花粉は種類も

量も少ないため、遺跡周辺の草本類は勢力が弱かったと考えられる。プラント・オパール分析の結果

では、トチノキ属花粉が増加し始める層準 (ill-1層）から非タケ亜科機動細胞珪酸体の増加が見られ、

キビ族やウシクサ族のイネ科植物が分布を広げていたと思われる。さらには、いずれの試料において

もササ属型機動細胞珪酸体が多く産出しており、遣跡周辺のクリ林やトチノキ林のいずれの林床にお

いてもササ属のササ類が分布を広げていたと考えられる。ただし、 B区基本士層のIIa層ではササ属

型機動細胞珪酸体の量が減少しており、平安時代以降には林床のササ属のササ類は分布を縮小させた

と思われる。 （森将志）
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,. 6
 0.02mm 

71 

図版1 新沢(2)追跡から産出した花粉化石

1.クリ属 (Ilf-2 PLC. I 683) 

2.クリ属花粉塊 (JII-2 PLC. 1684) 

3.トチノキ屈 (Ilb PLC. l 685) 

4.ウコギ科 (IIb PLC. 1686) 

5.カラマツソウ属（田ー2 PLC. 1687) 

6.ヨモギ屈（皿唸 PLC. 1688) 

7.タンポポ亜科 (ID-2 PLC. 1689) 
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1.-a: 

2-a 

6 

• 

図版2 新沢(2)造跡から産出した植物珪酸体

l．ササ属型機動細動珪酸体(Ilb) 2．ササ属型機動細胞珪酸体（旧-J)

3.ウシクサ族機動細胞珪酸体(.Ub)

ふ他のタケ亜科機勅細胞珪酸体(llb)

a.断面 b.側面

4.キビ族機動細胞珪酸体(IJI-1)
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第4章 自然科学分析

2.新沢（ 2)遭跡および金沢街道沢 (1)避跡採取土壌の蛍光 X線分析

株式会社パレオ・ラボ

1) はじめに

鰺ヶ沢町に所在する新沢（2)遺跡および金沢街道沢（ 1) 遺跡の調査では、それぞれ赤みのある

層が検出されている。ここでは赤みのある層の成因の検討材料として、採取土壌の蛍光X線分析を行っ

た。なお、新沢（2)瑣跡の試料については、花粉分析、プラント・オパール分析、微粒炭分析を実

施している（別項参照）。

2)試料と方法

分析対象は、新沢（ 2)遣跡B区の IIb層 (No.1、縄文時代後期～弥生時代）と III-1層 (No.2、

縄文時代後期くらいまで）、金沢街道沢（ 1)遣跡の赤色範囲の 1層 (No.3、弥生～平安時代）と 11

or III層 (No.4、1層以前）より採取した土壌計4点である（表 1)。新沢（ 2)遣跡の土壌は、縄文

期の集落の端にある沢地形で採取した。 IIb層 (No.1) は、 III-1層 (No.2) と比較してやや赤みを

帯びている。また、金沢街道沢（ 1)遺跡の土壌は、沢地形に堆積した赤い焼土状の土壌 (No.3) と

その下部の黒色士 (No.4) である。

表1 分析対象
ー ・・

No. 遺跡 位憶 眉位 時期 色調 備考

1 新沢(2) B区 II b層 縄文時代後期～弥生時代 5YR3/2暗赤褐色
l 

遺跡 基本土層2 III-1層 塊文時代後期くらいまで 5YR3/l黒褐色 比較試料

3 金涙街道沢
赤色範囲

1暦 弥生～平安時代 5YR6/6橙色

4 (1)遺跡 II or ill層 1層以前 5YR4/Z灰褐色 比較試料

測定試料は、乾燥後、塩化ビニル製リングに充填し、油圧プレス機で 20t・ 1分以上プレスしたも

のを作製、使用した。蛍光X線分析は、エスアイアイ・ナノテク ノロジー株式会社製のエネルギー分

散型蛍光X線分析計SEA1200VXを使用した。装置の仕様は、X線管が最大50kV、1000μ Aのロジウム(Rh)

ターゲット、X線照射径が8mmまたは1mm、X線検出器はSDD検出器である。この装置は、複数の一次フィ

ルタが内蔵されており、適宜選択、挿入することで S/N比の改善が図れる。検出可能元素はナトリウ

ム (Na)～ウラン (U) であるが、軽元素の感度は蛍光 X線分析装憧の性質上若干低く、特に定量分

析におけるナ トリウムの精度は低い。測定条件は、管電圧・一次フィルタの組み合わせが 15kV(-

次フィルタ無し）． 50kV （一次フィルタ Pb 測定用 •Cd 測定用）の計 3 条件で、測定時間は各条件 500

~ 1000s、管霜流自動設定、照射径 8mm、試料室内雰囲気真空に設定した。定量分析は、酸化物の形

で算出し、ノンスタンダードFP法による半定量分析を行った。

3) 分析結果

表 2に半定量分析結果を示す。分析の結果、鉄 (Fe203)の含有量は、新沢（ 2)遺跡IIb層 (No.1) 

が 10.65%, m -1層 (No.2)が 10.47%、金沢街道沢 (1)遺跡 1層 (No.3) が9.35%、IIor ill層 (No.4) 

が 11.34%であった。
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表2 半定醤分析結果 (mass%)
•一→ ． ~ー T -．ー・・・ ー・ー ・ ー・
No. 進跡 層位 邸 Ala~ SiOa Pz05 SOs ふ0 Cao TiO::z 血0 Fe20i Rb20 SrO Y20s なOa

1 新沢(2) II b層 o. 77 17.17 66.05 0.84 0.51 1.57 o. 78 1. 02 0.54 10.65 0,01 o. 02 0,01 0.05 
＇ 追跡2 III-1層 1.11 18.28 64. 91 0.91 0.56 1. 61 0. 70 I. 03 0.46 10.47 0. 01 0. 02 0.01 0.04 

3 金沢街道沢 1層 0.66 19.27 66. 74 0.62 0.40 1. 55 0.60 0.44 o. 31 9.35 0.02 0.02 0.01 0.03 

4 (1)追跡 Ilorffi層 0. 76 19.86 62.69 0.89 0.29 1. 99 0. 71 1.17 0. 31 11. 34 0.02 0.03 0.01 0.06 

4)考察

土壌が赤みを帯びるのは主に鉄分の影響と考えられるが、今回分析した試料はいずれも 10％前後で

含有量に明確な差はなかった。そこで4点の試料について、短期的に土壌の酸化を促進させるため、

軽く粉砕した後霊気炉を用いて 750℃で 6時間焼成したところ、いずれもよく似た、赤みの強い色調

となった（表3、図版 1)。以上より、土壌の色調の違いは、鉄分の多寡によるものではなく、鉄分

の酸化といった環境に起因するものとみられ
表3 焼成後の色罰変化

る。赤みを帯びた土壌 (No.1、No.3) は、黒

色土 (No.2、No.4) より酸化しやすい条件下

にあったと考えられる。 （竹原弘展）

No. 追跡 層位 焼成前 焼成後

1 新沢(2) lib層 5YR3/2暗赤褐色 5YR5/8明赤褐色

2 進跡 田ー1層 5YR3/1黒褐色 5YR6/8橙色

3 金沢街道沢 1層 5YR6/6橙色 5YR6/8橙色
(1)追跡4 IIorm層 5YR4/2灰褐色 5YR6/8橙色

No. 1 

No.3 

一

No.2 

Ho.4 

No,・1 

No.3 

2
 

No.2 

No.4 

固版 l 士壌の焼成前後写其

I. 焼成前 2.焼成後
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第 5節新沢 (1)・（2)遭跡出土の火山灰について

弘前大学大学院・理工学研究科

柴正敏

標記遣跡より採集された火山灰サンプル6試料について、以下の観察を行った。

これら試料について、超音波洗浄器を用いて水洗し、粘土鉱物など粒径数マイク ロメーター以下の

粒子を除去した後、偏光顕微鏡を用いて、火山ガラスの有無、火山ガラスが存在する場合にはその形態、

構成鉱物の種類を観察・記載した。その結果を表 1に示 した。火山ガラスは、その形態、屈折率、共

存鉱物、化学組成などにより給源火山を推定することができる（町田・新井、 2003)。火山ガラスの

化学組成を決定する方法として、近年、電子プローブマイク ロアナライザー（以下 EPMA)がもちい

られるようになってきた。本報告では、 2試料（試料番号 1及び4)の火山ガラスについて EPMA分

析を行った。使用した EPMAは弘前大学・機器分析センター所属の日本電子製 JXA-8230、使用条件

は加速鼈圧 15kV, 試料電流6X 10-9アンペアである。

表1 新沢(1)(2)遺跡の火山灰

試料番号 遺跡名 番号 出土位置 層位 ガラスと構成鉱物 火山灰の帰属 備考

1 ＊ 新沢(1) 灰ー1 S102 4a 
火山カウス(pm、bw)、褐色カウス、石英` アルカリ長石、

B-Tm、To-a
ェジリンオージャイト` 斜長石、斜方輝石` 単斜輝石、不透明鉱物

2 新沢(1) 灰ー2 S104 
火山カ・ラス(pm、bw)` アルカリ長石、エジリンオージャイト、

B-Tm プうント・オII°_，はあり
斜長石、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物

3 新沢(1) 灰ー3 S[05 2 
火山カ・ラス(pm、bw)、アルカリ長石`エヅリンオーシ‘ャイト`

B-Tm プラント・オバー／しあり
斜長石｀斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物

4• 新沢(2) 灰ー4 S101 
火山ガうス(pm、bw入褐色ガラス、石英、アルカリ長石、

B-Tm、To-a
エジリンオージャイト、斜長石、斜方輝石` 単斜輝石` 不透明鉱物

5 新沢(2) 灰ー5 SK09 
火山カ・ラス(pm、bw)、アルカリ長石、エジリンオージャイト、

B-Tm プラント・オII0-1しあり
斜長石｀斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物

6 新沢(2) 灰ー6 SK10 
火山力‘ぅス(pm、bw)、アルが1長石、エジリンオージャイト、

B-Tm 
斜長石、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物

本遺跡出土の火山ガラスは、その形態、色（特に褐色ガラスの有無）、共存鉱物（表 1)及びその

化学組成 （表 2、3及び4) により、以下のように帰属される。

(1) 白頭山苫小牧テフラ (B-Tm) のガラスのみからなると推定される試料

（アルカリ長石及びエジリンオージャイトを含み、褐色ガラス、石英（斑晶）及びホルンブ

レンドを含まないもの）

・試料番号2,3, 5、及び6

(2) 白頭山苫小牧テフラ (B-Tm) と十和田 aテフラ (To-a) のガラスが混合していると推定される

試料

（アルカリ長石、エジリンオージャイト、褐色ガラス及び石英（斑晶）を含み、ホルンブレン

ドを含まないもの）

・試料番号1及び4 （計2試料）
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表 2 、 3及び4 には、試料番号 1及び4 の B-Tm及び To-aガラスの EPMA分析値を示した。 B-Tmの

ガラス組成は、アルカリ粗面岩質 (B-Tm(l)，表 2-1及び 2 - 2) 及びアルカリ流紋岩質 (B-Tm(2),

表 3-1及び 3-2) であり、半年～ 1年間の休止期を挟んで起こった 2度の 10世紀噴火の後半

部を代表する火山灰に帰属できる。

表 4-1及び4 - 2 には、 To-aの EPMAガラス組成を示した。

表2-1 新沢(1)遺跡の火山灰(B-Tm(l)），試料番号1

重重％

No. Si02 TI02 Al203 F•O MnO 幽 c..o N•20 K20 Total 

＇ 
闘．89 0.34 14.92 3.71 017 0.10 1.1 6 8.08 5.42. 98.79 

2 66.90 0.34 14.31 3.89 0.09 0.14 1.11 8.13 5.48 98.40 

3 

“”‘ 
0.32 13.72 3.52 0.11 0.10 0.97 5.3、5.2ヽ 95.00

4 fMl.114 0.40 14.86 3.88 0.18 0.11 1.17 5.70 5.72 98.94 

5 “.34 0.43 15.24 3.69 0.04 0.15 1.13 5.73 5.84 95.39 

-----------------------------------------------
Si02 TI02 Al103 FeO MnO 虫2 c.o N•20 K20 Total 

最少 64.34 0.3.2 13.72 3.52 0.04 0.10 0.97 5.34 5.24 t5JJe 

最大 “.94 0.“ 1524 3.89 0.18 0.10 1.17 8.13 5.72 98.94 

平均 闘 16 0.37 14.61 3.73 012 0.12 1.11 5.80 5.50 97.52 

標準偏差 1.139 0瓜 7 0．601 0.148 0.0S9 a029 0.081 0.322 0.188 1.711 

100％に規格化した値
No. Si02 TIO2 Al203 FeO MnO 幽 C•O N•20 K20 T心

1 67.71 0.34 15.11 3.76 0.17 0.10 1.17 6.1B 5A9 100 

2 17.99 0.35 14.55 3.95 010 0.15 1.12 6.23 5.57 100 

3 輯 16 0.34 14.43 3.70 012 0.11 1.oi 5.82 5.51 100 

4 67.66 0.40 15JJ2 3.90 0.18 0.11 1.18 5.76 5.78 100 

5 “.74 0.45 15.81 3.82 0.04 0.17 1.18 5.“ 6.65 100 

--------------------------------------------------------------
Si02 TI02 Al203 Foo MnO Mヽ） CO  N•20 K20 To国

最少 “'4 0.34 14.43 3.70 0.04 0.10 1.02 5.62 5A9 100 

最大 斡．16 0.45 15.81 3.85 0.18 0.17 1.18 8.23 5.85 100 

平均 87.85 0.38 14.98 3.83 0.12 0.13 1.14 5.94 5.64 IOO 

標準偏差 〇．鍼渇 0匹 0匹 0.101 0.059 0.03 0.068 0．公澳 O.163 

B-Tm(2) 雌，4 0，嶋 14.8 4.4 0.1 0.1 1.0 5.4 5.3 

町田•新井
(2003) 

表2-2 新沢(2)遺跡の火山灰のガラス(B-Tm(l)）、試料番号4

重蚕％

No. Si02 li02 Al203 FeO MnO Ml2 C0  N120 K20 Tou,I 

1 5464 0,38 12.11 3.14 0.08 0.07 1.00 4.38 4.85 eo46 

2 60.63 0.48 13.7t 3.63 0.04 0.18 1.19 5.51 5.16 90,71 

3 64.59 0.39 14.17 4.04 0.00 0.03 1.01 5A4 5．的 95.35 

Si02 TI02 Al203 Foo MnO MaO CO  N•20 K20 Total 

最少 54.64 0.38 12.tt 3.14 0.04 0.03 1.00 A38 4．続 ao.“ 
最大 &4.59 0.48 14.17 4.04 0.08 0.18 119 5.81 5.60 95.35 

平均 59.96 0.42 1136 3.60 。JJ7 0.09 1.07 5.14 5.14 88.84 

標準偏差 5.01 0.055 1.093 OA5 0.025 0.073 0.109 0.664 OA78 7.821 

100％に規格化した値
No. Si02 TI02 Al203 F•O MnO Mi!? C・O N•20 K20 Total 

1 07.92 0.48 15.06 3.91 0.10 0.09 1.24 5A5 5.77 100 

2 “•85 0.53 15.21 4.00 0.04 0.19 1.31 6.18 5.69 100 

3 87.74 0.41 14.88 4.24 0.09 0.114 1.08 5.70 5.87 100 

----•- --------• ---------•——••----—•- --·—- ---—• ←-----―→ -→---―→ ←← ----J- - - - ---→→→ 
Si02 no2 Al203 FeO MnO Ml2 CO  N•20 K20 TOI 

最少 蝸．85 0.41 14.88 3.91 O.G4 0.114 1.06 5.45 5.69 100 

最大 07.92 0.53 15.21 4.24 0.10 0.18 1.31 ,．18 5.87 100 

平均 67.50 0.47 15.04 4.05 0.08 0.11 1.20 5.78 5.78 100 

標準偏差 0.57 0.08 0.18 0.17 0.03 0.08 0.13 0.37 0.09 

B-Tm(2) “.4 0.4 14.8 4.4 0.1 0.1 1.0 5.4 5.3 

町田 •新井

(2003) 
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表3-1 新沢(1)遺跡の火山灰(B-Tm(2)），試料番号4

重置％

No. Si02 Tl02 Al203 F•O MnO Ml.2 CO  N•10 K20 Toto! 

1 74．蝸 0.14 10.83 3.'40 0.13 0.01 0.24 5.89 4.58 99.58 

2 82.89 0.27 8.50 296 0.02 0.01 0.26 4.21 4.11 83.22 

3 71.“ 0.28 12.tsO 3.29 0.07 0.05 0,4-4 6.05 4.lt 99.10 
------------------------------------------------------------------------------------------

Si02 TI02 Al203 FeO MnO Md) CO  N•20 K20 Total 

最少 62.89 0.2.4 8.50 2.96 0.02 OIJ1 0.24 4.21 4.11 83.22 

最大 74.48 0.27 12.80 3.'40 0.13 O.Jl5 0.“ 6.05 4.89 99.58 

平均 89.80 0.18 10.64 3.21 0.07 0.02 0.31 5.31 4.53 93.97 

標準偏差 6.003 OJJl7 2.055 0，岱 0.051 0.021 0.112 0.978 0.395 I.314 

100％に規格化した値
No. Si02 TI02 Al203 Foo MnO Ml2 Ca0 Na20 K20 T心

1 74.77 o.u 10.88 3.41 0.13 0.01 0.24 5.n 4.BD IDO 

2 7S.57 0.33 10.22 3.55 0.03 0/Jt 0.31 5.06 4.94 100 

3 72.09 0.26 12.71 3.32 0.07 0.05 0.45 6.11 4.94 IOO 

一幽m →.-- - ----言--- ---- -- --------・ー言 ―-----------------------------------------·幽• --------
Si02 TI02 Al203 F•O MnO M(  c..o N•20 K20 Ta  

最少 72.09 0.24 10.22 3.32 0.03 0.01 D.24 S.06 4.60 100 

最大 75.57 0.33 12.71 3.55 0.13 0.05 0.45 0.1 1 4.94 IOO 

平均 74.15 0.28 11.27 3.43 O.08 0.02 0.33 5.63 4.83 100 

標準偏差 1823 0碑 1.293 0.117 0.049 0.026 0 104 0.531 0.194 

゜8-Tm 75.9 0.2 10.3 4.1 0.0 0.1 0.2 47 4.3 

町田•新井

(2003) 

表3-2 新沢(2)遺跡の火山灰(B-Tm(2)），試料番号4

重菫％

No. Si02 1i02 ＇̂203 
FeO MnO 叩 C•O N•20 1<20 Total 

1 71.38 0.35 11JJ2 3.38 0.07 0.05 OA5 5.12 4.98 96.80 

2 70.02 0.20 ,“ 3.11 005 0.00 0.18 “' “8  92.26 

3 70.58 0.28 11.34 3.2D 005 0.01 0.40 5.54 4.85 98.03 

Si02 Ti02 Al203 F•O MnO 虫2 c..o N•20 1<20 Totol 

最少 70.0:2 0.20 9.42 3.11 0.05 0.00 0.16 4.81 4.48 92.28 

最大 71.39 0.35 11.34 3.38 0.07 0.05 0.45 5.54 4.96 96.80 

平均 70.87 0.27 10.59 3.23 0.08 0.02 0.34 5.16 4.70 95.03 

標準偏差 0.689 0.077 1.025 0.138 0.013 0.024 0.158 0.385 0241 U31 

100％に規格化した値
No. Si02 li02 Al203 FoO MnO 幽 C•O N•20 1<20 T心 l

1 73.78 0.37 11.39 1 0.08 0.05 0.47 s.29 5.12 100 

2 75.10 0.22 10.22 3.37 o.oe OIYJ 0.17 5.21 486 100 

3 73.50 0.27 11.81 3.34 0.05 0.01 0.41 5.77 4.84 100 
----------------------------------------------------------------------------------------------

Si02 1i02 M203 Foo MnO 如 CO  N120 K20 T心 l

最少 7350 0.22 10.22 3.34 0.05 0.00 0.17 5.21 4.84 100 

最大 75.90 0.37 11.111 1 0.08 0.05 0.47 5.77 5.12 100 

平均 74.38 0.29 11.14 ” o.oe 0.02 0.35 5.42 4.94 100 

標準偏差 1.318 0.074 0.824 0.0B1 0.013 0.025 0.159 0.300 0.157 

B-Tm(2) 75.9 0.2 10.3 4.1 0.0 0.1 0.2 4.7 4.3 

町田•新井

匹）
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金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

表4 - 1 鰺ヶ沢町・新沢(1)及び新沢(2)遺跡の火山灰(To-a)、試料番号1

重量％

No. Si02 To02 A.1203 FeO MnO Ml!:! C•O N•20 1(20 Total 
1 72.52 0.32 11.77 1.22 0.05 033 1.84 3.87 1.18 93.“' 
2 “•85 0.31 11.15 1.30 0.07 0.38 1 80 3.85 1.17 闘．89

3 7150 0.38 12.89 1.63 0.15 0.57 2.38 426 1.14 94.85 

4 73.la 0.35 12.89 1.7S 0.08 0.5e 2.37 4.50 1.12 96.76 

-―--------------------------------------------------------------------------------------------------
Si02 no2 Al203 FeO MnO Ml2 C•O N•20 K20 To臼I

最少 66.85 0.31 11.15 1.22 0.05 0.33 1.80 3.85 1.12 86.89 

最大 73,19 0.38 12.15 1.75 0.15 0.57 2.37 4.50 1.1 8 96.76 

平均 71.02 0.33 12..12 1.47 0.09 0.46 2“ 4.12 1.15 92,85 

標準偏差 2,8印 0.024 0.805 0.252 0匹 0.121 0.315 い14 0.0” 4.2樟

100％に規格化した値
No. Si02 TI02 Al203 F•O MnO Ml2 C•O N•20 K20 Total 

1 77.90 0.34 12.64 1.31 O.D5 0.35 1.98 4.16 1.2.7 100.00 

2 76,95 0,39 12.13 1,50 0.09 0.44 2.07 443 1.35 100.00 

3 75.55 0.38 13.41 1.72 0.18 0.80 2.'441 4.50 120 100.00 
4 75.84 0.38 13.28 1.80 0.08 0.58 2A5 4.65 1.19 100.00 

Si02 li02 Al203 F•O MnO Ml2 C•O N•20 K20 Total 

最少 75.55 0.34 12.54 1.31 0.05 0.35 1.98 4.16 1.18 100.00 

最大 77.90 0.38 13.41 1.80 o.1e o.eo 2A9 4.85 1.35 100.00 

平均 7851 0.38 13.04 1.58 0.09 0.49 2.25 4.43 1.24 100.00 
標準偏差 1.128 0.017 0.388 0.222 0.045 0.118 0.291 0.205 0.083 

To—曇 78.17 0.42 13.41 1.88 0.09 0.38 1 89 4.08 1.56 

To-H (pfl) 76.38 0.40 13.43 190 0.11 0.44 2.22 3.88 124 
青木•町田

(2006) 

表4-2 新沢(2)遺跡の火山灰(To-a)、試料番号4

重蚕％

No. Si02 Ti02 Al203 FoO MnO 虫 CaO Na20 K20 T祉al

1 74.43 0.25 1145 1.06 0.05 0.33 1.55 4.20 1.18 94.49 

100％に規格化した値
No. Si02 Ti02 Al203 FeO MnO 叩 “゚贔20 K20 Total 
1 78.78 o.2e 12.12 1.12 0.05 0.35 1." 444 1.24 100 

Tera 78.17 0.42 13.41 1.89 0.09 0.38 1.99 4.08 1.58 
To-ff (pft) 78.38 OAO 13.43 1.90 0.11 0.44 2.22 3.a8 1.24 
青木•町田

(2006) 
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第4章 自然科学分析

第6節 新沢（1)瑣跡、新沢（2)遣跡、金沢街道沢 (1)渭跡出土黒曜石製石器の産地推定

株式会社パレオ・ラボ

1. はじめに

鰺ヶ沢町に所在する新沢（1)遣跡、新沢 (2) 遣跡、金沢街道沢 （1) 遺跡から出土した縄文時代

～弥生時代の黒曜石製石器について、エネルギー分散型蛍光X線分析装隧による元素分析を行い、産

地を推定した。

2. 試料と方法

分析対象は、 8点の黒曜石製石器である。出土遺跡、推定時期、石器の種類などを表 1に示す。
表l 分析対象

No 遺跡 番号 遺溝 グリッド 層位 時期 種類 特徴 その他 室さ (g)

l K3 SKlO l 微細剥離を有する呆ll片 緑色に濁る 2 6 

＇ 新沢(l)
2 

遺跡
KlO JIP-23 ll～田 弥生前期？ 石核 透明感あり・球顆多い 33 9 

3 Kl6 IIIP-33 II 剥片 透明惑あり・やや茶色い 1 0 

4 Kl94 NI-48 ll~llI 石錐 透明感あり ・黒い縞 ・球顆 12 9 

＇ 新沢(2) 縄文後期
5 

遺跡
Kl97 NL-46 DI 削器？ 漆黒だがやや濁る 稜絲に摩耗 19 6 

6 K204 IVC-56 n~m  弥生中期以降？ 掻器 漆黒だがやや濁る 稜線に摩耗（一部） 8 8 

7 金沢街道沢 K7 II S-109 II 微細ゑll離を有する呆IJ片 透明惑あり ・やや茶色い 0 7 

＇ (1)遺跡
縄文時代

8 K31 lllE-104 剥片 球顆多く白濁 8 0 

試料は、測定前にメラミンフォーム製スポンジを用いて、測定面の表面の洗浄を行った。

分析装置は、エスアイアイ・ナノテクノ ロジー株式会社製のエネルギー分散型蛍光 X線分析計

SEA1200VXを使用した。装隧の仕様は、 X線管ターゲットはロジウム (Rh)、X線検出器は SDD検出

器である。測定条件は、測定時間

100sec、照射径8mm、電圧 50kV、軍流

1000 μ A、試料室内雰囲気は真空に設

定し、一次フィルタに Pb測定用を用

vヽた。

黒曜石の産地推定には、蛍光X線分

析による X線強度を用いた黒曜石産地

推定法である判別図法を用いた（望月，

1999など）。本方法では、まず各試料

を蛍光X線分析装置で測定し、その測

定結果のうち、カリウム (K)、マンガ

ン (Mn)、鉄 (Fe)、ルビジウム (Rb)、

ストロンチウム (Sr)、イットリウム

(Y)、ジルコニウム (Zr)の合計 7元素

のX線強度 (cps; count per second) 

について、以下に示す指標値を計算す

る。

□/'？ 
図1 黒曜石産地分布図（東日本）
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1.白滝 21.塩鼈

2.赤井川 22.羽黒

3．上士幌 23．新発田
4.置戸 24.新津

5.豊浦 25．帯原山

6.旭川 26.和田

7.名寄 27．諏訪

8.秩父別 28.蓼科

9.遠軽 29．箱根

10.生田原 30.天城

11.留辺墓 31．神津島

12.釧路 32.隠岐

13.木造

14.深浦

15.青森

16.男鹿

17.北上川

18.宮崎

19.色麻

20.仙台



金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡

1) Rb分率＝Rb強度 X 100/ (Rb強度＋Sr強度＋Y 表2 東日本黒曜石産地の判別群
l都 i苔符県1ェl)ア1祖191I群名I I 
―、-- ’’ ‘-,..... 原石採取地

強度＋Zr強度）

2) Sr分率＝Sr強度 X 100/(Rb強度＋Sr強度＋Y

強度＋Zr強度）

3) Mn強度X 100/Fe強度

4) log(Fe強度／k強度）

そして、これらの指標値を用いた 2つの判別

図（横軸Rb分率一縦軸Mn強度 X 100/Fe強度の

判別図と横軸Sr分率一縦軸log(Fe強度／k強度）

の判別図）を作成し、各地の原石データと遺跡

出土遣物のデータを照合して、産地を推定する。

この方法は、できる限り蛍光 X線のエネルギー

差が小さい元素同士を組み合わせて指標値を算

出するため、形状、厚み等の影響を比較的受け

にくく、原則として非破埃分析が望ましい考古

遺物の測定に対して非常に有効な方法であると

いえる。ただし、風化試料の場合、 log(Fe強度

/K強度）の値が減少する（望月， 1999)。試料

の測定面にはなるべく奇麗で平坦な面を選んだ。

原石試料は、採敗原石を割って新鮮な面を露

出させた上で、産地推定対象試料と同様の条件

で測定した。表 2に判別群一覧とそれぞれの原

石の採敢地点および点数を、図 1に各原石の採

取地の分布図を示す。

3. 分析結果

表3に石器の測定値および算出した指標値を、

図 2と図 3に黒曜石原石の判別図に石器の指標

値をプロットした図を示す。視覚的にわかりや

表3 測定値および産地推定結果．． "＇•一 - - - -・、言

北海道

青森

秋田

岩手

宮城

山形

新洩

栃木

長野

神奈川

静岡

東京

島根

白滝1

白滝
白滝2

赤井JII 赤井川

上士幌 上士幌

置戸
置戸山

所山

豊浦 豊浦

旭川 旭川

名寄 名寄

秩父別 秩秩秩父父父別別別23 l 

遠軽 還軽

生田原 生田原

留辺葉戸留辺薬2
釧路 釧路

木造 出来島

深浦 八森山

青森 青森

男鹿
金ヶ碕

胆本

北上）IIロ北北上上折折居居31 

宮暉 湯ノ倉

色麻 根岸

仙台 嘩
塩護 塩鼈

羽累
月山

櫛 引

新発田 板山

新津 金津

忘原山
廿湯沢

七尋沢

西餅屋

鷹山

小深沢

土屋橋1
和田 土屋橋2

古峠

ブドウ沢

牧ヶ沢

高松沢

院訪 星ヶ台

蓼科 冷山

芦ノ湯

箱根
畑宿

鍛冶屋

上多賀

天城 柏峠

神津島
恩馳島

砂糠碕

隠岐
久見

箕浦

No. 
k強度 Mn強度 Fe強度 Rb強度 Sr強度 Y強度 Zr強度

Rb分率
Mn*100 

(cps) (cps) (cps) (cps) (cps) (cps) (cps) Fe 

1 283. 3 101. 3 3588.9 568.8 66. 2 504.8 3363. 5 12. 63 2.82 

2 261. 5 191. 9 1516.4 494.6 541. 8 330.6 597.3 25. 18 12.65 

3 230.0 92.6 3282. 1 496.2 62. 3 447.9 2949. 3 12. 54 2.82 

4 245. 7 190. 7 1465. 1 516.2 631. 1 349.6 672. 1 23. 80 13.02 

5 320. 0 126. 7 4272.9 637.8 79. 0 578. 7 3847. 4 12. 40 2.96 

6 287. 9 112. 3 3810.6 550.5 67. 2 488.Z 3281. 7 12. 55 2. 95 

7 213. 2 82. 8 2930.3 452.0 56. 4 412.4 2768. 3 12. 25 2.82 

8 211. 3 157. 4 1217.4 432.6 479. 4 304.0 556.0 24. 41 12.93 
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赤石山山頂(43)，｝＼号沢露頭(15) 赤石山山頂，）＼

7の沢川支淀(2),IK露頭(10), 号沢露頭，八号

十勝石沢露頭直下阿床(11), 沢，黒曜の沢，

アジサイの滝露頭(10) 幌加林道 (36)
曲川・土木川 (24)

十勝二股 (4)，タウシュペッ川右岸(42)，タウ

シュベッ川左岸(10)，十三ノ 沢 (32)
置戸山 (5)
所山(5)
豊泉(10)
近文台(8)，雨紛台(2)
忠烈布川 (19)

中山(66)

社名甜川河床(2)
仁田布川河床(10)

ケショマップ川河床(9)

鉗路市営スキー垢(9)，阿寒JII右岸（2），阿寒JII左岸(6)
出来島海岸 (15)，鶴ヶ坂 (10)
岡崎浜(7)，八森山公園(8)
天田内川 (6)
金ヶ峠温泉 (10)
脇本海岸(4)

北上川 (9)，真城 (33)

湯ノ倉 (40)
根淫(40)

土蔵(18)

塩鼈(10)
月山1:t前(24)，大越沢 (10)
たらのき代 (19)
板山牧場(10)
金津(7)
甘湯沢(22)
七尋沢(3)，宮）II(3)，枝持沢(3)

芙容バーフイト土砂集積場(30)
鷹山(14)，東餅屋(54)
小深沢(42)
土屋橋西(10)

新和田トンネル北(20)，土屋橋北西(58)，土屋橋酉(1)
和田峠トンネル上(28)，古峠(38)，和田峠スキー場(28

プ ドウ沢(20)
牧ヶ沢下(20)
庶松沢(19)
星ヶ台(35)，星ヶ塔(20)
冷山(20)，麦草峠(20)，愛草峠東(20)

芦ノ湯 (20)
畑宿(51)
鍛冶屋(20)

上多賀(20)
柏峠(20)
恩馳島(27)
砂糠崎(20)
久見バーフイト 中(6)，久見採掘現場(5)
箕浦海岸 (3)，加茂(4)，岸浜(3)

Sr分率 log 止
K 

判別群 エリ ア No. 

1. 47 1. 10 八森山 深浦 1 

27. 58 0. 76 出来島 木造 2 

1. 57 1. 15 八森山 深浦 3 

29. 10 0. 78 出来島 木造 4 

1. 54 1. 13 八森山 深浦 5 

1. 53 1. 12 八森山 深浦 6 

1. 53 1. 14 八森山 深浦 7 

27. 05 0. 76 出来島 木造 8 
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すくするため、図では各判別群を楕円で取り囲んである。

分析の結果、 No.2、4、8の 3点が出来島群（木造エリア）に、 No.1、3、5~7の5点が八森山群（深

浦エリア）の範囲にそれぞれプロットされた。表3に、判別図法により推定された判別群名とエリア

名を示す。また、表4に遣跡別の、表5に時期別の産地推定結果を示す。

表4 遺跡別の産地推定結果 表5 時期別の産地推定結果

木造 深浦 合計 木造 深浦 合計

新沢（1)遺跡 1 2 3 縄文時代 1 1 2 

新沢（2)遺跡 1 2 3 縄文時代後期 l 1 2 

金沢街道沢（1)遺跡 1 1 2 弥生時代耽期？ 1 2 3 

合計 3 5 8 弥生時代中期以降？

゜
1 1 

合計 3 5 8 

4. おわりに

新沢（1) 遺跡、新沢（2) 遺跡、金沢街適沢 (1)遺跡より出土した黒曜石製石器 8点について、

蛍光 X線分析による産地推定を行った結果、 3点が木造エリア、 5点が深浦エリア産と推定された。

（竹原弘展）

引用文献

望月明彦 (1999)上和田城山遣跡出土の黒曜石産地推定．大和市教育委員会編「埋蔵文化財の保管と

活用のための基礎的整理報告害 2一上和田城山遺跡篇一」： 172-179, 大和市教育委員会．
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第5章総括

第 1節金沢街道沢（ 1)遺跡について（図 138)

金沢街道沢（ 1) 遺跡では縄文時代、奈良•平安時代の遺構・遺物が発見された。以下、遺構・遺

物について概略を記述する。

1、縄文時代の遺構と出土遣物

遣構は土坑、溝状土坑が検出された。遁物は縄文土器、石器が出土している。土器の時期は縄文時

代早期前葉・中葉、前期前葉、中期中葉～末葉である。中でも縄文時代早期前葉の押型文土器が多い。

器形が復元できるものは無いが、 V宇・菱形などの押型文と多段の平行沈線で器面が装飾されている。

また、これらに伴い羽状縄文が施文された上器も出土している。出土位置は 108グリッドライン以東

からの出土である。

2、古代の遺構と出土遣物

奈良時代と平安時代の竪穴住居跡が検出された。主軸方向や柱穴配置等から集落の変遷を検討した

結果、大きく奈良時代2期、平安時代3期が考えられた。

奈良時代の竪穴住居跡

形状；方形（第8・ 9号住居跡）、隅丸方形（第4b・ 5 ・11・16・20号住居跡）がある。カマド位置：

壁中央部から右に寄るもの（第8・ 9号住居跡）、壁中央部に位置するもの（第3b・4b・5・11・16

号住居跡）がある。カマド煙道は地下式であり、本体の火床面は壁に接するくらい近い場所に形成さ

れていることが多い。主軸方向：南東方向（第 9号住居跡）、北西、南東方向の 2方向（第8号住居跡）、

北西方向（第4b・ 5 ・ 7 ・ 11・16・20号住居跡）、西方向（第3b号竪穴住居跡）がある。第7号竪穴

住居跡は南東方向に煙消部らしきものが見られ、第8号住居跡と類似する可能性がある。柱穴配置：

主柱穴がない住居跡が多く、第4b号住居跡だけには見られた。第4b号住居跡は他の住居跡と比較し

て大きいためとみられる。上記を勘案すると第8・ 9号住居跡と第3b・ 4b・ 5 ・ 7 ・11・16号住居跡

の2つのグループに分かれる。これらの先後関係を考える上で参考になるのが第8号住居跡のカマ ド

である。北西方向のカマドと比較して、南東方向のカマドの遺存状況が悪いため南東から北西に作り

替えた可能性が考えられる。従って本遺跡の奈良時代のカマド方位の傾向として南東方向から北西方

向へ変化があった可能性が高いため、主軸方向を基準とすると、 1期：南東方向を向く住居跡 2期：

北西方向を向く住居跡の変遷が考えられる。出士遣物は士師器、須恵器が出士している。第8・ 9号

住居跡から出士している甕は横走沈線が口縁部寄りと頸部寄りに分かれて施文されている（分条タイ

プ）ものがみられる。他の住居跡から出土している甕は口縁部から頚部全面に横走沈線がみられる。

また、横走沈線の下端は頸部のくびれ部までとなっている。これらの甕に横走沈線が見られないもの

が伴う。坪は外面に段を持つ丸底基調の土器である。底部が平底のように見えるものや段差が沈線の

ように見えるものもある。なかでも段差が底部付近まで下がっている坪（図 26-2)は特徴的で、類

例としては北海道南西部の 8世紀代の遺跡に類例がみられる。なお、産地不明であるが須恵器坪が第

5号住居跡の堆積士から出士している。これらの状況を総合すると、前述1期が8世紀前半代、後者

が8世紀後半代ととらえることができる。第8号住居跡の年代測定値も 8世紀代に収まる結果と
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なっている。当該時期の集落としては津軽北西部では初見且つまとまった資料であるため、今後さら

に検討されることを期待する。

平安時代の竪穴住居跡

カマド位置主軸方位：壁中央部から右に寄るもの（第1号住居跡）、壁中央部から左に寄るもの（第

1 ・ 6号住居跡を除くすべて）がある。主軸方位は東北東を指向する。煙道は半地下式で、火床面は

住居墜よりやや離れた位置に形成されることが多い。柱穴配置：柱穴なし（第1.6号住居跡）、柱

穴数がやや少なく柱間の間隔が広いもの（第3a・ 12 ・ 14 ・ 15 ・ 17 ・ 18号）、柱穴数が多く柱間の間

隔も狭いもの（第2・ 4a ・ 10 ・ 13号）がみられる。

分類を元にして考えると 1期：柱穴なし住居跡。 2期：柱穴数がやや少なく柱間の間隔が広い住居跡。

3期：柱穴数が多く柱間の間隔も狭い住居跡と変遷するものと考えられる。 3期の住居跡は 10世紀

後半～ 11世紀にかけての可能性がある。大溝跡の内部に分布している状況から大溝跡と同時期に存

在していた可能性がある。遺物は土師器、須恵器、土製品、石器、鉄製品が出土した。中でも非ロク

ロ整形で底面に筵圧痕がみられる特徴的な土師器坪が出土している。（齋藤）

第 2節 新沢 (1)・ (2)遺跡について

新沢（ 1)遺跡と新沢（2)遺跡は谷を挟み隣接するため、一体としてとらえ総括する

1、遺物・遺構分布の変遷について

両遺跡の遺物・遺構分布の 新沢(1)・(2)遣躊における遣檬・遺物の賣遷表
| | | 

大まかな変遷図と表を示した。

縄文時代早期～平安時代まで

両遺跡間を集落が行き来して

いるように見える。もちろん

他の遺跡との関運も考えなけ

ればならないが、近接する遺

跡間で微妙に時期がずれるの

は珍しいことではない。地形

や資源の関係で集落が一定範

囲内を移動した様子がうかがえる。

時 時
新沢(1)賣璽ト 三訳{Z)遍d

遣構 遭 遣 遺嶋
早期(la) 薫文•綱
早網(lb) 日計式 B計式

縄 早勘(1c) 白羹式？ 白浜如

前～中算i

゜
0 

文 襲 フラスコ状士坑 ，フラス住コ居状，土土坑坑，（墓埋）設土藝＇ 十慶内l式

涜期前半 フラスコ状土坑 大洞応:

晩期後半 這cl•A拭

前 土塁蠅設遣構 砂沢式 遠`賀／11系 砂沢式突帯文系？

鑽！弥 中期前半 蜂土士坑un Vlbau所式n
縄生 中期養半 蜂土？ Weは仏．閏式？）
文：・ Vld（赤穴式3

後期～ 郷土
，犠北0試

恥犠 住居，士坑
土須
・鎮文土構等

平
住忌羹匹土坑宏 IOc前

，濃駆？
土餌暑 住居，焼成匹）土坑 土翡等

lOc中 住居?(SI03) 土町暑 焼成償卿土坑

2、縄文時代早期前葉の無紋土器の出土状況から

新沢（2)遺跡では、 2箇所から縄文時代早期

の無紋土器が出土した。これらの土器は、現状で

は日計式押型文土器より古く、草創期の爪形文土

器より新しい可能性が指摘されているようであ

る。本遺跡東側に隣接する平野 (2)遺跡でも類

］爾言疇
縄文施

‘/’ 
文土器

りッ'
無紋土器

似する土器が出土している（鯵ヶ沢町2002)。新
図 139 新沢（2)遺跡IVP-43付近出土第 1群土器
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沢（ 2)遺跡出土土器の出土層位は残念ながら1Il層より下位であること しかわからない。焼土遣構

(SN-11) の火床面焼土内などから出土していることを勘案すると基本層序IIl-2層の下部から1V層が

出土層位と推定される。出土土器の特徴としては、緩い波状口縁を持ち、口唇端部が狭く面取りされ、

内外面無文で、外面はミガキ調整、内面もミガキあるいはナデ調整などの特徴がある。胎土中にはご

く微量の繊維を含む可能性がある。器厚は口縁部付近で 6~ 10 Illlll程度とやや厚みがある。 IVP - 43 

付近で出土したものについては、付近から縄文施文土器（図 129-8) が出土しており、供伴関係に

ある可能性がある。また、押型文土器は付近から出土していない。今後これらの関係について整理す

る必要がある。

▲ 第 1群 a類出土 第VI群 a（砂沢式期） 第V群 a（大洞B式期）< ＜二＞
▼ 第 1群b類出土 ＿ 

第 1群環出土 第1V群 a (＋膝内 I式期） くこここ） 第VI群 b（五所式？期）

/ 嗣鴫薗ぷ証炒悩A.VF¥VK VP vu VIA VIF VIK VIP 

図 140 新沢 (1)・(2)遺跡の遺構・遺物分布概念図

3、縄文時代後期の集落について

新沢（ 2)遺跡では、縄文時代後期前葉（＋腰内 I式）期の集落跡が発見された。竪穴住居跡、士

坑（募）、フラスコ状土坑、土器埋設遺構から構成される集落で、津軽地域では貴璽な発見となった。

出土土器は口縁部から体部下半にかけて沈線文を主体とする文様が施文されており、現状の編年では

十腰内 Ia式に比定できよう。竪穴住居跡は、掘り込みが浅く、柱穴配置も不明瞭であった。炉跡は、

火床面焼土の端部に小型の土器を正位または斜位に埋設するスタイルが特微的で、炉石が巡るものが

多い。炉内に士器を埋設する行為は縄文時代後期初頭によく見られるが、本遺跡の出士士器は確実に

＋腰内 I式であるため、古い要素が残る地域であった可能性がある。炉体土器は図 141のように 3種

類の文様が見られ、それぞれが近い時期で集落を構成し、時間差があったと考えられる。土坑出土土

器は住居炉体土器と若干異なる文様構成をとるものが多いため、住居跡と土坑（特に墓と考えられる

土坑 J1類）は同時期に存在していたか今後の検討課題である。

4、弥生時代について

新沢（ 1)瑣跡から砂沢式期の遵物と土器埋設遭構が発見された。調査区内は削平が激しいところ
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S102/03 格子目文 SI04/05 楕円文 (X字状区画）

靡

SIN20 /14 
3本一対波渚文または蛇行文

SK35一括格子目文、菱形文、 C字文）

図 141 縄文時代後期の一括遺物

も有り、同時期の遺構が本来あった可能性がある。続く第VI群 b類期はほぼ五所式ととらえられる時

期である。広範囲に土坑や焼土等に伴って遺物が出土した。。第VI群 c類期は念仏間式ととらえられ

る時期である。この時期も焼土が発見されている。第VI群 d類期は赤穴式期ととらえられる。 SN08

付近では赤穴式土器がまとまって出土している。このように、弥生時代中期以降の本遺跡では焼土を

中心とした遺構が発見された。発見に際しては、基本層序IIb層の存在が大きく、この層を調査中に

発見した者が多い。 ともすれば遺構確慾段階で黒色土中の遺物や遺構は削平されることが多いが、本

遺跡のように堆積状況が良好な場合、明確な遺構があまり見つからない当該時期においても遺溝が発

見できる。今後注意が必要である。

5、平安時代の集落及び土器の変遷について（図 142)

両遺跡からは主に白頭山一苫小牧火山灰降下以前の遺樺・遺物が発見された。図 142には各遺跡の

竪穴住居跡の主軸方位と、出土状況などから一括性の高い遺物の時間的変遷案を示した。詳細は今後

の検討に譲るが新沢 (1)遺跡と (2)遺跡はカマド主軸が南東方向を向くものが大半で、この傾伺

は付近に所在する外黒屋前田 (1)遺跡とも共通する。 3遺跡ともに火山灰降下前（一部降下後もあ

る）の集落と考えられるが、時期的に前後する金沢街道沢（ 1)遺跡と嗚戸（3)遺跡の状況とはか

なりの違いを見せる。

出土土器からは、 3期の変遷案を提示した。 1期は新沢 (1)遺跡SI05が代表である（参考資料
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として SIO4も併記）。長胴型、鍋、杯が見られる。杯はおそらくロクロ杯も存在していた可能性があ

るが、図 80-4の手ずくね成形、内外面ミガキ調整、底部ヘラケズリで赤い杯が特徴的である。この

坪は SI05とSIO4に伴い、 SIO2の堆積土でも出土している。 1期の住居はカマド煙道が地下式から

半地下式に作り替えられている。 2期は新沢（ 2) 遺跡 SIO2が代表である。住居廃絶時に遺棄され

た遣物群を提示した。ロクロ坪、長胴甕、小甕、鍋に擦文土器が伴う。 3期は新沢（2)遺跡SIOl

が代表である。ロクロ坪、ロクロ内黒杯、甕、鍋がみられる。 3段階ともに口縁部がやや反り、体部

が丸みを帯びる鍋を伴う特徴がある。また、内黒杯は3期で量が増えるようである (1・ 2期に全く

無いわけではない）。なお、外熙屋前田（ 1) 遣跡では相当数出土していた須恵器は、両瑣跡ではわ

ずかに4点だけであった。須恵器（特に五所川原須恵器窯跡群産出）は当地域においておおまかな時

期決定の指標として用いられるが、須恵器自体が少量であることも看過できない。むしろ少ないこと

は五所川原産須恵器の流通が本格的に始まる前であることを暗示しているように思えるため、 3期の

下限を 10世紀初頭（十和田 a火山灰降下以前）あたりととらえてみた。つまり、 1期と 2期は9世

紀後半の所産である可能性がある。紙幅の関係上詳細な検討は今後に譲るが、鰺ヶ沢地域における古

代の土器編年を考える上で璽要な資料が本事業において得ることができた。（茅野）

第3節 自然科学分析結果などについて

第4章では、放射性炭素年代測定（第 1節）、炭化材樹種同定（第2節）、炭化種実同定（第3節）、

採取土壌分析（第4節）、火山灰同定分析（第5節）、黒曜石産地推定分析（第6節）を行った結果

を示した。第 1節では、特に新沢（ 2)遣跡の焼土遺構等の帰属時期について、弥生時代中期から後

期のものが相当数含まれることが判明した。居位的な検討とともに当該時期の遣構の存在が明らかに

なったことは大きい。また、ウィグルマッチング年代測定では金沢街道沢（ 1)遺跡で 8世紀代の集

落の存在を推定した。第 2節と第3節では当時の森林資源に関するデータを得ることができ、各遺跡

ともにクリが多く利用されていることが判明した。また、当地域に自生しないアカガシ亜属も検出さ

れた。第4節では、遺跡内の土壌の色の原因や植生などについてデータが得られた。新沢 (2)遺跡

では遺跡内の古植生のデータからm-2層の時期には調査区内はクリ林だった可能性が指摘された。

m-1層ではトチノキの増加も見られ、青森市三内丸山遺跡における縄文時代の植生変遷に近い変遷

が示された。新沢（ 1) ・（ 2)遺跡ではm層の上に赤みを帯びた IIb層が見られるが、この成因に

ついては酸化の可能性が指摘された。また、新沢（ 2)遺跡では縄文後期の集落中心部のm層が褐色

化しているが、その成因と しては微粒炭の量が少ないことなどが考えられた。今後その原因を含め、

第4章で得られた知見と考古学的事象について総合的に検討されることを期待する。（茅野）

-232 -



々.. 5:． 

金沢街道沢（1)遺跡周辺の空中写真（昭和 23年 米軍撮影）
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金沢街道沢(1)還跡
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第 10号竪穴住居跡
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金沢街道沢(1)遺跡
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金沢街道沢(1)還跡
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金沢街道沢(1)還跡
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新沢(2)還跡
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第 3号屋外炉 (SN20)確認状況 w→
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Sec N→ 

写亘図版



新沢(2)還跡

焼土遺構

第 3号焼土遺構 secS→ 

第 4号焼土遺構 secSW→ 

第5号焼土遺構確認状況 E 

第 6号焼土遺構確認状況 S→ 第 6号焼土遺溝 secE→ 

写真図版 74
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写亘図版

焼土遺構

第 8号焼土遺構赤穴式土器出土状況 S→ 

第 9号焼土遺構確認状況 w→ 

第 10号焼土遺溝確認状況 W→ 

第 11号焼土遺構確聰状況 w→ 

第8号焼土遺構secSE→ 

第9号焼土遺構 Sec W 

第 10号焼土遺溝Sec W→ 
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第 11号焼土遺構Sec SW→ 
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新沢(2)還跡

焼土遺構

第13号焼土遺構確聡状況 S→ 
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第 15号焼土遺構確認状況 SE→ 
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第 16号焼土遺溝確評状況 E→ 

第13号焼土遺構 secS→ 

第 15号焼土遺構sec.W→ 

第 16号焼土遺溝 secS→ 
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焼土遺構

第 18号焼土遺構確認状況 E→ 

土坑

第 1号土坑完掘状況 S→ 

第 3号土坑完掘状況 w→ 
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第18号焼土遺構Sec S→ 

第 2号土坑遺物出土状況 SE→
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写亘図版
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新沢(2)還跡

4号土坑完掘状況 w→ 第 4号土坑secW→ 

第 7号土坑 炭化材・焼土出土状況隅→ 第 7号土坑 Sec E→ 

第 8号土坑完掘状況 sw→ 第8号土坑sec NW→ 
.，．こ r ・ ↑ _ , r - ~-．し一 、 • ~・ー一 ― - ..．』

第8号土坑遺物出土状況 N→

写真図版 78
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写亘図版

土坑

第9号土坑 secE→ 

10号土坑完掘状況 S→ 

第 13号土坑完掘状況 SE→ 

写真図版 79
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新沢(2)還跡

第 15号土坑遺物出土状況 NW→ 

第 15号土坑完掘状況 S→ 第 15号土坑secS→ 

写真図版 80
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写亘図版

土坑

第16号土坑完掘状況 S→ 第16号土坑Sec S→ 

第 18号土坑完掘状況 s 第 18号土坑Sec S→ 

第 20号土坑完掘状況 S→ 第 20号土坑Sec S→ 

写真図版 81
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新沢(2)還跡

土坑

第21-号土坑莞再玩悦 E → 

第 24号土坑完掘状況 S→ 第 24号土坑sec S→ 

写 真 図 版 82 
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写亘図版

土坑

第 26号土坑完掘状況 w→ 第 26号土坑 Sec S→ 

写真図版 83
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新沢(2)還跡

土坑

第 31号土坑完掘状況 w→ 第 31号土坑 Sec W→ 

写真図版 84
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写亘図版

第 34号土坑完掘状況 w→ 第 34号土坑 Sec W→ 

第 35号土坑底面遺物出土状況及びと完掘状況 SW→

写真図版 85
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新沢(2)還跡

土坑

第 35号土坑 Sec S→ 

第 35号土坑堆積土下層遺物出土状況 w→

写真図版 86

-318 -



写亘図版

土坑

35号土坑遺物出土状況 E→ 

第 37号土坑完掘状況 S→
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第35号土坑遺物出土状況 w→
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新沢(2)還跡
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第 41号土坑完掘状況 S→ 
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 第38号土坑Sec S→ 
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写亘図版

42号土坑完掘状況 SE→ 

第43号土坑Sec S→ 第43号土坑 (SI03内）完掘状況 S→ 

土器埋設遺構

第 1号土器埋設遺溝 sec N→ 

→ャf
ふ口＂；！ m江心心'’

第 1号土器埋設遺構掘方完掘 N→ 第2号土器埋設遺構Sec N→ 

写真図版 89
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新沢(2)還跡

溝状土坑

SW→ 

第 1号炭窯跡完掘状況 S→ 

写真図版 90
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写亘図版
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新沢(2)還跡

写真図版 92

-324 -

115-SKOS-3 

. 115-SKOS-2 

｀ 

., ・. 119-SK21-3 

119-SK21-8 119-SK21-7 



125-SK35-13 

写真図版 93

-325 -

写亘図版
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新沢(2)還跡
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写真図版
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新沢(2)遣跡
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写真図版
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ふ り が な ふ り が な
世界測地系 2000 調査

顆査コード
(JGD2000) 調査期間 面積

原因所 収 遺 跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号 北緯 東経 （冠）

あ青お森もりけ県ん9西こし津つが軽るぐ郡ん 40° 140° 20140507 

望賛笛箪賛'>つで

鰺あじヶがさ沢わ玄町らお大お字あざ 46' 14' ～ 6,600 

み南なみ浮うき田たら町ょうあ宇さ 記録保

いり追疇
02321 321102 57” 33' 20141030 

金かなギわか街い道どうさわ 存聘査
沢 沢地内

外

あ青お森もりけ県んに西し津つが軽るぐ郡ん 40° 140° 20140507 

誓賛＇了 i＼ら追疇

鰺あじヶがさ沢わ虫町らお大お字あ¥ 47' 15' ～ 3, 500 記録保

北きた浮うき田たち町ょうあ宇さ 02321 321040 
9' 54” 20140704 存詞査

誓賛地内外

あ斉お森もりけ県んに西し津つが軽るぐ郡ん 40° 1 40° 20140701 

鴛賛＇立）＇遥籍

鰺あじヶがさ沢わ＊町ちお大お宇あさ 47' 16' ～ 8, 300 記録保

北きた浮うき田たち町ょう史子
02321 321041 

11' 18' 20141120 存額査

賛賛地内外

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落 縄文時代 土坑 1 縄文土器早期（日計 ・縄文時代早

狩猟場 溝状土坑 4 式）、前期（円筒下層 a、 期前葉日計式

散布地 b、dl式）、中期（榎林 押型文土器が

式、大木 10式並行）． 出土した。

集落 奈良時代 竪穴住居跡 8 土師器 非ロクロ整形

甕、ロクロ整形甕 ・坪、 •奈良時代(8

築落 平安時代 竪穴住居跡 12 内面黒色坪、高坪、 世紀）～平安時

土坑 4 須窓器坪、壺（五所川 代初期 (9世紀

掘立柱建物跡 1 原産）、甕 前半）の集落跡

金沢街道沢 (1) 溝跡 1 石器石鏃、石槍、石 を検出 した。

遺跡 匙、右箆、掻器、削器、

微細剥離のある剥片、 •平安時代 (10

土坑 11 石核、磨製石斧、凹み 世紀末～11世

時期不明 溝跡 5 石、敲き石、擦り石、 紀代）の大溝跡

掘立柱建物跡 4 石錘、砥石 に囲まれた集

柱穴 40 土製品 土製支脚•土 落跡を検出し

錘・羽ロ た。

鉄製品刀子、筒状、

鉄刀、鉄滓

計段ボール 40箱
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集落 縄文時代 土坑 7 縄文土器 早期（日計 ・縄文時代早期

狩猟場 溝状土坑 3 式 ・白浜式） 、前期（円 前葉日計式押

散布地 土器埋設遺構 1 筒下暦 d2式）、中期（円 型文土器と早

業落 弥生時代 竪穴住居跡 7 筒上層 c式、大木 10式 期中葉白浜式

散布地 掘立柱建物跡 2 並行）、晩期（大洞B式） 土器が出土し

祟落 平安時代 柱穴 6 弥生土器 前期（砂沢 た。

土坑 2 式）、中期（五所式） ・縄文時代晩

溝跡 1 土師器 非ロクロ整形 期の 士坑群を

時期不明 上坑 ， 甕、ロクロ坪、内面黒 検出 した。

溝跡 2 色坪、高台付坪、鍋、 ・弥生時代前期

土製支脚、製塩土器 砂沢式土器と

新沢（ 1) 遺跡
擦文土器甕、杯 遠賀川系土器

須恵器長頸壺（五所川 が出土した。

原産？）、甕、鉢 • 平安時代 (9 世

石器 ・石鏃、石匙、掻 紀末～10世紀

器、削器、微細剥離の 初頭）の擦文土

ある剥片、両極剥片、 器を伴う集落

石核、凹み石、擦り右、 跡を検出した。

敲き石、石錘、石皿、

金床石

土製品弥生土偶

鉄製品刀子、棒状、

馬具？、鉄槌、鉄滓

計段ボール 27箱

集落 縄文時代 竪穴住居跡 5 縄文土器早期（無紋土 ・縄文時代早期

狩猟場 屋外炉 3 器、 日計式、 白浜式）、 前葉無紋土器

散布地 土坑 26 後期（＋腰内 I式）、晩 が出土 した。

土器埋設遺溝 2 期 （大涸 Cl式） ・縄文時代後期

溝状土坑 6 弥生・続縄文土器前 十 腰 内 I式期

弥生時代 焼土遠構 2 期 （砂沢式）、中期（五所 の集落跡を検

業落 士坑 3 式、念仏間式、後期 （赤 出した。

縄文～弥生時代 焼土遺溝 14 穴式）、後北C2D式 ・弥生時代前期

平安時代 竪穴住居跡 1 土師器 非ロクロ整形 ～中期の士坑

土坑 10 甕、ロクロ整形坪，内面 と中期～後期

黒色坪、鍋 の焼土遺構を

石器：石鏃、石槍、石 検出 した。

新沢 (2) 遺跡
匙、石錐、石箆、掻器、 •平安時代 （ 白

削器、微細剥離のある 頭山火山灰降

剥片、両極剥片、二次 下以前～降下

加 工石器、右核、磨製 後）の集落跡を

石斧、凹み石、蔽き右、 検出 した。

擦り石、石錘、石皿

石製品 三脚石器、有

孔石製品、

土製品 土偶、 ミニチ

ュア土器、鐸形土製品、

円盤状土製品（縄文後

期）土製支脚、製塩土

器、羽口 （平安時代）

計段ボール84箱
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縄文時代早期：新沢（ 2)遺跡で早期前葉無文士器が出士した。早期前葉の日計式士器は詢査し

た 3遺跡すべてから出土した。また、早期中葉の白浜式類似土器(I群 c類土器）も 3遺跡ともに出

土しており、津軽地域の当該時期を考える上で貴重である。

縄文時代後期：新沢 （2)遺跡で十腰内 I式期の竪穴住居跡、屋外炉、土坑（フ ラスコ状土坑、

不整形土坑（土坑墓））、土器埋設遺溝で溝成される集落跡を検出した。竪穴住居跡は柱穴配懺が不

明瞭で、土器埋設右囲炉が特徴的である。また、埋設土器は小型品を用い炉の長軸端部に寄る特徴

が見られる。土坑はフラスコ状土坑と不整形土坑（墓）がある。土器は十腰内 Ia式の範疇で理解で

き、表面を粗く磨いた無紋の壺や深鉢が一定量あることや、特徴的な充填文様などが個性的である。

縄文時代晩期：新沢（ 1)遺跡で浅いフラス コ状土坑がまとまって検出された。土器の出土状態

等から土坑茎の可能性が高い。

弥生時代前期：新沢（ 1)遺跡から砂沢式期の土器埋設遺溝が発見された。付近には包含層が 2

筒所確詔され、遠賀川系土器（壺・甕）や土偶が出土した。

弥生時代中期～後期：主に新沢（ 2)遺跡で中期初頭(VI群 c類、 五所式相当）の土坑塞、中期～

後期の焼土遺構が検出された。

奈良時代：金沢街道沢(1)遺跡で 8世紀代の土師器を伴う集落跡を検出した。当該期の集落とし

要 約 1ては津軽西部では初見である。出土土器に北海道に分布する前期擦文土器（横走・段状沈線がある

甕等）に類するものを含む。第5号竪穴住居跡からは須恵器坪の小片 2点が出土した。過年度に親

告した鳴戸（3)遺跡出土資料とともに空白であった津軽西海岸地域の8~9世紀について考究で

きる良好な寅料を待た。

平安時代：金沢街道沢 （1)遺跡で9世紀代の集落跡を、新沢 (1)遺跡と新沢（ 2)遺跡で 9

世紀後半から 10世紀中葉期と考えられる業落跡を検出した。白頭山一苫小牧火山灰降下以前の集

落が主体となるが、新沢(2)遺跡では火山灰降下後の土坑（製炭または焼成土坑）も検出された。

新沢（ 1)遺跡では第2号竪穴住居跡からは士師器とともに擦文中期の甕と坪が出士した。当該

時期の擦文士器は県内において出土例が少ない。また、同住居跡では、床面中央都に焼土がみられ、

擦文文化の影等が顕著である。金沢街道沢（ 1)遺跡では 10世紀後半から 11世紀にかけての集落

跡を検出した。竪穴住居跡、堀立柱建物跡、溝跡がみられる。第 1号溝跡は断面逆台形開口郭幅 1.5 

m前後、深さ lm前後の規模で、調査区南半を方形に囲っている。この溝跡の内外で竪穴住居跡が

検出されており、 最終的に溝に区画された集落へと変遷したよ うである。出土した土師器のうち、

坪は非ロクロ整形で外面に輪積痕跡を明瞭に残し底面に蕉圧痕が見られる非常に個性的なもので

ある。第 1号溝跡内部の過構からは鉄刀、刀装具、鉄鏃などの鉄製品が出土した。また、第 10号

竪穴住居跡カマドからはイネやアワ等の炭化種子が検出された。

- 332 -



青森県埋蔵文化財調査報告書第563集

金沢街道沢（ 1)遺跡

新沢（ 1) 遺跡

新沢（2) 遺跡

ー一般国消101号鰺ヶ沢灌路建設事業に伴う遺跡発掘調査報告一

発行年月日

発行

編集

2016年 3月25日

青森県教育委員会

肖森県埋蔵文化財調査センター

〒038-0042 害森県冑森市大字新城字天田内152-15

TEL 017-788-5701 FAX 017-788-5702 

印 刷 株式会社ヒロタ

〒030-0142 吉森県青森市大宇野木字野尻 37番地691

TEL 017-729-8321 FAX 017-773-8325 












	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_001
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_002
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_003
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_004
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_005
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_006
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_007
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_008
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_009
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_010
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_011
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_012
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_013
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_014
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_015
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_016
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_017
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_018
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_019
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_020
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_021
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_022
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_023
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_024
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_025
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_026
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_027
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_028
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_029
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_030
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_031
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_032
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_033
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_034
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_035
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_036
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_037
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_038
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_039
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_040
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_041
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_042
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_043
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_044
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_045
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_046
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_047
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_048
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_049
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_050
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_051
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_052
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_053
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_054
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_055
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_056
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_057
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_058
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_059
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_060
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_061
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_062
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_063
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_064
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_065
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_066
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_067
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_068
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_069
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_070
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_071
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_072
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_073
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_074
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_075
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_076
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_077
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_078
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_079
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_080
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_081
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_082
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_083
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_084
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_085
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_086
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_087
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_088
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_089
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_090
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_091
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_092
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_093
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_094
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_095
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_096
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_097
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_098
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_099
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_100
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_101
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_102
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_103
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_104
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_105
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_106
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_107
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_108
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_109
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_110
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_111
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_112
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_113
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_114
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_115
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_116
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_117
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_118
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_119
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_120
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_121
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_122
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_123
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_124
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_125
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_126
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_127
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_128
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_129
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_130
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_131
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_132
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_133
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_134
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_135
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_136
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_137
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_138
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_139
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_140
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_141
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_142
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_143
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_144
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_145
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_146
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_147
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_148
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_149
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_150
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_151
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_152
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_153
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_154
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_155
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_156
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_157
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_158
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_159
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_160
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_161
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_162
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_163
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_164
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_165
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_166
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_167
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_168
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_169
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_170
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_171
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_172
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_173
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_174
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_175
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_176
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_177
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_178
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_179
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_180
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_181
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_182
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_183
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_184
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_185
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_186
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_187
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_188
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_189
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_190
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_191
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_192
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_193
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_194
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_195
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_196
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_197
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_198
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_199
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_200
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_201
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_202
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_203
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_204
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_205
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_206
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_207
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_208
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_209
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_210
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_211
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_212
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_213
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_214
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_215
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_216
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_217
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_218
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_219
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_220
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_221
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_222
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_223
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_224
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_225
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_226
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_227
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_228
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_229
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_230
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_231
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_232
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_233
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_234
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_235
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_236
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_237
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_238
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_239
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_240
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_241
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_242
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_243
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_244
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_245
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_246
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_247
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_248
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_249
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_250
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_251
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_252
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_253
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_254
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_255
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_256
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_257
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_258
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_259
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_260
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_261
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_262
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_263
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_264
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_265
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_266
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_267
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_268
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_269
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_270
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_271
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_272
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_273
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_274
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_275
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_276
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_277
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_278
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_279
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_280
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_281
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_282
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_283
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_284
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_285
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_286
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_287
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_288
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_289
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_290
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_291
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_292
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_293
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_294
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_295
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_296
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_297
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_298
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_299
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_300
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_301
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_302
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_303
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_304
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_305
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_306
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_307
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_308
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_309
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_310
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_311
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_312
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_313
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_314
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_315
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_316
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_317
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_318
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_319
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_320
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_321
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_322
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_323
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_324
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_325
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_326
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_327
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_328
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_329
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_330
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_331
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_332
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_333
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_334
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_335
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_336
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_337
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_338
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_339
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_340
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_341
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_342
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_343
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_344
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_345
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_346
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_347
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_348
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_349
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_350
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_351
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_352
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_353
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_354
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_355
	青森県埋蔵文化財調査報告書　第563集（低画質）_ページ_356



